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本書をお読みになる前に

安全にお使いいただ く ために

本書には、 本製品を安全に正し く お使いいただ く ための重要な情報が記載さ
れています。

本製品をお使いになる前に、 本書を熟読し て く だ さい。 特に、 添付の 『安全
上のご注意』 をよ く お読みにな り、 理解された う えで本製品をお使い く だ さ
い。 また、 『安全上のご注意』 および当マニュアルは、 本製品の使用中にいつ
でもご覧になれるよ う 大切に保管し て く だ さい。

電波障害対策について

この装置は、 ク ラス A 情報技術装置です。 この装置を家庭環境で使用する と
電波妨害を引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には使用者が適切な対策を
講ずるよ う 要求される こ とがあ り ます。 VCCI-A

アル ミ 電解コ ンデンサについて

本製品のプ リ ン ト 板ユニ ッ ト やマウス、 キーボー ド に使用し ているアル ミ 電
解コ ンデンサは寿命部品であ り、 寿命が尽きた状態で使用し続ける と、 電解
液の漏れや枯渇が生じ、 異臭の発生や発煙の原因になる場合があ り ます。

目安と し て、 通常のオフ ィ ス環境 （25 ℃） で使用された場合には、 保守サ
ポー ト 期間内 （5 年） には寿命に至らないものと想定し ていますが、 高温環
境下での稼働等、 お客様のご使用環境によ っては、 よ り短期間で寿命に至る
場合があ り ます。 寿命を超えた部品について、 交換が可能な場合は、 有償に
て対応させていただきます。 なお、 上記はあ く まで目安であ り、 保守サポー
ト 期間内に故障し ないこ と をお約束する ものではあ り ません。

ハイセイ フ テ ィ 用途での使用について

本製品は、 一般事務用、 パーソナル用、 家庭用、 通常の産業用等の一般的用
途を想定し て設計 ・ 製造されている ものであ り、 原子力施設における核反応
制御、 航空機自動飛行制御、 航空交通管制、 大量輸送システムにおける運行
制御、 生命維持のための医療器具、 兵器システムにおける ミ サイル発射制御
など、 極めて高度な安全性が要求され、 仮に当該安全性が確保されない場合、
直接生命 ・ 身体に対する重大な危険性を伴う用途 （以下 「ハイセイ フ テ ィ 用
途」 と い う ） に使用されるよ う設計 ・ 製造されたものではございません。 お
客様は、 当該ハイセイ フ テ ィ 用途に要する安全性を確保する措置を施すこ と
な く 、 本製品を使用し ないで く だ さい。 ハイセイ フ テ ィ 用途に使用される場
合は、 弊社の担当営業までご相談 く だ さい。



ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

瞬時電圧低下対策について

本製品は、 落雷などによる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じ る こ とが
あ り ます。 電源の瞬時電圧低下対策と し ては、 交流無停電電源装置などを使
用される こ と をお勧めし ます。

（社団法人電子情報技術産業協会 (JEITA) のパーソナルコ ンピ ュータの瞬時電
圧低下対策ガイ ド ラ イ ンに基づ く 表示）

外国為替及び外国貿易法に基づ く 特定技術について

当社のド キュ メ ン ト には 「外国為替及び外国貿易法」 に基づ く 特定技術が含
まれている こ とがあ り ます。 特定技術が含まれている場合は、 当該ド キュ メ
ン ト を輸出または非居住者に提供する と き、 同法に基づ く 許可が必要と な り
ます。

高調波電流規格について

本製品は、 高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。

日本市場の場合のみ :SATA ハー ド デ ィ スク ド ラ イブについて

このサーバの SATA バージ ョ ンは、 SATA/BC-SATA ス ト レージイ ン タ フ ェ ー
スを搭載し たハー ド デ ィ スク ド ラ イブをサポー ト し ています。 ご使用のハー
ド デ ィ スク ド ラ イブのタ イプによ って使用方法と動作条件が異な り ますので、
ご注意 く だ さい。

使用でき る タ イプのハー ド デ ィ スク ド ラ イブの使用方法と動作条件の詳細は、
以下の Web サイ ト を参照し て く だ さい。 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/

日本市場の場合のみ :

I 本書に記載されていても日本市場には適用されない項があ り ます。 以
下のオプシ ョ ンおよび作業がこれに該当し ます。

– CSS （Customer Self Service）

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/harddisk/
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1 はじめに

この 『ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル』 では、 次の作業を行う手
順を示し ています。

● オプシ ョ ンのハー ド ウ ェ ア部品を追加し てサーバ構成をア ッ プグレー ド す
る

● 既存のハー ド ウ ェ ア部品を交換し てサーバ構成をア ッ プグレー ド する

● 故障し たハー ド ウ ェ ア部品を交換する

このマニュアルでは、 オンサイ ト の保守作業について説明し ます。 各作業の
割り当ては、 『ServerView Suite Local Service Concept - LSC』 マニュアルに
示すリ モー ト 診断手順に従って準備する こ とが推奨されます。 41 ページ の
「必要なマニュアル」 を参照し て く だ さ い。

V 注意 !

このマニュアルには、 さ まざまな難易度の作業手順が含まれます。 作
業を割り当てる前に、 作業に必要な技能レベルを確認し て く だ さい。
始める前に、 35 ページ の 「作業手順の分類」 をよ く お読み く だ さい。
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表記規定

このマニュアルでは、 以下の表記規定が使用されています。

斜体のテキス ト コマン ド またはメ ニューアイテムを示し ます

fixed font
（固定幅フ ォ ン ト ）

システム出力を示し ます

semi-bold fixed 
font

（セ ミ ボールド固定
幅フ ォ ン ト ）

ユーザーが入力するテキス ト を示し ます

かぎ括弧 （「 」） 章の名前や強調されている用語を示し ます

二重かぎ括弧 （『 』） 他のマニュアル名などを示し ています

Ê 記載されている順序で行う 必要がある作業です

[Abc] キーボー ド のキーを示し ます

V 注意 ! この記号が付いている文章には、 特に注意し て く だ さ
い。 この表示を無視し て、 誤った取り扱いをする と、 生
命が危険にさ ら された り、 システムが破壊された り、
データが失われる可能性があ り ます。

I 追加情報、 注記、 ヒ ン ト を示し ています

難易度と必要な技能レベルに応じ た作業手順の分類を
示し ています。 35 ページ の 「作業手順の分類」 を参照
し て く だ さい。

平均作業時間を示し ています。 38 ページ の 「平均作業
時間」 を参照し て く だ さい。
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2 始める前に

ア ッ プグレー ド や保守の作業を始める前に、 次の準備作業を行います。

Ê  45 ページ の 「注意事項」 章の安全についての注意事項を熟読し ます。

Ê 必要なマニュアルがすべて揃っている こ と を確認し ます。 41 ページ の
「必要なマニュアル」 の項に示す ド キュ メ ン ト の概要を確認し ます。 必要
に応じ て PDF フ ァ イルを印刷し ます。

Ê 35 ページ の 「作業手順の分類」 の項に示す作業手順の分類を確認し ます。

Ê 39 ページ の 「必要な工具」 の項に従っ て、 必要な工具が揃っている こ と
を確認し ます。

オプシ ョ ン部品の取り付け

『PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 オペレーテ ィ ングマニュアル』 では、
サーバの機能を紹介し、 使用でき るハー ド ウ ェ アオプシ ョ ンの概要を説明し
ています。 Fujitsu ServerView Suite 管理ソ フ ト ウ ェ アおよび iRMC Web フ ロ
ン ト エン ド を使用し て、 ハー ド ウ ェ ア拡張の準備を行います。
ServerView Suite のドキュメントは、オンラインで http://manuals.ts.fujitsu.com 
（http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/ 日本市場向け。次の 
ServerView Suite の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

– Operation
– Virtualization
– Tools for Service & Diagnostics
– Out-Of-Band Management

I ハー ド ウ ェ アオプシ ョ ンの最新情報については、 次のア ド レスにある
サーバのシステム構成図を参照し て く だ さ い。

EMEA 市場向け :
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/ 

日本市場の場合 :
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/ 

拡張キ ッ ト やスペア部品の注文方法については、 Fujitsu のカス タ マーサービ
スパー ト ナーにお問い合わせ く だ さい。 Fujitsu のイ ラ ス ト 入り部品カ タ ログ
を使用し て必要なスペア部品を探し て、 技術仕様と注文情報をご確認 く だ さ
い。 イ ラ ス ト 入り部品カ タ ログは、 オン ラ イ ンで次のサイ ト から取得できま
す。 http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares （EMEA 市場のみ）。

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
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故障し た部品の交換

故障のため交換が必要なハー ド ウ ェ ア部品は、 サーバの前面と背面にある保
守ラ ンプ、 およびフ ロン ト パネルにある Local Diagnostic LED によ って示さ
れます。 サーバのコ ン ト ロールと表示ラ ンプの詳細については、 ご利用の
サーバのオペレーテ ィ ングマニュアルおよび 800 ページ の 「コネク タ と表示
ラ ンプ」 の項を参照し て く だ さい。

ホ ッ ト プ ラグ対応ではない部品を交換するためにシステムの電源を切った場
合、 一連の PRIMERGY 診断表示ラ ンプから、 故障し た部品がわかり ます。
サーバの電源を切り、 主電源から切り離し た場合も、 CSS 表示ボタ ンを使う
と、 故障し た部品の横の表示ラ ンプが機能し ます。 詳細については、 57 ペー
ジ の 「診断情報の使用」 および 809 ページ の 「フ ロン ト パネルのコネク タ と
表示ラ ンプ」 の各項を参照し て く だ さい。

故障し た部品が、 CSS （Customer Self Service、 EMEA 市場だけが対象） コ
ンセプ ト に含まれる、 お客様による交換部品 （Customer Replaceable Unit）
である場合、 サーバの前面と背面にある CSS 表示ラ ンプが点灯し ます。

詳細は、 『ServerView Suite Local Service Concept (LSC)』 マニュアルを参照
し て く だ さい。 オン ラ イ ンで次のサイ ト から取得できます。 
http://manuals.ts.fujitsu.com (EMEA 市場向け ) または 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/ ( 日本市場向け )。

『ServerView Suite Local Service Concept - LSC』 マニュアルで説明し ている
よ う に、 リ モー ト 診断手順を使用し て保守作業を準備する こ とが推奨されま
す。

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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2.1 作業手順の分類

作業手順の難易度は、 それぞれ大き く 異な り ます。 作業手順は、 難易度と必
要な技能レベルに応じ て、 3 つの部品のカテゴ リのう ちの 1 つに割り当てら
れます。

各手順の最初に、 この項に示す記号のいずれを用いて関連する部品タ イプを
示し ます。

I 詳細については、 最寄りの Fujitsu のサービスセン ターにお問い合わせ
く だ さい。

2.1.1 お客様による交換可能部品 （CRU）

お客様による交換可能部品 は Customer Self Service 対応で、 動作中にホ ッ ト
プ ラグ対応部品と し て接続し た り交換する こ とができます。

I お客様ご自身で交換できる コ ンポーネン ト は、 ご利用される国の保守
サービス形態によ っ て異な り ます。

ホ ッ ト プ ラグ対応部品によ って、 システム可用性が向上し、 高いデータ整合
性と フ ェ イルセーフパフ ォーマンスが保証されます。 作業手順を実行するた
めに、 サーバをシャ ッ ト ダウン し た り、 オフ ラ イ ンにし た り する必要はあ り
ません。

お客様による交換可能部品と し て扱われる部品

– ホ ッ ト プ ラグ電源ユニ ッ ト
– ホ ッ ト プ ラグフ ァ ンモジュール
– ホ ッ ト プ ラグ HDD/SSD モジュール

お客様による交換可能部品と し て扱われる周辺装置

– キーボー ド
– マウス

お客様による交換可能部品 （CRU）
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2.1.2 ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド および修理 （URU）

ア ッ プグレー ド および修理部品はホ ッ ト プ ラグ対応部品ではな く 、 オプシ ョ
ン と し て接続するために別途注文し た り （ア ッ プグレー ド 部品）、 また、
Customer Self Service を通じ てお客様にご利用いただけます （修理部品）。

I サーバ管理のエ ラー メ ッ セージ と、 フ ロン ト パネルおよびシステム
ボー ドの診断表示ラ ンプによ り、 故障し たアップグレードおよび修理
部品はお客様による交換可能な CSS コ ンポーネン ト と し て通知されま
す。

ア ッ プグレー ド や修理の手順を行う には、 サーバをシャ ッ ト ダウン し て開き
ます。

V 注意 !

サーバを許可な く 開けた り、 研修を受けていない未許可の要員が修繕
し よ う とする と、 重大な破損を引き起こ し た り、 破損の原因になる可
能性があ り ます。

ア ッ プグレー ド 部品と し て扱われる部品

– プロセ ッサ （ア ッ プグレー ド キ ッ ト ）
– 光デ ィ スク ド ラ イブ
– バッ クア ッ プ ド ラ イブ
– 拡張カー ド
– バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト
– メ モ リ モジュール

修理部品と し てのみ扱われる部品

– CMOS バッ テ リー
– ホ ッ ト プ ラグ非対応フ ァ ン
– ホ ッ ト プ ラグ非対応ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド および修理 （URU）
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2.1.3 フ ィ ールド交換可能ユニ ッ ト （FRU）

フ ィールド交換可能ユニッ ト の取り外し と取り付けには、 サーバの不可欠な
コ ンポーネン ト において複雑な保守手順が含まれます。 手順を行う には、
サーバをシャ ッ ト ダウン し て開き、 分解する必要があ り ます。

V 注意 !

フ ィールド交換可能ユニッ ト に関連する保守手順は、 Fujitsu のサービ
ス要員または Fujitsu の ト レーニングを受けた技術担当者のみが行う こ
とができます。 許可されていない作業をシステムに対し て行った場合
は、 保証は無効と な り、 メ ーカーの責任は免除されますので、 ご注意
く だ さい。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト と し て扱われる部品

– プロセ ッサ （交換）
– SAS/SATA バッ ク プレーン
– パワーバッ ク プレーン / 配電ボー ド
– フ ロン ト パネルと前面の LAN コネク タ
– 管理モジュールおよび診断モジュール
– システムボー ド
– 標準電源ユニ ッ ト
– Trusted Platform Module （TPM）
– USB Flash Module （UFM）

I 詳細については、 最寄りの Fujitsu のサービスセン ターにお問い合わせ
く だ さい。

フ ィ ールド交換可能ユニ ッ ト （FRU）
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2.2 平均作業時間

各作業手順の分類記号の横に、 準備作業を含む平均作業時間を示し ます。

平均作業時間に含まれる手順を 38 ページ の表 1 に示し ます。

平均作業時間 : 10 分

手順
計算に含ま

れる
説明

サーバのシャ ッ ト
ダウン

含まない

シャ ッ ト ダウン時間は、 ハー ド ウ ェ ア と ソ
フ ト ウ ェ アの構成によ っ て大き く 異な り ま
す。

保守作業の前に必要なソ フ ト ウ ェ アの作業
については、 125 ページ の 「保守作業の開
始」 の項を参照し て く だ さい。

ラ ッ クから取り出
し、 分解

含む
作業ができるよ う に、 サーバを ラ ッ クから
取り出し ます （必要な場合）。

輸送 含まない
サーバを作業台まで運ぶ作業 （必要な場
合） は、 環境によ って異な り ます。

保守作業 含む
ソ フ ト ウ ェ アの準備と作業後の操作を含む
保守作業を行います。

輸送 含まない
サーバを元の場所に戻す作業 （必要な場
合） は、 環境によ って異な り ます。

組み立て、 ラ ッ ク
への搭載

含む
サーバを組み立て、 ラ ッ クに戻し ます （必
要な場合）。

起動 含まない
起動時間は、 ハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア
の構成によ っ て大き く 異な り ます。

表 1: 平均作業時間の計算
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2.3 必要な工具

保守作業の準備を行う と きは、 次の表を参考に、 必要な工具が揃っている こ
と を確認し ます。 各手順の前に、 必要な工具のリ ス ト があ り ます。

ド ラ イバ / ビ ッ ト
インサー ト

ネジ 用途 タ イプ

プ ラス
PH2 / (+) No. 2
六角、 ク ロス 
SW5 / PZ2

バッ クア ッ
プ ド ラ イブ、
光デ ィ スク
ド ラ イブ、
シャーシ

M3 x 4.5 mm
（シルバー色）

C26192-Y10-C67

プ ラス
PH2 / (+) No. 2
六角、 ク ロス 
SW5 / PZ2

システム
ボー ド

M3 x 6 mm
（シルバー色）

C26192-Y10-C68

プ ラス
PH2 / (+) No. 2
六角、 ク ロス 
SW5 / PZ2

UNC ネジ付
きバッ ク
ア ッ プ ド ラ
イブ

UNC
6-32 x 4.76 mm
（黒色）

C26192-Y10-C75

プ ラス
PH0 / (+) No. 0

2.5 インチ 
HDD/SSD

M3 x 3.5 mm
ウ ェハー頭ネジ
（シルバー色）

C26192-Y10-
C102

TPM ビ ッ ト イ ン
サー ト

TPM 用精密マイ
ナス ド ラ イバ
/TPM モジュール
の取り付け工具
（日本市場向け）

TPM 用ネジ
一方向だけ
回せるヘ ッ
ド

（黒色）

REM 3 x 15 mm
（黒色）

C26192-Y10-
C176

表 2: 必要な工具と使用するネジの一覧
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プ ラ ス
PH1 / (+) No. 1

UFM 用ナイ
ロン製ネジ

M3 x 4.5 mm
（白）

A3C40109082

プラス
PH1 / (+) No. 1

TFM 
モジュール

M2.5 x 4 mm
（シルバー色）

C26192-Y10-
C103

プラス
PH1 / (+) No. 1

GPGPU 
カー ド  Intel 
Xeon Phi

M3 x 4 mm 
の平頭ねじ  
（シルバー色）

（GPGPU カー ド
キ ッ ト の部品）

プラス
PH2 / (+) No. 2

USB 3.0 
PCI カー ド  
D3305

M3 x 5 mm
（シルバー色）

（カー ド キ ッ ト  
S26361-D3305-
A10 に付属し てい
ます）

六角ボル ト
前面 VGA コ
ネク タ

UNC #4-40
（シルバー色）

V26827-B408-
V989

ド ラ イバ / ビ ッ ト
インサー ト

ネジ 用途 タ イプ

表 2: 必要な工具と使用するネジの一覧



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 41

始める前に

2.4 必要なマニュ アル

保守作業中に別のマニュアルを参照する必要が生じ る場合があ り ます。 保守
作業の準備を行う と きは、 次の表を参考に、 必要なマニュアルが揃っている
こ と を確認し ます。

I – サーバに付属のマニュアルは、 いつでも参照できるよ う に安全な場
所に保管し て く だ さい。

– 特に指定のない限り、 マニュアルはすべて 
http://manuals.ts.fujitsu.com の 「Industry standard servers」 から入手で
きます。

日本市場の場合は次の URL をご使用 く だ さい。 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/

ド キュ メ ン ト 説明

『Quick Start Hardware - 
PRIMERGY TX300 S8』 リーフ
レ ッ ト 簡単な設置手順を示し たポス ター。 オン ラ

イ ンから入手できます。『Quick Start Hardware - 
PRIMERGY RX350 S8』 リ ーフ
レ ッ ト

『ServerView Suite ク イ ッ クス
ター ト ガイ ド 』

サーバのセ ッ ト ア ッ プおよびソ フ ト ウ ェ ア
の初期設定についての情報をはオン ラ イ
ン、 または ServerView Suite DVD から入
手できます。

『Safety Notes and Regulations』
マニュアル

『安全上のご注意』 （日本市場向
け）

安全に関する重要な情報。 オン ラ インおよ
び印刷版で提供。

『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 サーバ』
オペレーテ ィ ングマニュアル

オン ラ イ ンから入手できます。

『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 用 D2949 
BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ
テ ィ リ フ ァ レンスマニュアル』

BIOS の変更可能なオプシ ョ ンやパラ メ ー
タ に関する情報。 オン ラ インから入手でき
ます。

表 3: 必要なマニュ アル

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
http://manuals.ts.fujitsu.com
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システムボー ド とサービスラベ
ル

サーバのサイ ド カバーまたは ト ッ プカバー
の中にある ラベルに、 コネク タ、 表示ラ ン
プ、 基本的な保守作業をま とめてあ り ま
す。

ソ フ ト ウ ェ アのマニュアル

オン ラ イ ンから入手できます。

– 『ServerView Suite Local Service 
Concept - LSC』 ユーザガイ ド

– 『ServerView Operations Manager - 
Server Management』 ユーザガイ ド

– 『iRMC S4 - Integrated Remote 
Management Controller』
ユーザガイ ド 。

イ ラ ス ト 入り部品カ タ ログ

スペア部品を特定し、 情報を確認できるシ
ステム （EMEA 市場のみ）。 次の URL でオ
ン ラ イ ンで使用するか、 ダウンロー ド
（Windows OS） できます。 
http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares 
また、 ServerView Operations Manager の 
CSS コ ンポーネン ト ビ ューから も アクセ
スできます。

索引 オン ラ イ ンから入手できます。

『Warranty』 マニュアル

『保証書』 （日本市場向け）

保証、 リサイ クル、 保守に関する重要な情
報を示し ます。 オン ラ イ ン および印刷版
で提供。

『Returning used devices』 マ
ニュアル リサイクルと問い合わせに関する情報につ

いて記載されています。オンライン およ
び印刷版で提供。

『Service Desk』 リ ーフ レ ッ ト

『サポー ト ＆サービス』 （日本市
場向け）

ド キュ メ ン ト 説明

表 3: 必要なマニュ アル

http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares
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その他のマニュアル

– RAID ド キュ メ ン ト  : Web ページ 
http://manuals.ts.fujitsu.com の 「Industry 
standard servers」 - 「Expansion 
Cards」 - 「Storage Adapters」 から入手
できます :

– 『Integrated RAID for SAS』 ユーザ
ガイ ド

– 『LSI MegaRAID - SAS Software』
ユーザガイ ド

– 『Modular RAID Controller / Modular 
SAS HBA Installation Guide』

日本市場の場合は次の URL をご使用 く
だ さい。 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/ 
primergy/manual/

– ラ ッ クのマニュアル

他社のマニュアル

– オペレーテ ィ ングシステムのマニュア
ル、 オン ラ イ ンヘルプ

– 周辺装置のマニュアル

ド キュ メ ン ト 説明

表 3: 必要なマニュ アル

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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3 注意事項

V 注意 !

デバイスを設置し て起動する前に、 次の項に記載されている安全につ
いての注意事項に従っ て く だ さい。 これによ り、 健康被害を受けた り、
デバイスが破損し た り、 データベースを危険にさ らす可能性のある重
大なエラーの発生を回避できます。 

I このニュアルと その他のド キュ メ ン ト （オペレーテ ィ ングマニュアル
やド キュ メ ン ト  DVD など） はデバイスの近 く に保管し て く だ さい。 他
メ ーカーに機器を譲渡する場合は、 すべてのド キュ メ ン ト を同梱し て
く だ さい。

3.1 安全について

I 以下の安全上についての注意事項は、 『Safety Notes and Regulations』
および 『安全上のご注意』 マニュアルにも記載されています。

このデバイスは、 IT 機器関連の安全規則に適合し ています。 目的の環境に
サーバを設置でき るかど う かについてご質問がある場合は、 販売店または弊
社カス タ マサービス部門にお問い合わせ く だ さい。

● このマニュアルに記載されている作業は、 技術担当者が行う ものと し ま
す。 技術担当者とは、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アを含め、 サーバを
設置するための訓練を受けている要員のこ と です。

● CSS 障害に関係のないデバイスの修理は、 サービス要員が行う ものと し
ます。 許可されていない作業をシステムに対し て行った場合は、 保証は無
効と な り、 メ ーカーの責任は免除されますので、 ご注意 く だ さい。

● このマニュアルのガイ ド ラ イ ンを遵守し なかった り、 不適切な修理を行う
と、 ユーザーが危険 （感電、 エネルギーハザー ド 、 火災） にさ ら された
り、 装置が破損する可能性があり ます。 

● サーバで内部オプシ ョ ンの取り付け、 取り外し を行う 前に、 サーバ、 すべ
ての周辺装置、 および接続されているその他すべてのデバイスの電源を
切って く だ さい。  また、 電源コー ド をすべて コ ンセン ト から抜いて く だ さ
い。 ケーブルを抜かなかった場合、 感電や破損の恐れがあ り ます。 



46 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

注意事項

作業を始める前に

● デバイスを設置する際、 および操作する前に、 お使いのデバイスの環境条
件についての指示を守って く だ さい。

● デバイスを低温環境から移動し た場合は、 デバイスの内部 / 外部の両方で
結露が発生する こ とがあ り ます。 

デバイスが室温に順応し、 完全に乾燥し た状態になっ てから、 作業を始め
て く だ さい。 この要件が満た されないと、 デバイスが破損する場合があ り
ます。

● デバイスを輸送する際は、 必ず元の梱包材に入れるか、 あるいは、 衝撃か
らデバイスを保護するよ う に梱包し て く だ さい。
日本市場では、 梱包箱の再利用については適用されません。

インス ト ールと操作

● このユニ ッ ト は、 周辺温度 35 °C では操作し ないで く だ さい。 Cool-safe® 
Advanced Thermal Design 搭載のサーバでは、 環境温度 40 °C まで対応し
ます。

● IEC309 コネク タ付き工業用電源回路網から電力を供給する設置にこの装
置が組み込まれている場合は、 電源ユニ ッ ト のフ ューズ保護が、 A 型コネ
ク タの非工業用電源回路網の要件に準拠し ている必要があ り ます。

● 電源ユニ ッ ト の主電源電圧は、 100 VAC ～ 240 VAC の範囲内で自動調整
されます。 ローカルの主電源電圧がこの範囲内である こ と を確認し て く だ
さい。

● このデバイスは、 適切に接地された電源コ ンセン ト 、 または、 接地された
ラ ッ クの内部配電システム （電源コー ド は試験を受けて承認済み） 以外に
は接続し ないで く だ さい。

● デバイスが、 デバイス近 く に適切に接地された電源コ ンセン ト に接続され
ている こ と を確認し て く だ さい。 

● デバイスの電源ソケ ッ ト と、 接地された電源コ ンセン ト に簡単に近づける
こ と を確認し て く だ さい。 

● 電源ボタ ンまたは電源スイ ッ チ （ある場合） では、 デバイスを主電源から
切り離すこ とはできません。 修理または保守を行う 場合は、 デバイスを主
電源ユニ ッ ト から完全に切断し、 適切に接地された電源コ ンセン ト から電
源プ ラグをすべて抜いて く だ さい。
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注意事項

● サーバと その周辺装置は、 必ず同じ電源回路に接続し て く だ さい。 これを
守らないと、 停電時にサーバが動作し ていても、 周辺装置 （メ モ リサブシ
ステムなど） が機能し な く なった場合などに、 データ を失う 危険性があり
ます。

● データケーブルには、 適切なシールド を施し て く だ さい。

● Ethernet ケーブルは EN 50173 および EN 50174-1/2 規格、 または 
ISO/IEC 11801 規格にそれぞれ従う 必要があ り ます。 最低要件は、 10/100 
Mbit/s Ethernet ではカテゴ リ  5 のシールド ケーブル、 Gigabit Ethernet で
はカテゴ リ  5e のケーブルを使用し ます。

● 潜在的危険性を発生させず （誰もつまずかないこ と を確認）、 ケーブルが
破損する こ とのないよ う にケーブルを配線し ます。 サーバの接続時には、
このマニュアルのサーバの接続についての指示を参照し て く だ さい。

● 荒天時には、 データ伝送路の接続または切断は行わないで く だ さい （落雷
の危険性があ り ます）。

● 宝飾品やペーパーク リ ッ プなどの物や液体がサーバ内部に入る可能性がな
いこ と を確認し ます （感電やシ ョ ー ト の危険性があ り ます）。

● 緊急時 （た と えば、 ケース、 コ ン ト ロール、 ケーブルの破損や、 液体や異
物の侵入） には、 システム管理者または弊社カス タ マサービス部門に連絡
し て く だ さい。 怪我の危険がない場合のみ、 システムを主電源ユニ ッ ト か
ら切断し て く だ さ い。 

● ケースが完全に組み立てられ、 取り付けスロ ッ ト の背面カバーが取り付け
られている （感電、 冷却、 防火、 干渉抑制） 場合のみ、 （IEC 60950-1 お
よび EN 60950-1 に従っ て） システムの正し い動作が保証されます。

● 安全性と電磁環境適合性を規定する要件および規則を満た し、 電話機に関
連するシステム拡張機器のみ、 取り付ける こ とができます。 それ以外の拡
張機器を取り付ける と、 システムが破損し た り、 安全規定に違反する場合
があ り ます。 イ ンス ト ールに適合するシステム拡張機器についての情報
は、 弊社カス タ マサービスセン ターまたは販売店で入手できます。

● 警告ラベル （稲妻マーク など） が付いている コ ンポーネン ト を開けた り、
取り外し た り、 交換する作業は、 認可された資格を持つ要員以外は行わな
いで く だ さい。 例外 : CSS コ ンポーネン ト は交換できます。

● システム拡張機器の取り付けや交換中にサーバが破損し た場合は、 保証は
無効と な り ます。
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注意事項

● モニ タのオペレーテ ィ ングマニュアルに規定されている解像度と リ フ レ ッ
シュ レー ト のみ設定し て く だ さい。 これを守らなかった場合は、 モニ タが
破損する可能性があ り ます。 何かわから ないこ とがございま し たら、 販売
店または弊社カス タ マサービスセン ターにお問い合わせ く だ さい。

● サーバで内部オプシ ョ ンの取り付け、 取り外し を行う 前に、 サーバ、 すべ
ての周辺装置、 および接続されているその他すべてのデバイスの電源を
切って く だ さい。 また、 電源コー ド をすべてコ ンセン ト から抜いて く だ さ
い。 ケーブルを抜かなかった場合、 感電や破損の恐れがあ り ます。 

● 内部のケーブルやデバイスを傷つけた り、 加工し た り し ないで く だ さい。
従わない場合、 デバイスの故障、 発火、 感電の原因と なる恐れがあ り ま
す。 また、 保証は無効と な り、 メ ーカーの責任は免除されます。

● サーバ内のデバイスはシャ ッ ト ダウン後も しばら く は高温の状態が続きま
す。 シャ ッ ト ダウン し て少し時間をおいてから、 内部オプシ ョ ンを取り付
けまたは取り外し ます。

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電気の影
響を受けやす く なっています。 確実に保護するために、 この種類のモ
ジュールへの作業を行う 時に手首にアースバン ド を装着し ている場合は、
それをシステムの塗装されていない導電性の金属面に接続し て く だ さい。

● ボー ドやはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 金具部分また
はボー ドのふちを持つよ う にし て く だ さい。

● 内部オプシ ョ ンの取り付け時および以前のデバイス / 場所からの取り外し
時に外し たネジを取り付けます。 別の種類のネジを使用する と、 装置が壊
れる可能性があ り ます。

● このマニュアルに示す取り付けは、 予告な しに可能なオプシ ョ ンに変更さ
れる場合があ り ます。

バッ テ リ ー

● バッ テ リ ーの交換を正し く 行わない と、 破裂の危険性があ り ます。 バッ テ
リーの交換では、 ま った く 同じバッ テ リーか、 またはメ ーカーが推奨する
型のバッ テ リー以外は使用し ないで く だ さい。

● バッ テ リ ーはゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。

● バッ テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄する必
要があ り ます。

● バッ テ リ ーを挿入する向きに注意し て く だ さい。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 49

注意事項

● このデバイスに使用されるバッ テ リーは、 誤った取り扱いによ っ て火災ま
たは化学熱傷の原因と なる こ とがあ り ます。 バッ テ リ ーの分解、 100°C
（212°F） に達する加熱、 焼却は行わないで く だ さい。

● 汚染物質が含まれているバッ テ リ ーには、 すべてマーク （ゴ ミ 箱の絵に ×
印） が付いています。 また、 以下のよ う な汚染物質と し て分類されている
重金属の化学記号も記載されます。

Cd カ ド ミ ウム 
Hg 水銀 
Pb 鉛

光デ ィ スク ド ラ イブおよび メ デ ィ アの使い方

光デ ィ スク ド ラ イブを使用する場合は、 以下の指示に従って く だ さい。

V 注意 !

● データの損失や装置の破損を防止するために、 完全な状態にある 
CD/DVD/BD のみを使用し て く だ さい。

● 破損、 亀裂、 損傷などがないかど う か、 それぞれの CD/DVD/BD を
確認し てから、 ド ラ イブに挿入し て く だ さい。

他にラベルを貼る と、 CD/DVD/BD の機械的特性が変わり、 バラ ン
スが悪 く な り、 振動が発生する場合があるため、 注意し て く だ さ
い。

破損し てバラ ンスが悪 く なった CD/DVD/BD は、 ド ラ イブの速度が
高速になった と きに割れる （データ損失） 可能性があ り ます。

特定の状況下で、 CD/DVD/BD の鋭い破片が光デ ィ スク ド ラ イブの
カバーに穴を開け （装置の破損）、 デバイスから飛び出す可能性が
あり ます （特に顔や首などの衣服で覆われていない身体部分に怪我
をする危険性があ り ます）。

● 高湿度、 およびほこ りが多い場所での使用は避けて く だ さい。 感電
およびサーバ故障は、 水などの液体、 またはペーパーク リ ッ プなど
の金属製品がド ラ イブ内に混入する こ と で発生する場合があ り ま
す。

● 衝撃と振動も防止し て く だ さい。

● 指定された CD/DVD/BD 以外の物体を挿入し ないで く だ さい。 

● CD/DVD/BD ト レ イを引っ張る、 強 く 押すなど、 乱暴に取り扱わな
いで く だ さい。 
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注意事項

● 光デ ィ スク ド ラ イブを分解し ないで く だ さい。 

● 使用前に、 柔らかい乾いた布で CD/DVD/BD ト レ イ を ク リ ーニング
し て く だ さい。 

● 予防策と し て、 長期間ド ラ イブを使用し ない場合は、 デ ィ スク を光
デ ィ スク ド ラ イブから取り出し ます。 塵埃などの異物が光デ ィ スク
ド ラ イブに入り込まないよ う に、 光デ ィ スク ト レ イ を閉じ ておきま
す。 

● デ ィ スク表面に触れないよ う に、 CD/DVD/BD は端を持って く だ さ
い。 

● CD/DVD/BD の表面に、 指紋、 皮脂、 塵埃などが付着し ないよ う に
し て く だ さい。 汚れた場合は、 柔らかい乾いた布で中心から端に向
かってク リーニングし て く だ さ い。 ベンジン、 シンナー、 水、 レ
コー ド スプレ イ、 帯電防止剤、 シ リ コ ン含浸ク ロスは使用し ないで
く だ さい。

● CD/DVD/BD の表面を破損し ないよ う 注意し て く だ さい。

● CD/DVD/BD は熱源に近づけないで く だ さい。

● CD/DVD/BD を曲げた り、 上に重い物を載せた り し ないで く だ さ
い。

● ラベル （印刷） 面にボールペンや鉛筆で書き込まないで く だ さい。

● CD/DVD/BD を低温の場所から高温の場所に移動する と、
CD/DVD/BD の表面に結露が生じ てデータ読み取り エ ラーの原因と
なる場合があ り ます。 この場合、 CD/DVD/BD を柔らかい乾いた布
で拭き取っ て、 自然乾燥させます。 ヘア ド ラ イヤーなどの器具を
使って CD/DVD/BD を乾燥させないで く だ さ い。

● 塵埃、 破損、 変形から保護するには、 使用し ないと きは常に 
CD/DVD/BD をケースに保管し て く だ さい。

● CD/DVD/BD を高温の場所に保管し ないで く だ さい。 長時間直射日
光の当たる場所、 または発熱器具のそばに保管し ないで く だ さい。

I 以下の指示を守る こ とによ り、 光デ ィ スク ド ラ イブや CD/DVD/BD ド
ラ イブの損傷だけではな く 、 デ ィ スクの早期磨耗も防止できます。

– デ ィ スク を ド ラ イブに挿入するのは必要な と きだけにし て、 使い終
わったら取り出す。

– 適切なス リーブにデ ィ スク を保管する。
– デ ィ スクが高温や直射日光にさ ら されないよ う にする。
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注意事項

レーザについて

光デ ィ スク ド ラ イブは、 IEC 60825-1 レーザク ラス 1 に準拠し ています。

V 注意 !

光デ ィ スク ド ラ イブ ド ラ イブには、 特定の状況下でレーザク ラ ス 1 よ
り も強力なレーザ光線を発する発光ダイオー ド （LED） が含まれてい
ます。 この光線を直接見るのは危険です。

光デ ィ スク ド ラ イブのケーシングの部品は絶対に取り外さ ないで く だ
さい !

静電気に非常に弱いデバイスが搭載されたモジュール

静電気に非常に弱いデバイスが搭載されたモジュールは、 以下のステ ッ カー
で識別されます。

図 1: ESD ラベル

ESD が搭載されている コ ンポーネン ト を取り扱う 際は、 必ず以下を守って く
だ さい。

● システムの電源を切り、 電源コ ンセン ト から電源プ ラグを抜いてから、
ESD が搭載されている コ ンポーネン ト の取り付けや取り外し を行って く
だ さ い。

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電気の影
響を受けやす く なっています。 確実に保護するために、 この種類のモ
ジュールへの作業を行う 場合は手首にアースバン ド を装着し、 それをシス
テムの塗装されていない導電性の金属面に接続し て く だ さ い。

● 使用するすべてのデバイスやツールは、 静電気フ リーにする。

● 自分と システムユニ ッ ト を接続する適切な接地ケーブル （アース） を手首
に巻 く 。
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● ESD が搭載されたコ ンポーネン ト を持つ場合は、 必ず端の部分または緑
色の部分 （タ ッ チポイ ン ト ） を握る。

● ESD のコネク タや導電路に絶対に触ら ない。

● すべてのコ ンポーネン ト を静電気フ リーなパッ ド に配置する。

I ESD コ ンポーネン ト の取り扱い方法の詳細は、 関連する欧州規格およ
び国際規格 （EN 61340-5-1、 ANSI/ESD S20.20） を参照し て く だ さ
い。

サーバの輸送

● サーバを輸送する際は、 必ず元の梱包材に入れるか、 あるいは、 衝撃から
サーバを保護するよ う に梱包し て く だ さい。 
日本市場では、 梱包箱の再利用については適用されません。

● 設置場所に着 く まで、 梱包箱を開梱し ないで く だ さい。

● サーバを持ち上げた り運んだ り する場合は、 他の人に手伝っても ら って く
だ さい。 PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 はサイズも重量も大きいため、
持ち運びには最低 2 人必要です。

● 絶対に、 フ ロン ト パネルのハン ドルをつかんで持ち上げた り、 運んだ り し
ないで く だ さい。

ラ ッ クへのサーバの設置についての注意

● サーバの質量とサイズを考慮し て、 安全上の理由から ラ ッ クへのサーバの
設置は 2 名以上で行って く だ さい。

（日本市場の場合は 『安全上のご注意』 を参照し て く だ さい）

● 絶対に、 フ ロン ト パネルのハン ドルをつかんでサーバを ラ ッ クに設置し な
いで く だ さい。

● ケーブルの接続および取り外しの際は、 該当する ラ ッ クのテクニカルマ
ニュアルの 「注意事項」 の章に記載されている指示に従って く だ さい。 対
応する ラ ッ クのテ クニカルマニュアルが付属し ます。

● ラ ッ ク を設置する際は、 傾き を防止するための保護機構が正し く 取り付け
られているか確認し て く だ さい。

● 安全上の理由から、 設置や保守作業の際、 ラ ッ クから複数のユニ ッ ト を同
時に取り外さ ないで く だ さい。

● 複数のユニ ッ ト を同時に取り外すと、 ラ ッ クが転倒する危険があ り ます。
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● ラ ッ クは認定技術者 （電気技術者） が電源ユニ ッ ト に接続する必要があり
ます。

● IEC309 タ イプ コネク タ付き工業用電源回路網から電力を供給する設置に
このサーバが組み込まれている場合は、 電源ユニ ッ ト のフ ューズ保護が、
A 型コネク タの非工業用電源回路網の要件に準拠し ている必要があ り ま
す。

3.2 CE 準拠

3.3 FCC ク ラス A 適合性宣言

デバイスに FCC 宣言の表示がある場合は、 本書に別段の規定がない限り、 以
下の宣言は本書に記載される製品に適用されます。 その他の製品に関する宣
言は、 付属のド キュ メ ン ト に記載されます。

注 :

この機器は、 FCC 規則の Part 15 で規定されている 「ク ラ ス A」 デジ タル装
置の条件に準拠し ている こ とが、 試験を通じ て検証されていて、 デジ タル装
置についてのカナダ干渉発生機器標準 ICES-003 のすべての要件を満た し て
います。 これらの条件は、 この機器を住宅地域に設置する場合に、 有害な干
渉に対し て保護するための妥当な手段です。 この機器は無線周波エネルギー
を生成および使用し、 また放射する こ と もあるため、 取扱説明書に従って正
し く 設置および使用し ないと、 無線通信に悪影響を与える恐れがあ り ます。 
ただ し、 特定の設置条件で干渉が発生し ない とい う 保証はあ り ません。 この
機器が、 無線やテレビの受信に対し て有害な干渉の原因と なる場合 （これは
機器の電源をオン / オフする こ とによ って確認する こ とができます）、 以下の
方法のいずれか 1 つ以上を使用し て、 干渉をな く すこ と を推奨し ます。

システムは、 「電磁環境適合性」 に関する 2004/108/EC および
「低電圧指令」 に関する 2006/95/EC の EC 指令、 および 欧州議
会及び理事会指令 2011/65/EU の要件に適合し ています。 この
こ とは、 CE マーク （CE = Communauté Européenne） で示さ
れます。
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● 受信アンテナの方向を変えるか設置場所を変える。

● この機器と受信機器との距離を離す。

● 受信機を接続しているコンセン ト と別系統回路のコンセン トにこの機器を
接続する。

● 販売代理店、 またはラジオやテレビに詳しい経験豊富な技術者に相談す
る。

この機器を許可な く改造したり、 Fujitsu が指定する以外の接続ケーブルや機
器の代替使用または接続を行った場合は、 これによって生じたラジオまたは
テレビの干渉について、 Fujitsu は、 一切の責任を負わないものとします。 こ
のような許可のない改造、 代替使用、 接続によって生じた干渉は、 ユーザー
の責任で修正するものとします。

この機器をいかなるオプショ ン周辺装置やホストデバイスに接続する場合も、
遮蔽 I/O ケーブルの使用が必要です。 遮蔽 I/O ケーブルを使用しないと、FCC 
および ICES 規則に違反する場合があります。

警告 :

この製品はクラス A 製品です。 この製品を家庭環境で使用すると電波妨害を
引き起こすことがあります。 この場合にはユーザーが適切な対策を取る必要
のあることがあります。

3.4 環境保護

環境に優しい製品の設計と開発

この製品は、 「環境に優しい製品の設計と開発」 のための Fujitsu の基準に
従って設計された製品です。 つまり、 耐久性、 資材の選択とラベリング、 排
出物、 梱包材、 廃棄と リサイクルの容易さなどの鍵となる要因が配慮されて
います。

これによって資源が節約され、 環境への負荷が軽減されます。 詳細は以下に
記載されています。

– http://ts.fujitsu.com/products/standard_servers/index.html （世界市場）
– http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/concept/ （日本市場向け）

http://ts.fujitsu.com/products/standard_servers/index.html
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/concept/
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エネルギーの節約について

常に電源を入れてお く必要のないデバイスは、 必要になるまで電源を切るこ
とはもとより、 長期間使用しない場合や、 作業の完了後も電源を切る必要が
あります。

梱包材について

この梱包材に関する情報は、 日本市場には適用されません。

梱包材は捨てないで ください。 システムを輸送するために、 梱包材が後日必
要になる場合があります。 装置を輸送する際は、 できれば元の梱包材に入れ
て ください。 

消耗品の取り扱いについて

プリンタの消耗品やバッテリーを廃棄する際は、 該当する国の規制に従って
ください。

EU ガイ ド ラインに基づき、 分別されていない一般廃棄物と一緒にバッテリー
を廃棄することはできません。 バッテリーは、 メーカー、 販売店、 委任代理
店が無料で回収し、 リサイクルや廃棄を行っています。

汚染物質が含まれているバッテリーには、 すべてマーク （ゴ ミ箱の絵に × 印）
が付いています。 また、 以下のような重金属の化学記号も記載されます。 こ
の記号が付いているバッテリーは、 汚染物質を含むバッテリーとして分類さ
れます。

Cd カ ド ミウム
Hg 水銀
Pb 鉛

プラスチックのケース部分に貼られたラベル

プラスチック部分には、 お客様独自のラベルをできる限り貼らないで くださ
い。 リサイクルが困難になります。
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返却、 リサイクルおよび廃棄

返却、 リサイクル、 廃棄を行う場合は、 各自治体の規制に従って ください。

ヨーロッパでのデバイスおよび消耗品の返却と リサイクルに関する詳細は、
『Returning used devices』 マニュアルにも記載しています。 このマニュアル
は、 最寄の Fujitsu の支店、 または Paderborn のリサイクルセンター
（Recycling Center） で入手できます。 

Fujitsu Technology Solutions
Recycling Center
D-33106 Paderborn 

電話  +49 5251 525 1410
ファ ックス  +49 5251 525 32 1410

一般廃棄物と一緒にデバイスを廃棄することはできません。 この
デバイスには、 欧州指令 2002/96/EC の電気 ・ 電子機器廃棄物指
令 （WEEE） に従ってラベルが貼られています。

この指令によって、 使用済み機器の返却およびリサイクルの枠組
みが設定され、 EU 全土で有効です。 使用済みデバイスを返却す
る際は、 利用可能な返却および収集方式をご使用ください。 詳細
は以下に記載されています 
http://ts.fujitsu.com/recycling 。

http://ts.fujitsu.com/recycling
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4 基本的なハー ド ウ ェ ア手順

4.1 診断情報の使用

Fujitsu ServerView Suite 管理ソ フ ト ウ ェ アを使用し て、 ハー ド ウ ェ ア部品の
ア ッ プグレー ド または交換を計画し て く だ さい。 次の ServerView Suite の ト
ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

– Operation
– Maintenance

『ServerView Suite Local Service Concept (LSC)』 マニュアルに記載されてい
るよ う に、 リ モー ト 診断手順を使用し てローカル保守タ スク を準備する こ と
を推奨し ます。

サービス コ ンセプ ト 、 および拡張キ ッ ト またはスペア部品の注文方法は、 お
近 く の Fujitsu カス タ マサービスパー ト ナーにお問い合わせ く だ さい。 Fujitsu 
のイ ラス ト 入り部品カ タ ログを使用し て必要なスペア部品を探し て、 技術仕
様と注文情報をご確認 く だ さい。 イ ラ ス ト 入り部品カ タ ログは、 オン ラ イ ン
で次のサイ ト から取得できます。 http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares 
（EMEA 市場のみ）。

次の診断手順を実行し て、 故障し たサーバと部品を特定し ます。

4.1.1 故障し たサーバの特定

図 2: フ ロン ト パネルの ID ボ タ ン と  ID ラ ンプ

http://manuals.ts.fujitsu.com/illustrated_spares
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図 3: コネク タパネルの ID ラ ンプ

データ セン ター環境で作業し ている場合、 サーバの前面および背面コネク タ
パネルにある ID ラ ンプを使用する と、 簡単に識別できます。

Ê フ ロン ト パネルの ID ボタ ン （1） を押すか、 または iRMC Web フ ロン ト
エン ド ServerView Operation Manager ユーザイン タ フ ェースを使用し て
システム ID LED （2） をオンにし ます。

I 詳細は、 『ServerView Suite Local Service Concept (LSC)』 マニュア
ルおよび 『iRMC S4 - Integrated Remote Management Controller』
ユーザガイ ド を参照し て く だ さ い。

Ê ServerView Operations Manager を使用し て ID ラ ンプのオン / オフ を切り
替える場合は、 「シングルシステムビュー」 を選択し て 「識別灯」 ボタ ン
を押し ます。

Ê 保守作業が正常に完了し たら、 必ず ID ラ ンプをオフにし て く だ さい。

4.1.2 エラー ク ラスの判定

Local Service Concept （LSC） で、 故障し たサーバ部品を特定できます。 故
障イベン ト は、 2 つのエ ラー ク ラ スのう ちの 1 つに割り当てられます。

– 保守イベン ト  : 保守担当者が解決する必要があ り ます

– Customer Self Service （CSS） エ ラー イベン ト  : 運用担当者が解決する
こ とができます

保守ラ ンプ と  CSS LED は、 故障し た部品がお客様による交換可能部品か、
または保守担当者を派遣し て部品を交換する必要があるかを示し ます。

I このラ ンプは、 ス タ ンバイモー ド中、 または停電によるサーバ再起動
の後にも点灯し ます。
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4.1.2.1 保守ラ ンプ

図 4: フ ロン ト パネルの保守ラ ンプ

Ê サーバのフ ロン ト パネルまたはコネク タパネルの保守ラ ンプを確認し て く
だ さ い。

Ê 詳細な診断を行う には、 次の手順に従います。 

– ハー ド ウ ェ アエ ラー :

149 ページ の 「SEL を表示する」 の項に記載されているよ う に、 シス
テムイベン ト ログ （SEL） をチ ェ ッ ク し ます。

– ソ フ ト ウ ェ ア / エージ ェ ン ト 関連のエ ラー :

ServerView System Monitor をチ ェ ッ ク し ます。 これは、 ServerView 
Agent がイ ンス ト ールされている Windows または Linux ベースのサー
バで使用できます。

I 詳細は、 『ServerView System Monitor』 ユーザガイ ド を参照し
て く だ さい。

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

保守ラ ンプ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネン
ト 以外）

オレンジ色
の点灯

故障の予兆を検出 （CSS コ ンポーネン ト
以外）、 （予防的） 保守作業が必要

オレンジ色
の点滅

CSS コ ンポーネン ト 以外の故障またはソ
フ ト ウ ェ ア / エージ ェ ン ト 関連のエ ラー、
保守作業が必要
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4.1.2.2 Customer Self Service （CSS） 表示ラ ンプ

図 5: フ ロン ト パネルの CSS エラー表示ラ ンプ

Ê サーバのフ ロン ト パネルまたはコネク タパネルの CSS 表示ラ ンプを確認
し て く だ さい。

4.1.3 故障し た部品の特定

CSS 表示ラ ンプまたは状態表示ラ ンプでエ ラー ク ラ スを判定し た後
（58 ページ の 「エ ラー ク ラ スの判定」 の項を参照）、 フ ロン ト パネルと シス
テムボー ドのローカル診断表示ラ ンプで故障し た部品を特定できます。

I 詳細は、 『ServerView Suite Local Service Concept (LSC)』 マニュアル
を参照し て く だ さい。

4.1.3.1 フ ロン ト パネルのローカル診断表示ラ ンプ 

I サーバのフ ロン ト のローカル診断表示ラ ンプの詳細な概要は 810 ペー
ジ の 「フ ロン ト パネルのコ ン ト ロールと表示ラ ンプ」 の項を参照し て
く だ さ い。

Ê サーバのフ ロン ト パネルまたはコネク タパネルの CSS 表示ラ ンプを確認
し て く だ さい。

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

CSS 表示ラ ン
プ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネン
ト ）

黄色の点灯
故障前に予兆を検出し た （CSS コ ンポー
ネン ト ）

黄色の点滅 CSS コ ンポーネン ト の故障
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I ローカル診断表示ラ ンプの他に、 CSS LED または保守ラ ンプは、 故障
し た部品がお客様による交換可能部品か現場で交換可能な部品である
かを示し ます （58 ページ の 「エ ラー ク ラ スの判定」 の項を参照）。

4.1.3.2 システムボー ドのローカル診断表示ラ ンプ

I システムボー ドのコ ン ト ロール、 またはローカル診断表示ラ ンプの詳
細な概要は 803 ページ の 「オンボー ド表示ラ ンプおよびコ ン ト ロー
ル」 の項を参照し て く だ さい。

CSS 表示ボタ ンの使用

Ê サーバをシャ ッ ト ダウン し て電源を切り ます。

Ê システムから  AC 電源コー ド を抜きます。

I CSS 表示ボタ ンの機能を使用するには、 電源コー ド を抜いてお く
必要があ り ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」 に記載されているよ う に、
送風ダク ト を取り外し ます。

Ê CSS 表示ボタ ンを押し て （803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプおよび
コ ン ト ロール」 を参照） 故障し た部品を強調表示し ます。

コ ンポーネン ト  LED

Ê システムボー ド およびサーバ背面のコ ンポーネン ト LED を確認し て く だ
さい （803 ページ の 「オンボー ド表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 を参
照）。

I ローカル診断表示ラ ンプの他に、 CSS LED または保守ラ ンプは、 故障
し た部品がお客様による交換可能部品であるか、 または保守担当者を
派遣し て部品を交換する必要があるかを示し ます （58 ページ の 「エ
ラー ク ラ スの判定」 の項を参照）。

ホ ッ ト プ ラグ対応ではない装置を交換するためにシステムの電源が切
れている場合、 PRIMERGY 診断表示ラ ンプのシステムを使用し て、 故
障し たコ ンポーネン ト を特定できます。
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4.2 サーバのシ ャ ッ ト ダウン

V 注意 !

安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参
照し て く だ さい。

I この手順は、 ホ ッ ト プ ラグ対応ではない部品のア ッ プグレー ド または
交換の際にのみ必要です。

Ê システム管理者に、 サーバをシャ ッ ト ダウン し てオフ ラ イ ンにする こ と を
連絡し ます。

Ê すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

Ê 129 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」
の項に記載されているよ う に、 手順を開始する前に、 バッ クア ッ プ ソ フ ト
ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンで事前構成が必要かど うかを確認し ます。

Ê マルチパス I/O 環境の場合は、 129 ページ の 「マルチパス I/O 環境での
サーバ保守の注意事項」 の項を参照し て く だ さい。

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」 の
項に記載されているよ う に、 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブおよび光デ ィ スク ド ラ
イブから、 すべてのバッ ク ア ッ プ メ デ ィ アおよび光デ ィ スク メ デ ィ アを取
り外し ます。

図 6: フ ロン ト パネルの電源 ボ タ ン

Ê サーバをシャ ッ ト ダウン し ます。

I システムで ACPI 準拠の OS が実行されている場合は、 電源ボタ ン
を押すと、 正常なシャ ッ ト ダウンが実行されます。

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」 の項に記載されているよ う に、
サーバの前面および背面コネク タパネルにある ID ラ ンプを点灯し ます。
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4.3 主電源からサーバの取り外し

図 7: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト を開 く

Ê リ リ ース タ ブを押し下げ （1）、 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のループを外し
ます (2)。

図 8: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト から電源コー ド を取り外す (A)

Ê PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のロ ッキングレバーを押し下げ （1）、 コー ド グ
リ ッ プからループを引き出し ます （2）。
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図 9: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト から電源コー ド を取り外す (B)

Ê 図のよ う に、 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のループを さ らに後方に引き出し
ます （1）。

Ê 電源コー ド を PSU ケーブルブ ラケ ッ ト （2） から取り外し て、 システムか
ら抜きます。

4.4 ラ ッ クからのサーバの引き出し および取り外
し

I 多 く の場合、 保守作業はサーバがラ ッ クから引き出し ている状態で実
行できます。 ただ し、 作業およびセキュ リ テ ィ のガイ ド ラ イ ンによ っ
ては、 保守のためにサーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から完全に取り外す
こ と もできます。

V 注意 !

● ラ ッ ク を設置する と きは、 ラ ッ クが傾かないよ う に転倒防止プレー
ト を使用し て く だ さい。 転倒防止プレー ト がない状態でサーバを
ラ ッ クから取り出そ う とする と、 ラ ッ クが倒れる可能性があ り ま
す。

● サーバを引き出し た り、 戻し た り する と きは、 指や洋服をはさ まな
いよ う に注意し て く だ さい。 そのよ う にし ないと、 怪我の恐れがあ
り ます。

● 安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章
を参照し て く だ さ い。
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4.4.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 残りの外部ケーブルをすべて背面コネク タパネルと拡張カー ド から取り外
し ます。 詳細は、 800 ページ の 「コネク タ と表示ラ ンプ」 の項を参照し
て く だ さい。

4.4.2 サーバを ラ ッ クから引き出す

図 10: サーバを ラ ッ クから引き出す 

Ê 65 ページ の 「準備手順」 の項に記載されているよ う に、 サーバをシャ ッ
ト ダウン し て、 外部ケーブルを取り外し ます。

Ê ケーブル配線アーム （CMA キ ッ ト ） を使用し ていない場合、 サーバを
ラ ッ クから引き出すと きに、 背面のケーブルが引っ張られた り、 破損し な
いだけの十分な長さがある こ と を確認し て く だ さい。

Ê ラ ッ ク取り付けフ レームの 2 本のク イ ッ ク リ リ ースレバーを倒し （1）、 所
定の位置に固定されるまでサーバを ラ ッ クから引き出し ます （2）。

V 注意 !

引き出し たサーバの上に物を置いた り、 サーバの上で作業を行った り
し ないで く だ さい。 また、 絶対にサーバには寄りかからないで く だ さ
い。



66 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

基本的なハー ド ウ ェ ア手順

4.4.3 ラ ッ クからのサーバの取り外し

V 注意 !

サーバへのラ ッ ク を持ち上げるのは 2 人以上で行って く だ さい。
（日本市場の場合は 『安全上のご注意』 を参照し て く だ さい）

また、 次の場合にはリ フ ターが必要です。

– サーバの重量が 50 kg を超える場合
– サーバの重量が 21 kg を超え、 25 U 以上の高さ に取り付けられて

いる場合

リ フ ターを使用する場合、 この手順は保守担当者が実施する必要があ
り ます。

32 kg 未満の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り出すに
は、 最低 2 人必要です。

55 kg 未満の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り出すに
は、 最低 ３ 人必要です。

55 kg 以上の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り出すに
は、 最低 ４  人必要です。
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Ê 65 ページ の 「準備手順」 の項に記載されているよ う に、 サーバをシャ ッ
ト ダウン し て、 外部ケーブルを取り外し ます。

Ê 65 ページ の 「サーバを ラ ッ クから引き出す」 の項に記載されているよ う
に、 サーバを ラ ッ クから取り外し て引き出し ます。

図 11: ラ ッ クからのサーバの取り外し

Ê 両側のレールのレバーを解除し ます （1）。

Ê 前面および中央のラ ッ ク取り付けボル ト がテレス コ ピ ッ ク レールの取り付
け位置から外れるよ う に、 図のよ う にサーバの前面を持ち上げます （2）。

Ê サーバを背面取り付け位置 （3） から持ち上げ、 平ら な面の上に置きます。
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4.5 サーバを開ける

V 注意 !

● カバーの取り外し、 取り付けを行う 前に、 サーバおよびすべての周
辺装置の電源を切って く だ さい。 また、 電源ケーブルをすべて コ ン
セン ト から抜いて く だ さい。 ケーブルを抜かなかった場合、 感電の
恐れがあ り ます。

● 適用される EMC 要件 （電磁環境適合性の要件） に準拠し、 冷却要
件を満たすため、 サイ ド カバーが取り付けられていない状態で 
PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバを起動し ないで く だ さい。

● 安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章
を参照し て く だ さ い。

● タワーモデルのみに適用 ： サーバを フ ロン ト カバーで持ち上げない
で く だ さい。 フ ロン ト カバーのフ ッ クが破損する恐れがあ り ます。

4.5.1 ラ ッ クモデル

4.5.1.1 ト ッ プカバーの取り外し

図 12: ト ッ プ カバーの取り外し （ラ ッ クサーバ）
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Ê ロ ッ ク レバー （1） を引き上げます。 これによ って、 ト ッ プカバーがスラ
イ ド し てロ ッ ク機構 （2） が外れます。

図 13: ト ッ プ カバーの取り外し （ラ ッ クサーバ）

Ê ト ッ プカバーを取り外し ます。

4.5.1.2 ID カー ド の取り外し

図 14: ID カー ド の取り外し （ラ ッ クサーバ）
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Ê ID カー ド をサーバから取り出し ます。

I ID カー ド を取り出すと きに、 予想以上に力が必要な場合があ り ま
す。 ただ し、 過度に力を加えないで く だ さい。

4.5.1.3 ラ ッ ク取り付けフ レームの取り外し

I ラ ッ ク フ ロン ト カバーは、 プ ラスチ ッ ク製フ レームと、 2 つのラ ッ ク
取り付け用ブ ラケ ッ ト で構成されます。 詳細は、 751 ページ の 「ラ ッ
ク フ ロン ト カバーの組み立て」 の項を参照し て く だ さい。

Ê 69 ページ の 「ID カー ドの取り外し」 の項に記載されているよ う に、 ID 
カー ド をサーバ前面から引き出し ます。

図 15: ラ ッ ク取り付けフ レームの取り外し （A）

Ê ラ ッ ク取り付けフ レームの片方の側のブ ラケ ッ ト から  2 本のネジを取り外
し ます。
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図 16: ラ ッ ク取り付けフ レームの取り外し （B）

Ê ロ ッキングラ ッ チを押し下げて、 ラ ッ ク フ ロン ト カバーを少し開きます。

図 17: ラ ッ ク取り付けフ レームの取り外し （C）
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Ê プ ラ スチ ッ ク製フ レームを押し上げて、 下部のロ ッキングラ ッ チを外し ま
す （1）。

Ê ラ ッ ク フ ロン ト カバーを外し、 前面に取り外し ます （2）。

4.5.2 タワーモデル

4.5.2.1 サーバロ ッ クの解除

図 18: キーを取り外す （A）

Ê キー リ ングを持ち上げて外し ます （1）。

Ê キー リ ングを反時計まわり に 90° 回転させます （2）。
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図 19: キーを取り外す （B）

Ê キーをサーバ背面から取り外し ます。

図 20: サーバロ ッ クの解除

Ê キーをサーバ前面の鍵穴に差し込みます。

Ê キーを時計回り に回転させ、 フ ロン ト カバーとサイ ド カバーのロ ッ ク を解
除し ます （1）。
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Ê サーバ前面からキーを抜き （2）、 後で使えるよ う に保管し ておきます。

4.5.2.2 サイ ド カバーの取り外し

図 21: サイ ド カバーの取り外し （タ ワーサーバ）

Ê ロ ッ ク レバー （1） を引き出し ます。 これによ って、 サイ ド カバーがスラ
イ ド し てロ ッ ク機構 （2） が外れます。
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図 22: サイ ド カバーの取り外し （タ ワーサーバ）

Ê サイ ド カバーを取り外し ます。
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4.5.2.3 ID カー ド の取り外し

図 23: ID カー ド の取り外し （タ ワーサーバ）

Ê ID カー ド をサーバから取り出し ます。

I ID カー ド を取り出すと きに、 予想以上に力が必要な場合があ り ま
す。 ただ し、 過度に力を加えないで く だ さい。
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4.5.2.4 アクセス可能な ド ラ イブ と  HDD ベイ カバーの取り外し

図 24: アクセス可能な ド ラ イ ブベイ カバーの取り外し

Ê ロ ッ ク レバーを押し上げて （1）、 アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを開
きます （2）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを フ ロン ト カバーから取り外し ます
（3）。
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図 25: HDD ベイ カバーの取り外し

Ê HDD ベイ カバーの上端のハン ドルを引き出し ます。

Ê HDD ベイ カバーを フ ロン ト カバーから開いて取り外し ます。
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アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーの保管

図 26: アクセス可能な ド ラ イ ブベイ カバーの保管

Ê 図のよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを  HDD ベイ カバーへ置
きます （1）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーの下端が、 所定の位置に固定されるま
で押し込みます （2）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを固定された位置から取り外すには、
カバーの下端をゆっ く り引き出し、 持ち上げて取り外し ます。
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4.5.2.5 フ ロン ト カバーの取り外し

図 27: フ ロン ト カバーの取り外し （タ ワーサーバ）

Ê ロ ッ キングラ ッ チをつまんで少し引き出し ながら、 フ ロン ト カバーを取り
外し ます （1、 拡大された部分を参照）。

Ê フ ロン ト カバーの下端をゆっ く り と開きます （2）。

Ê フ ロン ト カバーのロ ッ ク を解除し て取り外し ます （3）。
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4.6 フ ァ ンホルダーの取り扱い

Ê 333 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの交換」 および 344 ページ の
「背面フ ァ ンホルダーの交換」 の項に記載されている手順に従います。

4.7 システム送風ダク ト の取り扱い

4.7.1 システム送風ダク ト の取り外し

図 28: システム送風ダク ト の取り外し （A）

Ê ロ ッキングラ ッ チを押し てシステム送風ダク ト を外し ます （拡大された部
分を参照）。
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図 29: システム送風ダク ト の取り外し （B）

Ê 2 つの緑色のグ リ ッ プ （オレンジ色の矢印を参照） で送風ダク ト を持っ
て、 シャーシを垂直に持ち上げます。
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4.7.2 システム送風ダク ト の取り付け

図 30: システム送風ダク ト の取り付け (A)

Ê 712 ページ の 「システムボー ド の取り付け」 の項に記載されるよ う に、
送風ダク ト のスペーサーがシステムに取り付けられている こ と を確認し ま
す。

Ê 2 つの緑色のグ リ ッ プ （オレンジ色の矢印を参照） で送風ダク ト を持ちま
す。

Ê 図のよ う に、 送風ダク ト をシャーシに降ろ し ます。
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図 31: システム送風ダク ト の取り付け (B)

Ê 背面フ ァ ンホルダーの 2 本のセン タ リ ングボル ト を送風ダク ト の中央の穴
に正し く 固定されている こ と を確認し ます （拡大された部分を参照）。

Ê 送風ダク ト のロ ッ キングラ ッ チ （L） が正し く 固定されている こ と を確認
し ます。

L
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4.8 システムボー ド 取り付けプレー ト の取り扱い

4.8.1 システムボー ド取り付けプレー ト の取り外し

図 32: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り外し （A）

Ê システムボー ド取り付けプレー ト からの 3 本のネジを取り外し ます。
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図 33: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り外し （B）

Ê システムボー ド 取り付けプレー ト をサーバ前面方向に最後までスラ イ ド さ
せます。
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図 34: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り外し （C）

Ê 2 つの指穴でシステムボー ド 取り付けプレー ト を持ち、 シャーシから持ち
上げます。
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4.8.2 システムボー ド取り付けプレー ト の取り付け

図 35: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り付け （A）

Ê 2 つの指穴でシステムボー ド 取り付けプレー ト を持ち、 図のよ う にシャー
シに降ろ し ます。
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図 36: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り付け （B）

Ê システムボー ド取り付けプレー ト のラ ッ チが背面のサーバフ ロアのスロ ッ
ト に正し く 固定されるまで、 取り付けプレー ト をサーバ背面にスラ イ ド さ
せます。

V 注意 !

パワーバッ ク プレーンからケーブルの出口に通っ ているケーブルを
つぶし た り挟んだ り し ないよ う にし て く だ さい。
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図 37: システムボー ド 取り付けプレー ト の取り付け （C）

Ê 3 本の M3 x 4.5 mm ネジでシステムボー ド 取り付けプレー ト を固定し ま
す。
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4.9 ア ク セス可能な ド ラ イ ブベイの取り扱い

4.9.1 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開 く

4.9.1.1 タ ワーサーバ

図 38: アクセス可能な ド ラ イ ブのロ ッ ク を開 く

Ê ロ ッキングラ ッ チを外側に押し て、 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を外
し ます （1）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を持ち上げます （2）。
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4.9.1.2 ラ ッ クサーバ

図 39: ア クセス可能な ド ラ イ ブのロ ッ ク を開 く （ラ ッ クシステム）

Ê ロ ッ キングラ ッ チを引き上げて、 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を外し
ます （1）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開きます （2）。
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4.9.2 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を閉じ る

4.9.2.1 タ ワーサーバ

図 40: アクセス可能な ド ラ イ ブのロ ッ ク を閉じ る

Ê ロ ッキングバーを閉じ てロ ッ ク し ます （拡大された部分を参照）。

4.9.2.2 ラ ッ クサーバ

図 41: アクセス可能な ド ラ イ ブのロ ッ ク を閉じ る （ラ ッ ク システム）

Ê 所定の位置にはまるまで、 ロ ッ ク （1） を押し込みます （2） （拡大された
部分を参照）。
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4.9.3 アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー

4.9.3.1 アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーの取り外し

図 42: ア クセス可能な ド ラ イ ブのフ ィ ラーカバーの取り外し

Ê 2 つのツマ ミ でアクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーを持ち、 目的の取
り付けベイから引き出し ます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。
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4.9.3.2 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーの取り付け

図 43: アクセス可能な ド ラ イ ブ フ ィ ラーカバーの取り付け

Ê アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバー （C26361-K644-C933） の 2 つの
ツマ ミ を持ち、 パンチングされた矢印の記号が上になるよ う にし て空の取
り付けベイに挿入し ます （拡大し た部分を参照）。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。
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4.9.4 アクセス可能なドライブのカバー

4.9.4.1 アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し

図 44: ア クセス可能な ド ラ イ ブのカバーの取り外し

I アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し方法を、 タワーサーバを
例にし て示し ます。 ラ ッ ク フ ロン ト カバーの場合、 手順は同一です。

Ê フ ロン ト カバーを裏返し ます。

Ê ド ラ イブカバーの片側の突起を押し ます。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのカバーを持ち上げて （1） 取り外し ます （2）。
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4.9.4.2 アクセス可能な ド ラ イブカバーの取り付け

図 45: アクセス可能な ド ラ イ ブカバーの取り付け

I アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り付け方法を、 タ ワーサーバを
例にし て示し ます。 ラ ッ ク フ ロン ト カバーの場合、 手順は同一です。

Ê アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーが空いている ド ラ イブベイに取り
付けられている こ と を確認し ます。

Ê フ ロン ト カバーを裏返し ます。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのカバー （C26361-K644-C60） の一方の端の 2 
つの突起を、 フ ロン ト カバーの右内縁と結合し ます （1）。

Ê 所定の位置にはまるまで、 アクセス可能な ド ラ イブ カバーを倒し ます
（2）。
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4.10 サーバを閉じ る

V 注意 !

● カバーを取り付ける前に、 不要な部品や道具がサーバ内に残っ てい
ないこ と を確認し て く だ さい。

● 適用される EMC 要件 （電磁環境適合性の要件） に準拠し、 冷却要
件を満たすため、 ト ッ プまたはサイ ド カバーが取り付けられていな
い状態で PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバを起動し ないで
く だ さい。

● 安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章
を参照し て く だ さ い。

4.10.1 ラ ッ クモデル

4.10.1.1 ラ ッ クの取り付けフ レームの取り付け

図 46: ラ ッ クの取り付けフ レームの取り付け （A）

Ê サーバ前面にラ ッ クの取り付けフ レームを取り付けます。
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Ê 図の拡大された部分のよ う に、 ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト が、 シャーシ
の両側に正し く はめ込まれている こ と を確認し ます。

図 47: ラ ッ クの取り付けフ レームの取り付け （B）

Ê ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト が、 シャーシの両側に正し く はめ込まれてい
る こ と を確認し ます。

Ê ラ ッ ク フ ロン ト カバーを 2 本の M3 x 4.5 mm ネジでシャーシの両側に固定
し ます。
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4.10.1.2 ID カー ド の取り付け

図 48: ID カー ド の取り付け （ラ ッ クサーバ）

Ê 図のよ う に、 ID カー ド をスロ ッ ト に差し込み （1）、 所定の位置にはまる
までスラ イ ド させます （2）。
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4.10.1.3 ト ッ プ カバーの取り付け

図 49: ト ッ プ カバーの取り付け （ラ ッ クサーバ） （A）

Ê ト ッ プカバーのロ ッ ク レバーを回転させて開きます。

Ê ト ッ プカバーを 2cm ずら し てシャーシにかぶせます



102 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

基本的なハー ド ウ ェ ア手順

図 50: ト ッ プ カバーの取り付け （ラ ッ クサーバ） （B）

Ê ト ッ プカバーのロ ッ ク レバーを閉じ ます （1）。 これによ って、 ト ッ プカ
バーがスラ イ ド し てロ ッ ク機構 （2） がロ ッ ク されます。
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4.10.2 タワーモデル

4.10.2.1 フ ロン ト カバーの取り付け

図 51: フ ロン ト カバーの取り付け （タ ワーサーバ） （A）

Ê フ ロン ト カバー上端にあるの 2 つのタ ブをシャーシの留め具に掛けます。
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図 52: フ ロン ト カバーの取り付け （タ ワーサーバ） （B）

Ê フ ロン ト カバーの下端にあるロ ッキングラ ッ チがはまるまで （2）、 フ ロン
ト カバーを倒し ます （1）。
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4.10.2.2 アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーと  HDD ベイ カバーの取り付け

図 53: HDD ベイ カバーの取り付け

Ê 図のよ う に、 HDD ベイ カバーを フ ロン ト カバーに差し込みます （1）。

Ê 所定の位置に固定されるまで、 HDD ベイ カバーを押し込みます （2）。
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図 54: ア クセス可能な ド ラ イ ブベイ カバーの取り付け

Ê 図のよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを フ ロン ト カバーに差し
込みます （1）。

Ê 所定の位置に固定されるまで、 アクセス可能な ド ラ イブベイ カバーを押し
込みます （2）。
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4.10.2.3 ID カー ド の取り付け

図 55: ID カー ド の取り付け （ラ ッ クサーバ）

Ê 図のよ う に、 ID カー ド をスロ ッ ト に差し込み （1）、 所定の位置にはまる
までスラ イ ド させます （2）。
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4.10.2.4 サイ ド カバーの取り付け

図 56: サイ ド カバーの取り付け （タ ワーサーバ） （A）

Ê サイ ド カバーのロ ッ ク レバーを回転させて開きます。

Ê サイ ド カバーを 2cm ずら し てシャーシにかぶせます。
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図 57: サイ ド カバーの取り付け （タ ワーサーバ） （B）

Ê サイ ド カバーのロ ッ ク レバーを閉じ ます （1）。 これによ っ て、 ト ッ プ カ
バーがスラ イ ド し てロ ッ ク機構 （2） がロ ッ ク されます。
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4.10.2.5 サーバのロ ッ ク

図 58: サーバのロ ッ ク

Ê セキュ リ テ ィ 要件で必要な場合は、 次の手順でサーバをロ ッ ク し て く だ さ
い。

Ê キーをサーバ前面の鍵穴に差し込みます （1）。

Ê キーを反時計回り に回転させ、 フ ロン ト カバーとサイ ド カバーをロ ッ
ク し ます （2）。

Ê キーをサーバ前面から取り出し ます。
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図 59: キーの保管 （A）

Ê 図のよ う に、 キーリ ングをサーバ背面のスロ ッ ト に差し込みます。

図 60: キーの保管 （B）

Ê 図のよ う に、 キーチ ェーンがラ ッ チ留めされるまで （2）。 90° 時計回り に
回転させます （1）。
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4.11 フ ッ ト ス タ ン ド の取り扱い

4.11.1 フ ッ ト ス タ ン ドの取り付け

図 61: フ ッ ト ス タ ン ド の取り付け （A）

Ê 図のよ う に、 フ ッ ト ス タ ン ド をサーバ背面の下端に取り付けます。
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図 62: フ ッ ト ス タ ン ド の取り付け （B）

Ê フ ッ ト ス タ ン ド をサーバ背面に 2 本のつまみネジで固定し ます。
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4.11.2 フ ッ ト ス タ ン ドの取り外し

図 63: フ ッ ト ス タ ン ド の取り外し

Ê フ ッ ト ス タ ン ド の 2 本のつまみネジを緩めます （1）。

Ê フ ッ ト ス タ ン ド をサーバ背面から取り外し ます （2）。
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4.12 ラ ッ クへのサーバの取り付け

4.12.1 ラ ッ ク レールへのサーバの取り付け

V 注意 !

サーバを ラ ッ ク レールに取り付けるには、 最低 2 名必要です。 （日本市
場の場合は 『安全上のご注意』 を参照し て く だ さい）

32 kg 未満の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り付けるに
は、 最低 2 人必要です。

55 kg 未満の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り付けるに
は、 最低 ３ 人必要です。

55 kg 以上の構成の場合 :

サーバを ラ ッ クキャ ビネ ッ ト から取り付けるに
は、 最低 ４  人必要です。
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V 注意 !

また、 次の場合にはリ フ ターが必要です。

– サーバの重量が 50 kg を超える場合
– サーバの重量が 21 kg を超え、 25 U 以上の高さ に取り付けられる

場合

リ フ ターを使用する場合、 この手順は保守担当者が実施する必要があ
り ます。

I その他のラ ッ ク レールキ ッ ト の詳細については、 ラ ッ クキャ ビネ ッ ト
のマニュアルを参照し て く だ さい。

Ê 必要に応じ て、 『Rack Mounting Kit - RMK-F2 Drop-In』 の取り付け手順に
記載されているよ う に、 ラ ッ ク取り付けブ ラケ ッ ト と ラ ッ クシステムを
ラ ッ クに取り付けます。

I  ラ ッ ク取り付けキ ッ ト に、 印刷されたポス ターが付属し ています。

図 64: ラ ッ ク レールへのサーバの取り付け

Ê テレスコ ピ ッ ク レールを、 ロ ッ ク されるまで完全に引き出し ます （1）。

Ê 少し斜めにし て、 サーバをテレスコ ピ ッ ク レールの背面取り付け位置まで
下げます （2）。
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Ê サーバを倒し ます （3）。 6 本の取り付けボル ト がすべて、 テレスコ ピ ッ ク
レールの取り付け位置にし っかり と固定され、 レバーがロ ッ ク されている
こ と を確認し ます （4）。

4.12.2 ラ ッ クにサーバを格納する

図 65: ラ ッ クにサーバを格納する

Ê 両方のテレスコ ピ ッ ク レールでロ ッキングラ ッ チを持ち上げます （1）。

Ê ラ ッ ク取り付けフ レームのク イ ッ ク リ リ ースレバーが所定の位置に固定さ
れるまで、 サーバを ラ ッ クの中に最後までスラ イ ド させます （2）。

Ê サーバ背面への電源コー ド 以外のすべてのケーブルを再び接続し ます。

I ケーブル配線アーム （CMA キ ッ ト ） を使用し ていない場合、 サー
バを ラ ッ クから引き出すと きに、 背面のケーブルが引っ張られた
り、 破損し ないだけの十分な長さがある こ と を確認し て く だ さい。

リ リ ース タ イ を使用し て、 緩んだケーブルが通気を邪魔し ないよ う
にし ます。

電源コー ド の接続および取り付けについては、 118 ページ の 「主電源への
サーバの接続」 の項を参照し て く だ さい。
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4.13 主電源へのサーバの接続

PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバには、 100 VAC to 240 VAC の範囲
内で主電源電圧に対し て調整される、 最大 4 つのホ ッ ト プ ラグ PSU モジュー
ルを搭載できます。 電源冗長は、 さ まざまな 電源構成で可能です （164 ペー
ジ の 「PSU の取り付け順序」 の項を参照）。

V 注意 !

このサーバは、 100 VAC to 240 VAC の範囲内の主電源電圧をサポー ト
し ます。 所在地の主電源電圧が定格電圧範囲に対応する場合のみ、
サーバが動作し ます。

Ê 電源コー ド を電源ユニ ッ ト に接続し ます。

Ê 主電源プ ラグを屋内電源の接地された電源コ ンセン ト 、 またはラ ッ クの電
源タ ッ プに接続し ます （『PRIMECENTER Rack System』 組み立てガイ ド
も参照）。

I電源が入るまで約 60 秒かかります。

4.13.1 電源コー ドの取り付け

4.13.1.1 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト の取り付け

PSU ケーブルブ ラケ ッ ト が電源モジュールにまだ取り付けられていない場合
は、 次の手順に従います。

図 66: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト の準備
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Ê PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のロ ッキングレバーを押し下げて （1）、 PSU 
ケーブルブ ラケ ッ ト の固定場所から最後までループを引き出し ます （2）。

図 67: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê 電源モジュールの取り付け穴を見つけます。
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図 68: PSU ケーブルブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê 図のよ う に、 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト を電源モジュールの取り付け穴に
取り付けます （拡大部分を参照）。

I PSU ケーブルブ ラケ ッ ト は、 一度取り付ける と  PSU モジュールか
ら取り外せな く な り ます。

Ê 121 ページ の 「PSU ケーブルブ ラケ ッ ト への電源コー ド の固定」 の項に
記載されている手順に従います。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 121

基本的なハー ド ウ ェ ア手順

4.13.1.2 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト への電源コー ド の固定

図 69: 電源コー ド の固定 (A)

Ê 電源コー ド を電源ユニ ッ ト に接続し ます （1）。

Ê （2） のよ う に、 電源コー ド を PSU ケーブルブ ラケ ッ ト に通し ます。

Ê PSU モジュールの PSU 表示ラ ンプが緑色で点灯し ている こ と を確認し て
く だ さい。

I PSU の動作状態の詳細は、 808 ページ の 「PSU 表示ラ ンプ」 の項
を参照し て く だ さい。

図 70: 電源コー ド の固定 



122 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

基本的なハー ド ウ ェ ア手順

Ê 図のよ う に、 PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のループを コー ド グリ ッ プの上で
スラ イ ド させます。

図 71: 電源コー ド の固定 （C）

Ê PSU ケーブルブ ラケ ッ ト のループがコー ド グリ ッ プに正し く はめ込まれ
ている こ と を確認し ます （1）。

Ê 図のよ う にコー ド グ リ ッ プの周りのループを閉じ （2）、 電源コー ド を固定
し ます。

Ê 同様の手順で残りのすべての電源コー ド を固定し ます。
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4.14 サーバの電源投入

V 注意 !

● サーバの電源を入れる前に、 ト ッ プ カバーおよびサイ ド カバーが閉
まっている こ と を確認し て く だ さい。 適用される EMC 要件 （電磁
環境適合性の要件） に準拠し、 冷却要件を満たすため、 ト ッ プまた
はサイ ド カバーが取り付けられていない状態で PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 サーバを起動し ないで く だ さい。

● すべての電源コー ド を接続し て 60 秒以上待ってから、電源ボタ ンを
押し て く だ さい。

● 45 ページ の 「注意事項」 の章の安全についての注意事項に従っ て
く だ さい。

Ê すべての周辺機器ケーブルをサーバの背面コネク タパネルに接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」 の項に記載されているよ う に、
電源コー ド を接続し て固定し ます。

Ê 電源コー ド をすべて コ ンセン ト に接続し ます。

I 完全な位相冗長性を実現するため、 2 台目の電源ユニ ッ ト をその他
の電源からの別の AC 電源に接続し て く だ さい。 1 つの AC 電源が
故障し ても、 サーバは稼働を継続し ます。

図 72: フ ロン ト パネルの電源 ボ タ ン

Ê 電源ボタ ンを押し てサーバを起動し ます。

Ê 電源ボタ ンの上の電源表示ラ ンプが緑色に点灯し ている こ と を確認し ま
す。

I 詳細は、 810 ページ の 「フ ロン ト パネルのコ ン ト ロールと表示ラ
ンプ」 の項を参照し て く だ さい。
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4.15 ソ フ ト ウ ェ ア作業の完了

Ê 次のソ フ ト ウ ェ ア作業を実行し て、 サーバを稼働状態に戻し ます。

– 139 ページ の 「Boot Retry Counter のリ セ ッ ト 」

– 148 ページ の 「システム時刻設定の確認」

– 149 ページ の 「システムイベン ト ログ （SEL） の表示と消去」

– 150 ページ の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」

– 152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」

– 153 ページ の 「RAID アレ イのリ ビルド の実行」

– 153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」
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5.1 保守作業の開始

5.1.1 BitLocker 機能の無効化または中断

BitLocker ド ラ イブ暗号化は、 内容を暗号化し て、 情報にアクセスする際には
ユーザに資格情報の認証を要求し て、 OS とデータ ド ラ イブを保護し ます。
オペレーテ ィ ングシステムド ラ イブでは、 BitLocker は互換性のある Trusted 
Platform Module （TPM） を使用し て コ ンピ ュータの起動プロセスが元の状態
から変更されているかど う かを検出し ます。

BitLocker ド ラ イブ暗号化の無効化または中断は、 Windows がインス ト ール
されている ド ラ イブを暗号化せずに BitLocker 保護を解除する、 一時的な手段
です。 BitLocker は、 サーバのハー ド ウ ェ ア構成や起動フ ァ イルを変更する前
に無効または中断にし て く だ さい。 保守手順が完了し たら、 再び BitLocker を
有効または再開にし ます。

V 注意 !

– BitLocker 機能を有効にし てシステム構成 （ハー ド ウ ェ アまたは
フ ァームウ ェ ア設定） を変更する と、 システムにアクセスできな く
なる場合があ り ます。 システムがリ カバリ モー ド にな り、 通常動作
に戻るには 48 桁のリ カバリパスワー ド が必要にな り ます。

サーバの保守を行う 前に、 BitLocker ド ラ イブ暗号化を無効または
中断にし て く だ さい。

– 無効または中断にし た場合、 BitLocker は Trusted Platform Module
（TPM） ではな く プレーンテキス ト のキーを使用し て暗号化された
フ ァ イルを読み取り ます。 BitLocker を再度有効にするまで、 この
ド ラ イブの情報は安全ではないこ とに注意し て く だ さい。

システム管理者に連絡し て、 コ ン ト ロールパネルまたは Windows エ クスプ
ローラーから  BitLocker セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド を使用し てオペレーテ ィ ング
システム ド ラ イブの BitLocker 保護を無効または中断にし ます。

Ê 「スタート 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 「コン ト ロールパネル」 から 「セキュ
リ ティ 」 を選択し、 「BitLocker ド ラ イブ暗号化」 を ク リ ッ ク し て、
BitLocker ド ラ イブ暗号化を開きます。

I 管理者権限が必要 ： 管理者パスワー ド または確認を求められた場合
は、 パスワー ド を入力するか、 確認し ます。
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Ê 一時的に BitLocker を無効または中断にするには次の手順に従います。

Windows Server 2008 以前 :

Ê 「BitLocker をオフにする」 を ク リ ッ ク し て、 「BitLocker ド ラ イブ暗号
化を無効にし ます」 を ク リ ッ ク し ます。

Windows Server 2008 R2 以降 :

Ê 「BitLocker をオフにする」 を ク リ ッ ク し て、 「BitLocker ド ラ イブ暗号
化を中断にし ます」 を ク リ ッ ク し ます。

I BitLocker セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ドから アクセスできる機能を指定する
には、 BitLocker グループポリ シーの設定を変更し ます。

BitLocker ド ラ イブ暗号化を無効または中断にする方法については、
Microsoft のサポー ト 技術情報を参照し て く だ さい。

Fujitsu のサービスパー ト ナーは、 Fujitsu Extranet Web ページで詳細情
報をご確認 く だ さい （日本語版もあ り ます）。

5.1.2 SVOM Boot Watchdog 機能の無効化

ServerView Operations Manager boot watchdog は、 あらかじめ設定し た時間
内にサーバが起動するかど う かを判定し ます。 Watchdog タ イマーが切れる
と、 システムは自動的に リ ブー ト し ます。

5.1.2.1 Boot watchdog 設定の表示

BIOS での Boot watchdog 設定の表示

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Boot Watchdog」 に、 現在の watchdog ステータ ス、 タ イムアウ ト 間隔、
watchdog がタ イムアウ ト し た と きに ト リ ガ されるア ク シ ョ ンについての
詳細情報が表示されます。

I BIOS の詳細は、 対応する 『BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 』 リ
フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ さい。
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iRMC Web フ ロン ト エン ド での Boot watchdog 設定の表示

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「サーバ管理情報」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「ウォッチド ッグ設定」 に、 現在の watchdog ステータ ス、 タ イムアウ ト
間隔、 watchdog がタ イムアウ ト し た と きに ト リ ガ されるアクシ ョ ンにつ
いての詳細情報が表示されます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

ServerView Operations Manager での Boot watchdog 設定の表示

Ê ServerView Operations Manager の 「シングルシステムビ ュー」 で、 「ス
テータス表示／設定」 メ ニューから 「メンテナンス」 を選択し ます。

Ê 「ASR&R」 で 「ウォ ッ チ ド ッグ設定」 タ ブを選択し て、 現在の watchdog 
ステータ ス、 タ イムアウ ト 間隔、 watchdog がタ イムアウ ト し た と きに ト
リ ガ されるアクシ ョ ンについての詳細情報を表示し ます。

I 詳細については、 『ServerView Operations Manager - Server 
Management』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

5.1.2.2 Boot watchdog 設定の指定

フ ァームウ ェ アをア ッ プグレー ド するためにシステムを リムーバブルブー ト
メ デ ィ アから起動する場合は、 保守作業を開始する前に Boot Watchdog を無
効にし てお く 必要があ り ます。 それ以外の場合は、 フ ラ ッ シュ プロセスが完
了する前に Boot Watchdog でシステムがリ ブー ト される こ とがあり ます。

V 注意 !

フ ァームウ ェ アア ッ プグレー ド プロセスが正常に完了し なかった場合、
サーバにアクセスできな く なった り、 ハー ド ウ ェ アが破損または破壊
された りする場合があ り ます。

タ イマー設定は BIOS 内で、 または ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド を
使用し て設定できます。

BIOS での Boot watchdog 設定の指定

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Boot Watchdog」 で 「Action」 設定を 「Continue」 に設定し ます。
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Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、対応する  BIOS 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ
さい。

iRMC Web フ ロン ト エン ド を使用し た Boot watchdog 設定の指定

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「サーバ管理情報」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「ウォッチド ッグ設定」 で 「Boot ウォッチド ッグ」 ド ロ ッ プダウン リ ス ト
から 「継続稼働」 を選択し ます。

Ê 「適用」 を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

5.1.3 バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し

Ê システム管理者に連絡し て、 ド ラ イブをサーバから取り外す前に、 バッ ク
ア ッ プ ド ラ イブまたは光デ ィ スク ド ラ イブに残っているすべてのバッ ク
ア ッ プ メ デ ィ アまたは光メ デ ィ アを取り出し て く だ さい。

Ê バッ クア ッ プ メ デ ィ アを通常の方法で取り出せず、 ド ラ イブを修理のため
に返送し た り廃棄し た り する前にカー ト リ ッ ジを取り外す必要がある場合
は、 手動でテープを取り出す必要があ り ます。

「強制」 テープ取り出しの詳細は、 以下の https ア ド レスから取得でき る 
Fujitsu サービスパー ト ナー向けの 「Tape Facts」 ガイ ド を参照し て く だ さ
い。

https://partners.ts.fujitsu.com/com/service/ps/Servers/PRIMERGY/Pages/
TapeFacts.aspx

日本市場の場合、 テープを強制排出する必要がある場合には、 サポー ト 部
門に相談し て下さい。

I Fujitsu では、 手動のテープ取り出し手順から生じ るテープ ド ラ イブ
およびデータ カー ト リ ッ ジ / テープへの破損、 またはデータ損失に
ついて責任を負いません。

https://partners.ts.fujitsu.com/com/service/ps/Servers/PRIMERGY/Pages/TapeFacts.aspx
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5.1.4 バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と
設定

I この作業は、 日本市場にのみ適用されます。

バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンによ っては、 保守作業を開始する
前に、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イブ リ ス ト からバッ クア ッ プ ド ラ イブ
を無効または削除する必要があ り ます。

これは、 次のバッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの場合です。

– BackupExec

I 手順は、 バッ ク ア ッ プ ソ リ ューシ ョ ンによ っ て異なる場合があ り ます。 
詳細は、 別途提供される専用のマニュアルを参照し て く だ さい。

Fujitsu サービスパー ト ナーは、 該当するバッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ
リ ューシ ョ ンの詳細情報および関連ド キュ メ ン ト を Fujitsu Extranet 
ページから取得できます。

5.1.5 マルチパス I/O 環境でのサーバ保守の注意事項

マルチパス I/O 環境でサーバを ServerView Suite DVD からオフ ラ イ ンで起動
し て、 ServerView Update DVD を使用し てオフ ラ イン BIOS/ フ ァ ームウ ェ ア
ア ッ プデー ト を実行し た り、 PrimeCollect を使用し て診断データ を収集し た り
する場合、 システム構成が破損し てシステムが起動できな く なる危険性があ
り ます。

I これはマルチパス ド ラ イバに関する Windows PE の既知の制約です。

Update Manager Express の使用

Ê オフ ラ イ ン BIOS / フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト を実施する場合、 事前に 
ServerView Update DVD または USB メ モ リ を用意し て く だ さい。

Ê 最新の ServerView Update DVD イ メ ージを、 Fujitsu からダウンロー ド
し ます。

EMEA 市場向け
ftp://ftp.ts.fujitsu.com/images/serverview

日本市場向け ： 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/products/note/svsdvd/dvd/

ftp://ftp.ts.fujitsu.com/images/serverview
http://
jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/products/note/svsdvd/dvd/
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Ê イ メ ージを DVD に書き込みます。

Ê 起動可能な USB メ モ リ を作成するには、 『Local System Update for 
PRIMERGY Servers』 ユーザガイ ド に記載されている手順に従います。

Ê オフ ラ イ ン環境で ServerView Update DVD または USB メ モ リ を使用する
前に、 サーバを適切にシャ ッ ト ダウン し て、 すべての外部 I/O 接続 （LAN 
や FC ケーブルなど） をシステムから切断し て く だ さい。 マウス、 キー
ボー ド、 ビデオケーブル、 AC 電源コー ドのみを接続し たままにし て く だ
さい。

I タ スクの完了後に、 すべての外部 I/O 接続を元の位置に再び接続で
き るよ う に、 それらが一意に識別できるよ う にし ておきます。

（物理） Update DVD または USB メ モ リから  Update Manager Express を起動
するには、 次の手順に従います。

Ê 『Local System Update for PRIMERGY Servers』 ユーザガイ ド に記載され
ている手順に従って、 Update DVD または USB メ モ リ を準備し ます。

Ê 準備し た Update DVD または USB メ モ リからサーバをブー ト し ます。

DVD ：  Ê サーバの電源を入れます。

Ê サーバの電源を入れた直後に、 Update DVD を DVD ド ラ イブに
挿入し て ト レ イ を閉じ ます。

USB ：  Ê USB メ モ リ をサーバに接続し ます。

Ê サーバの電源を入れます。

DVD または USB メ モ リからサーバがブー ト し ない場合は、 次の手順に従
います。

Ê 前面のリ セ ッ ト ボタ ンを押すか、 サーバの電源を一度切断し て数秒後
に再び投入し て、 サーバを リ ブー ト し ます。

Ê サーバが起動し たら、 [F12] を押し てブー ト メ ニューを表示し ます。

Ê Ê および Ë カーソルキーを使用し てブー ト デバイスに DVD ド ラ イブ
または USB メ モ リ を選択し、 [ENTER] を押し ます。

サーバが Update DVD または USB メ モ リから ブー ト し ます。

Ê ブー ト プロセスが完了し た後、 使用する GUI 言語を選択し ます。

Update Manager Express のメ インウ ィ ン ド ウが表示されます。

Ê 目的の保守作業を終了し ます。
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I 詳細は、 『Local System Update for PRIMERGY Servers』 ユーザガイ ド
を参照し て く だ さい。

PrimeCollect の使用

PrimeCollect を起動するには、 次の手順に従います。

Ê オフ ラ イ ン環境で PrimeCollect を使用する前に、 サーバを適切にシャ ッ ト
ダウン し て、 すべての外部 I/O 接続 （LAN や FC ケーブルなど） をシステ
ムから切断し て く だ さい。 マウス、 キーボー ド 、 ビデオケーブル、 AC 電
源コー ド のみを接続し たままにし て く だ さい。

I タ スクの完了後に、 すべての外部 I/O 接続を元の位置に再び接続で
き るよ う に、 それらが一意に識別でき るよ う にし ておきます。

Ê サーバの電源を入れます。

Ê サーバの電源を入れた直後に、 DVD ド ラ イブに ServerView Suite DVD を
挿入し、 ド ラ イブ ト レ イ を閉じ ます。

DVD からサーバがブー ト し ない場合は、 次の手順に従います。

Ê 前面のリ セ ッ ト ボタ ンを押すか、 サーバの電源を一度切断し て数秒後
に再び投入し て、 サーバを リ ブー ト し ます。

Ê サーバが起動し たら、 [F12] を押し てブー ト メ ニューを表示し ます。

Ê Ê および Ë カーソルキーを使用し てブー ト デバイスに DVD ド ラ イブ
を選択し、 [ENTER] を押し ます。

サーバが ServerView Suite DVD から ブー ト し ます。

Ê ブー ト プロセスが完了し た後、 使用する GUI 言語を選択し ます。

Ê 最初の Installation Manager ス ター ト ア ッ プウ ィ ン ド ウで、 「Installation 
Manager mode」 セク シ ョ ンから 「PrimeCollect」 を選択し ます。

Ê 「次へ」 を ク リ ッ ク し て続行し ます。

Ê 目的の保守作業を終了し ます。

I 詳細は、 『PrimeCollect』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。
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手順の完了

Ê ア ッ プデー ト 手順または診断手順が完了し た後、 サーバをシャ ッ ト ダウン
し てすべての外部 I/O 接続を再接続し て、 システムを通常動作に戻し ま
す。

Ê 必要に応じ て、 マルチパス環境内の残りのすべてのサーバに対し てこの手
順を実行し ます。

5.1.6 ID ラ ンプの点灯

データ セン ター環境で作業し ている場合、 サーバの前面および背面コネク タ
パネルにある ID ラ ンプを使用する と、 簡単に識別できます。

I 詳細は、 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」 の項または
『ServerView Suite Local Service Concept - LSC』 マニュアルを参照し
て く だ さい。

フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを使用する

Ê フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを押し て、 ID ラ ンプをオンに切り替えます。

I 詳細は、 810 ページ の 「フ ロン ト パネルのコ ン ト ロールと表示ラ
ンプ」 の項を参照し て く だ さい。

iRMC Web フ ロン ト エン ドの使用

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「システムの概要」 で 「Identify LED On」 を ク リ ッ ク し て ID ラ ンプをオン
にし ます。

ServerView Operations Manager を使用する

Ê ServerView Operations Manager の 「シングルシステムビュー」 で、 タ イ
ト ルバーの 「識別灯」 ボタ ンを押し て、 ID ラ ンプをオンにし ます。
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5.2 保守作業の完了

5.2.1 システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プデー ト または
リ カバリ

I 日本市場では、 別途指定する手順に従って く だ さい。

システムボー ド , メ モ リ、 または CPU を交換し たら、 BIOS と  iRMC を最新
バージ ョ ンにア ッ プグレー ド する必要があ り ます。 最新バージ ョ ンの BIOS 
と  iRMC は、 Fujitsu サポー ト イ ン ターネ ッ ト ページから取得できます。

http://ts.fujitsu.com/support/ （EMEA 市場向け）
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/ （日本市場向け）

I Fujitsu は、 BIOS ア ッ プデー ト によ っ て生じ るサーバへの破損または
データ損失について責任を負いません。

5.2.1.1 システムボー ド  BIOS のア ッ プデー ト またはリ カバリ

BIOS のフ ラ ッ シュ手順

Ê サーバの 『BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 』 リ フ ァ レンスマニュアル
に記載されているよ う に、 BIOS フ ラ ッ シュ手順を行います。

BIOS リ カバリ手順

Ê サーバの 『BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 』 リ フ ァ レンスマニュアル
に記載されているよ う に、 BIOS リ カバリ手順を行います。

5.2.1.2 iRMC のア ッ プデー ト またはリ カバリ

iRMC のフ ラ ッ シュ手順

Ê 起動可能な iRMC フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト イ メ ージを格納し た USB 
メ モ リ を準備し ます。

Ê USB メ モ リ を USB ポー ト に接続し ます。

I iRMC フ ァームウ ェ アを格納し た USB デバイスのみを USB ポー ト
に接続し て く だ さい。 その他の USB デバイスはすべて一時的に取
り外し て く だ さ い。

Ê サーバを再起動し ます。

http://ts.fujitsu.com/support/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/
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Ê システムが USB メ モ リ を検出し ます。

I BIOS で USB メ モ リ を識別できない場合は、 ポ ッ プア ッ プ メ ッ セー
ジ Failed to boot for Emergency flash.Please Reset now」
が画面中央に表示されます。

Ê ア ッ プデー ト ツールメ ニューから以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択し
て、 iRMC のア ッ プデー ト プロセスを開始し て く だ さい。

Normal
既存のシステムボー ド をア ッ プデー ト する場合は、 このオプシ ョ ン
を選択し ます。

Initial  iRMC のア ッ プデー ト 手順を行う 前にシステムボー ド を交換し た場
合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンによ り、
iRMC フ ァ ームウ ェ アおよびブー ト ローダなどの、 すべての関連す
る フ ラ ッ シュ手順が連続し て行われます。

V 注意 !

iRMC ア ッ プグレー ド プロセスが開始し たら、 中断し ないで く だ さ
い。 プロセスが中断される と、 iRMC BIOS が完全に破損し ます。

I フ ラ ッ シュ後に iRMC が機能し ない場合、 システムを主電源から切
断し て再度接続し ます。

Ê フ ラ ッ シュプロセスが完了し たら、 USB メ モ リ を抜いてサーバを再起動
し ます。

iRMC リ カバリ手順

Ê 起動可能な iRMC フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト イ メ ージを格納し た USB 
メ モ リ を準備し ます。

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」 の項に記載されているよ う に、
サーバがシャ ッ ト ダウン され、 主電源から切断されている こ と を確認し ま
す。

Ê USB メ モ リ を USB ポー ト に接続し ます。

I iRMC フ ァ ームウ ェ アを格納し た USB デバイスのみを USB ポー ト
に接続し て く だ さ い。 その他の USB デバイスはすべて一時的に取
り外し て く だ さい。

Ê フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを押し ながら、 サーバを主電源に接続し ます。
必要に応じ て この作業は 2 人で行って く だ さい。

Ê 保守ラ ンプ と  ID ラ ンプが点滅し、 サーバが iRMC リ カバリ状態になって
いる こ と を示し ます。
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Ê 電源ボタ ンを押し ます。 システムが POST プロセスを開始し ます。

I iRMC リ カバリ モー ド では、 「FUJITSU」 ロゴは表示されません。

Ê システムが USB メ モ リ を検出し ます。

I BIOS で USB メ モ リ を識別できない場合は、 ポ ッ プア ッ プ メ ッ セー
ジ Failed to boot for Emergency flash.Please Reset now」
が画面中央に表示されます。

Ê ア ッ プデー ト ツールメ ニューから  Recovery_L オプシ ョ ンを選択し て、
iRMC ア ッ プデー ト プロセスを開始し ます。

V 注意 !

iRMC ア ッ プグレー ド プロセスが開始し たら、 中断し ないで く だ さ
い。 プロセスが中断される と、 iRMC BIOS が完全に破損し ます。

I フ ラ ッ シュ後に iRMC が機能し ない場合、 システムを主電源から切
断し て再度接続し ます。

Ê 電源ボタ ンを押し て、 サーバをシャ ッ ト ダウン し ます。

Ê サーバを主電源から切断し て、 iRMC リ カバリ状態を終了し ます。

5.2.2 システム情報のバッ クア ッ プ / 復元の確認

システムボー ド の交換時にデフ ォル ト 以外の設定が損失し ないよ う に、 重要
なシステム構成データのバッ クア ッ プ コ ピーがシステムボー ド  NVRAM から
シャーシ ID EPROM に自動的に保存されます。 システムボー ド を交換し た後、
バッ クア ッ プデータはシャーシ ID ボー ド から新しいシステムボー ド に復元さ
れます。

バッ クア ッ プまたは復元プロセスが正常に実行されたかど うかを確認するた
め、 ServerView Operations Manager を使用し てシステムイベン ト ログ
（SEL） をチ ェ ッ ク し ます （149 ページ の 「システムイベン ト ログ （SEL） の
表示と消去」 の項も参照）。

システムボー ド の交換後

Ê 149 ページ の 「システムイベン ト ログ （SEL） の表示と消去」 の項に記載
されているよ う に SEL ログフ ァ イルをチ ェ ッ ク し て、 シャーシ ID 
EPROM のバッ ク ア ッ プデータがシステムボー ド に復元されているかど う
かを確認し ます。

Chassis IDPROM: Restore successful
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シャーシ ID EPROM の交換後

I PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバの場合、 シャーシ ID 
EPROM はフ ロン ト パネルボー ド に取り付けられています。

Ê 149 ページ の 「システムイベン ト ログ （SEL） の表示と消去」 の項に記載
されているよ う に SEL ログフ ァ イルをチ ェ ッ ク し て、 システムボー ド設
定のバッ ク ア ッ プ コ ピーがシャーシ ID EPROM に転送されているかど う
かを確認し ます。

Chassis IDPROM: Backup successful

5.2.3 RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト

RAID コ ン ト ローラ を交換し たら、 フ ァ ームウ ェ アを最新バージ ョ ンにア ッ プ
グレー ド する必要があり ます。 最新バージ ョ ンの RAID コ ン ト ローラ フ ァー
ムウ ェ アは、 Fujitsu サポー ト  Web ページから取得できます。

http://ts.fujitsu.com/support/ (EMEA 市場向け )
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/ ( 日本市場向け )

I 弊社は、 フ ァームウ ェ アア ッ プデー ト によ って生じ るサーバへの破損
またはデータ損失について責任を負いません。
日本市場では、 別途指定する手順に従っ て く だ さい。

ServerView Update Manager の使用

ServerView Update Manager または Update Manager Express （UME） を使用
し て RAID コ ン ト ローラ をア ッ プデー ト する方法については、 次のマニュア
ルを参照し て く だ さい。

– ServerView Update Manager:
『ServerView Update Management』 ユーザガイ ド  

– ServerView Update Manager Express:
『Local System Update for PRIMERGY Servers』 ユーザガイ ド  

フ ラ ッ シュ ツールの使用

最新のフ ァームウ ェ アフ ァ イルは、 Windows または DOS ツールの ASP
（Autonomous Support Package） と し て Fujitsu サポー ト  Web ページからダ
ウンロー ド できます :

http://ts.fujitsu.com/support/ (EMEA 市場向け )
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/ ( 日本市場向け )

http://ts.fujitsu.com/support/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/
http://ts.fujitsu.com/support/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/downloads/
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Ê 「Drivers & Downloads」 を選択し ます。

Ê 「Select Product」 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から ご利用の PRIMERGY サーバを
選択するか、 シ リ アル番号または ID 番号を検索フ ィ ールド に入力し ます。

Ê オペレーテ ィ ングシステムとバージ ョ ンを選択し ます。

Ê 目的のコ ンポーネン ト タ イプ （SAS RAID など） を選択し ます。

Ê デバイス リ ス ト から ご利用のコ ン ト ローラ を選択し、 一連の使用可能な ド
ラ イバおよびフ ァームウ ェ アを展開し ます。

Ê 目的のフ ァ イルを選択し て 「Download」 を ク リ ッ ク し、 その後指示に
従って く だ さい。

5.2.4 Option ROM Scan の有効化

取り付けまたは交換し た拡張カー ド を設定するには、 カー ドの Option ROM 
をシステムボー ド  BIOS で有効にする必要があ り ます。 リ ブー ト 時にカー ド
のフ ァームウ ェ アがシステム BIOS によ って呼び出され、 入力や設定を行え
ます。

Option ROM は常時有効にする （頻繁にセ ッ ト ア ッ プが必要な可能性のある
ブー ト コ ン ト ローラの場合） こ と も、 1 回の設定のために一次的に有効にす
る こ と もできます。 コ ン ト ローラの Option ROM を常時有効にする場合は、
システムボー ド の BIOS で一度に 2 個の Option ROM しか有効にできないこ
とに注意し て く だ さ い。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Advanced」 メ ニューから 「Option ROM Configuration」 を選択し ます。

Ê 目的の PCI スロ ッ ト を指定し て、 「Launch Slot # OpROM」 を 「Enabled」 に
設定し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I システムボー ド  BIOS で同時に 2 つまで Option ROM を有効にでき
ます。

BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、 対応する  
BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照
し て く だ さい。

有効にし た拡張カー ド がブー ト シーケンスの POST 段階中に初期化される
と、 拡張カー ド のフ ァームウ ェ アに移行するためのキーの組み合わせが一時
的に表示されます。
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Ê 表示されたキーの組み合わせを押し ます。

Ê 拡張カー ド のフ ァームウ ェ アオプシ ョ ンを必要に応じ て変更し ます。

Ê 変更を保存し てフ ァームウ ェ アを終了し ます。

I 拡張カー ド の Option ROM をシステムボー ド  BIOS で無効にできます。

例外 : 拡張カー ド が永続的なブー ト デバイスを制御する場合、 カー ド
の Option ROM は有効のままにし てお く 必要があ り ます。

5.2.5 バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と
設定

I この作業は、 日本市場にのみ適用されます。

バッ クア ッ プ ド ラ イブの無効化

バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンによ っては、 保守作業が完了し て
から、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イブ リ ス ト からバッ クア ッ プ ド ラ イブ
を無効化または削除し、 バッ クア ッ プジ ョ ブを再設定する必要があ り ます。

これは、 次のバッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの場合です。

– Netvault for Windows
– ARCServe
– BackupExec

I 手順は、 バッ クア ッ プ ソ リ ューシ ョ ンによ って異なる場合があ り ます。 
詳細は、 別途提供される専用のマニュアルを参照し て く だ さい。

Fujitsu サービスパー ト ナーは、 該当するバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ
リ ューシ ョ ンの詳細情報および関連ド キュ メ ン ト を Fujitsu 公開ページ
から取得できます。
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バッ クア ッ プ ド ラ イブの再有効化

129 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」 の
項に記載されているよ う に、 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブが無効になっ ている場合、
またはバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア ド ラ イブ リ ス ト から削除されている場合は、
保守作業を完了するために再度有効にする必要があ り ます。

Ê バッ ク ア ッ プ ド ラ イブを再度有効にし て、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア設定
と  cronjob を変更し ます。

I Fujitsu サービスパー ト ナーは、 該当するバッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ ア
ソ リ ューシ ョ ンの詳細情報および関連ド キュ メ ン ト を Fujitsu 公開
ページから取得できます。

5.2.6 Boot Retry Counter のリ セ ッ ト

Boot Retry Counter は、 POST watchdog がシステムリ ブー ト を実行するたび
に、 あらかじめ設定された値から減少し ていきます。 値が 「0」 になる と、 シ
ステムはシャ ッ ト ダウン し、 電源が切れます。

5.2.6.1 Boot Retry Counter の表示

現在の Boot Retry Counter のステータ スは BIOS で確認できます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Boot Retry Counter」 に、 現在残っているブー ト 試行回数が表示されます。
この値は、 ブー ト 試行の失敗や、 重大なシステムエラーによるシステムリ
ブー ト ご とに減少し ます。

Ê BIOS を終了し ます。
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5.2.6.2 Boot Retry Counter のリ セ ッ ト

サービス タ スクの終了時には、 Boot Retry Counter を元の値に リ セ ッ ト し て
く だ さい。

I お客様が元の Boot Retry 値を把握し ていない場合は、 以下のこ とに注
意し て く だ さい :

システムが起動し て、 正常なブー ト 試行の後 6 時間以内にエ ラーが発
生し ない場合、Boot Retry Counter は自動的にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト
されます。 指定されたブー ト 試行回数は、 この時間が経過し た後にの
み決定される こ と に留意し て く だ さい。

お客様が元の Boot Retry 値を知っている場合は、 次の手順に従って、 Boot 
Retry Counter を リ セ ッ ト または設定し て く だ さい。

BIOS での Boot Retry Counter のリ セ ッ ト

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Boot Retry Counter」 で、 「[+]」 または 「[-]」 キーを押し て最大ブー ト 試行
回数を指定し ます （0 ～ 7）。

Ê BIOS を終了し ます。

ServerView Operations Manager を使用し た Boot Retry Counter 
のリ セ ッ ト

Ê ServerView Operations Manager の 「管理者設定」 ビ ューで、 「サーバ設
定」 を選択し ます。

Ê SVOM で複数のサーバが設定されている場合は、 ターゲ ッ ト サーバを選
択し、 「次へ」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「サーバ設定」 メ ニューペイ ンから、 「再起動オプシ ョ ン」 を選択し ます。

Ê 「再起動リ ト ラ イ」 の 「デフォルトの再起動リ ト ラ イ回数」 フ ィ ールド で、
最大起動試行回数 （0 ～ 7） を指定し ます。
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iRMC Web フ ロン ト エン ド を使用し たブー ト リ ト ラ イ カウン タのリ セ ッ ト

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「サーバ管理情報」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「ASR&R オプシ ョ ン」 で、 以下の Boot Retry Counter の設定を行う こ とが
できます。

Ê 「 リ ト ラ イカウンタ最大値」 で、 OS をブー ト する最大試行回数を指定
し ます （0 ～ 7）。

Ê 「 リ ト ラ イカウンタ」 に、 現在残っているブー ト 試行回数が表示されま
す。 Boot Retry Counter を リ セ ッ ト するには、 この値を上で指定し た
ブー ト 試行回数で上書き し ます。

Ê 「適用」 を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

5.2.7 メ モ リ モジュールまたはプロセ ッサの交換後のエ
ラーステータ スのリ セ ッ ト

5.2.7.1 メ モ リ モジュール

メ モ リ エラーの場合、 ServerView Operations Manager によ っ て故障し た メ モ
リ モジュールが報告される こ とがあ り ます。

I 注意事項

故障し たモジュールを交換し た後、 エ ラーカウン ターが自動的に リ
セ ッ ト されているか確認し て く だ さい。 メ モ リ スロ ッ ト が故障し てい
るよ う にまだ示される場合は、 以下のいずれかを使用し てエラーカウ
ン ターを手動で リ セ ッ ト し て く だ さい。

iRMC Web フ ロン ト エン ド の使用

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「System Information」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「System Components」 で、 影響を受ける メ モ リ モジュールの横にある
チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

Ê ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「Reset Error Counter」 を選択し ます。
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Ê 「適用」 を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し ます。

ServerView Maintenance Tools の使用 （Windows のみ）

Ê ServerView Maintenance Tool の起動

– Windows Server 2008 R2 以前 :
「スタート 」 > 「（すべての） プログラム」 > 「Fujitsu」 > 「ServerView 
Suite」 > 「Agents」 > 「Maintenance Tools」

– Windows Server 2012 以降 :
「スタート 」 > 「アプ リ 」 > 「Fujitsu」 > 「Maintenance Tools」

Ê メモ リ ステータ ス タ ブを選択し ます。

Ê 故障発生予測ステータ スが表示される メ モ リ モジュールを選択し ます。

Ê 「Reset Status」 を ク リ ッ ク し ます。

I 「Reset Status」 ボタ ンは、 選択し た メ モ リ モジュールにエラーがあ
る場合のみ使用できます。

Ê すべての故障発生予測 / 故障ステータ スの問題が解決されている こ と を 
ServerView Operations Manager で確認し ます。

コマン ド ラ イ ンの使用 （Linux のみ）

ServerView Agents for Linux に含まれる meclear ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
メ モ リ カウン ターを リ セ ッ ト できます。

I meclear （Memory Module Error Counter Reset Utility） を使用し て、
メ モ リ モジュールの交換後などに、 メ モ リ モジュールについて収集さ
れたエ ラーカウン ターを リ セ ッ ト できます。

詳細については、 meclear マニュアルページを参照し て く だ さい。

Ê ルー ト と し てログイ ン し ます。

Ê 次のコマン ド を入力し て [ENTER] を押し ます。
/usr/sbin/meclear

Ê ステータ スが 「OK」 または 「Not available」 以外のメ モ リ モジュールの
番号を選択し ます。

Ê すべてのメ モ リ モジュールに 「OK」 ステータ スが表示されるよ う になる
まで上記手順を繰り返し ます。

Ê すべての故障発生予測 / 故障ステータ スの問題が解決されている こ と を 
ServerView Operations Manager で確認し ます。
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5.2.7.2 プロセ ッサ

重大なエラーの場合、 ServerView Operations Manager によ っ て故障し たプロ
セ ッサが報告される こ とがあ り ます。

I 注意事項

故障し た CPU の交換後に、 以下のいずれかの方法を使用し てエラーカ
ウン ターを手動で リ セ ッ ト し て く だ さい。

ServerView Maintenance Tools の使用 （Windows のみ）

Ê ServerView Maintenance Tool の起動

– Windows Server 2008 R2 以前 :
「スタート 」 > 「（すべての） プログラム」 > 「Fujitsu」 > 「ServerView 
Suite」 > 「Agents」 > 「Maintenance Tools」

– Windows Server 2012 以降 :
「スタート 」 > 「アプリ 」 > 「Fujitsu」 > 「Maintenance Tools」

Ê CPU ステータ ス タ ブを選択し ます。

Ê 故障発生予測ステータ スが表示される CPU を選択し ます。

Ê 「Reset Status」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê すべての故障発生予測 / 故障ステータ スの問題が解決されている こ と を 
ServerView Operations Manager で確認し ます。

コマン ド ラ インの使用 （Linux のみ）

Ê 次の手順の従って、 特定のプロセ ッサのエ ラーカウン ターを リ セ ッ ト し ま
す。

Ê ルー ト と し てログイ ン し ます。

Ê 次のコマン ド を入力し て [ENTER] を押し ます。
/usr/sbin/eecdcp -c oc=0609 oi=<CPU#>

I <CPU#> CPU 1 の場合はパラ メ ータは 「0」、 CPU 2 の場合は値
は 「1」
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Ê 上記の方法でエラーステータ スを リ セ ッ ト できない場合は、 以下の手順で
すべてのプロセ ッサのエラーカウン ターを リ セ ッ ト し て く だ さい。

Ê ルー ト と し てログイ ン し ます。

Ê 次のコマン ド を入力し て [ENTER] を押し ます。

1. /etc/init.d/srvmagt stop
/etc/init.d/srvmagt_scs stop
/etc/init.d/eecd stop
/etc/init.d/eecd_mods_src stop

2. cd /etc/srvmagt

3. rm -f cehist.bin

4. /etc/init.d/eecd_mods_src start
/etc/init.d/eecd start
/etc/init.d/srvmagt start
/etc/init.d/srvmagt_scs start

Ê すべての故障発生予測 / 故障ステータ スの問題が解決されている こ と を 
ServerView Operations Manager で確認し ます。

5.2.8 故障し たフ ァ ンを交換し てからのフ ァ ンテス ト の実
施

故障し たシステムフ ァ ン及びフ ァ ンが故障し た電源ユニ ッ ト を交換し た後、
次のフ ァ ンテス ト までフ ァ ンエ ラー表示ラ ンプが点灯し続けます。 デフ ォル
ト では、 フ ァ ンテス ト は 24 時間おきに自動的に開始されます。 フ ァ ン交換後
の初回フ ァ ンテス ト 実行後にフ ァ ンエラー表示ラ ンプは消灯し ます。

フ ァ ン交換後にフ ァ ンテス ト を手動で開始させる場合は、 以下の方法によ り
実行し ます。

iRMC Web イ ン ターフ ェ ースによる フ ァ ンテス ト の実行

Ê iRMC Web イ ン ターフ ェ ースへログイ ン し ます。

Ê メ ニューから｢センサ｣－｢フ ァ ン｣を選択し ます。

Ê 交換し たフ ァ ンをシステムフ ァ ングループで選択し、 ｢フ ァ ン回転数テス
ト 開始ボタ ン｣を選択し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザーガイ ド を参照し て く だ さ い。
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ServerView Operations Manager による フ ァ ンテス ト の実行

Ê ServerView Operations Manager を起動し、 ログイン し ます。

Ê ｢管理者設定｣で｢サーバの設定｣選択し ます。

Ê ｢サーバリ ス ト 」 タ ブの階層ツ リ ーで、 設定するサーバを選択し ます。

Ê ウ ィ ン ド ウの右側で選択し たサーバの詳細を指定し、 「次へ」 を ク リ ッ ク
し て入力を確認し ます。

ウ ィ ン ド ウの左側で 「設定」 タ ブがアク テ ィ ブにな り ます。

Ê 「設定」 タ ブのナビゲーシ ョ ンエ リ アで、 「その他の設定」 を選択し ます。

Ê 「フ ァ ンテス ト 時刻」 を現時刻から数分後に設定し ます。 （元の設定時刻を
控えてお く こ と）

Ê ｢ページ保存｣を ク リ ッ ク し ます。
フ ァ ンテス ト は指定し た時刻に実行されます。

Ê フ ァ ンテス ト 実行後、 設定時刻を元の時刻に戻し て、 ｢ページ保存｣を ク
リ ッ ク し ます。

I 詳細については、 『ServerView Operations Manager』 ユーザーガイ ド
を参照し て く だ さい。 

シャーシ ID Prom Tool による フ ァ ンテス ト の実行 （日本市場の場合）

I  日本市場では、 別途指定する手順に従って く だ さい。
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5.2.9 SVOM Boot Watchdog 機能の有効化

ServerView Operations Manager boot watchdog 機能がフ ァームウ ェ アア ッ プ
デー ト のために無効にされている場合 （126 ページ の 「SVOM Boot 
Watchdog 機能の無効化」 の項を参照）、 保守作業を完了するには有効にする
必要があ り ます。

タ イマー設定は BIOS 内で、 または ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド を
使用し て設定できます。

BIOS での Boot watchdog 設定の指定

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Boot Watchdog」 で 「Action」 設定を 「Reset」 に設定し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、対応する  BIOS 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ
さい。

iRMC Web フ ロン ト エン ド を使用し た Boot watchdog 設定の指定

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「サーバ管理情報」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「ウォッチド ッグ設定」 で、 Boot ウォ ッ チ ド ッ グ の横のチ ェ ッ クボ ッ ク ス
が選択されているかを確認し ます。 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「 リセッ
ト 」 を選択し、 目的のタ イムアウ ト 遅延を指定し ます。

Ê 「適用」 を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 147

基本的なソ フ ト ウ ェ ア手順

5.2.10 交換し た部品のシステム BIOS での有効化

プロセ ッサ、 拡張カー ド 、 またはメ モ リ モジュールが故障し た場合、 故障し
た部品はシステム BIOS で 「Disabled」 または 「Failed」 に設定されます。 
サーバは、 システム構成内の残りの故障し ていないハー ド ウ ェ ア部品のみで
リ ブー ト し ます。 故障し た部品を交換し た後、 システムボー ド  BIOS で有効
に戻す必要があ り ます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Advanced」 メ ニューを選択し ます。

Ê 該当する部品のステータ ス メ ニューを選択し ます。

– プロセ ッサ : CPU Status

I このオプシ ョ ンは、 マルチプロセ ッサシステムでのみ使用でき
ます。

– メ モ リ : Memory Status

– 拡張カー ド : PCI Status

Ê 交換し た部品を 「Enable」 に リ セ ッ ト し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、対応する  BIOS 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ
さい。

5.2.11 メ モ リ モー ドの確認

メ モ リ モジュールが故障し た場合、 サーバはリ ブー ト し、 故障し たモジュー
ルは無効にな り ます。 この結果、 同一メ モ リ モジュールのペアが使用できな
く な り、 現行の動作モー ド （ ミ ラーチャネルモー ド など） が使用できな く な
る こ とがあ り ます。 この場合、 動作モー ドは自動的にイ ンデペンデン ト チャ
ネルモー ド に戻り ます。

I サーバで使用でき る メ モ リ動作モー ド の詳細は、 484 ページ の 「メ モ
リの取り付け順序」 の項を参照し て く だ さ い。

故障し たモジュールを交換し た後、 メ モ リ動作モー ド は自動的に元の状態に
リ セ ッ ト されます。 動作モー ドが正しいこ と を確認する こ と を推奨し ます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Advanced」 メ ニューを選択し ます。
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Ê 「Memory Status」 で、 「Failed」 になっ ている メ モ リ モジュールがないこ と
を確認し ます。

Ê 変更を保存し て （該当する場合）、 BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、対応する  BIOS 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ
さい。

5.2.12 システム時刻設定の確認

I この作業は、 Linux 環境にのみ適用されます。

システムボー ド を交換し た後、 システム時刻が自動的に設定されます。 デ
フ ォル ト で、 RTC （Real Time Clock : リ アルタ イムク ロ ッ ク） 標準時間が
ローカル時刻と し て設定されています。

Linux OS を使用し、 ハー ド ウ ェ アク ロ ッ クが OS で UTC （Universal Time, 
Coordinated : 協定世界時） に設定されている場合、 BMC ローカル時刻が正し
く マ ッ ピングされないこ とがあ り ます。

Ê システムボー ド を交換し た後、 RTC または UTC 標準時間がシステム時刻
と し て使用されているか、 システム管理者に問い合わせて く だ さい。

I システム時刻 （RTC） が UTC に設定されている場合、 SEL （シス
テムイベン ト ログ） タ イムス タ ンプがローカル時刻と異なる場合が
あ り ます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Main」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「System Time」 と 「System Date」 で正しい時刻と日付を指定し ます。

I デフ ォル ト では、 BIOS に設定されるシステム時刻は RTC （Real 
Time Clock） ローカル時刻です。 IT イ ン フ ラが普遍的に受け入れた
時間標準に依存し ている場合は、 代わり に 「System Time」 を UTC
（Universal Time, Coordinated : 協定世界時） に設定し ます。 GMT
（Greenwich Mean Time : グ リ ニ ッ ジ標準時） は、 UTC に相当する
と考える こ とができます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、対応する  BIOS 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアルを参照し て く だ
さい。
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5.2.13 システムイベン ト ログ （SEL） の表示と消去

5.2.13.1 SEL を表示する

システムイベン ト ログ （SEL） は、 ServerView Operations Manager または 
ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド を使用し て表示できます。

SEL を ServerView Operations Manager で表示する

Ê ServerView Operations Manager の 「シングルシステムビュー」 で、 「ス
テータス表示／設定」 メ ニューから 「メンテナンス」 を選択し ます。

Ê 「メ ンテナンス」 で 「システムイベン ト ログ」 を選択し ます。

Ê 表示する メ ッ セージ タ イプを選択し ます。

– 重大イベン ト
– 重度のイベン ト
– 軽度のイベン ト
– 情報イベン ト

I SVOM ド ラ イバモニ タ  に関する注意事項

「ド ラ イバモニタ」 ビ ューには、 監視対象のコ ンポーネン ト の概要と、
管理対象サーバのシステムイベン ト ログに記録された関連する イベン
ト が表示されます。

「監視コンポーネン ト 」 には、 監視対象コ ンポーネン ト の一覧が表示さ
れます。 コ ンポーネン ト に 「警告」 または 「エラー」 ステータ スが表
示される場合は、 それを選択し て 「承認」 を ク リ ッ ク し ます。 これに
よ り、 サーバ側のイベン ト を確認し ます。 事前にサーバにログオン し
てお く 必要がある場合があ り ます。 これで、 コ ンポーネン ト のステー
タ スは 「ok」 に設定されます。 新しいステータ スを確認するには、 「ド
ラ イバモニタ」 ビ ューを 「更新」 で リ フ レ ッ シュ し ます。

I ServerView Operations Manager を使用し て SEL を表示およびソー ト
する方法については、 『ServerView Operations Manager - Server 
Management』 ユーザーガイ ド を参照し て く だ さ い。
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SEL iRMC Web フ ロン ト エン ド を使用し て SEL を表示する

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「イベン ト ログ」 を選択し て 「iRMC S4 ログの表示」 サブ メ ニューを選択し
ます。

Ê 「iRMC S4 イベン ト ログ内容」 に SEL が表示されます。 リ ス ト を フ ィ ルタ
リ ングするには、 目的のイベン ト タ イプの横のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し
て 「Apply」 を押し、 変更内容を適用し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

5.2.13.2 SEL を ク リ アする

システムイベン ト ログ （SEL） を ク リ アするには、 ServerView iRMC Web フ
ロン ト エン ド を使用し ます。

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「イベン ト ログ」 を選択し て 「iRMC S4 ログの表示」 サブ メ ニューを選択し
ます。

Ê 「iRMC S4 イベン ト ログ情報」 で 「イベン ト ログの ク リ ア」 を ク リ ッ ク し
て SEL を ク リ ア し ます。

I iRMC 設定の詳細については、 『Integrated Remote Management 
Controller』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。

5.2.14 Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト

ネ ッ ト ワークデバイス名 （eth<x>） の変更によるエラーを防止するため、
ネ ッ ト ワーク イン タ フ ェースカー ドの MAC ア ド レス （ハー ド ウ ェ アア ド レ
ス） を Linux OS の対応する NIC 構成フ ァ イルに保存する こ と を推奨し ます。

Linux OS を実行するサーバで、 ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ またはオンボー ド  
LAN コ ン ト ローラ を搭載し たシステムボー ド を交換する と、 MAC ア ド レスは
変更されますが、 定義フ ァ イル内で自動的には更新されません。

通信の問題を防止するため、 対応する ifcfg-eth<x> 定義フ ァ イルに保存されて
いる変更し た MAC ア ド レスを更新する必要があ り ます。
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MAC ア ド レスを更新するには、 次の手順に従います。

I 使用し ている Linux OS またはク ラ イアン ト システム上の定義フ ァ イル
に応じ て、 手順は異なる こ とがあ り ます。 次の情報を参考と し て使用
し て く だ さい。 システム管理者に定義フ ァ イルを変更するよ う依頼し
て く だ さい。

Ê ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ またはシステムボー ド を交換し た後、 123 ペー
ジ の 「サーバの電源投入」 の項に記載されているよ う にサーバの電源を
入れて起動し ます。

kudzu （Red Hat Linux 向けのハー ド ウ ェ ア構成ツール） がブー ト 時に起動
し て、 システム上の新規または変更されたハー ド ウ ェ アを検出し ます。

I ク ラ イアン ト 環境によ っては、 kudzu はブー ト 時に起動し ません。

Ê 「Keep Configuration」 を選択し て 「Ignore」 を選択し、 ブー ト プロセスを完
了し ます。

Ê vi テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 ifcfg-eth<x> フ ァ イルの HWADDR セク シ ョ
ンで MAC ア ド レスを指定し ます。

I MAC ア ド レスは、 システムボー ド またはネ ッ ト ワーク コ ン ト ロー
ラに貼付されている タ イプ ラベルに記載されています。

例 :

ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ  1 の定義フ ァ イルを変更するには、 次のコ
マン ド を入力し ます。

# vi /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth1

vi で、 新しい MAC ア ド レスを次のよ う に指定し ます。

HWADDR=xx:xx:xx:xx:xx:xx

Ê 定義フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

Ê 変更を反映させるには、 次のコマン ド を入力し てネ ッ ト ワーク を リ ブー ト
する必要があ り ます。

# service network restart

I システムボー ド またはネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラに複数の LAN ポー ト
がある場合、 残りの ifcfg-eth<x> 定義フ ァ イルをそれぞれ更新する必要
があり ます。

Ê NIC 構成フ ァ イルを更新し て、 新しいカー ド シーケンス と  MAC ア ド レス
を反映させます。
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5.2.15 BitLocker 機能の有効化

BitLocker ド ラ イブ暗号化が保守のために無効または中断にされている場合
（125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」 の項を参照）、 サービス
タ スク を完了するには有効に戻す必要があ り ます。

I 部品交換の前に BitLocker ド ラ イブ暗号化が無効または中断にされてい
る場合は、 保守作業の後にサーバを リ ブー ト する と きに リ カバリキー
の入力を求められません。 ただ し、 BitLocker 機能が無効または中断に
されていない場合、 Windows はリ カバリ モー ド にな り、 ブー ト を続行
するために リ カバリ キーの入力を要求し ます。

Ê この場合、 システム管理者に問い合わせて、 OS をブー ト するため
に リ カバリキーを入力し ます。

Ê システム管理者に連絡し て、 コ ン ト ロールパネルまたは Windows エ クス
プローラーから  BitLocker セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド を使用し てオペレー
テ ィ ングシステム ド ラ イブの BitLocker 保護を有効にし ます。

Ê 「スタート 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 「コン ト ロールパネル」 から 「セ
キュ リテ ィ 」 を選択し、 「Bitlocker ド ラ イブ暗号化」 を ク リ ッ ク し て、
Bitlocker ド ラ イブ暗号化を開きます。

I 管理者権限が必要です。 管理者パスワー ド または確認を求めら
れた場合は、 パスワー ド を入力するか、 確認し ます。

Ê 無効または中断にされた BitLocker を一時的に有効または再開にするに
は 「BitLocker をオンにする」 を ク リ ッ ク し ます。

Ê BitLocker セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドの指示に従います。

I BitLocker ド ラ イブ暗号化を有効または再開にする方法については、
Microsoft のサポー ト 技術情報を参照し て く だ さい。

Fujitsu のサービスパー ト ナーは、 Fujitsu Extranet Web ページで詳細情
報をご確認 く だ さい （日本語版もあ り ます）。
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5.2.16 RAID アレ イのリ ビルドの実行

RAID アレ イに組み込まれているハー ド デ ィ スク ド ラ イブを交換し た後、
RAID リ ビルドがバッ クグラウン ド プロセスで完全に自動実行されます。

Ê RAID アレ イのリ ビルドが正常に開始し たこ と を確認し ます。 プログレス
バーで最低 1％進捗し たこ と まで待機し ます。

Ê お客様には、 リ ビルド が完了するまでの残り時間が、 表示される概算時間
に基づいて通知されます。

図 73: プログレスバー （RAID アレ イのリ ビル ド ）

V 注意 !

システムはこれで動作するよ う にな り ますが、 RAID アレ イのリ ビルド
が完了するまでデータ冗長性は利用できな く な り ます。 ハー ド デ ィ ス
ク ド ラ イブの容量によ って、 全体的な処理に数時間かかる可能性があ
り ます。 場合によ っ ては数日かかり ます。

I リ ビルド 中は、 わずかにパフ ォーマンスに影響が出る こ とがあ り ます。

5.2.17 変更された MAC/WWN ア ド レスの検索

ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ を交換する と、 MAC （Media Access Control） ア
ド レス と  WWN （World Wide Name） ア ド レスをが変更されます。

I 下記の手順以外にも、 MAC/WWN ア ド レスを、 ネ ッ ト ワーク コ ン ト
ローラ またはシステムボー ド に貼付されている タ イプ ラベルで確認す
る こ とができます。
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5.2.17.1 MAC ア ド レスの検索

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「System Information」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Network Inventory」 に、 MAC ア ド レスなどの、 管理対象の PRIMERGY 
サーバの各ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラに関する情報が表示されます。

I この情報は、 iRMC S4 以降にのみ該当し ます。

Command Line Protocol （CLP） をサポー ト するネ ッ ト ワーク コ ン
ト ローラのみ表示されます。

Ê 変更された MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。

5.2.17.2 WWN ア ド レスの検索

Emulex FC/FCoE アダプ タ

Ê 137 ページ の 「Option ROM Scan の有効化」 の項に記載されているよ う
に、 システムボー ドの BIOS でネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラの Option ROM 
を有効にし ます。

Ê サーバを再起動し ます。

Ê ブー ト 中に、 Emulex BIOS ユーテ ィ リ テ ィ オプシ ョ ンが表示されたらす
ぐに、 [ALT]+[E] または [CTRL]+[E] を押し ます。

Ê 「Emulex Adapters in the System」 に、 使用可能な Emulex アダプ タ と その 
WWN がすべて表示されます。

Ê 新しい 16 桁の WWN ア ド レスを メ モ し ます。

Ê 「[Esc]」 を押し て Emulex BIOS ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

Ê 変更された WWN ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。

QLogic FC アダプ タ

Ê 137 ページ の 「Option ROM Scan の有効化」 の項に記載されているよ う
に、 システムボー ドの BIOS でネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラの Option ROM 
を有効にし ます。

Ê サーバを再起動し ます。

Ê ブー ト 中に、 QLogic BIOS ユーテ ィ リ テ ィ オプシ ョ ンが表示されたらすぐ
に、 [ALT]+[Q] または [CTRL]+[Q] を押し ます。
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Ê 「Select Host Adapter」 で、 矢印キー æ/Ë を使用し て目的の FC/FCoE アダ
プ タ を選択し て 「[Enter]」 を押し ます。

Ê 「Fast!UTIL Options」 メ ニューから 「Configuration Settings」 を選択し て
「[Enter]」 を押し ます。 

Ê 「Configuration Settings」 メ ニューから 「Adapter Settings」 を選択し て
「[Enter]」 を押し ます。 

Ê 「Adapter Port Name」 に表示される新しい 16 桁の WWN ア ド レスを メ モ し
ます。

Ê [Esc] を押し て メ イン メ ニューに戻り、 QLogic BIOS ユーテ ィ リ テ ィ を終
了し ます。

Ê 変更された WWN ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。

5.2.18 シャーシ ID Prom Tool の使用

専用シャーシ ID ボー ド またはサーバのフ ロン ト パネルボー ド にあるシャーシ 
ID EPROM には、 サーバ名やモデル、 サーバ本体のタ イプ、 シ リ アル番号、
製造データ などの、 システム情報が格納されています。

システムを ServerView マネジ メ ン ト 環境に取り込んで ServerView 
Installation Manager を使用し てサーバを イ ンス ト ールできるよ う にするに
は、 システムデータが完全で正確である必要があ り ます。

シャーシ ID EPROM を交換し た後、システム情報を シャーシ ID Prom ツール
を使用し て入力する必要があ り ます。 保守担当者は、 ツールと詳細な手順を 
Fujitsu Technology Solutions 公開 から入手できます。

https://partners.ts.fujitsu.com/com/service/ps/Servers/PRIMERGY/

Ê ページのメ インエ リ アから  PRIMERGY システムを選択し ます。

Ê カテゴ リーの選択から、 「Software & Tools Documentation」 を選択し ます。

Ê フ ァ イルをダウンロー ド する際に、 「Tools」 エ リ アで 「Tools: Chassis-
IDProm Tool」 を ク リ ッ ク し ます （tool-chassis-Idprom-Tool.zip）。

I 日本市場では、 別途指定する手順に従って く だ さい。

https://partners.ts.fujitsu.com/com/service/ps/Servers/PRIMERGY/
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Cool-safe® Advanced Thermal Design （ATD） の注意事項

I サーバに Cool-safe® Advanced Thermal Design （ATD） のオプシ ョ ン
は使用できて、 有効にされた場合、 同様のシャーシ ID Prom Tool の情
報を設定し て く だ さ い。

V 注意 !

ATD フ ラグの設定しかできないこ とに注意し て く だ さい。 シャーシ ID 
Prom Tool を使用し て ATD フ ラグのリ セ ッ ト はできません。

5.2.19 LAN チー ミ ングの設定

ServerView Operations Manager を使用し て、 既存の LAN チームの詳細情報
を取得し ます。

Ê ServerView Operations Manager の 「シングルシステムビ ュー」 で、 「ス
テータ ス表示／設定」 メ ニューから 「システムステータ ス」 を選択し ま
す。

Ê 「ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェ ース」 で 「作成し た LAN チーム」 を選択し ま
す。

Ê 「ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ース （概要）」 の概要に、 設定されたすべての 
LAN チームと そのコ ンポーネン ト が表示されます。 詳細を表示する LAN 
チームを選択し ます。

– LAN チームプロパテ ィ : 選択し た LAN チームのプロパテ ィ
– LAN チーム統計 : 選択し た LAN チームで利用でき る統計

I 詳細については、 『ServerView Operations Manager - Server 
Management』 ユーザーガイ ド を参照し て く だ さい。

ATD オプシ ョ ンは出荷時のデフ ォル ト と し て メ ーカーの
みが発注できます。 レーテ ィ ングプレー ト 上の ATD ロゴ
をチ ェ ッ ク し て、 サーバの ATD の可能を特定し ます。

Cool-safe® Advanced Thermal Design （ATD） の詳細は、
サーバのオペレーテ ィ ングマニュアルを参照し て く だ さ
い。
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5.2.19.1 LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プグレー ド し た後

交換し た LAN コ ン ト ローラ を再利用するには、 次の点に注意し て く だ さい。

Ê 交換し た LAN コ ン ト ローラが LAN チー ミ ング構成の一部と し て使用され
ていたかど う かをお客様と確認し ます。

Ê LAN チー ミ ングがアク テ ィ ブな場合、 LAN ド ラ イバユーテ ィ リ テ ィ を使
用し て LAN コ ン ト ローラ を交換し た後、 構成を復元する必要があり ます。

お客様の要件に従って、 コ ン ト ローラがプ ラ イマ リ またはセカンダ リ と し
て割り当てられている こ と を確認し ます。

I 詳細は、 該当する LAN ド ラ イバのマニュアルを参照し て く だ さ い。

5.2.19.2 システムボー ドの交換後

Ê 交換し たオンボー ド  LAN コ ン ト ローラが LAN チー ミ ング構成の一部と し
て使用されていたかど う かをお客様と確認し ます。

Ê LAN チー ミ ングがアク テ ィ ブな場合、 LAN ド ラ イバユーテ ィ リ テ ィ を使
用し てシステムボー ド を交換し た後、 構成を復元する必要があ り ます。

I 詳細は、 該当する LAN ド ラ イバのマニュアルを参照し て く だ さ い。

5.2.20 ID ラ ンプの消灯

フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを押すか、 iRMC Web フ ロン ト エン ド または 
ServerView Operations Manager を使用し て、保守作業が正常に完了し た後に 
ID ラ ンプをオフにし ます。

I 詳細は、 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」 の項、 または
『ServerView Suite Local Service Concept - LSC』 マニュアルおよび
『Integrated Remote Management Controller』 ユーザガイ ド を参照し て
く だ さい。

フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを使用する

Ê フ ロン ト パネルの ID ボタ ンを押し て、 ID ラ ンプをオフにし ます。
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iRMC Web フ ロン ト エン ドの使用

Ê ServerView iRMC Web フ ロン ト エン ド に移動し ます。

Ê 「システムの概要」 で 「Identify LED Off」 を ク リ ッ ク し て ID ラ ンプをオフ
にし ます。

ServerView Operations Manager を使用する

Ê ServerView Operations Manager の 「シングルシステムビュー」 で、 タ イ
ト ルバーの 「識別灯」 ボタ ンを押し て、 ID ラ ンプをオフにし ます。

5.2.21 シャーシモデルの指定

シャーシの変更後に、 サーバを ServerView マネジ メ ン ト のユーザイン タ
フ ェ ースにラ ッ ク と し て正し く 表示するには、 シャーシモデルの設定をア ッ
プデー ト する必要があり ます。

これは、 ServerView Installation Manager または Maintenance Tool を使用し
て行います。

ServerView Installation Manager の使用

Ê システムを ServerView Suite DVD から ブー ト し ます。 ServerView 
Installation Manager が起動し ます。

Ê 使用するユーザイ ン タ フ ェースの言語を選択し ます。

Ê 「Status backup media」 で 「No status backup」 を選択し、 「Continue」 を ク
リ ッ ク し ます。

Ê 「Maintenance」 を選択し ます。

Ê 「Server Configuration Manager」 を選択し ます。

Ê ラ ッ クモデルのボ ッ クスにチ ェ ッ ク し、 「Save」 を ク リ ッ ク し て設定を保
存し ます。
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ServerView Maintenance Tool の使用

ServerView エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされた Windows ベースのサーバの
場合、 次の手順に従います。

Ê 「Start」 を ク リ ッ ク し て 「All Programs」 をポイ ン ト し、 「Fujitsu」 - 
「ServerView Suite」 - 「Agents」 - 「Maintenance Tools」 の順にポイン ト し ま
す。

Ê 「Maintenance Tools」 メ ニューペインで 「Chassis Model Configuration」 タ ブ
を ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Convert to」 で 「Rack Model」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Ê 「Exit」 を ク リ ッ ク し て 「Maintenance Tools」 メ ニューペインを閉じ ます。

I ServerView エージ ェ ン ト のイ ンス ト ールの詳細については、
『ServerView Operations Manager - Installation ServerView Agents for 
Windows』 ユーザガイ ド を参照し て く だ さい。
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6 電源ユニ ッ ト

この章では、 電源ユニ ッ ト (PSU) の取り付け、 または取り外し、 交換方法、 
およびバッ ク プレーンの交換方法について説明し ます。

PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバには、 最大 4 つのホ ッ ト プ ラグ 
PSU モジュールが搭載されます。 冗長電源は、 さ まざまな PSU 構成で可能
です （164 ページ の 「PSU の取り付け順序」 の項を参照）。

安全上の注意事項

V 注意 !

● 電源ユニ ッ ト を分解し ないで く だ さい。 感電の恐れがあ り ます。

● 電源ユニ ッ ト の周囲は、 シャ ッ ト ダウン後も高温のままです。 サー
バのシャ ッ ト ダウン後、 高温のコ ンポーネン ト が冷却されるのを
待ってから電源ユニ ッ ト の取り外し を行って く だ さい。

● 電源ユニ ッ ト を取り付ける際には、 電源ユニ ッ ト のコネク タが破損
し ていた り曲がっていないこ と を確認し て く だ さい。

● 電源ユニ ッ ト が取り外しに く い場合、 無理に引っ張らないで く だ さ
い。

● 電源ユニ ッ ト は重いため、 取り扱いには注意し て く だ さい。 誤って
落と し た場合、 怪我の恐れがあ り ます。

● 安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章
を参照し て く だ さい。
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6.1 基本情報

3 の異なる PSU モジュールが TX300 S8 / RX350 S8 サーバシステムで使用で
きます ：

A 450 W PSU モジュール S26113-E575-V52 / A3C40161429

B 800 W PSU モジュール 
（Platinum）

S26113-E574-V52 / A3C40161428

C 800 W PSU モジュール 
（Titanium）

S26113-E615-V50 / A3C40169522
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V 注意 !

PSU モジュールは自動的にある一定範囲の内の主電源入力電圧に対し
て調整される。 所在地の主電源電圧が定格電圧範囲に対応する場合の
み、 サーバが動作し ます。 このサーバは、 さ まざまな主電源入力電圧
範囲をサポー ト し ます ：

PSU モジュールタ イプ 主電源入力電圧範囲

450 W PSU モジュール 100 VAC ~ 240 VAC

800 W PSU モジュール 
（Platinum）

100 VAC ~ 240 VAC

800 W PSU モジュール 
（Titanium）

200 VAC ~ 240 VAC

PSU ダ ミ ーモジュール A3C40133955
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6.1.1 PSU の取り付け順序

図 74: PSU 概要

構成 PSU 1 PSU 2 PSU 3 PSU 4
default 

configuration
alternative 

configurations

1 450 W - - - 基本構成

2 450 W 450 W - -
redundant
1+1 / 450 W

non-redundant
900 W

3 450 W 450 W 450 W -
redundant
2+1 / 900 W

non-redundant
1350 W

4 450 W 450 W 450 W 450 W
redundant
3+1 / 1350 W

redundant
(2+2 / 900 W)

non-redundant
1800 W

5 800 W - - - 基本構成

6 800 W 800 W - -
redundant
1+1 / 800 W

non-redundant
1600 W

7 800 W 800 W 800 W -
redundant
2+1 / 1600 W

non-redundant
2400 W

8 800 W 800 W 800 W 800 W
redundant
3+1 / 2400 W

redundant
2+2 / 1600 W

non-redundant
3200 W

表 4: PSU configurations
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6.1.2 組み立て規則

– 異なる定格出力 （450W および 800W） のホ ッ ト プ ラグ PSU モジュールを
混在させて組み立てる こ とはサポー ト し ていません。

– 異なる 800W ホ ッ ト プ ラグ PSU モジュール （「Platinum」 および
「Titanium」 モデル） を混在させて組み立てる こ とはサポー ト し ていませ
ん。

– PSU スロ ッ ト  1 または 2 には、 必ず PSU モジュールを接続する必要があ
り ます。

– 該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用し てい
ない PSU スロ ッ ト にダ ミ ーモジュールを必ず装着し て く だ さい。

6.1.3 PSU 表示ラ ンプ

図 75: PSU 表示ラ ンプ

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

1 PSU の動作状
況

緑色の点灯
サーバの電源が入り、 正常に動作し て
いる

緑色の点滅
サーバの電源は切れているが、 主電源
電圧は存在する （ス タ ンバイモー ド ）

オレンジ色
の点灯

PSU 異常 （過電圧または不足電圧、 過
熱、 フ ァ ンの異常）

オレンジ色
の点滅

過負荷警告
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6.2 PSU モジュールの取り付け

6.2.1 PSU ダ ミ ーモジュールの取り外し

図 76: PSU ダ ミ ーモジュールの取り外し

Ê PSU ダ ミ ーモジュールの両方のロ ッキングラ ッ チを押し （1）、 ダ ミ ーモ
ジュールをスロ ッ ト からゆっ く り取り外し ます （2）。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 77: PSU ダ ミ ーモジュールの取り外し （B）

Ê ダ ミ ーモジュールをスロ ッ ト から取り外し ます。

V 注意 !

ダ ミ ーカバーは今後使うかも しれないので、 保管し ておいて く だ さ
い。 電源モジュールを取り外し て、 すぐに新しい電源モジュールに
交換し ない場合、 該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満
たすために、 PSU ダ ミ ーカバーをスロ ッ ト に取り付けて く だ さい。
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6.2.2  PSU モジュールの取り付け

図 78: PSU モジュールの取り付け

Ê PSU モジュールをスロ ッ ト に挿入し ます。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 169

電源ユニ ッ ト

図 79: PSU モジュールの取り付け

Ê PSU モジュールを、 ロ ッ キングラ ッ チが所定の位置にカチ ッ と固定され
るまで （2）、 スロ ッ ト に押し込みます （1）。

V 注意 !

PSU モジュールが輸送中にシャーシから飛び出さ ないよ う に、
PSU モジュールがスロ ッ ト にし っかり と入り、 固定されたこ と を
確認し ます。

Ê 必要に応じ て、 PSU モジュールのハン ドルを倒し ます。

6.2.3 終了手順

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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6.3 PSU モジュールの取り外し

I CMA （Cable Management Arm） を使用するサーバの注意事項

取り付けた CMA は PSU モジュールをブロ ッ ク し ているので、 PSU モ
ジュールの取り外しや取り付けを行う には追加の手順が必要です。

Ê CMA ス ト ッパのロ ッ ク を解除し ます。

Ê CMA ス ト ッパを取り付けられている ク ロスバーと一緒に取り外し
ます。

Ê 右手で CMA ス ト ッパ、 ク ロスバー、 および CMA アームケーブル
を支えます。

Ê PSU モジュールを取り外し、 PSU ダ ミ ーモジュールを空いている
ベイへ取り付けます。

Ê アセンブ リ一式 （CMA ス ト ッパ、 ク ロスバー、 および CMA アー
ム） を再びレールに取り付けます。

6.3.1 準備手順

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」 の項に記載されているよ う
に、 AC 電源コー ド をケーブルブ ラケ ッ ト から取り外し、 取り外される 
PSU モジュールから取り外し ます。

V 注意 !

連続稼働を保証するために、 次の指示を守って く だ さい。

Ê PSU モジュールを取り外す前に、 残りの PSU モジュールで、
十分な電力供給がシステム構成に行われる こ と を確認し て く だ
さい。

Ê 電源ユニ ッ ト を取り外す前に、 1 つ目と  2 つ目のスロ ッ ト の電
源モジュールがまだ動作し ている こ と を確認し て く だ さ い。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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6.3.2 PSU モジュールの取り外し

図 80: PSU モジュールの取り外す （A）

Ê PSU モジュールのハン ドルを持ち上げます （1）。

Ê 緑色のロ ッキングラ ッ チを押し ます （2）。

図 81: PSU モジュールの取り外し （B）

Ê 緑色のロ ッキングラ ッ チを押し た状態で、 スロ ッ ト から  PSU モジュール
を引き出し ます。
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6.3.3 PSU ダ ミ ーモジュールの取り付け

図 82: PSU ダ ミ ーモジュールを取り付ける （A）

Ê 矢印マーク を上に向けて、 PSU ダ ミ ーモジュールを空いている PSU ス
ロ ッ ト に挿入し ます （拡大された部分を参照）。

図 83: PSU ダ ミ ーモジュールの取り付け
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Ê 所定の位置に固定されるまで、 PSU ダ ミ ーモジュールをスロ ッ ト に押し
込みます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない PSU スロ ッ ト にダ ミ ーモジュールを必ず装着し て く だ
さ い。

6.4 PSU モジ ュールの交換

V 注意 !

● PSU モジュールを非冗長 PSU 構成で交換する場合、 サーバの電源
を先に切ってお く 必要があ り ます。

● 故障し た PSU モジュールを、 同じ タ イプの新しい PSU モジュール
と交換し ます。

I CMA （Cable Management Arm） を使用するサーバの注意事項

取り付けた CMA は PSU モジュールをブロ ッ ク し ているので、 PSU モ
ジュールの取り外しや取り付けを行う には追加の手順が必要です。

Ê CMA ス ト ッパのロ ッ ク を解除し ます。

Ê CMA ス ト ッパを取り付けられている ク ロスバーと一緒に取り外し
ます。

Ê 右手で CMA ス ト ッパ、 ク ロスバー、 および CMA アームケーブル
を支えます。

Ê PSU モジュールを取り外し て、 新しい PSU モジュールを慎重に取
り付けます。

Ê アセンブ リ一式 （CMA ス ト ッパ、 ク ロスバー、 および CMA アー
ム） を再びレールに取り付けます。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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6.4.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」 の項に記載されているよ う
に、 AC 電源コー ド をケーブルブ ラケ ッ ト から取り外し、 交換される PSU 
モジュールから取り外し ます。

6.4.2 故障し た PSU モジュールの取り外し

Ê サーバ管理ソ フ ト ウ ェ アを使用し て、 故障し た PSU モジュールを特定し
ます。

Ê 171 ページ の 「PSU モジュールの取り外し」 の項に記載されているよ う
に、 故障し ている PSU モジュールを取り外し ます。

6.4.3 新しい PSU モジュールの取り付け

Ê 168 ページ の 「PSU モジュールの取り付け」 に記載されているよ う に、
故障し ている PSU モジュールを交換し ます。

6.4.4 終了手順

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê サーバの電源を入れます。

Ê 144 ページ の 「故障し たフ ァ ンを交換し てからのフ ァ ンテス ト の実施」
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6.5 パワーバッ ク プレーンの交換

6.5.1 準備手順

I この作業はサーバを横向きに し て行って く だ さい。

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 外部のケーブルをすべて取り外し ます。

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 次の関連する項に記載されるよ う に、 すべてのフ ァ ンモジュールと フ ァ ン
ホルダーをシステムから取り外し ます。

– 328 ページ の 「システムフ ァ ンモジュールの取り外し」
– 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」
– 339 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」
– 344 ページ の 「背面フ ァ ンホルダーの交換」

Ê すべてのケーブルをシステムボー ド から取り外し ます。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
50 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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Ê 363 ページ の 「拡張カー ドの取り外し」 の項に記載されているよ う に、
すべての背面の拡張カー ド をシステムボー ドから取り外し ます。

I 再組み立てのと きのために、 拡張カー ド の取り付け位置と ケーブル
接続を必ず メ モ し ておいて く だ さい。

次のコ ンポーネン ト がシステムボー ド に残る場合があ り ます。

– ヒー ト シン クおよびプロセ ッサ
– メ モ リ モジュール
– UFM ボー ド
– TPM ボー ド

Ê 707 ページ の 「システムボー ド の取り外し」

Ê 85 ページ の 「システムボー ド 取り付けプレー ト の取り外し」

6.5.2 パワーバッ ク プレーンの取り外し

図 84: パワーバッ ク プレーンからの ケーブルの取り外し

Ê すべてのケーブルをパワーバッ ク プレーンから取り外し ます。
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図 85: パワーバッ ク プレーンの取り外し

Ê 5 本のネジをパワーバッ ク プレーンから取り外し ます。

図 86: パワーバッ ク プレーンの取り外し

Ê シャーシから故障し たパワーバッ ク プレーンを取り外し ます。
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6.5.3 パワーバッ ク プレーンの取り付け

図 87: パワーバッ ク プレーンの取り付け （A）

Ê 新しいパワーバッ ク プレーンをシャーシフ ロアの 5 本のスペーサーボル ト
に降ろ し ます （丸で囲んだ部分）。

パワーバッ ク プレーン A3C40141596
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図 88: パワーバッ ク プレーンの取り付け （B）

Ê 新し いパワーバッ ク プレーンをシャーシに降ろ し ます。

Ê 5 本のネジでパワーバッ ク プレーンをスペーサーボル ト に固定し ます （丸
で囲んだ部分）。

図 89: パワーバッ ク プレーンの配線
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Ê すべてのケーブルをパワーバッ ク プレーンに再び接続し ます。

Ê ケーブルを曲げて、 サーバフ ロアのケーブルク ラ ンプに通し ます （拡大さ
れた部分を参照）。

図 90: パワーバッ ク プレーンの取り外し

Ê 必要に応じ て、 GPGPU カー ドの電源ケーブルをパワーバッ ク プレーンに
再び接続し ます。

# コネク タ ケーブル

1 X21 電源ケーブル T26139-Y3952-V601

2 X20 システムの電源ケーブル T26139-Y3758-V9

3 X25 PSU 信号ケーブル T26139-Y4027-V1

# コネク タ ケーブル

4 X22
GPGPU カー ド の電源ケーブル T26139-Y3946-V701

5 X23
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Ê 図のよ う に、 GPGPU カー ドの電源ケーブルをサーバフ ロアのケーブルク
ラ ンプに通し ます。

I GPGPU カー ドの取り付けと ケーブル接続の詳細については、
392 ページ の 「GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド の取り付
け」 の項を参照し て く だ さい。

6.5.4 終了手順

Ê 88 ページ の 「システムボー ド 取り付けプレー ト の取り付け」

Ê 712 ページ の 「システムボー ド の取り付け」

Ê 492 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り付け」 の項に記載されているよ
う に、 すべての背面の拡張カー ド を元のスロ ッ ト に再び取り付けます。

Ê すべてのケーブルをシステムボー ド に再び接続し ます。 ケーブル接続の概
要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の概要」 の項を参照し て く
だ さ い。

Ê 次の関連する項に記載されるよ う に、 すべてのフ ァ ンモジュールと フ ァ ン
ホルダーを再び取り付けます。

– 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」
– 331 ページ の 「システムフ ァ ンモジュールの取り付け」
– 347 ページ の 「背面フ ァ ンホルダーの取り付け」
– 336 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 外部のケーブルをすべて再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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7 ハードディスクドライブ / SSD
（Solid State Drive）

この章では、ハードディスクドライブ（HDD）モジュールや Solid State 
Drive（SSD）モジュールの取り外しまたは取り付け方法、および SAS バッ
クプレーンまたは　SAS エキスパンダボードの交換方法について説明しま
す。

I SAS RAID コントローラについては、349 ページ の「拡張カードと
バックアップユニット」の章を参照してください。

安全上の注意事項

V 注意 !

● サービス技術者以外は、HDD トレイからハードディスクドライブ
を取り外さないでください。

● 交換後に元の場所に戻せるように、HDD/SSD モジュールすべてに
明確なマークを付ける必要があります。これを守らないと、データ
が失われる場合があります。

● ボードやはんだ付け部品の電気回路に触れないでください。金具部
分またはボードのふちを持つようにしてください。 

● ハードディスクドライブを取り外す前に、ディスクが完全に回転を
停止するまで約 30 秒待機してください。 

● ハードディスクドライブの起動時に、少しの間共鳴音が聞こえる場
合があります。これは故障ではありません。 

● OS に応じてハードディスクドライブの Write Cache 設定を設定で
きます。Write Cache が有効になっている場合に停電が発生すると、
キャッシュされたデータが損失することがあります。 

● ハードディスクドライブを廃棄、輸送、返却する場合は、お客様自
身のセキュリティのため、ドライブのデータを消去してください。 

● ディスクドライブを乱暴に取り扱うと、保存されているデータが破
損することがあります。予期しない問題に対処するには、重要な
データを常にバックアップします。データを別のハードディスクド
ライブにバックアップする際、ファイルまたはパーティション単位
でバックアップを作成してください。 

● デバイスの取り扱いは、衝撃や振動の影響を受けない場所で行って
ください。 
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● 極端な高温または低温の場所、または温度変化の激しい場所では使
用しないでください。 

● ハードディスクドライブまたは Solid State Drive は分解しないでく
ださい。

● 安全上の注意事項に関する詳細は、45 ページ の「注意事項」 の章
を参照してください。

7.1 基本情報

最高パフォーマンスには次の取り付け順序を推奨します：

– 必ず Solid State Drive（SSD）を取り付けてから、ハードディスクドライ
ブを取り付けます。

– 容量の異なるハードディスクドライブおよび Solid State Drive は、容量の
大きい順に取り付けます。

– 回転速度の異なるハードディスクドライブは、回転速度の速い順に取り付
けます。

– バステクノロジが異なるハードディスクドライブ（SAS または SATA）を
取り付ける場合は、まず SAS ドライブを取り付けてから、SATA ドライ
ブを取り付けます。

– 取り付け順序の概要のまとめは、185 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD 構
成」 項を参照してください。

– 使用していない HDD/SSD ベイにダミーモジュールを取り付けます。
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7.2 2.5 インチ HDD/SSD 構成

7.2.1 2.5 インチ HDD バックプレーンの概要

図 91: 2.5 インチ SAS バックプレーン - ラックモデル

図 92: 2.5 インチ SAS バックプレーン - タワーモデル

1/2 HDD ケージ 1 の SAS バックプレーン 1 および 2（基本構成）

3/4 オプションの HDD ケージ 2 の SAS バックプレーン 3 および 4

5/6 オプションの 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの SAS バックプ

レーン 5 および 6
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7.2.2 SAS 3.0 HDD / SSD バックプレーンのケーブル配線

図 93: SAS 3.0 バックプレーンのケーブル配線

Ê すべての SAS ケーブルと電源ケーブルを 2.5 インチ HDD / SSD SAS 2.0 
バックプレーン 1 および 2 から抜きます。

Ê 図のように、SAS ケーブルをケーブルガイド（G）へ通します。

Ê SAS ケーブルを PCI スロット 10 の SAS RAID コントローラにを接続しま
す。

SAS 構成 必要な SAS ケーブル ケーブル図

SAS 2.0 RAID コントローラ 
D2616 または D2607

SAS 2.0 / 3.0 ケーブル
T26139-Y4040-V14

16.2.13

SAS 3.0 RAID コントローラ
D3216 (PRAID EP400i / EP420i)

SAS 3.0 ケーブル
T26139-Y4040-V8

16.2.14

SAS バックプレーン SAS コントローラコネクタ

SAS 3.0 バックプレーン 1 コネクタ MLC 1

SAS 3.0 バックプレーン 2 コネクタ MLC 2
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Out-of-Band ケーブル配線

I この手順は、SAS 3.0 バックプレーンおよび SAS 2.0 RAID コントロー
ラ D2616 または D2607 を含む SAS 構成にのみ当てはまります。

図 94: SAS 3.0 Out-of-Band ケーブル T26139-Y4015-V601

図 95: SAS 3.0 Out-of-Band ケーブル配線（A）
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Ê SAS 3.0 Out-of-Band ケーブル T26139-Y4015-V601 を各 SAS 3.0 バック
プレーンのコネクタ X11 に接続します。

図 96: SAS 3.0 Out-of-Band ケーブル配線（B）

Ê 図のように、Out-of-Band ケーブルをケーブルガイド（G）へ通します
（1）。

Ê Out-of-Band ケーブルコネクタをシステムボードコネクタ SMB4 に接続し
ます（2）。

Out-of-Band ケーブル
コネクタ

SAS バックプレーン ケーブル図

1 エンドコネクタ
SAS 3.0 バックプレー
ン 1 コネクタ X11

16.2.13

2 ミドルコネクタ
SAS 3.0 バックプレー
ン 2 コネクタ X11
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7.2.3 2.5 インチ HDD / SSD 最大 8 台
（SAS バックプレーン 2 枚）

7.2.3.1 2.5 インチ HDD / SSD の取り付け順序

図 97: 取り付け順序 : 最大 8x 2.5 インチ HDD / SSD

7.2.3.2 2.5 インチ HDD / SSD（最大 8 台）の SAS バックプレーンのケー
ブル配線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

2 x SAS 2.0 バックプレーンとの SAS ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 1

SAS 2.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X1
16.2.15

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 2

SAS 2.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X1
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SAS 2.0 コントローラおよび 2 x SAS 3.0 バックプレーンとの SAS ケーブル
配線

I このケーブル構成には、SAS 2.0 RAID コントローラ D2616 および 
D2607 での Out-of-Band 監視が含まれます。

SAS 3.0 コントローラおよび 2 x SAS 3.0 バックプレーンとの SAS ケーブル
配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 2.0 / 3.0 
ケーブル Y4040-V14

28
SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 1

SAS 3.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X5

16.2.13
SAS 2.0 / 3.0 
ケーブル Y4040-V14

28
SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 2

SAS 3.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X5

SAS 3.0 Out-of-Band 
ケーブル Y4015-V601

29 システムボード

SAS 3.0 バックプ

レーン 1/2 コネクタ 
X11

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27
SAS 3.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 1

SAS 3.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X5
16.2.14

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27
SAS 3.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ 
MLC 2

SAS 3.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X5
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電源ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクタ X21

SAS バックプレーン 
1 コネクタ 
X6（SAS 2.0）/
X10（SAS 3.0）

（HDD 1、3、5、7）

ケーブルコネクタ P2
16.2.11

SAS バックプレーン 
2 コネクタ 
X6（SAS 2.0）/
X10（SAS 3.0）

（HDD 2、4、6、8）

ケーブルコネクタ P1
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7.2.3.3 HDD / SSD の命名体系

図 98: 命名体系 : 8 x 2.5 インチ HDD / SSD（2 x SAS バックプレーン）

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1）

[3] 2 HDD ベンダー名（2）

[4] 3 HDD ベンダー名（3）

[5] 4 HDD ベンダー名（4）

[6] 5 HDD ベンダー名（5）

[7] 6 HDD ベンダー名（6）

[8] 7 HDD ベンダー名（7）
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7.2.4 2.5 インチ HDD / SSD 最大 16 台
（SAS バックプレーン 4 枚）

7.2.4.1 2.5 インチ SAS 2.0 HDD / SSD の取り付け順序

図 99: 取り付け順序 : 最大 16x 2.5 インチ SAS 2.0 HDD / SSD

7.2.4.2 2.5 インチ SAS 2.0 / SAS 3.0 HDD / SSD の取り付け順序

図 100: 取り付け順序 : 16x 2.5 インチ HDD /SSD（8 x SAS 3.0 / 8 x SAS 2.0）
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7.2.4.3 2.5 インチ HDD / SSD（最大 16 台）の SAS バックプレーンのケー
ブル配線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

2 x SAS 2.0 コントローラとの SAS ケーブル配線

HDD # バックプレーンのタイプ

1-8 （オレンジ色） 2 SAS 3.0 HDD / SSD バックプレーン

9-16 （白色） 2 SAS 2.0 HDD / SSD バックプレーン

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 1

SAS 2.0 バックプレー

ン 1 コネクタ X1
16.2.15

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 2

SAS 2.0 バックプレー

ン 2 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18
PCI スロット 3 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 1

SAS 2.0 バックプレー

ン 3 コネクタ X1
16.2.15

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18
PCI スロット 3 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 2

SAS 2.0 バックプレー

ン 4 コネクタ X1
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1 x SAS 3.0 コントローラおよび 1 x SAS 2.0 コントローラとの SAS ケーブ
ル配線

1 x SAS 2.0 コントローラおよび SAS エキスパンダボードとの SAS ケーブル
配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27

PCI スロット 10 にお

ける SAS 3.0 コント

ローラ 1 のコネクタ 
MLC 1

SAS 3.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X5

16.2.16

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27

PCI スロット 10 にお

ける SAS 3.0 コント

ローラ 1 のコネクタ 
MLC 2

SAS 3.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X5

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18

PCI スロット 3 にお

ける SAS 2.0 コント

ローラ 2 のコネクタ 
MLC 1

SAS 2.0 バックプ

レーン 3 コネクタ X1

16.2.16

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18

PCI スロット 3 にお

ける SAS 2.0 コント

ローラ 2 のコネクタ 
MLC 2

SAS 2.0 バックプ

レーン 4 コネクタ X1

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X1
SAS 2.0 バックプレー

ン 1 コネクタ X1

16.2.17

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X2
SAS 2.0 バックプレー

ン 2 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X3
SAS 2.0 バックプレー

ン 3 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X4
SAS 2.0 バックプレー

ン 4 コネクタ X1
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電源ケーブル配線

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.17

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 2

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 1 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 1、5、9、13）

ケーブルコネクタ P2

16.2.12

SAS バックプレーン 2 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 2、6、10、14）

ケーブルコネクタ P1

SAS バックプレーン 3 
コネクタ

X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 3、7、11、15）

ケーブルコネクタ P4

SAS バックプレーン 4 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 4、8、12、16）

ケーブルコネクタ P3

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図
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7.2.4.4 HDD / SSD の命名体系

図 101: 命名体系 : 16 x 2.5 インチ HDD / SSD（4 x SAS バックプレーン）

SAS コントローラ 2 つの場合 

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（0） Ctrl（0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1） Ctrl（0）

[3] 2 HDD ベンダー名（2） Ctrl（0）

[4] 3 HDD ベンダー名（3） Ctrl（0）

[5] 4 HDD ベンダー名（4） Ctrl（0）

[6] 5 HDD ベンダー名（5） Ctrl（0）

[7] 6 HDD ベンダー名（6） Ctrl（0）

[8] 7 HDD ベンダー名（7） Ctrl（0）

[9] 0 HDD ベンダー名（0） Ctrl（1）

[10] 1 HDD ベンダー名（1） Ctrl（1）

[11] 2 HDD ベンダー名（2） Ctrl（1）

[12] 3 HDD ベンダー名（3） Ctrl（1）

[13] 4 HDD ベンダー名（4） Ctrl（1）

[14] 5 HDD ベンダー名（5） Ctrl（1）

[15] 6 HDD ベンダー名（6） Ctrl（1）

[16] 7 HDD ベンダー名（7） Ctrl（1）
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SAS エキスパンダボードの場合

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（1:0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1:1）

[3] 2 HDD ベンダー名（1:2）

[4] 3 HDD ベンダー名（1:3）

[5] 4 HDD ベンダー名（1:4）

[6] 5 HDD ベンダー名（1:5）

[7] 6 HDD ベンダー名（1:6）

[8] 7 HDD ベンダー名（1:7）

[9] 8 HDD ベンダー名（1:8）

[10] 9 HDD ベンダー名（1:9）

[11] 10 HDD ベンダー名（1:10）

[12] 11 HDD ベンダー名（1:11）

[13] 12 HDD ベンダー名（1:12）

[14] 13 HDD ベンダー名（1:13）

[15] 14 HDD ベンダー名（1:14）

[16] 15 HDD ベンダー名（1:15）
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7.2.5 2.5 インチ HDD 最大 24 台
（SAS バックプレーン 6 枚）

7.2.5.1 2.5 インチ SAS 2.0 HDD / SSD の取り付け順序

図 102: 取り付け順序 : 最大 24x 2.5 インチ SAS 2.0 HDD/SSD（ラック）

図 103: 取り付け順序 : 最大 24x 2.5 インチ SAS 2.0 HDD/SSD（タワー）
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7.2.5.2 2.5 インチ SAS 2.0 / SAS 3.0 HDD / SSD の取り付け順序

図 104: 取り付け順序 : 24x 2.5 インチ HDD /SSD（8 x SAS 3.0 / 16 x SAS 2.0）（ラック）

図 105: 取り付け順序 : 24x 2.5 インチ HDD /SSD（8 x SAS 3.0 / 16 x SAS 2.0）（タワー）

HDD # バックプレーンのタイプ

1-8 （オレンジ色） 2 SAS 3.0 HDD / SSD バックプレーン

9-16 （白色） 4 SAS 2.0 HDD / SSD バックプレーン
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7.2.5.3 2.5 インチ HDD / SSD（最大 24 台）の SAS バックプレーンのケー
ブル配線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

SAS エキスパンダボード、および 2 x SAS 2.0 コントローラとの SAS ケーブ
ル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 1

SAS 2.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X1
16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16
PCI スロット 10 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 2

SAS 2.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X3
SAS 2.0 バックプ

レーン 3 コネクタ X1
16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X4
SAS 2.0 バックプ

レーン 4 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X5
SAS 2.0 バックプ

レーン 5 コネクタ X1
16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダボー

ドのコネクタ X6
SAS 2.0 バックプ

レーン 6 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18
PCI スロット 3 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18
PCI スロット 3 におけ

る SAS 2.0 コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 2

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2
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SAS エキスパンダボード、1 x SAS 3.0 コントローラおよび 1 x SAS 2.0 コン
トローラとの SAS ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27

PCI スロット 10 にお

ける SAS 3.0 コント

ローラ 1 のコネクタ 
MLC 1

SAS 3.0 バックプ

レーン 1 コネクタ X5

16.2.19

SAS 3.0 ケーブル
Y4040-V8

27

PCI スロット 10 にお

ける SAS 3.0 コント

ローラ 1 のコネクタ 
MLC 2

SAS 3.0 バックプ

レーン 2 コネクタ X5

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X3
SAS 2.0 バックプ

レーン 3 コネクタ X1
16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X4
SAS 2.0 バックプ

レーン 4 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X5
SAS 2.0 バックプ

レーン 5 コネクタ X1
16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X6
SAS 2.0 バックプ

レーン 6 コネクタ X1

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18

PCI スロット 3 にお

ける SAS 2.0 コント

ローラ 2 のコネクタ 
MLC 1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.18

SAS 2.0 ケーブル
Y3963-V107

18

PCI スロット 3 にお

ける SAS 2.0 コント

ローラ 2 のコネクタ 
MLC 2

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2
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SAS エキスパンダボード、および 1 x SAS 2.0 コントローラとの SAS ケーブ
ル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X1
SAS バックプレーン 
1 コネクタ X1

16.2.20

SAS ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X2
SAS バックプレーン 
2 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X3
SAS バックプレーン 
3 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V112

15 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X4
SAS バックプレーン 
4 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X5
SAS バックプレーン 
5 コネクタ X1

16.2.20
SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X6
SAS バックプレーン 
6 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.20

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2
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電源ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 1 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 1、7、13、19）

ケーブルコネクタ P2

16.2.12

SAS バックプレーン 2 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 2、8、14、20）

ケーブルコネクタ P1

SAS バックプレーン 3 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 3、9、15、21）

ケーブルコネクタ P4

SAS バックプレーン 4 
コネクタ 
X6 (SAS 2.0) / 
X10 (SAS 3.0)

（HDD 4、10、16、22）

ケーブルコネクタ P3

HDD / ODD 電源

ケーブル
Y4029-V201

3 SAS バックプレーン 
3 コネクタ X9

SAS バックプレーン 5 
コネクタ X8 （HDD 5、
11、17、23）

16.2.12
HDD / ODD 電源

ケーブル
Y4029-V201

3 SAS バックプレーン 
4 コネクタ X9

SAS バックプレーン 6 
コネクタ X8 （HDD 6、
12、18、24）
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7.2.5.4 HDD / SSD の命名体系

図 106: 命名体系 : 24 x 2.5 インチ HDD / SSD（6 x SAS バックプレーン）（ラック）

図 107: 命名体系 : 24 x 2.5 インチ HDD / SSD（6 x SAS バックプレーン）（タワー）
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SAS エキスパンダボードと SAS コントローラ 2 つの場合

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（0） Ctrl（0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1） Ctrl（0）

[3] 2 HDD ベンダー名（2） Ctrl（0）

[4] 3 HDD ベンダー名（3） Ctrl（0）

[5] 4 HDD ベンダー名（4） Ctrl（0）

[6] 5 HDD ベンダー名（5） Ctrl（0）

[7] 6 HDD ベンダー名（6） Ctrl（0）

[8] 7 HDD ベンダー名（7） Ctrl（0）

[9] 0 HDD ベンダー名（1:0） Ctrl（1）

[10] 1 HDD ベンダー名（1:1） Ctrl（1）

[11] 2 HDD ベンダー名（1:2） Ctrl（1）

[12] 3 HDD ベンダー名（1:3） Ctrl（1）

[13] 4 HDD ベンダー名（1:4） Ctrl（1）

[14] 5 HDD ベンダー名（1:5） Ctrl（1）

[15] 6 HDD ベンダー名（1:6） Ctrl（1）

[16] 7 HDD ベンダー名（1:7） Ctrl（1）

[17] 8 HDD ベンダー名（1:8） Ctrl（1）

[18] 9 HDD ベンダー名（1:9） Ctrl（1）

[19] 10 HDD ベンダー名（1:10） Ctrl（1）

[20] 11 HDD ベンダー名（1:11） Ctrl（1）

[21] 12 HDD ベンダー名（1:12） Ctrl（1）

[22] 13 HDD ベンダー名（1:13） Ctrl（1）

[23] 14 HDD ベンダー名（1:14） Ctrl（1）

[24] 15 HDD ベンダー名（1:15） Ctrl（1）
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SAS エキスパンダボードと SAS コントローラ 1 つの場合

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（1:0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1:1）

[3] 2 HDD ベンダー名（1:2）

[4] 3 HDD ベンダー名（1:3）

[5] 4 HDD ベンダー名（1:4）

[6] 5 HDD ベンダー名（1:5）

[7] 6 HDD ベンダー名（1:6）

[8] 7 HDD ベンダー名（1:7）

[9] 8 HDD ベンダー名（1:8）

[10] 9 HDD ベンダー名（1:9）

[11] 10 HDD ベンダー名（1:10）

[12] 11 HDD ベンダー名（1:11）

[13] 12 HDD ベンダー名（1:12）

[14] 13 HDD ベンダー名（1:13）

[15] 14 HDD ベンダー名（1:14）

[16] 15 HDD ベンダー名（1:15）

[17] 16 HDD ベンダー名（1:16）

[18] 17 HDD ベンダー名（1:17）

[19] 18 HDD ベンダー名（1:18）

[20] 19 HDD ベンダー名（1:19）

[21] 20 HDD ベンダー名（1:20）

[22] 21 HDD ベンダー名（1:21）

[23] 22 HDD ベンダー名（1:22）

[24] 23 HDD ベンダー名（1:23）
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7.2.6 2.5 インチの HDD/SSD モジュールの取り付け

7.2.6.1 準備手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

Ê 185 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD 構成」の項に記載されているよう
に、正しいドライブベイを特定します。

7.2.6.2 2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り外し

図 108: 2.5 インチダミーモジュールの取り外し

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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I 使用されていない HDD/SSD ベイには、ダミーモジュールが取り付け
られています。追加の HDD/SSD を取り付ける前に、目的のドライブ
ベイからダミーモジュールを取り外す必要があります。

Ê ダミーモジュールの左側にあるロッキングラッチを押し込み、ロック機構
を外します（1）。

Ê ロッキングラッチを押した状態で、ベイからダミーモジュールを引き出し
ます（2）。

V 注意 !

ダミーモジュールは今後使うかもしれないので、保管しておいてく
ださい。
該当する EMC 指令に準拠し、かつ冷却要件を満たすために、使用
していない HDD/SSD ベイにダミーモジュールを必ず装着してくだ
さい。

7.2.6.3 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け

図 109: 2.5 インチ HDD/SSD モジュールのロックレバーを開く

Ê 緑色のロッキングラッチをはさんで（1）、ロックレバーを開きます（2）。
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図 110: 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの挿入

Ê ドライブベイに HDD/SSD モジュールを挿入し、慎重に最後まで押し込み
ます。

図 111: 2.5 インチ HDD/SSD モジュールのロックレバーを閉じる

Ê ロックレバーを閉じて、ハードディスクドライブを所定の位置に固定しま
す。
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7.2.6.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。

Ê 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実行」の項に記載されている 
RAID リビルドに関する注意事項に必ず従ってください。

7.2.7 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し

7.2.7.1 準備手順

Ê 取り外す HDD/SSD モジュールが RAID アレイに組み込まれている場合
は、次の手順に従います。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要

RAID レベル 手順

RAID 0

故障した場合は、RAID 0 アレイに組み込まれている 
HDD モジュールのみ取り外します。

V 注意 !

動作可能な HDD モジュールを取り外すと、
データが失われます。

RAID 1

RAID 5

HDD モジュールを RAID 1 または RAID 5 アレイから取
り外してもデータは失われません。

ただし、取り外したドライブは、すぐに同じか、また
は同等以上の容量の HDD モジュールに交換する必要が
あります。

I 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実
行」の項に記載されているように、HDD モ
ジュールの交換後、バックグラウンドプロセ
スとして、RAID のリビルドが行われます。
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RAID アレイの一部である動作可能な HDD モジュールを永久的にサーバ
から取り外すには、まず ServerView RAID Manager を使用してアレイを
削除する必要があります。

V 注意 !

アレイのすべての HDD/SSD のすべてのデータが失われます。
RAID アレイを削除する前に、必ずデータのバックアップを行って
ください。

詳細は、『ServerView Suite RAID Management』ユーザガイドを参照して
ください。

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

7.2.7.2 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し

図 112: 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し

Ê 緑色のロッキングラッチをはさんで（1）、ロックレバーを完全に開きます
（2）。

I これにより、HDD/SSD モジュールはドライブベイから 1 cm ほど
引き出され、SAS/SATA バックプレーンから取り外されます。
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Ê ハードディスクドライブが完全に回転を停止するまで、約 30 秒待機して
ください。

I これは、Solid State Drive を取り外す場合には必要ありません。

図 113: 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し

Ê HDD/SSD モジュールをベイから完全に引き出します。
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7.2.7.3 2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け

V 注意 !

取り外した HDD/SSD モジュールをすぐに交換しない場合は、該当す
る EMC 指令に準拠し、かつ冷却要件を満たすために、使用していな
い HDD/SSD ベイにダミーモジュールを必ず装着してください。

図 114: 2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け

Ê 所定の位置に固定されるまで HDD ダミーモジュールをドライブベイにス
ライドさせます。

7.2.7.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。
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7.2.8 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの交換

V 注意 !

● 現在ドライブへのアクセスがない場合のみ、動作中に HDD/SSD モ
ジュールを取り外してください。『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 サーバ』オペレーティングマニュアルに記載
されているように、HDD/SSD モジュールの表示ランプを確認しま
す。

● ドライブが RAID コントローラで動作し、RAID レベル 0、1、1E、
10、5、50、6 または 60 で動作しているディスクアレイに属してい
るかどうかわからない場合には、いかなる状態であっても、絶対に
システムの動作中に HDD/SSD モジュールを取り外さないでくださ
い。

動作中の HDD/SSD モジュールの交換は、対応する RAID 設定を
行った場合のみ可能です。

● 取り外し後に元の場所に戻せるように、HDD/SSD モジュール（ド
ライブ）すべてに明確なマークを付ける必要があります。この作業
を行わないと既存のデータが失われることがあります。

7.2.8.1 準備手順

Ê 57 ページ の「故障したサーバの特定」

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

Ê 60 ページ の「フロントパネルのローカル診断表示ランプ」の項に記載さ
れているように、故障した HDD/SSD モジュールを特定します。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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故障していない HDD/SSD モジュールの取り外しにのみ適用される事項 :

Ê 故障していない HDD/SSD モジュールを取り外す場合は、まず、RAID 設
定ソフトウェアを使用してドライブを「オフライン」に設定する必要があ
ります。

7.2.8.2 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し

Ê 212 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」の項に記載
されているように、交換する HDD/SSD モジュールをサーバから取り外し
ます。

7.2.8.3 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け

Ê 208 ページ の「2.5 インチの HDD/SSD モジュールの取り付け」の項に記
載されているように、空いているドライブベイに新しい HDD/SSD モ
ジュールを取り付けます。

7.2.8.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。

Ê 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実行」の項に記載されている 
RAID リビルドに関する注意事項に必ず従ってください。

7.2.9 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンの交換 

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ
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7.2.9.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 211 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」の項に記載
されているように、すべての HDD モジュールをサーバから取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

Ê すべてのケーブルを故障した SAS バックプレーンから取り外します。

7.2.9.2 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し

I 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを交換するために、2.5 インチ 
HDD フロントパネルを取り外す必要はありません。図では、フロント
パネルは、図示の目的のためのみに取り外されています。

図 115: イントリュージョンスイッチホルダーの取り外し (A)
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Ê 図のように、イントリュージョンスイッチホルダーから 1 本のネジを取り
外します。

図 116: イントリュージョンスイッチホルダーの取り外し (B)

Ê イントリュージョンスイッチホルダーが HDD ベイのトップカバーから外
れるまで、後ろにスライドさせます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを取り外して（2）、保管しておきま
す。

Ê イントリュージョンスイッチケーブルをシステムボードに接続しているま
まにしておきます。
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図 117: 2.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（A）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーから 5 本のネジを取り外します。

図 118: 2.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（B）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーをシャーシから取り外します。
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7.2.9.3 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り外し

I 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを交換するために、2.5 インチ 
HDD フロントパネルを取り外す必要はありません。図では、フロント
パネルは、図示の目的のためのみに取り外されています。

図 119: 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り外し

Ê 故障した HDD バックプレーンを含む 2.5 インチ HDD ケージを、HDD ベ
イから持ち上げます。
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7.2.9.4 2.5 インチ HDD / SSD SAS バックプレーンの交換

図 120: 故障した 2.5 インチ HDD / SSD SAS バックプレーンの取り外し（A）

Ê 故障した 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンの 2 本のネジを取り外しま
す。

図 121: 故障した 2.5 インチ HDD / SSD SAS バックプレーンの取り外し（B）
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Ê 故障した 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを、やや傾けながら（1）
HDD ケージのガイドから外します（2）。

図 122: 2.5 インチ HDD / SSD（最大 4 台）の SAS 2.0 バックプレーン（A3C40125908）

図 123: 2.5 インチ HDD / SSD（最大 4 台）の SAS 3.0 バックプレーン（A3C40157842）
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図 124: 新しい 2.5 インチ HDD / SSD SAS バックプレーンの取り付け（A）

Ê 新しい 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを、やや傾けながら HDD 
ケージの 2 つのガイドに合わせます（1）。

Ê 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを倒します（2）。
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図 125: 新しい 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンの取り付け（B）

Ê 2 本の M3 x 4.5 mm ネジで、2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを拡張
ボックスに固定します。
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7.2.9.5 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け

I 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを交換するために、2.5 インチ 
HDD フロントパネルを取り外す必要はありません。図では、フロント
パネルは、図示の目的のためのみに取り外されています。

図 126: 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け（A）

Ê ケージの下部の 4 本のゴム製ボルトと、シャーシフロアの対応する凹みを
見つけます。
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図 127: 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け（B）

Ê 図のように、右側の HDD 取り付けベイへ、2.5 インチ HDD ケージを降ろ
します。

Ê ケージの下部の 4 本のゴム製ボルトが、シャーシフロアの対応する凹みに
正しくはめ込まれていることを確認します。
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7.2.9.6 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け

I 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンを交換するために、2.5 インチ 
HDD フロントパネルを取り外す必要はありません。図では、フロント
パネルは、図示の目的のためのみに取り外されています。

図 128: 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（A）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーを HDD 取り付けベイに降ろします。

Ê ケージの上部の 4 本のゴム製ボルトが、HDD ベイのトップカバーの対応
する凹みに正しくはめ込まれていることを確認します。
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図 129: 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（B）

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 5 本で、HDD ベイのトップカバーをシャーシに固定し
ます。

図 130: イントリュージョンスイッチホルダーの取り付け（A）
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Ê イントリュージョンスイッチホルダーを HDD ベイのトップカバーへ置き
ます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを、最後までシャーシ前面の縁の下
にスライドさせます（2）。

図 131: イントリュージョンスイッチホルダーの取り付け（B）

Ê M3 x 4.5 mm ネジ 1 本で、イントリュージョンスイッチホルダーを HDD 
ベイのトップカバーに固定します。

7.2.9.7 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 209 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け」および
214 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け」の項
に記載されているように、HDD/SSD モジュールまたは HDD ダミーモ
ジュールを、追加の HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、185 ページ の「2.5 インチ 
HDD/SSD 構成」の項を参照してください。
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Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

7.2.10 2.5 インチ HDD/SSD（最大 16 台）構成へのアップ
グレード

7.2.10.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 211 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」の項に記載
されているように、すべての HDD モジュールをサーバから取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ
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7.2.10.2 2.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの取り外し

図 132: 2.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの取り外し

Ê 2.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルから 4 本のネジを取り外し
ます。

Ê シャーシから外れるまで、2.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネル
を引き上げます。

Ê 2.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルを取り外します。
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7.2.10.3 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し

図 133: イントリュージョンスイッチホルダーの取り外し (A)

Ê 図のように、イントリュージョンスイッチホルダーから 1 本のネジを取り
外します。

図 134: イントリュージョンスイッチホルダーの取り外し (B)
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Ê イントリュージョンスイッチホルダーが HDD ベイのトップカバーから外
れるまで、後ろにスライドさせます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを取り外して（2）、保管しておきま
す。

Ê イントリュージョンスイッチケーブルをシステムボードに接続しているま
まにしておきます。

図 135: 2.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（A）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーから 5 本のネジを取り外します。
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図 136: 2.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（B）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーをシャーシから取り外します。
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7.2.10.4 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け

図 137: 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け（A）

Ê ケージの下部の 4 本のゴム製ボルトと、シャーシフロアの対応する凹みを
見つけます。
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図 138: 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け（B）

Ê 図のように、右側の HDD 取り付けベイへ、2.5 インチ HDD ケージを降ろ
します。

Ê ケージの下部の 4 本のゴム製ボルトが、シャーシフロアの対応する凹みに
正しくはめ込まれていることを確認します。
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7.2.10.5 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け

図 139: 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（A）

Ê 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーを HDD 取り付けベイに降ろします。

Ê ケージの上部の 4 本のゴム製ボルトが、HDD ベイのトップカバーの対応
する凹みに正しくはめ込まれていることを確認します。
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図 140: 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（B）

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 5 本で、HDD ベイのトップカバーをシャーシに固定し
ます。

図 141: イントリュージョンスイッチホルダーの取り付け（A）
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Ê イントリュージョンスイッチホルダーを HDD ベイのトップカバーへ置き
ます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを、最後までシャーシ前面の縁の下
にスライドさせます（2）。

図 142: イントリュージョンスイッチホルダーの取り付け（B）

Ê M3 x 4.5 mm ネジ 1 本で、イントリュージョンスイッチホルダーを HDD 
ベイのトップカバーに固定します。

7.2.10.6 2.5 インチ HDD（最大 16 台）のフロントパネルの取り付け

図 143: 2.5 インチ HDD（最大 16 台）のフロントパネル（C26361-K644-B930）
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図 144: 2.5 インチ HDD（最大 16 台）のフロントパネルの取り付け

Ê HDD フロントパネルの 3 つのフックを見つけます（拡大された部分の黒
の番号 1 ～ 3 を参照）。

Ê サーバ前面にある対応する取り付けスロット見つけます（白の番号 1 ～ 3 
を参照）。

Ê HDD フロントパネルの 3 つのフックを、サーバ前面のスロットに合わせ
ます。
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図 145: 2.5 インチ HDD（最大 16 台）のフロントパネルの固定

Ê 上端がシャーシに合うまで、HDD フロントパネルをしっかり押し下げま
す（矢印を参照）。

Ê 4 本の M3 x 4.5 mm ネジで、HDD フロントパネルをサーバ前面に固定しま
す（丸で囲んだ部分）。

7.2.10.7 SAS バックプレーンの配線

Ê 189 ページ の「2.5 インチ HDD / SSD（最大 8 台）の SAS バックプレー
ンのケーブル配線」に記載されているように、SAS および電源ケーブル
を 2.5 インチ SAS バックプレーンに接続します。
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7.2.10.8 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 209 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け」および
214 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け」の項
に記載されているように、HDD/SSD モジュールまたは HDD ダミーモ
ジュールを、追加の HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、185 ページ の「2.5 インチ 
HDD/SSD 構成」の項を参照してください。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。

7.3 3.5 インチ HDD 構成

7.3.1 3.5 インチ HDD バックプレーンの概要

図 146: 3.5 インチ SAS バックプレーン - 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスを搭
載するラックモデル
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図 147: 2.5 インチ SAS バックプレーン - 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスを搭
載するタワーモデル

7.3.2 3.5 インチ HDD 最大 4 台
（SAS バックプレーン 1 枚）

7.3.2.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序

図 148: 取り付け順序 : 最大 4x 3.5 インチ HDD

1 HDD ケージ 1 の SAS バックプレーン 1（基本構成）

2 HDD ケージ 2 の SAS バックプレーン 2（オプション）

3 オプションの 3.5 インチ HDD（最大 2/4 台）の拡張ボックスの SAS バックプ

レーン 3
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7.3.2.2 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンのケーブル配
線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

SAS ケーブル配線

電源ケーブル配線

7.3.2.3 HDD の命名体系

図 149: 命名体系 : 4x 3.5 インチ HDD（1 x SAS バックプレーン）

ケーブル
(T26139-)

ケーブル

配線リス

ト番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS コントローラ 1 
のコネクタ MLC 1

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X1

16.2.7

ケーブル
(T26139-)

ケーブル

配線リス

ト番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X7（HDD 
1、2、3、4）

ケーブルコネクタ P1

16.2.3
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7.3.3 3.5 インチ HDD 最大 8 台
（SAS バックプレーン 2 枚）

7.3.3.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序

図 150: 取り付け順序 : 最大 8x 3.5 インチ HDD

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1）

[3] 2 HDD ベンダー名（2）

[4] 3 HDD ベンダー名（3）
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7.3.3.2 3.5 インチ HDD（最大 8 台）の SAS バックプレーンのケーブル配
線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

SAS ケーブル配線

電源ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブル

配線リス

ト番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 
1

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X1

16.2.7

SAS ケーブル
Y3963-V153/V103

17

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 
2

SAS バックプレーン 
2 コネクタ X1

16.2.7

ケーブル
(T26139-)

ケーブル

配線リス

ト番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X7（HDD 
1、3、5、7）

ケーブルコネクタ P1
16.2.2

SAS バックプレーン 
2 コネクタ X7（HDD 
2、4、6、8）

ケーブルコネクタ P2
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7.3.3.3 HDD の命名体系

図 151: 命名体系 : 4x 3.5 インチ HDD（2 x SAS バックプレーン）

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1）

[3] 2 HDD ベンダー名（2）

[4] 3 HDD ベンダー名（3）

[5] 4 HDD ベンダー名（4）

[6] 5 HDD ベンダー名（5）

[7] 6 HDD ベンダー名（6）

[8] 7 HDD ベンダー名（7）
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7.3.4 3.5 インチ HDD 最大 10 台
（SAS バックプレーン 3 枚）

7.3.4.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序

図 152: 取り付け順序 : 最大 10x 3.5 インチ HDD（ラック）

図 153: 取り付け順序 : 最大 10x 3.5 インチ HDD（タワー）
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7.3.4.2 3.5 インチ HDD（最大 10 台）の SAS バックプレーンのケーブル配
線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

SAS ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X1
SAS バックプレーン 
1 コネクタ X1

16.2.8

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X2
SAS バックプレーン 
2 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V201

19 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X3

3.5 インチ HDD（最

大 2 台）の拡張ボッ

クス SAS バックプ

レーンコネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.8

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2
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電源ケーブル配線

7.3.4.3 HDD の命名体系

図 154: 命名体系 : 10x 3.5 インチ HDD（3 x SAS バックプレーン）（ラック）

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X7（HDD 
1、4、7、9）

ケーブルコネクタ P1
16.2.6

SAS バックプレーン 
2 コネクタ X7（HDD 
2、5、8、10）

ケーブルコネクタ P2

HDD / ODD 電源ケー

ブル
Y4029-V201

3 システムボードコネ

クタ PWR HDD/ODD

3.5 インチ HDD（最

大 2 台）の拡張ボッ

クス SAS バックプ

レーンコネクタ X4
（HDD 3、6）

16.2.6
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図 155: 命名体系 : 10x 3.5 インチ HDD（3 x SAS バックプレーン）（タワー）

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（1:0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1:1）

[3] 2 HDD ベンダー名（1:2）

[4] 3 HDD ベンダー名（1:3）

[5] 4 HDD ベンダー名（1:4）

[6] 5 HDD ベンダー名（1:5）

[7] 6 HDD ベンダー名（1:6）

[8] 7 HDD ベンダー名（1:7）

[9] 8 HDD ベンダー名（1:8）

[10] 9 HDD ベンダー名（1:9）
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7.3.5 3.5 インチ HDD 最大 12 台
（SAS バックプレーン 3 枚）

7.3.5.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序

図 156: 取り付け順序 : 最大 12x 3.5 インチ HDD（ラック）

図 157: 取り付け順序 : 最大 12x 3.5 インチ HDD（タワー）
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7.3.5.2 3.5 インチ HDD（最大 12 台）SAS バックプレーン配線

I SAS ケーブルをコントローラに接続する前に、必要に応じてケーブル
を曲げてコントローラが引っ張られないようにします。SAS ケーブル
を曲げてできるだけ収縮チューブに近づけます。

SAS ケーブル配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X1
SAS バックプレーン 
1 コネクタ X1

16.2.9

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X2
SAS バックプレーン 
2 コネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V153/V103

17 SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ X3

3.5 インチ HDD（最

大 4 台）の拡張ボッ

クス SAS バックプ

レーンコネクタ X1

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 1 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 1

16.2.9

SAS ケーブル
Y3963-V151/V101

16

PCI スロット 10 にお

ける SAS コントロー

ラ 2 のコネクタ MLC 
1

SAS エキスパンダ

ボードのコネクタ 
MLC 2
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電源ケーブル配線

図 158: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの電源ケーブルを

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リスト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

HDD 電源ケーブル
Y3952-V601

1 電源バックプレーン

コネクター X21

SAS バックプレーン 
1 コネクタ X7（HDD 
1、4、7、10）

ケーブルコネクタ P1

16.2.5

SAS バックプレーン 
2 コネクタ X7（HDD 
2、5、8、11）

ケーブルコネクタ P2

3.5 インチ HDD（最

大 4 台）の拡張ボッ

クス SAS バックプ

レーンコネクタ X7
（HDD 3、6、9、12）

ケーブルコネクタ P4
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Ê 8 ピンコネクタを電源ケーブル T26139-Y3939-V202 でバックプレーンコ
ネクタ X22 に接続します（1）。

Ê 4 ピンコネクタをバックプレーンコネクタ X7 に接続します（2）。

Ê 図のように、ケーブルの端（コネクター X2）を 3.5 インチ HDD（最大 4
台）の拡張ボックスの下に保管します（3）。

7.3.5.3 HDD の命名体系

図 159: 命名体系 : 12x 3.5 インチ HDD（3 x SAS バックプレーン）（ラック）

図 160: 命名体系 : 12x 3.5 インチ HDD（3 x SAS バックプレーン）（タワー）
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7.3.6 3.5 インチの HDD モジュールの取り付け

7.3.6.1 準備手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

Ê 242 ページ の「3.5 インチ HDD 構成」の項に記載されているように、正
しいドライブベイを特定します。

位置 論理ドライブ番号 ServerView RAID Manager の表示名

[1] 0 HDD ベンダー名（1:0）

[2] 1 HDD ベンダー名（1:1）

[3] 2 HDD ベンダー名（1:2）

[4] 3 HDD ベンダー名（1:3）

[5] 4 HDD ベンダー名（1:4）

[6] 5 HDD ベンダー名（1:5）

[7] 6 HDD ベンダー名（1:6）

[8] 7 HDD ベンダー名（1:7）

[9] 8 HDD ベンダー名（1:8）

[10] 9 HDD ベンダー名（1:9）

[11] 10 HDD ベンダー名（1:10）

[12] 11 HDD ベンダー名（1:11）

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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7.3.6.2 3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り外し

図 161: 3.5 インチダミーモジュールの取り外し

I 使用されていない HDD ベイには、ダミーモジュールが取り付けられて
います。追加の HDD を取り付ける前に、目的のドライブベイからダ
ミーモジュールを取り外す必要があります。

Ê ダミーモジュールの両側にあるロックレバーを押し込み、ロック機構を外
します（1）。

Ê ロックレバーを押した状態で、ベイからダミーモジュールを引き出します
（2）。

V 注意 !

ダミーモジュールは今後使うかもしれないので、保管しておいてく
ださい。
該当する EMC 指令に準拠し、かつ冷却要件を満たすために、使用
していない HDD ベイにダミーモジュールを必ず装着してください。
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7.3.6.3 3.5 インチ HDD モジュールの取り付け

図 162: 3.5 インチ HDD モジュールのロックレバーを開く

Ê ロックボタンを押し下げながら（1）、 レバーを持ち上げます（2）。

図 163: 3.5 インチ HDD モジュールの挿入
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Ê ドライブベイに HDD モジュールを挿入し、慎重に最後まで押し込みます。

図 164: 3.5 インチ HDD モジュールのロックレバーを閉じる

Ê レバーを倒し、HDD モジュールを所定の位置に固定します。

7.3.6.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。

Ê 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実行」の項に記載されている 
RAID リビルドに関する注意事項に必ず従ってください。
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7.3.7 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し

7.3.7.1 準備手順

Ê 取り外す HDD/SSD モジュールが RAID アレイに組み込まれている場合
は、次の手順に従います。

RAID アレイの一部である動作可能な HDD モジュールを永久的にサーバ
から取り外すには、まず ServerView RAID Manager を使用してアレイを
削除する必要があります。

V 注意 !

アレイのすべての HDD/SSD のすべてのデータが失われます。
RAID アレイを削除する前に、必ずデータのバックアップを行って
ください。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要

RAID レベル 手順

RAID 0

故障した場合は、RAID 0 アレイに組み込まれている 
HDD モジュールのみ取り外します。

V 注意 !

動作可能な HDD モジュールを取り外すと、
データが失われます。

RAID 1

RAID 5

HDD モジュールを RAID 1 または RAID 5 アレイから取
り外してもデータは失われません。

ただし、取り外したドライブは、すぐに同じか、また
は同等以上の容量の HDD モジュールに交換する必要が
あります。

I 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実
行」の項に記載されているように、HDD モ
ジュールの交換後、バックグラウンドプロセ
スとして、RAID のリビルドが行われます。
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詳細は、『ServerView Suite RAID Management』ユーザガイドを参照して
ください。

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

7.3.7.2 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し

図 165: 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し

Ê ロックボタンを押し下げながら（1）、 レバーを持ち上げます（2）。

I これにより、HDD モジュールはドライブベイから 1 cm ほど引き出
され、SAS/SATA バックプレーンから取り外されます。

Ê ハードディスクドライブが完全に回転を停止するまで、約 30 秒待機して
ください。
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図 166: 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し

Ê HDD モジュールをベイから完全に引き出します。

7.3.7.3 3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け

V 注意 !

取り外した HDD モジュールをすぐに交換しない場合は、該当する 
EMC 指令に準拠し、かつ冷却要件を満たすために、使用していない 
HDD/SSD ベイにダミーモジュールを必ず装着してください。
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図 167: 3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け

Ê 所定の位置に固定されるまで HDD ダミーモジュールをドライブベイにス
ライドさせます。

7.3.7.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。
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7.3.8 3.5 インチ HDD モジュールの交換

V 注意 !

● 現在ドライブへのアクセスがない場合のみ、動作中に HDD/SSD モ
ジュールを取り外してください。『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 サーバオペレーティングマニュアル』に記載
されているように、HDD モジュールの表示ランプを確認します。

● ドライブが RAID コントローラで動作し、RAID レベル 0、1、1E、
10、5、50、6 または 60 で動作しているディスクアレイに属してい
るかどうかわからない場合には、いかなる状態であっても、絶対に
システムの動作中に HDD/SSD モジュールを取り外さないでくださ
い。

動作中の HDD/SSD モジュールの交換は、対応する RAID 設定を
行った場合のみ可能です。

● 取り外し後に元の場所に戻せるように、HDD/SSD モジュール（ド
ライブ）すべてに明確なマークを付ける必要があります。この作業
を行わないと既存のデータが失われることがあります。

7.3.8.1 準備手順

Ê 57 ページ の「故障したサーバの特定」

Ê タワーサーバで作業をする場合は、77 ページ の「アクセス可能なドライ
ブと HDD ベイカバーの取り外し」の項に記載されているように、HDD ベ
イカバーを開きます。

Ê 60 ページ の「フロントパネルのローカル診断表示ランプ」の項に記載さ
れているように、故障した HDD モジュールを特定します。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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故障していない HDD モジュールの取り外しにのみ適用される事項 :

Ê 故障していない HDD モジュールを取り外す場合は、まず、RAID 設定ソ
フトウェアを使用してドライブを「オフライン」に設定する必要がありま
す。

I 詳細は、『ServerView Suite RAID Management』ユーザガイドを参照
してください。このガイドは、オンラインで http://manuals.ts.fujitsu.com 
（http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/ （日本市場の場合））
から取得可能を参照してください。

7.3.8.2 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し

Ê 261 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、交換する HDD をサーバから取り外します。

7.3.8.3 3.5 インチ HDD モジュールの取り付け

Ê 256 ページ の「3.5 インチの HDD モジュールの取り付け」の項に記載さ
れているように、空いているドライブベイに新しい HDD モジュールを取
り付けます。

7.3.8.4 終了手順

Ê タワーサーバで作業をする場合は、105 ページ の「アクセス可能なドラ
イブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け」の項に記載されているよ
うに、HDD ベイカバーを閉じます。

Ê 153 ページ の「RAID アレイのリビルドの実行」の項に記載されている 
RAID リビルドに関する注意事項に必ず従ってください。

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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7.3.9 3.5 インチ HDD SAS バックプレーンの交換 

7.3.9.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールをサーバから取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

Ê すべてのケーブルを故障した SAS バックプレーンから取り外します。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ
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7.3.9.2 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し

図 168: 3.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（A）

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーから 5 本のネジを取り外します（青
色の矢印を参照）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーから 1 本のネジを取り外します（オ
レンジ色の矢印を参照）。



268 アップグレード＆メンテナンスマニュアル 

ハードディスクドライブ / SSD（Solid State Drive）

図 169: 3.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（B）

Ê イントリュージョンスイッチホルダーが HDD ベイのトップカバーから外
れるまで、後ろにスライドさせます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを取り外して（2）、保管しておきま
す。

Ê イントリュージョンスイッチケーブルをシステムボードに接続しているま
まにしておきます。
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図 170: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し（C）

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーをゆっくりと持ち上げて、下図のよ
うに SAS バックプレーンから取り外します（1）。

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーをシャーシから取り外します（2）。
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7.3.9.3 故障した 3.5 インチ HDD SAS バックプレーンの取り外し

図 171: 故障した 3.5 インチ HDD SAS バックプレーンの取り外し

Ê SAS バックプレーンを垂直に引き上げて、HDD ベイから取り外します。
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7.3.9.4 新しい 3.5 インチ HDD バックプレーンの取り付け

図 172: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーン（A3C40125920）

図 173: 新しい 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンの取り付け
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Ê HDD バックプレーンを HDD ベイの外側にあるガイドにはめ込み（拡大さ
れた部分を参照）、下側の縁に降ろします。

図 174: 新しい 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンの取り付け

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンが、下側の縁および
サイドのガイドに正しくはめ込まれていることを確認します。

Ê SAS バックプレーンの上端が HDD ベイの仕切りに合っていることを確認
します（点線を参照）。
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7.3.9.5 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け

図 175: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（A）

Ê やや傾けながら、前面のシャーシの縁の下に、HDD ベイのトップカバー
を合わせます（1）。

Ê HDD ベイに正しくはめ込まれるまで、HDD ベイのトップカバーを倒しま
す（2）。

V 注意 !

3.5 インチ HDD（最大 4 台）のバックプレーンが、カバーする 
HDD ベイの上の縁に正しく固定されていることを確認します。
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図 176: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（B）

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを HDD ベイのトップカバーへ置き
ます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを、最後までシャーシ前面の縁の下
にスライドさせます（2）。

図 177: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（C）
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Ê M3 x 4.5 mm のネジ 5 本で、HDD ベイのトップカバーをシャーシに固定し
ます（青色の矢印を参照）。

Ê M3 x 4.5 mm ネジ 1 本で、イントリュージョンスイッチホルダーを HDD 
ベイのトップカバーに固定します（オレンジ色の矢印を参照）。

7.3.9.6 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 258 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り付け」および 262 ペー
ジ の「3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け」の項に記載されて
いるように、HDD モジュールまたは HDD ダミーモジュールを、追加の 
HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、242 ページ の「3.5 インチ HDD 構
成」の項を参照してください。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」



276 アップグレード＆メンテナンスマニュアル 

ハードディスクドライブ / SSD（Solid State Drive）

7.3.10 3.5 インチ HDD（最大 8 台）構成へのアップグレー
ド

7.3.10.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールをサーバから取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ
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7.3.10.2 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し

図 178: 3.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（A）

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーから 5 本のネジを取り外します（青
色の矢印を参照）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーから 1 本のネジを取り外します（オ
レンジ色の矢印を参照）。
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図 179: 3.5 インチ HDD ベイトップカバーの取り外し（B）

Ê イントリュージョンスイッチホルダーが HDD ベイのトップカバーから外
れるまで、後ろにスライドさせます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを取り外して（2）、保管しておきま
す。

Ê イントリュージョンスイッチケーブルをシステムボードに接続しているま
まにしておきます。
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図 180: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し（C）

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーをゆっくりと持ち上げて、下図のよ
うに SAS バックプレーンから取り外します（1）。

Ê 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーをシャーシから取り外します（2）。
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7.3.10.3 3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネルの取り外し

図 181: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネルの取り外し（A）

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネルから 4 本のネジを取り外し
ます。

図 182: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネルの取り外し（B）
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Ê シャーシから外れるまで、3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネル
を引き上げます。

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）のフロントパネルを取り外します。

7.3.10.4 2 台目の 3.5 インチ HDD バックプレーンの取り付け

図 183: HDD 取り付けレールの追加

Ê 図のように、8 つの HDD 取り付けレールを HDD ベイと HDD ベイのトッ
プカバーに追加します（矢印を参照）。
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図 184: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーン（A3C40125920）

図 185: 2 つ目の 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンの取り付け

Ê HDD バックプレーンを右側の HDD ベイの外側にあるガイドにはめ込み
（拡大された部分を参照）、下側の縁に降ろします。

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の SAS バックプレーンがベイに正しくはめ
込まれていることを確認します。
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7.3.10.5 3.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの取り付け

図 186: 3.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネル（C26361-K644-B918）

図 187: 3.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの取り付け
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Ê HDD フロントパネルの 3 つのフックを見つけます（拡大された部分の黒
の番号 1 ～ 3 を参照）。

Ê サーバ前面にある対応する取り付けスロット見つけます（白の番号 1 ～ 3 
を参照）。

Ê HDD フロントパネルの 3 つのフックを、サーバ前面のスロットに合わせ
ます。

図 188: 3.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの固定

Ê 上端がシャーシに合うまで、HDD フロントパネルをしっかり押し下げま
す（矢印を参照）。

Ê 4 本の M3 x 4.5 mm ネジで、HDD フロントパネルをサーバ前面に固定しま
す（丸で囲んだ部分）。
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7.3.10.6 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け

図 189: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（A）

Ê やや傾けながら、前面のシャーシの縁の下に、HDD ベイのトップカバー
を合わせます（1）。

Ê HDD ベイに正しくはめ込まれるまで、HDD ベイのトップカバーを倒しま
す（2）。

V 注意 !

3.5 インチ HDD（最大 4 台）のバックプレーンが、カバーする 
HDD ベイの上の縁に正しく固定されていることを確認します。
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図 190: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（B）

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを HDD ベイのトップカバーへ置き
ます（1）。

Ê イントリュージョンスイッチホルダーを、最後までシャーシ前面の縁の下
にスライドさせます（2）。

図 191: 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け（C）
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Ê M3 x 4.5 mm のネジ 5 本で、HDD ベイのトップカバーをシャーシに固定し
ます（青色の矢印を参照）。

Ê M3 x 4.5 mm ネジ 1 本で、イントリュージョンスイッチホルダーを HDD 
ベイのトップカバーに固定します（オレンジ色の矢印を参照）。

7.3.10.7 SAS バックプレーンの配線

Ê 246 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 8 台）の SAS バックプレーンの
ケーブル配線」に記載されているように、SAS および電源ケーブルを 3.5 
インチ SAS バックプレーンに接続します。

7.3.10.8 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 258 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り付け」および 262 ペー
ジ の「3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け」の項に記載されて
いるように、HDD モジュールまたは HDD ダミーモジュールを、追加の 
HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、242 ページ の「3.5 インチ HDD 構
成」の項を参照してください。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。
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7.4 HDD 拡張ボックス

7.4.1 HDD 拡張ボックスの概要

7.4.1.1 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックス

図 192: 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックス - ラックモデル

図 193: 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックス - タワーモデル

I 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスは、アクセス可能なドラ
イブベイ 2 と 3 に取り付けます。

Bays 2+3

Bays 2+3
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7.4.1.2 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックス

図 194: 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックス - ラックモデル

図 195: 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックス - タワーモデル

I 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスは、アクセス可能なドラ
イブベイ 2 と 3 に取り付けます。

Bays 2+3

Bays 2+3
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7.4.1.3 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックス

図 196: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックス - ラックモデル

図 197: 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックス - タワーモデル

I 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスは、アクセス可能なドラ
イブベイ 1、2、3 に取り付けます。

Bays 1-3

Bays 1-3
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7.4.2 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り
付け

7.4.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.4.2.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバーの取り外し」に
記載されてるようにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを適当なベ
イから取り外します。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバーの取り外し」に記載され
てるようにアクセス可能なドライブのカバーカバーを取り外します。

7.4.2.3 薄型 ODD と LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの取り付け

Ê 必要に応じて、588 ページ の「薄型 ODD の拡張ボックスへの取り付け」
の項に記載されているように、薄型 ODD を新しい 3.5 インチ HDD（最大
2 台）の拡張ボックスに取り付けます。

Ê 必要に応じて、593 ページ の「LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの
取り付け」の項に記載されているように、LSD モジュールを 3.5 インチ 
HDD（最大 2 台）の拡張ボックスに取り付けます。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナスドライバー（アクセス可能なドライブ取り付けブラ
ケットを内側または外側に曲げるため）
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7.4.2.4 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り付け

図 198: 取り付けブラケットの位置の確認

Ê ドライバーを使用して、中央の取り付けベイの取り付けブラケットを外側
に曲げます（拡大された部分を参照）。

Ê 上の 2 つの取り付けブラケットを上に曲げます（青色の矢印を参照）。

Ê 下の 2 つの取り付けブラケットを下に曲げます（オレンジ色の矢印を
参照）。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。
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図 199: HDD 拡張ボックスの挿入

Ê 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスを取り付けベイ 2 と 3 に挿入
し、フロントパネルフレームにある前面のネジ穴がロックのセンタリング
ピンに合うまで、ゆっくりと押し込みます。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。

7.4.2.5 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの配線

Ê 249 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 10 台）の SAS バックプレーンの
ケーブル配線」に記載されているように、SAS および電源ケーブルを 3.5 
インチ HDD（最大 2 台）の SAS バックプレーンに接続します。

Ê 必要に応じて、596 ページ の「薄型 ODD および LSD のケーブル接続」
の項に記載されているように、薄型 ODD と LSD モジュールのケーブルを
接続します。
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7.4.2.6 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスに HDD モジュールの
取り付け

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 258 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り付け」および 262 ペー
ジ の「3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け」の項に記載されて
いるように、HDD モジュールまたは HDD ダミーモジュールを、追加の 
HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、242 ページ の「3.5 インチ HDD 構
成」の項を参照してください。

7.4.2.7 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。
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7.4.3 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り
外し

7.4.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールを HDD 拡張ボックスから取り
外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.4.3.2 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチ HDD（最大 2 台）拡張ボックスックプレーンから、すべての
ケーブルを取り外します。

Ê 該当する場合は、すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外します。

Ê 該当する場合は、LSD ケーブルをシステムボードコネクタ SMB 1 から取
り外します。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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図 200: HDD 拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスを取り付けベイからゆっくり
と引き出します。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。

7.4.3.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバー」の項に記載さ
れているように、空いているドライブベイにアクセス可能なドライブの
フィラーカバーを取り付けます。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバー」の項に記載されている
ように、フロントカバーにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを取
り付けます。
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7.4.3.4 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。

7.4.4 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの交換

7.4.4.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールを HDD 拡張ボックスから取り
外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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7.4.4.2 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 295 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り外し」
の項に記載されているように、3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボック
スのロックを解除して、取り付けベイから引き出します。

7.4.4.3 薄型 ODD と LSD モジュールの、故障した HDD 拡張ボックスから
の取り外し

Ê 必要に応じて、600 ページ の「薄型 ODD の拡張ボックスからの取り外
し」の項に記載されているように、薄型 ODD を故障した 3.5 インチ HDD

（最大 2 台）の拡張ボックスから取り外します。

Ê 必要に応じて、603 ページ の「LSD モジュールの拡張ボックスからの取
り外し」の項に記載されているように、LSD モジュールを故障した 3.5 イ
ンチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスから取り外します。

7.4.4.4 薄型 ODD と LSD モジュールの新しい HDD 拡張ボックスへの取り
付け

Ê 必要に応じて、588 ページ の「薄型 ODD の拡張ボックスへの取り付け」
の項に記載されているように、薄型 ODD を新しい 3.5 インチ HDD（最大
2 台）の拡張ボックスに再び取り付けます。

Ê 必要に応じて、593 ページ の「LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの
取り付け」の項に記載されているように、LSD モジュールを新しい 3.5 イ
ンチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスに取り付けます。

7.4.4.5 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り付け

Ê 291 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り付け」
の項に記載されているように、新しい 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡
張ボックスを取り付けます。
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7.4.4.6 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 256 ページ の「3.5 インチの HDD モジュールの取り付け」の項に記載さ
れているように、すべてのハードディスクドライブを HDD 拡張ボックス
の元のスロットに再び取り付けます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

7.4.5 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り
付け

7.4.5.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナスドライバー（アクセス可能なドライブ取り付けブラ
ケットを内側または外側に曲げるため）
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7.4.5.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバーの取り外し」に
記載されてるようにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを適当なベ
イから取り外します。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバーの取り外し」に記載され
てるようにアクセス可能なドライブのカバーカバーを取り外します。

7.4.5.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り付け

Ê 必要に応じて、610 ページ の「薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り
付け」の項に記載されているように、薄型 ODD を新しい 3.5 インチ HDD

（最大 2 台）の拡張ボックスに取り付けます。

7.4.5.4 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り付け

図 201: 取り付けブラケットの位置の確認
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Ê ドライバーを使用して、上部および中央の取り付けベイの取り付けブラ
ケットを外側に曲げます。

Ê 上の 4 つの取り付けブラケットを上に曲げます（青色の矢印を参照）。

Ê 下の 4 つの取り付けブラケットを下に曲げます（オレンジ色の矢印を
参照）。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

図 202: HDD 拡張ボックスの挿入

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスを取り付けベイ 1 ～ 3 に挿入
し、フロントパネルフレームにある前面のネジ穴がロックのセンタリング
ピンに合うまで、ゆっくりと押し込みます。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。
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7.4.5.5 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの配線

Ê 253 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 12 台）SAS バックプレーン配線」
に記載されているように、SAS および電源ケーブルを 3.5 インチ HDD

（最大 2 台）の SAS バックプレーンに接続します。

Ê 必要に応じて、616 ページ の「薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへのケー
ブル接続」の項に記載されているように、薄型 ODD と LSD モジュールの
ケーブルを接続します。

7.4.5.6 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスに交換 HDD モジュー
ルの取り付け

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 258 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り付け」および 262 ペー
ジ の「3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け」の項に記載されて
いるように、HDD モジュールまたは HDD ダミーモジュールを、追加の 
HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、242 ページ の「3.5 インチ HDD 構
成」の項を参照してください。

7.4.5.7 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。
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7.4.6 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り
外し

7.4.6.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールを HDD 拡張ボックスから取り
外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.4.6.2 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスバックプレーンから、すべて
のケーブルを取り外します。

Ê 該当する場合は、すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外します。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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図 203: HDD 拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチの HDD（最大 4 台）の拡張ボックスを取り付けベイからゆっく
りと引き出します。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。

7.4.6.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバー」の項に記載さ
れているように、空いているドライブベイにアクセス可能なドライブの
フィラーカバーを取り付けます。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバー」の項に記載されている
ように、フロントカバーにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを取
り付けます。
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7.4.6.4 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。

7.4.7 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの交換

7.4.7.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 260 ページ の「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」の項に記載され
ているように、すべての HDD モジュールを HDD 拡張ボックスから取り
外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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7.4.7.2 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 303 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り外し」
の項に記載されているように、3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボック
スのロックを解除して、取り付けベイから引き出します。

7.4.7.3 薄型 ODD の故障した HDD 拡張ボックスからの取り外し

Ê 必要に応じて、619 ページ の「薄型 ODD の拡張ボックスからの取り外
し」の項に記載されているように、薄型 ODD を故障した 3.5 インチ HDD

（最大 4 台）の拡張ボックスから取り外します。

7.4.7.4 薄型 ODD と LSD モジュールの新しい HDD 拡張ボックスへの取り
付け

Ê 必要に応じて、610 ページ の「薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り
付け」の項に記載されているように、薄型 ODD を新しい 3.5 インチ HDD

（最大 4 台）の拡張ボックスに再び取り付けます。

7.4.7.5 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り付け

Ê 299 ページ の「3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡張ボックスの取り付け」
の項に記載されているように、新しい 3.5 インチ HDD（最大 4 台）の拡
張ボックスを取り付けます。

7.4.7.6 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 256 ページ の「3.5 インチの HDD モジュールの取り付け」の項に記載さ
れているように、すべてのハードディスクドライブを HDD 拡張ボックス
の元のスロットに再び取り付けます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」
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7.4.8 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り
付け

7.4.8.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.4.8.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバーの取り外し」に
記載されてるようにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを適当なベ
イから取り外します。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバーの取り外し」に記載され
てるようにアクセス可能なドライブのカバーカバーを取り外します。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナスドライバー（アクセス可能なドライブ取り付けブラ
ケットを内側または外側に曲げるため）
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7.4.8.3 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り付け

図 204: 取り付けブラケットの位置の確認

Ê ドライバーを使用して、中央の取り付けベイの取り付けブラケットを外側
に曲げます（拡大された部分を参照）。

Ê 上の 2 つの取り付けブラケットを上に曲げます（青色の矢印を参照）。

Ê 下の 2 つの取り付けブラケットを下に曲げます（オレンジ色の矢印を
参照）。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。
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図 205: HDD 拡張ボックスの挿入

Ê 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスを取り付けベイ 2 と 3 に挿入
し、フロントパネルフレームにある前面のネジ穴がロックのセンタリング
ピンに合うまで、ゆっくりと押し込みます。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。

7.4.8.4 2.5 インチの HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの線図

Ê 201 ページ の「2.5 インチ HDD / SSD（最大 24 台）の SAS バックプレー
ンのケーブル配線」に記載されているように、SAS および電源ケーブル
を 3.5 インチ HDD（最大 8 台）の SAS バックプレーンに接続します。
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7.4.8.5 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスへの HDD の取り付け

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 209 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け」および
214 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け」の項
に記載されているように、HDD モジュールまたは HDD ダミーモジュール
を、追加の HDD スロットに取り付けます。

I HDD の取り付け順序の詳細は、185 ページ の「2.5 インチ 
HDD/SSD 構成」の項を参照してください。

7.4.8.6 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。
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7.4.9 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り
外し

7.4.9.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 211 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」の項に記載
されているように、すべての HDD

 モジュールを HDD 拡張ボックスから取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.4.9.2 3.5 インチ HDD（最大 2 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチ HDD（最大 2 台）拡張ボックスックプレーンから、すべての
ケーブルを取り外します。

Ê 該当する場合は、すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外します。

Ê 該当する場合は、LSD ケーブルをシステムボードコネクタ SMB 1 から取
り外します。

Ê 91 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを開く」に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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図 206: HDD 拡張ボックスの取り外し

Ê 3.5 インチの HDD（最大 2 台）の拡張ボックスを取り付けベイからゆっく
りと引き出します。

Ê 93 ページ の「アクセス可能なドライブのロックを閉じる」に記載されて
いるにロッキングバーを掛けます。

7.4.9.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の「アクセス可能なドライブのフィラーカバー」の項に記載さ
れているように、空いているドライブベイにアクセス可能なドライブの
フィラーカバーを取り付けます。

Ê 96 ページ の「アクセス可能なドライブのカバー」の項に記載されている
ように、フロントカバーにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを取
り付けます。
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7.4.9.4 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。

7.4.10 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの交換

7.4.10.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê 211 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」の項に記載
されているように、すべての HDD モジュールを HDD 拡張ボックスから
取り外します。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

ユニットのアップグレードお
よび修理（URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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7.4.10.2 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り外し

Ê 311 ページ の「2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り外し」
の項に記載されているように、2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボック
スのロックを解除して、取り付けベイから引き出します。

7.4.10.3 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り付け

Ê 307 ページ の「2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡張ボックスの取り付け」
の項に記載されているように、新しい 2.5 インチ HDD（最大 8 台）の拡
張ボックスを取り付けます。

7.4.10.4 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê 208 ページ の「2.5 インチの HDD/SSD モジュールの取り付け」の項に記
載されているように、すべてのハードディスクドライブを HDD 拡張ボッ
クスの元のスロットに再び取り付けます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」
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7.5 SAS エキスパンダボード

7.5.1 SAS エキスパンダボードの取り付け

7.5.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

7.5.1.2 SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの取り付け

I この手順は、SAS エキスパンダボードスペーサーボルトがシステムに
まだ取り付けられていない場合のみ必要です。該当しない場合は、
318 ページ の「SAS エキスパンダボードの取り付け」の項に進みま
す。

フィールド交換可能ユニット
（FRU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ

フィールド交換可能ユニット
（FRU）

平均作業時間 :
さらに 30 分を掛かります

必要な工具 : プラス PH2 / (+) No. 2 ドライバ
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Ê 707 ページ の「システムボードの取り外し」の項に記載されているよう
に、システムボードを取り外します。

Ê 85 ページ の「システムボード取り付けプレートの取り外し」に記載され
ているように、システムボード取り付けプレートを取り外します。

図 207: SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの取り付け（A）

Ê 4 本の取り付けボルトを見つけます（矢印を参照）。
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図 208: SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの取り付け（B）

Ê 図のように、4 本の SAS エキスパンダボードスペーサーボルトを取り付
けボルトに締めます。

Ê 88 ページ の「システムボード取り付けプレートの取り付け」に記載され
ているように、システムボード取り付けプレートを再び取り付けます。

Ê 712 ページ の「システムボードの取り付け」の項に記載されているよう
に、システムボードを再び取り付けます。

A 肩付ネジ付きスペーサーボルト

B ネジ山付きスペーサーボルト
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7.5.1.3 SAS エキスパンダボードの取り付け

図 209: SAS エキスパンダボード（A3C40125917）

図 210: SAS エキスパンダボードの取り付け（A）
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Ê 315 ページ の「SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの取り付け」
の項に記載されているように、4 本の SAS エキスパンダボードスペー
サーボルトがシャーシに取り付けられていることを確認してください。

Ê スペーサーボルトの 3 個の肩付ネジのキャップが、SAS エキスパンダ
ボードの鍵穴スロットの幅の広い方の終点に固定されるように、SAS エ
キスパンダボードをシャーシに挿入します（拡大された部分を参照）。

図 211: SAS エキスパンダボードの取り付け（B）

Ê SAS エキスパンダボードを右に最後までスライドさせます（1）。

SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの肩付ネジのキャップが、ス
ペーサーボードの鍵穴スロットの幅の狭い方の終点に固定されます（拡大
された部分を参照）。

Ê つまみネジで SAS エキスパンダボードをシャーシに固定します（2）。

Ê 185 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD 構成」および 242 ページ の「3.5 イ
ンチ HDD 構成」の項に記載されているように、新しいサーバ構成に従っ
て、SAS ケーブル配線を変更します。
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7.5.1.4 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。

7.5.2 SAS エキスパンダボードの取り外し

7.5.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

Ê すべてのケーブルを SAS エキスパンダボードから取り外します。

フィールド交換可能ユニット
（FRU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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7.5.2.2 SAS エキスパンダボードの取り外し

図 212: アクセス可能なドライブカバーの取り付け

Ê SAS エキスパンダボードのつまみネジを緩めます（1）。

Ê SAS エキスパンダボードを左に最後までスライドさせます（2）。

SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの肩付ネジのキャップが、ス
ペーサーボードの鍵穴スロットの幅の広い方の終点に固定されます（拡大
された部分を参照）。
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図 213: アクセス可能なドライブカバーの取り付け

Ê SAS エキスパンダボードをシャーシから取り外します。

Ê 185 ページ の「2.5 インチ HDD/SSD 構成」および 242 ページ の「3.5 イ
ンチ HDD 構成」の項に記載されているように、新しいサーバ構成に従っ
て、SAS ケーブル配線を変更します。

7.5.2.3 終了手順

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の「BitLocker 機能の有効化」。
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7.5.3 SAS エキスパンダボードの交換

7.5.3.1 準備手順

Ê 62 ページ の「サーバのシャットダウン」

Ê 63 ページ の「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の「ラックからのサーバの引き出しおよび取り外し」の項。

Ê 68 ページ の「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の「システム送風ダクトの取り外し」

Ê 334 ページ の「システムファンホルダーの取り外し」

Ê すべてのケーブルを SAS エキスパンダボードから取り外します。

7.5.3.2 故障した SAS エキスパンダボードの取り外し

Ê 320 ページ の「SAS エキスパンダボードの取り外し」

7.5.3.3 新しい SAS エキスパンダボード取り付け

Ê 315 ページ の「SAS エキスパンダボードの取り付け」

フィールド交換可能ユニット
（FRU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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7.5.3.4 終了手順

Ê SAS エキスパンダボードのすべてのケーブルを元の位置に再び接続しま
す。

Ê 335 ページ の「システムファンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の「システム送風ダクトの取り付け」

Ê 98 ページ の「サーバを閉じる」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の「ラックへのサーバの取り付け」の項。

Ê 118 ページ の「主電源へのサーバの接続」
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8 フ ァ ン

この章では、 システムフ ァ ンモジュールと フ ァ ンホルダーの交換方法につい
て説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● 内部のケーブルやデバイスを傷つけた り、 加工し た り し ないで く だ
さ い。 傷つけた り、 加工し た り する と、 部品を傷め、 火災、 感電の
原因と な り ます。 

● サーバ内のデバイスおよびコ ンポーネン ト は、 シャ ッ ト ダウン後も
しばら く は高温の状態が続きます。 サーバのシャ ッ ト ダウン後、 高
温になっ ている コ ンポーネン ト が冷却されるのを待ってから内部オ
プシ ョ ンの取り付けや取り外し を行って く だ さい。 

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。 

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● この章に示す方法以外でデバイスを取り付けた り、 解体し た り する
と、 保証が無効にな り ます。 

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。
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8.1 基本情報

図 214: フ ァ ンモジ ュール A3C40133739

図 215: ハイパフ ォーマンス フ ァ ンモジ ュール A3C40171937
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– PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバには、 4 つのホ ッ ト プ ラグ可能
なシステムフ ァ ンモジュールが搭載されています。

– フ ァ ン冗長のために、 2 つのオプシ ョ ンのホ ッ ト プ ラグ可能な背面フ ァ ン
モジュールをシステムに追加できます。

– システムと背面フ ァ ンホルダーを結ぶ送風ダク ト によ り、 CPU ヒー ト シ
ン ク と メ モ リ スロ ッ ト へ直接エアフ ローが確保されます。

– 1 つまたは 2 つのパッ シブ冷却の GPGPU / コプロセ ッサカー ドの構成で
は、 ハイパフ ォーマンス ァ ンモジュール （A3C40171937） がフ ァ ンの 4 に
イ ンス ト ールさ る場合があ り ます。 詳細は、 392 ページ の 「GPGPU カー
ド／コ プロセ ッサーカー ド の概要」 および 419 ページ の 「GPGPU 送風
ダク ト の取り付け」 の項を参照し て く だ さい。

I PSU モジュールのフ ァ ンは電源ユニ ッ ト に組み込まれた部品なので、
個別に交換できません。

フ ァ ンの番号

ServerView Operations Manager のフ ァ ンの番号体系については、 次の図を参
照し て く だ さい。

図 216: フ ァ ンの番号
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8.2 システムフ ァ ン

8.2.1 システムフ ァ ンモジュールの交換

8.2.1.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 803 ページ の 「オンボー ド表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている フ ァ ンを特定し ます。

8.2.1.2 システムフ ァ ンモジュールの取り外し

V 注意 !

フ ァ ンモジュールを交換するために、 送風ダク ト を取り外さ ないで く
だ さい。

次の図では、 送風ダク ト は、 図の目的のためのみに取り外されていま
す。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 217: システムフ ァ ンモジュールの取り外し (A)

Ê 故障のあるモジュールを取り外し た後、 交換用フ ァ ンモジュールをすぐに
取り付けられるよ う に準備し ておきます。

Ê 引き上げる時、 故障のある フ ァ ンモジュールの 2 つの緑色のロ ッキングタ
ブをつまみます （拡大部分を参照）。
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図 218: システムフ ァ ンモジュールの取り外し (B)

Ê フ ァ ンモジュールをシステムフ ァ ンホルダーのベイから持ち上げます。

Ê 331 ページ の 「システムフ ァ ンモジュールの取り付け」 に記載されてい
るよ う に、 新しいフ ァ ンモジュールを取り付けます。
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8.2.1.3 システムフ ァ ンモジュールの取り付け

図 219: システムフ ァ ンモジュールの取り付け (A)

Ê ラベルをサーバの背面へ向けて、 図のよ う に、 新しいフ ァ ンモジュールを
システムフ ァ ンホルダーのベイへ合わせます。

I 1 つまたは 2 つの GPGPU / コプロセ ッサカー ドの構成では、 フ ァ
ンの 4 にハイパフ ォーマンスフ ァ ンモジュール （A3C40171937） が
必要の場合があり ます。 詳細は、 392 ページ の 「GPGPU カー ド ／
コ プロセ ッサーカー ド の概要」 および 419 ページ の 「GPGPU 送
風ダク ト の取り付け」 の項を参照し て く だ さい。
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図 220: システムフ ァ ンモジュールの取り付け (B)

Ê 所定の位置に固定されるまで、 フ ァ ンモジュールをゆっ く り押し下げま
す。

Ê フ ァ ンモジュールのコネク タ をシステムボー ドのフ ァ ン コネク タに合わせ
ます （拡大された部分を参照）。

Ê 新しいフ ァ ンモジュールが回転する こ と を確認し ます。

I 以下の点に注意し て く だ さい。

システムフ ァ ンモジュールが故障する と、 残りのフ ァ ンがフルスピー
ド で動作を開始し ます。 故障のある フ ァ ンを交換し た後、 すべての
フ ァ ンはフルスピー ド で数分間動作し た後、 遅い速度に リ セ ッ ト され
ます。

Ê 全てのシステムフ ァ ンモジュールが通常の動作速度に戻る こ と を確
認し て く だ さい。
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8.2.1.4 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルをサーバ背面に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê サーバの電源を入れます。

Ê 144 ページ の 「故障し たフ ァ ンを交換し てからのフ ァ ンテス ト の実施」

8.2.2 システムフ ァ ンホルダーの交換

8.2.2.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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8.2.2.2 システムフ ァ ンホルダーの取り外し

図 221: システムフ ァ ンホルダーの取り外し

Ê システムフ ァ ンホルダーを少し持ち上げながら （2）、 2 つのロ ッキングタ
ブを押し ます （1）。

図 222: システムフ ァ ンホルダーの取り外し
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Ê システムフ ァ ンホルダーを持ち上げて、 シャーシから取り外し ます。

8.2.2.3 システムフ ァ ンホルダーの取り付け

図 223: システムフ ァ ンホルダーの取り付け (A)

Ê システムフ ァ ンホルダーを 2 つのガイ ド に挿入し ます。

図 224: システムフ ァ ンホルダーの取り付け (B)
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Ê 2 つのロ ッキングタ ブ （2、 拡大された部分を参照） がはまるまで、 フ ァ
ンホルダーをシャーシに慎重に押し下げます （1）。

Ê フ ァ ンモジュールのコネク タが、 システムボー ドのフ ァ ン コネク タに正し
く はめ込まれている こ と を確認し ます。

8.2.2.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

8.3 背面フ ァ ン

フ ァ ンを冗長にするために、 2 つのオプシ ョ ンのホ ッ ト プ ラグ可能な背面
フ ァ ンモジュールをシステムに追加できます。

V 注意 !

背面フ ァ ンを取り付ける と きに、 冷却要件を満たすために、 両方の
フ ァ ンモジュールを必ず取り付けて く だ さい。 1 つの背面フ ァ ンモ
ジュールでの運用はできません。

8.3.1 背面フ ァ ンモジュールの取り付け

8.3.1.1 準備手順

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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8.3.1.2 背面フ ァ ンモジュールの取り付け

V 注意 !

– フ ァ ンモジュールを取り付けるために、 送風ダク ト を取り外さ ない
で く だ さい。

次の図では、 送風ダク ト は、 図の目的のためのみに取り外されてい
ます。

– フ ァ ンの冗長と、 冷却要件を満たすために、 必ず両方の背面フ ァ ン
モジュールを取り付けて く だ さい。 1 つの背面フ ァ ンモジュールで
の運用はできません。

図 225: 背面フ ァ ンモジュールの取り付け （A）

Ê ラベルをサーバの背面へ向けて、 図のよ う に、 1 つ目のフ ァ ンモジュール
を背面フ ァ ンホルダーのベイへ合わせます。

Ê 所定の位置に固定されるまで、 フ ァ ンモジュールをゆっ く り押し下げます
（1）。
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Ê フ ァ ンモジュールのコネク タ をシステムボー ドのフ ァ ン コネク タに合わせ
ます （2、 拡大された部分を参照）。

Ê 新しいフ ァ ンモジュールが回転する こ と を確認し ます。

図 226: 背面フ ァ ンモジ ュールの取り付け （B）

Ê 同様の手順で、 ラベルをサーバの背面へ向けて、 2 つ目の背面フ ァ ンモ
ジュールを取り付けます （1）。

Ê フ ァ ンモジュールのコネク タ をシステムボー ドのフ ァ ン コネク タに合わせ
ます （2）。

Ê 新しいフ ァ ンモジュールが回転する こ と を確認し ます。

I 以下の点に注意し て く だ さい。

システムフ ァ ンモジュールが故障する と、 残りのフ ァ ンがフルスピー
ド で動作を開始し ます。 故障のある フ ァ ンを交換し た後、 すべての
フ ァ ンはフルスピー ド で数分間動作し た後、 遅い速度に リ セ ッ ト され
ます。

Ê 全てのシステムフ ァ ンモジュールが通常の動作速度に戻る こ と を確
認し て く だ さい。
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8.3.1.3 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルをサーバ背面に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê サーバの電源を入れます。

Ê 144 ページ の 「故障し たフ ァ ンを交換し てからのフ ァ ンテス ト の実施」

8.3.2 背面フ ァ ンモジュールの取り外し

8.3.2.1 準備手順

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

8.3.2.2 背面フ ァ ンモジュールの取り外し

V 注意 !

フ ァ ンモジュールを取り外すために、 送風ダク ト を取り外さ ないで く
だ さい。

次の図では、 送風ダク ト は、 図の目的のためのみに取り外されていま
す。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 227: 背面フ ァ ンモジ ュールの取り外し （A）

Ê 故障のあるモジュールを取り外し た後、 交換用フ ァ ンモジュールをすぐに
取り付けられるよ う に準備し ておきます。

Ê 引き上げる時、 故障のある フ ァ ンモジュールの 2 つの緑色のロ ッキングタ
ブをつまみます （拡大部分を参照）。
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図 228: 背面フ ァ ンモジュールの取り外し （B）

Ê フ ァ ンモジュールをシステムフ ァ ンホルダーのベイから持ち上げます。

Ê 337 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り付け」 に記載されているよ
う に、 新しいフ ァ ンモジュールを取り付けます。
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図 229: 背面フ ァ ンモジ ュールの取り外し （B）

Ê 背面フ ァ ンホルダーを交換する前に、 同様の手順で 2 つ目の背面フ ァ ンモ
ジュールを取り外し ます。

8.3.2.3 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。
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8.3.3 背面フ ァ ンモジュールの交換

8.3.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている フ ァ ンを特定し ます。

8.3.3.2 背面フ ァ ンモジュールの取り外し

Ê 339 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」 の項に記載されてい
るよ う に、 故障し た背面フ ァ ンモジュールを取り外し ます。

8.3.3.3 背面フ ァ ンモジュールの取り付け

Ê 336 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り付け」 の項に記載されてい
るよ う に、 背面フ ァ ンモジュールを取り外し ます。

お客様による交換可能部品
（CRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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8.3.3.4 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルをサーバ背面に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê サーバの電源を入れます。

Ê 144 ページ の 「故障し たフ ァ ンを交換し てからのフ ァ ンテス ト の実施」

8.3.4 背面フ ァ ンホルダーの交換

8.3.4.1 準備手順

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 339 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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8.3.4.2 背面フ ァ ンホルダーの取り外し

図 230: 背面フ ァ ンホルダーの取り外し （A）

Ê 背面フ ァ ンホルダーを少し持ち上げながら （2）、 ロ ッキングレバーを引き
出し ます （1）。
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図 231: 背面フ ァ ンホルダーの取り外し （B）

Ê 背面フ ァ ンホルダーを持ち上げて取り外し ます。 

Ê フ ァ ンホルダーの 4 つのフ ッ クが、 サーバ背面の鍵穴スロ ッ ト の幅の広い
方の終点に固定されるよ う にし ます （拡大された部分を参照）。
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8.3.4.3 背面フ ァ ンホルダーの取り付け

図 232: 背面フ ァ ンモジュールの取り付け （A）

Ê 背面フ ァ ンホルダーをシャーシに降ろ し ます。

Ê フ ァ ンホルダーの 4 つのフ ッ ク をシャーシの鍵穴スロ ッ ト にはめ込みま
す。

Ê 4 つのフ ッ クが鍵穴スロ ッ ト の幅の狭い方の終点に固定されるまで、 背面
フ ァ ンホルダーを押し下げます （拡大された部分を参照）。
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図 233: 背面フ ァ ンホルダーの取り付け （B）

Ê 新しい背面フ ァ ンホルダーがシャーシに固定され （1）、 ロ ッキングレバー
のラ ッ チ （2） がサーバの背面のスロ ッ ト にはめ込まれるよ う にし ます。

8.3.4.4 終了手順

Ê 冗長フ ァ ン構成の場合、 336 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り付
け」 の項に記載されるよ う に、 すべての背面フ ァ ンモジュールを再び取り
付けます。

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。
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9 拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ
ト

この章では、 拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト の取り付け、 取り外し、 ま
たは交換方法について説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● 内部のケーブルやデバイスを傷つけた り、 加工し た り し ないで く だ
さ い。 傷つけた り、 加工し た り する と、 部品を傷め、 火災、 感電の
原因と な り ます。 

● サーバ内のデバイスおよびコ ンポーネン ト は、 シャ ッ ト ダウン後も
しばら く は高温の状態が続きます。 サーバのシャ ッ ト ダウン後、 高
温になっ ている コ ンポーネン ト が冷却されるのを待ってから内部オ
プシ ョ ンの取り付けや取り外し を行って く だ さい。 

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。 

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● この章に示す方法以外でデバイスを取り付けた り、 解体し た り する
と、 保証が無効にな り ます。 

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。
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9.1 基本情報

システムボー ド には、 10 の拡張スロ ッ ト があ り ます。

図 234: PCI スロ ッ ト の概観

PCI スロ ッ

ト
タ イプ 機械式コネク タ

電気的イ ン タ

フ ェ ース
機能

1 PCIe Gen 3 x8 x8
Modular LAN コ ン ト ローラ

の優先スロ ッ ト （NCSI コネ

ク タ付き）

2 PCIe Gen 3 x8 x8

3 PCIe Gen 3 x8 x8 SAS RAID コ ン ト ローラの

優先スロ ッ ト

4 PCIe Gen 3 x16 x8

5 PCIe Gen 2 x8 x4 CPU 2 でのみ使用可能

6 PCIe Gen 3 x16 x16
プ ラ イマ リ  GPGPU コ ン ト

ローラの優先スロ ッ ト 、

CPU 2 でのみ使用可能

7 PCIe Gen 3 x8 x4 CPU 2 でのみ使用可能

Slot 9

Slot 8

Slot 7

Slot 6

Slot 5

Slot 4

Slot 3

Slot 2

Slot 1

Slot 10
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拡張カー ド の概要

I サポー ト されている拡張カー ドの最新情報については、 次のア ド レス
にあるサーバのシステム構成図を参照し て く だ さい。

EMEA 市場向け :
http://www.fujitsu.com/fts/products/computing/servers/primergy/tower/tx300/ 
http://www.fujitsu.com/fts/products/computing/servers/primergy/rack/rx350/ 

日本市場向け ：
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/

8 PCIe Gen 3 x16 x16
セカ ンダ リ  GPGPU コ ン ト

ローラの優先スロ ッ ト 、

CPU 2 でのみ使用可能

9 PCIe Gen 3 x8 x4 CPU 2 でのみ使用可能

10 PCIe Gen 3 x8 x8 SAS RAID コ ン ト ローラの

優先スロ ッ ト

PCI スロ ッ

ト
タ イ プ 機械式コ ネク タ

電気的イ ン タ

フ ェ ース
機能

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/system/
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図 235: 拡張カー ド のスロ ッ ト 順序

拡張カード 
スロット番号の優先順位 

固定 
1台の CPU 2台の CPU 

順序 タイプ モデル 最大 Slot 
10 

Slot 
1 

Slot 
2 

Slot 
3 

Slot 
4 

Slot 
5 

Slot 
6 

Slot 
7 

Slot 
8 

Slot 
9  

1 Graphics 
cards Nvidia NVS300  1     2     1 ロック 

1 

コプロセッ
サーカード 

Nvidia Tesla K20 / K20X 2      (1) 1 (2) 2  

M3 ネジ 

2 Nvidia Tesla K40  2      (1) 1 (2) 2  

3 Intel Xeon Phi 3120P  2      (1) 1 (2) 2  

4 Intel Xeon Phi 5110P 2      (1) 1 (2) 2  

5 Intel Xeon Phi 7120P 2      (1) 1 (2) 2  

6 Intel Xeon Phi 31S1P 2      (1) 1 (2) 2  

7 Nvidia GRID K1 1      (1) 1 (2) 2  

8 Nvidia GRID K2 2      (1) 1 (2) 2  

1 USB 3.0 D3305 USB 3.0 
Interface Card 1   1        ロック 

1 

SAS / 
RAID 

D3216 PRAID EP400i / 
EP420i SAS 3.0 RAID Ctrl. 1 1          

ロック 

2 D3216 PRAID EP420i  
SAS 3.0 RAID Ctrl.  1 1          

3 D3116 SAS RAID Ctrl. 
(LSI SAS 2208 V3) 2 1   2       

4 D2616 SAS RAID Ctrl.  
(LSI SAS 2108) 2 1   2       

5 D2607 SAS RAID Ctrl. 1 1          

6 LSI 9286 CV-8e  
SAS RAID Ctrl. 4  7 4 1 5  3  2 6 

1 
Modular 

LAN 

D2755 2x 10 Gb SFP+ 1  1         

ロック 2 D3045 4x 1 Gb 1  1         

3 D3035 2x 1 Gb 1  1         

1 

PCIe SSD 

Fusion I/O 365 GB MLC 4  2 1 3 8 4 6 5 7 2 

ロック 2 Fusion I/O 785 GB MLC 4  2 1 3 8 4 6 5 7 2 

3 Fusion I/O 1.2 TB MLC 4  2 1 3 8 4 6 5 7 2 

1/2 
Infini-
band 

IB HCA 40 Gb  
Single / Dual Port QDR 2  6 5 2 4 9 3 8 1 7 

M3 ネジ 
3/4 IB HCA 56 Gb 

Single / Dual Port FDR 2  6 5 2 4 9 3 8 1 7 

1 SAS 
(Backup) LSI SAS 9200-8e HBA 3  6 2 3 1 6 7 5 8 4 ロック 

1 

Fibre 
Channel 

LPe 16000 16 Gbit FC 
Single Port, x8 PCI 3.0 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

ロック 

2 LPe 16002 16 Gbit FC 
Dual Port, x8 PCI 3.0 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

3 LPe 12002 8 Gbit FC 
Dual Port, x4 PCI 2.0 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

4 LPe 1250 8 Gbit FC 
Single Port, x4 PCI 2.0 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

5 QLE 2560 8 Gbit 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

6 QLE 2562 8 Gbit 8  6 5 1 4 9 3 8 2 7 

1 
Fibre 

Channel 
oE 

Fibre Over Ethernet 
OCE10102-FX-F Dual  
10 GBit / 2-port PCIe 

4  6 5 1 4 9 3 8 2 7 ロック 

1 

Ethernet 

D2755 2x 10 Gb SFP+ 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

ロック 

2 X540-T2 2x 10 Gb 2  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

3 Intel I350-T4 4x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

4 D3045 4x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

5 Intel I350-T2 2x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

6 D3035 2x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

7 PRO/1000PF LC 1x 1 Gb 4  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

8 Gigabit CT DT Cu 1x 1 Gb 4  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

9 D2745 4x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 

10 D2735 2x 1 Gb 3  1 6 5 4 9 3 8 2 7 
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9.2 標準拡張カー ド

9.2.1 拡張カー ドの取り付け

9.2.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.2.1.2 拡張カー ド の準備

標準拡張カー ド

V 注意 !

冷却要件を満たすため、 穴あき フルハイ ト スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト
（C26192-Y35-C20） を使用し て く だ さい。

図 236: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付けタ ブにコ ン ト ローラ をセ ッ ト し ます。

Ê プ ラグシ ェルがスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のコネク タパネルの切り込みにはめ込
まれるまで、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに向かってゆっ く りずら
し ます。
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図 237: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 2 本で、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに固定し
ます。

USB 3.0 イン タ フ ェースカー ド  D3305

V 注意 !

USB 3.0 イン タ フ ェースカー ド  D3305 に組み立て済みフルハイ ト ス
ロ ッ ト ブ ラケ ッ ト があ り ます。 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を交換する場合、
元の M3 x 5 mm のネジを使用する こ と を確認し て く だ さい。 標準の 
M3 ネジを使用する と、 オンボー ド コ ンポーネン ト が破損する可能性が
あ り ます。
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図 238: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付けタ ブにコ ン ト ローラ をセ ッ ト し ます。

Ê プ ラグシ ェルがスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のコネク タパネルの切り込みにはめ込
まれるまで、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに向かってゆっ く りずら
し ます。
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図 239: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê 拡張カー ド キ ッ ト に付属された M3 x 5 mm のネジ 2 本で、 スロ ッ ト ブ ラ
ケ ッ ト を コ ン ト ローラに固定し ます。
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9.2.1.3 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し

図 240: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （A）

Ê ロ ッ キングラ ッ チを外側に押し て、 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を外
し ます （1 の拡大された部分を参照）。

Ê PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を持ち上げて （2） 取り外し ます （3）。
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図 241: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （B）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。

V 注意 !

スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト は今後使う かも しれないので、 保管し ておいて
く だ さい。

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない PCI スロ ッ ト の開口部にスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を必ず装着
し て く だ さい。

9.2.1.4 拡張カー ド の取り付け

Ê 拡張カー ド を保護パッ ケージから取り出し ます。

I コ ン ト ローラの設定に関する詳しい説明は、 付属のド キュ メ ン ト を
参照し て く だ さ い。

Ê 該当する場合は、 354 ページ の 「拡張カー ド の準備」 の項に記載されて
いるよ う に、 必要なスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を拡張カー ド に取り付けます。

V 注意 !

冷却要件を満たすため、 穴あき フルハイ ト スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト
（C26192-Y35-C20） を使用し て く だ さい。
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図 242: 拡張カー ド の取り付け

Ê 拡張カー ド を目的の PCI スロ ッ ト に慎重に挿入し、 スロ ッ ト に完全にはめ
込まれるまで し っかり と押し込みます。

I スロ ッ ト の選択は、 350 ページ の 「基本情報」 の項を参照し て く
だ さい。
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図 243: 拡張カー ド の固定

Ê 各 InfiniBand カー ド M3 x 4.5 mm のネジ 1 本で固定し ます。

I その他の標準拡張カー ドの場合 , ロ ッキングバーでの固定が十分で
す。

Ê ロ ッ ク を取り付けて （1）、 ラ ッ チが所定の位置に固定されるまで閉じ ます
（2） （拡大された部分を参照）。

Ê 該当する場合は、SFP+ トランシーバモジュールを新しい拡張カードに取
り付けます。

9.2.1.5 拡張カー ド へのケーブルの接続

Ê 該当する場合は、 内部ケーブルを拡張カー ド に接続し ます。

I ケーブル接続の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の
概要」 の項を参照し て く だ さい。
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9.2.1.6 拡張カー ド へのバッ ク ア ッ プユニ ッ ト の接続

Ê 該当する場合は、 448 ページ の 「バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト の取
り付け」 または 455 ページ の 「FBU の取り付け」 の項に記載されている
よ う に、 BBU または FBU を拡張カー ド に接続し ます。

9.2.1.7 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê Modular RAID コ ン ト ローラ を取り付けまたは交換し た後は、 136 ページ 
の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」 の項に記載され
ているよ う に、 フ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 取り付けまたは交換し た拡張カー ド を設定するには、 カー ドの Option 
ROM をシステムボー ド  BIOS で有効にする必要があり ます。 該当する場
合は、 137 ページ の 「Option ROM Scan の有効化」 の項に記載されている
手順に従います。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。
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9.2.2 拡張カー ドの取り外し

9.2.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 取り外す拡張カー ド から外部ケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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9.2.2.2 拡張カー ド の取り外し

図 244: 拡張カー ド の取り外し  (A)

Ê 該当する場合は、 拡張カー ド から  SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを取り外
し ます。

Ê ロ ッ キングラ ッ チを外側に押し て、 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を外
し ます （1 の拡大された部分を参照）。

Ê PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を持ち上げて （2） 取り外し ます （3）。
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図 245: 拡張カー ド の取り外し  (B)

Ê 拡張カー ド を垂直にそっ と持ち上げ、 スロ ッ ト から取り外し ます。
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9.2.2.3 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用し
ていない PCI スロ ッ ト の開口部にスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を必ず装着し て
く だ さ い。

図 246: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê 使用されていない PCI スロ ッ ト の開口部に PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を挿
入し ます。
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図 247: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê ロ ッ ク を取り付けて （1）、 ラ ッ チが所定の位置に固定されるまで閉じ ます
（2） （拡大された部分を参照）。

9.2.2.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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9.2.3 拡張カー ドの交換

ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意

I ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ またはシステムボー ド を交換する と、 オペ
レーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク構成設定は失われ、 デフ ォル ト
値に置き換えられます。 これは、 すべての静的 IP ア ド レスおよび LAN 
チー ミ ング構成に当てはま り ます。

コ ン ト ローラやシステムボー ド を交換する前に、 現在のネ ッ ト ワーク
設定を書き留めておきます。

9.2.3.1 準備手順

Ê 該当する場合は、 オペレーテ ィ ングシステムの現在のネ ッ ト ワーク設定を
書き留めておきます。 詳細は、 368 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元
に関する注意」 の項を参照し て く だ さい。

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 交換する拡張カー ドから外部ケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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Ê 803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている拡張カー ド を特定し ます。

9.2.3.2 拡張カー ド の取り外し

Ê 該当する場合は、 拡張カー ドから  SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを取り外
し ます。

Ê 363 ページ の 「拡張カー ド の取り外し」 の項に記載されているよ う に、
故障し ている拡張カー ド を取り外し ます。

Ê 故障し ている拡張カー ド のスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を再利用する場合は、
354 ページ の 「拡張カー ド の準備」 の項を参考に し て、 ボー ドから ス
ロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。

9.2.3.3 拡張カー ド の取り付け

Ê 該当する場合は、 354 ページ の 「拡張カー ド の準備」 の項に記載されて
いるよ う に、 新し い拡張カー ドのスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り付けます。

Ê 353 ページ の 「拡張カー ド の取り付け」 の項に記載されているよ う に、
新し い拡張カー ド を取り付けます。

Ê 該当する場合は、 SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを新しい拡張カー ド に取
り付けます。

9.2.3.4 拡張カー ド へのケーブルの接続

Ê 該当する場合は、 内部ケーブルを拡張カー ド に接続し ます。

I ケーブル接続の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の
概要」 の項を参照し て く だ さい。

9.2.3.5 拡張カー ド へのバッ ク ア ッ プユニ ッ ト の接続

Ê 該当する場合は、 448 ページ の 「バッ テ リーバッ クア ッ プユニ ッ ト の取
り付け」 または 455 ページ の 「FBU の取り付け」 の項に記載されている
よ う に、 BBU または FBU を拡張カー ド に接続し ます。
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9.2.3.6 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 147 ページ の 「交換し た部品のシステム BIOS での有効化」 の項に記載さ
れているよ う に、 交換し た拡張カー ド の PCI スロ ッ ト を有効にし ます。

Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。

Ê Linux OS を実行するサーバでネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ を交換し たら、
150 ページ の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に
記載されているよ う に、 対応する NIC 定義フ ァ イルの MAC ア ド レスを
ア ッ プデー ト し て く だ さい。

Ê Modular RAID コ ン ト ローラ を取り付けまたは交換し た後は、 136 ページ 
の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」 の項に記載され
ているよ う に、 フ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

Ê 該当する場合は、 交換し たコ ン ト ローラ （拡張カー ド またはオンボー ド）
の元の構成に従って、 オペレーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク設定を再
構成し ます。

I お客様ご自身にて、 ネ ッ ト ワーク設定を行って く だ さい。

詳細は、 368 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意」
の項を参照し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。
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9.3 PCI スロ ッ ト  1 の Modular LAN コ ン ト ローラ

I PCI スロ ッ ト  1 は、NCSI コネク タ付き Modular LAN コ ン ト ローラの優
先スロ ッ ト です。

図 248: Modular LAN コ ン ト ローラ  D2766
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9.3.1 Modular LAN コ ン ト ローラの取り付け

9.3.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.3.1.2 Modular LAN コ ン ト ローラの準備

スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け

図 249: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け タ ブにコ ン ト ローラ をセ ッ ト し ます。

Ê プ ラグシ ェルがスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のコネク タパネルの切り込みにはめ込
まれるまで、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに向かってゆっ く りずら
し ます。



374 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト

図 250: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 2 本で、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに固定し
ます。

NCSI サイ ド バン ド ケーブル Modular LAN コ ン ト ローラへの接続

I Modular LAN コ ン ト ローラ を、 Management LAN と  専用 LAN 接続の
両方が可能な共有 LAN イ ン ターフ ェ ース と し て使用する場合のみ、
NCSI サイ ドバン ド ケーブルを接続する必要があ り ます。

Modular LAN コ ン ト ローラ を、 専用ネ ッ ト ワーク接続にのみ使用する
場合は、 この項はスキ ッ プ し て く だ さい。

図 251: NCSI サイ ド バン ド ケーブル
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図 252: NCSI サイ ド バン ド ケーブル Modular LAN コ ン ト ローラへの接続

Ê NCSI サイ ドバン ド ケーブルを Modular LAN コネク タに接続し ます。

I ケーブル接続の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の
概要」 の項を参照し て く だ さい。

コネク タ ケーブル

20 ピン コネク ター NCSI サイ ド バン ド ケーブル T26139-Y4015-V101
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9.3.1.3 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し

図 253: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （A）

Ê ロ ッ キングラ ッ チを外側に押し て、 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を外
し ます （1 の拡大された部分を参照）。

Ê PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を持ち上げて （2） 取り外し ます （3）。
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図 254: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （B）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。

V 注意 !

スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト は今後使う かも しれないので、 保管し ておいて
く だ さい。

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない PCI スロ ッ ト の開口部にスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を必ず装着
し て く だ さい。
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9.3.1.4 Modular LAN コ ン ト ローラの取り付け

Ê Modular LAN コ ン ト ローラ を保護パッ ケージから取り外し ます。

I コ ン ト ローラの設定に関する詳しい説明は、 付属のド キュ メ ン ト を
参照し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 373 ページ の 「Modular LAN コ ン ト ローラの準備」 の
項に記載されているよ う に、 同梱されている フルハイ ト スロ ッ ト ブ ラケ ッ
ト を 　 Modular LAN コ ン ト ローラに取り付けます。

図 255: Modular LAN コ ン ト ローラの取り付け

Ê Modular LAN コ ン ト ローラ を目的の PCI スロ ッ ト に慎重に挿入し、 スロ ッ
ト に完全にはめ込まれるまで し っかり と押し込みます。
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図 256: Modular LAN コ ン ト ローラの固定

Ê ロ ッ ク を取り付けて （1）、 ラ ッ チが所定の位置に固定されるまで閉じ ます
（2） （拡大された部分を参照）。

Ê 該当する場合は、SFP+ トランシーバモジュールを新しい拡張カードに取
り付けます。

NCSI サイ ドバン ド ケーブルのシステムボー ド への接続

I Modular LAN コ ン ト ローラ を、 Management LAN と  専用 LAN 接続の
両方が可能な共有 LAN イ ン ターフ ェ ース と し て使用する場合のみ、
NCSI サイ ド バン ド ケーブルを接続する必要があ り ます。

Modular LAN コ ン ト ローラ を、 専用ネ ッ ト ワーク接続にのみ使用する
場合は、 この項はスキ ッ プ し て く だ さい。
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図 257: NCSI サイ ド バン ド ケーブルのシステムボー ド への接続

Ê NCSI サイ ドバン ド ケーブルの固定されていない端をシステムボー ド に接
続し ます。

9.3.1.5 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

コネク タ ケーブル

NC-SI NCSI サイ ド バン ド ケーブル T26139-Y4015-V101
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Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 取り付けまたは交換し た拡張カー ド を設定するには、 カー ド の Option 
ROM をシステムボー ド  BIOS で有効にする必要があ り ます。 該当する場
合は、 137 ページ の 「Option ROM Scan の有効化」 の項に記載されている
手順に従います。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。

9.3.1.6 ソ フ ト ウ ェ ア作業の完了

Modular LAN コ ン ト ローラ を共有 LAN イン ターフ ェース と し て使用する場合
は、 次の手順に従います。

Ê 374 ページ の 「NCSI サイ ドバン ド ケーブル Modular LAN コ ン ト ローラへ
の接続」 および 379 ページ の 「NCSI サイ ドバン ド ケーブルのシステム
ボー ドへの接続」 の項に記載されているよ う に、 NCSI ケーブルが 
Modular LAN コ ン ト ローラ と システムボー ド に接続されている こ と を確認
し ます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê 「Server Mgmt」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「iRMC LAN Parameters Configuration」 で 「Management LAN Port」 設定を
「Shared 2」 に設定し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、 『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 用 D2949 BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ リ
フ ァ レンスマニュアル』 を参照し て く だ さ い。
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9.3.2 Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し

9.3.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 取り外す拡張カー ドから外部ケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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9.3.2.2 Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し

図 258: Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し

Ê 該当する場合は、 拡張カー ドから  SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを取り外
し ます。

Ê ロ ッキングラ ッ チを外側に押し て、 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を外
し ます （1 の拡大された部分を参照）。

Ê PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を持ち上げて （2） 取り外し ます （3）。
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図 259: NCSI サイ ド バン ド ケーブルの取り外し

Ê NCSI サイ ドバン ド ケーブルをシステムボー ド から取り外し ます。
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図 260: Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し

Ê Modular LAN コ ン ト ローラ を垂直にそっ と持ち上げ、 スロ ッ ト から取り外
し ます。
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9.3.2.3 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用し
ていない PCI スロ ッ ト の開口部にスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を必ず装着し て
く だ さ い。

図 261: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （A）

Ê 使用されていない PCI スロ ッ ト の開口部に PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を挿
入し ます。
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図 262: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付け （B）

Ê ロ ッ ク を取り付けて （1）、 ラ ッ チが所定の位置に固定されるまで閉じ ます
（2） （拡大された部分を参照）。

9.3.2.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。



388 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト

9.3.3 Modular LAN コ ン ト ローラの交換

ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意

I ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ またはシステムボー ド を交換する と、 オペ
レーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク構成設定は失われ、 デフ ォル ト
値に置き換えられます。 これは、 すべての静的 IP ア ド レスおよび LAN 
チー ミ ング構成に当てはま り ます。

コ ン ト ローラやシステムボー ド を交換する前に、 現在のネ ッ ト ワーク
設定を書き留めておきます。

9.3.3.1 準備手順

Ê オペレーテ ィ ングシステムの現在のネ ッ ト ワーク設定を書き留めておきま
す。 詳細は、 388 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意」 の
項を参照し て く だ さい。

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 交換する拡張カー ドから外部ケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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Ê 803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている拡張カー ド を特定し ます。

9.3.3.2 Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し

Ê 該当する場合は、 拡張カー ドから  SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを取り外
し ます。

Ê 382 ページ の 「Modular LAN コ ン ト ローラの取り外し」 の項に記載され
ているよ う に、 故障し ている Modular LAN コ ン ト ローラ を取り外し ます。

Ê 故障し ている Modular LAN コ ン ト ローラのスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を再利用
する場合は、 373 ページ の 「Modular LAN コ ン ト ローラの準備」 の項を
参考にし て、 ボー ド から スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。

9.3.3.3 Modular LAN コ ン ト ローラの取り付け

Ê 該当する場合は、 373 ページ の 「Modular LAN コ ン ト ローラの準備」 の
項に記載されているよ う に、 新しい Modular LAN コ ン ト ローラのスロ ッ
ト ブ ラケ ッ ト を取り付けます。

Ê 372 ページ の 「Modular LAN コ ン ト ローラの取り付け」 の項に記載され
ているよ う に、 新しい Modular LAN コ ン ト ローラ を取り付けます。

Ê 該当する場合は、 SFP+ ト ラ ンシーバモジュールを新しい拡張カー ド に取
り付けます。

9.3.3.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 147 ページ の 「交換し た部品のシステム BIOS での有効化」 の項に記載さ
れているよ う に、 交換し た拡張カー ド の PCI スロ ッ ト を有効にし ます。
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Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。

Ê Linux OS を実行するサーバでネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ を交換し たら、
150 ページ の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に
記載されているよ う に、 対応する NIC 定義フ ァ イルの MAC ア ド レスを
ア ッ プデー ト し て く だ さい。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

Ê 交換し たコ ン ト ローラ （拡張カー ド またはオンボー ド ） の元の構成に従っ
て、 オペレーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク設定を再構成し ます。 

I お客様ご自身にて、 ネ ッ ト ワーク設定を行って く だ さい。

詳細は、 388 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意」
の項を参照し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。
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9.4 PCI スロ ッ ト  6 と  8 に搭載される GPGPU 
カー ド／コ プロセ ッサーカー ド

I PCI スロ ッ ト  6 と  8 は GPGPU カー ド （General Purpose Graphics 
Processing Units） ／コプロセ ッサーカー ドの優先スロ ッ ト です。

図 263: コ プロセ ッサーカー ド Intel Xeon Phi 3120P / 5110P / 7120P

図 264: GPGPU カー ド Nvidia TESLA K20 / K20X / K40
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9.4.1 GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の概要

9.4.2 GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の取り付け

コプロセ ッサーカー ド
／ GPGPU カー ド

 製品番号
S26361- 電力消費

ファンの
必要1

1 STD: 標準ファンモジュール (A3C40133739)
HP: ハイパフ ォーマンス フ ァ ンモジ ュール (A3C40171937)

ケーブル図

Intel Xeon Phi 3120P D3260-V312 300 W HP 16.2.22

Intel Xeon Phi 31S1P D3260-V313 270 W HP 16.2.22

Intel Xeon Phi 5110P D3260-V511 225 W STD 16.2.21

Intel Xeon Phi 5110P D3260-V511 225 W STD 16.2.21

Intel Xeon Phi 7120P D3260-V712 300 W HP 16.2.22

Nvidia TESLA K20 D3000-V22 225 W STD 16.2.21

Nvidia TESLA K20X D3000-V24 235 W STD 16.2.21

Nvidia TESLA K40 D3000-V40 235 W STD 16.2.21

Nvidia GRID K1 D3000-V1 130 W STD 16.2.21

Nvidia GRID K2 D3000-V2 225 W STD 16.2.21

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : コ プロセ ッサーカー ド  Intel Xeon Phi:

– プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ
– フ ラ ッ ト ノ ーズプ ラ イヤー

GPGPU カー ド  Nvidia TESLA K20 / K20X:

– プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– フ ラ ッ ト ノ ーズプ ラ イヤー
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9.4.2.1 ソ フ ト ウ ェ アの準備作業

I GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド を正し く 動作させるには、
iRMC フ ァ ームウ ェ ア と システムボー ド  BIOS のア ッ プデー ト 、 ならび
に BIOS 設定への変更が必要です。

V 注意 !

ア ッ プデー ト 作業や BIOS 設定を変更し ない場合、 システムが回復不
能な損傷を受けた り、 安定し て動作し な く なる こ とがあり ます。

フ ァームウ ェ ア /BIOS のバージ ョ ンおよび BIOS 設定に関し て必要なすべて
の情報については、 次のク イ ッ ク イ ンス ト ールガイ ド を参照し て く だ さい。

– 「インテル XeonPhi コ プロセ ッサーカー ド  ご使用の前に」
– 「Nvidia Tesla K20/K20X GPU アクセラ レータ カー ド  ご使用の前に」

両方のド キュ メ ン ト は、 オン ラ イ ンで http://manuals.ts.fujitsu.com
（http://jp.fujitsu.com/platform/server/ primergy/manual/ 日本市場向け） から取得
可能） を参照し て く だ さい。

Ê GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド を取り付ける前に、 カー ド のク
イ ッ ク イ ンス ト ールガイ ド に記載されているよ う に、 以下の必須の作業を
行って く だ さい。

Ê 適切な iRMC フ ァームウ ェ アがインス ト ールされている こ と を確認し
て く だ さい。

Ê 適切なシステムボー ド  BIOS バージ ョ ンがインス ト ールされている こ
と を確認し て く だ さい。

Ê システムボー ド  BIOS で Above 4G Decoding 設定を有効にし ます。

9.4.2.2 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

9.4.2.3 GPGPU カー ド電源ケーブルのパワーバッ ク プレーンへの接続

準備手順

Ê 707 ページ の 「システムボー ド の取り外し」 の項に記載されているよう
に、システムボードを取り外します。

Ê 85 ページ の 「システムボー ド 取り付けプレー ト の取り外し」 に記載され
ているよ う に、 システムボー ド取り付けプレー ト を取り外し ます。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
さらに 30 分掛かります

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

コプロセ ッサーカー ド／
GPGPU カー ド

電源ケーブルの必要 ケーブル図

Intel Xeon Phi 3120P T26139-Y3952-V701 16.2.22

Intel Xeon Phi 31S1P T26139-Y3952-V701 16.2.22

Intel Xeon Phi 5110P T26139-Y3946-V701 16.2.21

Intel Xeon Phi 5110P T26139-Y3946-V701 16.2.21

Intel Xeon Phi 7120P T26139-Y3952-V701 16.2.22

Nvidia TESLA K20 T26139-Y3946-V701 16.2.21

Nvidia TESLA K20X T26139-Y3946-V701 16.2.21

Nvidia TESLA K40 T26139-Y3946-V701 16.2.21

Nvidia GRID K1 T26139-Y3946-V701 16.2.21

Nvidia GRID K2 T26139-Y3946-V701 16.2.21
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GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサカー ド 用のベーシ ッ ク な電源ケーブル

図 265: GPGPU 電源ケーブル （T26139-Y3946-V701）

図 266: GPGPU 電源ケーブルのパワーバッ ク プレーンへの接続
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Ê GPGPU 電源ケーブルをパワーバッ ク プレーンに接続し ます。

ハイパフ ォーマンスコ プロセ ッサカー ド 用の追加の電源ケーブル

I こ こでの説明は、 ハイパフ ォーマンス コ プロセ ッサカー ド  Intel Xeon 
Phi 3120P / 31S1P / 7120P にのみ適用されます。

図 267: HDD / GPGPU / コ プロセ ッサーカー ド の電源ケーブル

# コネク タ ケーブル

1 X22 GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサカー ド用の電源
ケーブル T26139-Y3946-V7012 X23
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図 268: 電源ケーブルの取り付け T26139-Y3952-V701 （A）

Ê HDD 電源ケーブル T26139-Y3952-V601 をパワーバッ ク プレーン コネク タ  
X21 （1） および SAS バッ ク プレーンから抜き、 システムから取りはずし
ます。

Ê HDD / GPGPU / コ プロセ ッサカー ド の電源ケーブル T26139-Y3952-V701 
をパワーバッ ク プレーン コネク タ  X21 （2） に接続し ます。

図 269: 電源ケーブルの取り付け T26139-Y3952-V701 （B）
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Ê 白色の 4 ピン コネク タの付いた 2 本の 4 芯ケーブルを ド ラ イブケージに向
かって走らせ、 2 つの SAS バッ ク プレーンに接続し ます （オレンジ色の
矢印を参照）。

Ê 黒色の 6 ピン コネク タの付いた 2 本の 6 芯ケーブルをパワーバッ ク プレー
ンに沿って走らせ、 図のよ う にケーブルク ラ ンプに通し ます （青色の矢印
を参照）。

終了手順

Ê 88 ページ の 「システムボー ド 取り付けプレー ト の取り付け」 に記載され
ているよ う に、 システムボー ド取り付けプレー ト を取り付けます。

V 注意 !

パワーバッ ク プレーンからケーブル出口を通っているケーブルを
引っかけた り挟んだ り し ないで く だ さい。

Ê 712 ページ の 「システムボー ド の取り付け」 の項に記載されているよう
に、システムボードを再び取り付けます。
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9.4.2.4 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し

図 270: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （A）

I 取り付けられた電源ケーブルがマザーボー ドの上に見える こ と を確認
し て く だ さい。 　

電源ケーブルが見当たらない場合は、 394 ページ の 「GPGPU カー ド
電源ケーブルのパワーバッ ク プレーンへの接続」 の手順に従っ て、 電
源ケーブルの接続を確認し て く だ さい。

Ê ロ ッキングラ ッ チを外側に押し て、 PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を外
し ます （1 の拡大された部分を参照）。

Ê PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト のロ ッ ク を持ち上げて （2） 取り外し ます （3）。

I PCI スロ ッ ト 取り付けバーは、 GPGPU カー ド／コ プロセ ッサー
カー ド を 1 枚または 2 枚取り付ける場合には不要です。 今後使用す
るために、 取り付けバーを保管し ておいて く だ さい。
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図 271: PCI スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り外し （B）

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を拡張スロ ッ ト  5 および 6 から取り外し ます。

I 2 枚の GPGPU カー ド／コプロセ ッサーカー ドが取り付けられてい
る場合は、 拡張スロ ッ ト  7 および 8 から もスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取
り外し ます。

V 注意 !

スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト は今後使うかも しれないので、 保管し ておいて
く だ さい。

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない PCI スロ ッ ト の開口部にスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を必ず装着
し て く だ さい。
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9.4.2.5 GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の準備

図 272: GPGPU カー ド取り付け用ブ ラケ ッ ト

I この製品番号は日本市場には適用されません。

A GPGPU カー ド Nvidia TESLA K20 / K20X C26361-K644-C860

B コ プロセ ッサーカー ド Intel Xeon Phi C26361-K644-C861
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図 273: GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト の準備

Ê ツ イス ト ロ ッ クケーブルホルダー （C26192-Y53-C56） が GPGPU カー ド
に取り付けられていない場合があ り ます。 その場合は、 図を参考に以下の
手順で取り付けて く だ さい。

I この製品番号は日本市場には適用されません。

Ê 2 つの溝の中央にカー ド ホルダーを置き、 部品番号の刻印の底辺にそろえ
ます。
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9.4.2.6 GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け

図 274: GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Intel) (A)

図 275: GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Nvidia) (A)

Ê GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト を  PCI スロ ッ ト  9 の横の隙間に置
きます （1）。

Ê GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の上端をシャーシの背面の方に傾
けます （2）。

for Intel

for Nvidia
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図 276: GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Intel) (B)

図 277: GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Nvidia) (B)

Ê GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト を、 （1） のよ う にサイ ド シャーシ
の背面の上縁の下に掛けます。

Ê GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト の下端を、 （2） のよ う にシャーシ
の背面の溝にはめ込みます。

for Intel

for Nvidia
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図 278: GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Intel) (C)

図 279: GPGPU カー ドの取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り付け (Nvidia) (C)

Ê GPGPU カー ド の取り付け用ブ ラケ ッ ト を、 止まるまで図のよ う にサーバ
前面にスラ イ ド させます。

for Intel

for Nvidia
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9.4.2.7 GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド の取り付け

図 280: PSU 信号ケーブルの配線

Ê PSU 信号ケーブル T26139-Y4027-V1 の位置を確認し ます。

V 注意 !

PSU 信号ケーブルを図のよ う に置き、 コ ンデンサを覆わないよ う
にし ます。

Ê 必要に応じ てケーブル配線を し直し ます。

Ê GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド を保護パッ ケージから取り出し ま
す。
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図 281: コ プロセ ッサーカー ド の取り付け (Intel)

図 282: GPGPU カー ドの取り付け (Nvidia)

Ê GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド を目的の PCI スロ ッ ト  6 に慎重に
挿入し、 スロ ッ ト に完全にはめ込まれるまで し っかり と押し込みます。

for Intel

for Nvidia
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図 283: コ プロセ ッサーカー ド の固定 (Intel) (A)

図 284: GPGPU カー ド の固定 (Nvidia) (A)

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 2 本で、 GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド を
シャーシの背面の端に固定し ます。

Ê GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド を固定し ながら、 カー ド をサーバ
背面に向かっ て軽 く 押し ます。

for Intel

for Nvidia
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Ê 残りのスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト をそれぞれ 1 本の M3 x 4.5 mm のネジで固定し
ます。

図 285: コ プロセ ッサーカー ド の固定 (Intel) (B)

図 286: GPGPU カー ドの固定 (Nvidia) (B)

Ê GPGPU カー ド取り付け用ブ ラケ ッ ト を、 GPGPU カー ド ／コ プロセ ッ
サーカー ド と ネジ止め位置が合う までサーバ背面に向けてスラ イ ド させま
す。

for Intel

for Nvidia
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図 287: コ プロセ ッサーカー ド の固定 (Intel) (C)

図 288: GPGPU カー ド の固定 (Nvidia) (C)

Ê GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド を取り付け用ブ ラケ ッ ト に固定し
ます。

コ プロセ ッサーカー ド Intel GPGPU カー ド Nvidia

ネジ
M3 x 4 mm の平頭ねじ
（GPGPU カー ド キ ッ ト の部品）

M3 x 4.5 mm 
(C26192-Y10-C67)

ネジの ト ルク
0.4 Nm 0.6 Nm

日本市場には適用されません。

for Intel

for Nvidia
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図 289: コ プロセ ッサーカー ド の固定 (Intel) (D)

図 290: GPGPU カー ドの固定 (Nvidia) (D)

Ê M3 x 4.5 mm のネジ 1 本で取り付けブ ラケ ッ ト を装置に固定し ます。

I 適切なネジを使用し て く だ さい。

for Intel

for Nvidia
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2 枚目の GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の取り付け

図 291: 2 枚目のコ プロセ ッサーカー ド の取り付け (Intel)

図 292: 2 枚目の GPGPU カー ド の取り付け (Nvidia)

Ê 必要に応じて、 2 枚目の GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド を PCI ス
ロ ッ ト  8 に挿入し、 スロ ッ ト に完全に装着されるまで し っかり押し込みます。

プ ラ イマ リの取り付け同様に、 取り付けブ ラケ ッ ト は予め装置前側にずら
し ておいて く だ さい。

for Intel

for Nvidia



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 413

拡張カー ド とバッ ク ア ッ プユニ ッ ト

Ê プ ラ イマ リ GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド に従って、 GPGPU ／
コ プロセ ッサーカー ド をシャーシ及び、 取り付けブ ラケ ッ ト に固定し ま
す。

9.4.2.8 GPGPU カー ド／コプロセ ッサーカー ドのケーブル配線

図 293: プ ラ イ マ リ  コ プロセ ッサーカー ド のケーブル配線 (Intel)

図 294: プ ラ イ マ リ  GPGPU カー ド のケーブル配線 (Nvidia)

for Intel

for Nvidia
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Ê 電源ケーブルを GPGPU ／コプロセッサーカードに接続します。

– インテル Xeon プロセ ッサー Phi 5110P および NVIDIA テスラ カー ド
の場合

I 詳細は、 779 ページ の 「標準の GPGPU / コプロセ ッサカー ド
の配線」 ケーブル配線を記載し ます。

– インテル Xeon プロセ ッサー Phi 3120P / 31S1P / 7120P の場合 :

I Xeon Phi 3120P / 31S1P / 7120P カー ド の場合、 標準の HDD 電
源ケーブル T26139-Y3952-V601 は電源ケーブル T26139-
Y3952-V701 に交換し ます。

詳細は、 780 ページ の 「高性能の GPGPU / コプロセ ッサカー
ドの配線」 ケーブル配線を記載し ます。

ケーブル コネク タ

1
T26139-Y3946-V701

8 ピン コネク タ

2 6 ピン コネク タ

ケーブル コネク タ

1 T26139-Y3946-V701 8 ピン コネク タ

2 T26139-Y3952-V701 6 ピン コネク タ P1
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図 295: GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド の電源ケーブルの配線



416 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト

Ê GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド が 1 つの場合の設定 :

使用し ない GPGPU カー ド／コプロセ ッサーカー ド用の電源ケーブルコネ
ク タ を、 図のよ う にケーブルガイ ドの後ろに固定し ます。

図 296: セカ ンダ リ  コ プロセ ッサーカー ド のケーブル配線 (Intel)

図 297: セカ ンダ リ  GPGPU カー ド のケーブル配線 (Nvidia)

Ê 必要に応じ て、 プ ラ イマ リ GPGPU カー ド ／コプロセ ッサーカー ド と同様
にし て、 2 枚目の GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の電源ケーブル
を配線し ます。

for Intel

for Nvidia
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– イ ンテル Xeon プロセ ッサー Phi 5110P および NVIDIA テスラ カー ド
の場合

I 詳細は、 779 ページ の 「標準の GPGPU / コ プロセ ッサカー ド
の配線」 ケーブル配線を記載し ます。

– イ ンテル Xeon プロセ ッサー Phi 3120P / 31S1P / 7120P の場合 :

I Xeon Phi 3120P / 31S1P / 7120P カー ドの場合、 標準の HDD 電
源ケーブル T26139-Y3952-V601 は電源ケーブル T26139-
Y3952-V701 に交換し ます。

詳細は、 780 ページ の 「高性能の GPGPU / コ プロセ ッサカー
ドの配線」 ケーブル配線を記載し ます。

ケーブル コネク タ

1
T26139-Y3946-V701

8 ピン コネク タ

2 6 ピン コネク タ

ケーブル コネク タ

1 T26139-Y3946-V701 8 ピン コネク タ

2 T26139-Y3952-V701 6 ピン コネク タ P2
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図 298: GPGPU 電源ケーブルの固定 (Intel)

図 299: GPGPU 電源ケーブルの固定 (Nvidia)

Ê 両方の電源ケーブルをツ イス ト ロ ッ クケーブルホルダーに挿入し ます。

Ê ツ イス ト ロ ッ クケーブルホルダーの両端をねじ り ます。

for Intel

for Nvidia



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 419

拡張カー ド とバッ ク ア ッ プユニ ッ ト

9.4.2.9 GPGPU 送風ダク ト の取り付け

図 300: GPGPU 送風ダ ク ト

I この製品番号は日本市場には適用されません。

GPGPU 送風ダク ト C26361-K644-B871

A GPGPU 送風ダク ト のベース C26361-K644-C870 / -C871

B GPGPU 送風ダク ト の ト ッ プカバー C26361-K644-C872
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図 301: GPGPU 送風ダ ク ト の取り付け (A)

Ê 図のよ う に、 サーバの中央から GPGPU 送風ダク ト のベースをシャーシに
スラ イ ド させるよ う にし て GPGPU ／コ プロセ ッサーカー ド下に入れま
す。

V 注意 !

システムボー ドのコ ンポーネン ト を破損し ないよ う にし て く だ さ
い。
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図 302: 完全に挿入された GPGPU 送風ダ ク ト

図 303: GPGPU 送風ダ ク ト の取り付け (B)

Ê 上の図のよ う に、 GPGPU 送風ダク ト のベースをシャーシに適切に装着し
ます。
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図 304: システムフ ァ ンホルダーの取り付け (A)

Ê GPGPU 送風ダク ト のベースを固定するために、 335 ページ の 「システム
フ ァ ンホルダーの取り付け」 の項に記載されているよ う に、 システムフ ァ
ンホルダーを取り付け直し ます。

Ê システムフ ァ ンホルダーを 2 つのガイ ド に挿入し ます （1）。

Ê 2 つのロ ッキングタ ブがはまるまで、 フ ァ ンホルダーをシャーシに慎
重に押し下げます （2）。

I 1 つまたは 2 つの GPGPU / コ プロセ ッサカー ド の構成では、 フ ァ
ンの 4 （HP） にハイパフ ォーマンスフ ァ ンモジュール
（A3C40171937） が必要の場合があ り ます。 詳細は、 392 ページ の
「GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の概要」 および 419 ペー
ジ の 「GPGPU 送風ダク ト の取り付け」 の項を参照し て く だ さい。

HP
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図 305: システムフ ァ ンホルダーの取り付け (B)

Ê フ ァ ンホルダーのフ ァ ン コネク タが、 GPGPU 送風ダク ト の専用の開口部
に適切に装着されるよ う にし ます （A、 拡大された部分を参照）。

Ê システムフ ァ ンホルダーが両端に正し く ロ ッ ク し てる こ と を確認し ます。
これを行う には、 V 字形の溝 （B） が完全に GPGPU 送風ダク ト のベース
の専用の開口部に固定されるまで GPGPU 送風ダク ト を左右にやや移動し
ます。
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図 306: GPGPU カー ド の電源ケーブルの送風ダク ト での配線 （カー ド 1 枚）

図 307: GPGPU カー ド の電源ケーブルの送風ダク ト での配線 （カー ド  2 枚）
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Ê GPGPU 送風ダク ト のベース内で、 GPGPU 電源ケーブルを半円形のケー
ブルイ ンレ ッ ト に通し ます。

図 308: GPGPU 送風ダ ク ト の ト ッ プカバーの取り付け (A)

A GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ドが 1 枚の場合のケーブル
配線

B GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド が 2 枚の場合のケーブル
配線

GPGPU 送風ダク ト の ト ッ プカバー (C26361-K644-C872)

I この製品番号は日本市場には適用されません。

A Intel Xeon Phi の取り付け用ブ ラケ ッ ト のスロ ッ ト

B Nvidia TESLA K20 の取り付け用ブ ラケ ッ ト のスロ ッ ト
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図 309: GPGPU 送風ダ ク ト の ト ッ プ カバーの取り付け (B)

Ê GPGPU 送風ダク ト の ト ッ プ カバーを GPGPU 送風ダク ト のベースに合わ
せます。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 427

拡張カー ド とバッ ク ア ッ プユニ ッ ト

図 310: GPGPU 送風ダ ク ト の ト ッ プカバーの取り付け (C)

図 311: GPGPU 送風ダ ク ト の ト ッ プカバーの取り付け (D)

Ê GPGPU 送風ダク ト のベースにあるすべてのセン タ リ ングバーが適切に装
着されるよ う にし ます。

A サイ ド に 3 つ、 ト ッ プに 2 つのセン タ リ ングバー

B 下端に 1 つのセン タ リ ングバー
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GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド が 2 枚の場合の設定

図 312: GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド が 2 枚の場合の GPGPU 送風ダク ト の ト ッ
プカバーの準備

Ê 図のよ う に、 GPGPU 送風ダク ト のブ ラ イン ド カバーを 90 度外側に曲げ
ます。
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図 313: GPGPU 送風ダ ク ト の ト ッ プカバーの取り付け （カー ド  2 枚）

Ê 図のよ う に、 外側に曲げたブ ラ イ ン ド カバーを 2 枚目の GPGPU カー ド ／
コ プロセ ッサーカー ド に当てます。

9.4.2.10 システム送風ダク ト の取り付け

図 314: 背面フ ァ ンホルダーの取り付け
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Ê 347 ページ の 「背面フ ァ ンホルダーの取り付け」 および 336 ページ の
「背面フ ァ ンモジュールの取り付け」 の項に記載されているよ う に、 背面
フ ァ ンホルダーと冗長フ ァ ンモジュールを取り付けます。

図 315: システム送風ダク ト

A

システム送風ダク ト C26361-K644-C961 Rev. B

I この製品番号は日本市場には適用されません。

B GPGPU カー ド のブ ラ イン ド カバー
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図 316: GPGPU カー ドのブ ラ イ ン ド カバーの切り離し (A)

Ê 必要に応じ て、 システムの送風ダク ト から ブ ラ イン ド カバーを切り離し ま
す ( 円の結合部分を参照 )。

I システムの送風ダク ト が GPGPU キ ッ ト に含まれていた場合は、 ブ
ラ イ ン ド カバーはすでに取り外されています。
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図 317: GPGPU カー ド のブ ラ イ ン ド カバーの切り離し (B)

I 開口部は、 GPGPU 送風ダク ト 用です。

図 318: システム送風ダク ト の取り付け

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」 に記載されているよ う に、
システム送風ダク ト を再び取り付けます。
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9.4.2.11 穴あき ド ラ イブカバーモジュールの取り付け

I GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ドの冷却要件を満たすには、 2 つ
の穴あき ド ラ イブカバーモジュールをアクセス可能な ド ラ イブベイ  1 
および 2 に取り付ける必要があ り ます。

図 319: 穴あき ド ラ イ ブ カバーモジュールの取り付け (A)

穴あき ド ラ イブカバーモジュール A3C40140230
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Ê ロ ッ キングラ ッ チを持ち上げて、 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を外し
ます （1）。

Ê 穴あき ド ラ イブ カバーモジュールを ド ラ イブベイ  1 および 2 に挿入し、
サーバ前面と同一平面上になるまで注意し て押し込みます （2）。

図 320: 穴あき ド ラ イ ブ カバーモジュールの取り付け (B)

Ê ロッキングバーを閉じてロックします（拡大された部分を参照）。

9.4.2.12 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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9.4.3 GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ドの交換

9.4.3.1 準備手順

Ê 393 ページ の 「準備手順」 の手順で行います。

9.4.3.2 GPGPU 送風ダク ト の取り外し

Ê 419 ページ の 「GPGPU 送風ダク ト の取り付け」 の逆の手順で行います。

9.4.3.3 GPGPU カー ド／コプロセ ッサーカー ドの取り外し

Ê GPGPU カー ド／コ プロセ ッサーカー ド からケーブルを取り外し ます。

Ê 406 ページ の 「GPGPU カー ド ／コ プロセ ッサーカー ド の取り付け」 の逆
の手順で行います。

9.4.3.4 GPGPU カー ド／コプロセ ッサーカー ドの取り付け

Ê 取り付けは取り外しの逆の手順で行います。

9.4.3.5 GPGPU 送風ダク ト の取り付け

Ê 419 ページ の 「GPGPU 送風ダク ト の取り付け」 の手順で行います。

9.4.3.6 システムフ ァ ンホルダーの取り付け

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」 手順で行います。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : コ プロセ ッサーカー ド  Intel Xeon Phi:

– プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ

GPGPU カー ド  Nvidia TESLA K20 / K20X:

– プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.4.3.7 システム送風ダク ト の取り付け

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」 の手順で行います。

9.4.3.8 終了手順

Ê 434 ページ の 「終了手順」 の手順で行います。

9.5 PCI スロ ッ ト  10 の SAS RAID コ ン ト ローラ

9.5.1 SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラの追加情報

I この項は、 次の 2.5 イ ンチ HDD 構成にのみ当てはま り ます。

SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ  D3216 （PRAID EP400i / EP420i） を追加する場
合は、 次の手順に従います。

Ê すべての SAS ケーブルと電源ケーブルを SAS 2.0 HDD / SSD バッ ク プ
レーン 1 および 2 から抜きます。

Ê SAS 2.0 HDD / SSD バッ ク プレーン 1 および 2 をシステムから取り外し、
221 ページ の 「2.5 イ ンチ HDD / SSD SAS バッ ク プレーンの交換」 の項
に記載されるよ う に、 SAS 3.0 バッ ク プレーン A3C40157842 に交換し ま
す。

I SAS 3.0 HDD / SSD バッ ク プレーンは、 1 つめの SAS HDD ケージ
に搭載されます。

Ê 186 ページ の 「SAS 3.0 HDD / SSD バッ ク プレーンのケーブル配線」 の
項に記載されるよ う に、 SAS ケーブルを SAS 3.0 HDD / SSD バッ ク プ
レーン と  SAS RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

Ê 該当する場合は、 455 ページ の 「FBU の取り付け」 の項に記載されてい
るよ う に、 TFM モジュールと FBU を取り付けます。
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9.5.2 SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け

9.5.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.5.2.2 SAS RAID コ ン ト ローラの準備

図 321: SAS RAID コ ン ト ローラ と  RAID カー ド ホルダー （C26361-K644-B944）

図 322: RAID カー ド ホルダーの取り付け

Ê スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト の取り付けタ ブにコ ン ト ローラ をセ ッ ト し ます （1）。
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Ê M3 x 4.5 mm のネジ 2 本で、 スロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を コ ン ト ローラに固定し
ます （2）。

9.5.2.3 SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け

Ê SAS RAID コ ン ト ローラ を保護パッ ケージから取り外し ます。

I コ ン ト ローラの設定に関する詳しい説明は、 付属のド キュ メ ン ト を
参照し て く だ さ い。

Ê 該当する場合は、 438 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの準備」 の項に
記載されているよ う に、 必要なスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を拡張カー ド に取り付
けます。

図 323: SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け

Ê RAID コ ン ト ローラ を PCI スロ ッ ト  10 に慎重に挿入し、 スロ ッ ト に完全
にはめ込まれるまで し っかり と押し込みます。

I スロ ッ ト の選択は、 350 ページ の 「基本情報」 の項を参照し て く
だ さい。
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図 324: SAS RAID コ ン ト ローラの固定

Ê RAID コ ン ト ローラ をネジで RAID カー ド ホルダーに固定し ます。

9.5.2.4 拡張カー ド へのケーブルの接続

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

I ケーブル接続の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の
概要」 の項を参照し て く だ さい。

9.5.2.5 拡張カー ド へのバッ ク ア ッ プユニ ッ ト の接続

Ê 該当する場合は、 448 ページ の 「バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト の取
り付け」 または 455 ページ の 「FBU の取り付け」 の項に記載されている
よ う に、 BBU または FBU を拡張カー ド に接続し ます。
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9.5.2.6 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê Modular RAID コ ン ト ローラ を取り付けまたは交換し た後は、 136 ページ 
の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」 の項に記載され
ているよ う に、 フ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 取り付けまたは交換し た拡張カー ド を設定するには、 カー ド の Option 
ROM をシステムボー ド  BIOS で有効にする必要があ り ます。 該当する場
合は、 137 ページ の 「Option ROM Scan の有効化」 の項に記載されている
手順に従います。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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9.5.3 SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し

9.5.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 取り外す拡張カー ドから外部ケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.5.3.2 SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し

図 325: SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し （A）

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラから取り外し ます。

Ê RAID カー ド ホルダーのネジを緩めます。
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図 326: SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し （B）

Ê SAS RAID コ ン ト ローラ を垂直にそっ と持ち上げ、 スロ ッ ト から取り外し
ます。

9.5.3.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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9.5.4 SAS RAID コ ン ト ローラの交換

9.5.4.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている拡張カー ド を特定し ます。

9.5.4.2 故障し た SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し

Ê 442 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し」 の項に記載されてい
るよ う に、 故障し た SAS RAID コ ン ト ローラ を取り外し ます。

Ê 故障し ている コ ン ト ローラの RAID カー ド ホルダーを再利用する場合は、
438 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの準備」 の項を参考にし て、 ボー
ドからスロ ッ ト ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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9.5.4.3 新規 SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け

Ê 必要に応じ て、 438 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの準備」 の項に記
載されているよ う に、 RAID カー ド ホルダーを新しい SAS RAID コ ン ト
ローラに取り付けます。

Ê 437 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け」 の項に記載されてい
るよ う に、 新しい SAS RAID コ ン ト ローラ を取り付けます。

9.5.4.4 拡張カー ド へのケーブルの接続

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

I ケーブル接続の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の
概要」 の項を参照し て く だ さい。

9.5.4.5 拡張カー ド へのバッ ク ア ッ プユニ ッ ト の接続

Ê 該当する場合は、 448 ページ の 「バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト の取
り付け」 または 455 ページ の 「FBU の取り付け」 の項に記載されている
よ う に、 BBU または FBU を拡張カー ド に接続し ます。

9.5.4.6 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê すべての外部ケーブルを交換される拡張カー ド に再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 147 ページ の 「交換し た部品のシステム BIOS での有効化」 の項に記載さ
れているよ う に、 交換し た拡張カー ド の PCI スロ ッ ト を有効にし ます。

Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。

Ê Linux OS を実行するサーバでネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ を交換し たら、
150 ページ の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に
記載されているよ う に、 対応する NIC 定義フ ァ イルの MAC ア ド レスを
ア ッ プデー ト し て く だ さい。
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Ê Modular RAID コ ン ト ローラ を取り付けまたは交換し た後は、 136 ページ 
の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」 の項に記載され
ているよ う に、 フ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。

9.6 バッ クア ッ プユニ ッ ト

9.6.1 基本情報

バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト （BBU） またはフ ラ ッ シュバッ クア ッ プユ
ニ ッ ト （FBU） は、 停電時に備えて、 接続されている SAS RAID コ ン ト ロー
ラのメ モ リ内容をバッ ク ア ッ プ し ます。 PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 
サーバは最大 3 台のバッ ク ア ッ プユニ ッ ト に対応し ます。

図 327: BBU の取り付け位置と順序

1 1 台目の BBU / FBU の取り付け位置

2 2 台目の BBU / FBU の取り付け位置

3 3 台目の BBU / FBU の取り付け位置
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9.6.2 バッ テ リーバッ クア ッ プユニ ッ ト の取り付け

V 注意 !

安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参
照し て く だ さい。

9.6.2.1 準備手順

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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9.6.2.2 BBU の準備

図 328: BBU ケーブルの接続

Ê 図のよ う に、 BBU ケーブル T26139-Y3987-V2 を BBU ボー ド  Lx-25343-
xxx, BBU08 に接続し ます。

V 注意 !

点が 3 つ付いている コネク タ側を自分の方へ向けます （拡大された部
分を参照）。 そ う し ない と、 シ ョ ー ト し ます。
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図 329:  BBU ホルダーへの BBU の取り付け .

Ê BBU をやや傾けながら  BBU ホルダーの右側の保持ブ ラケ ッ ト の下に合わ
せます （1）。

Ê 所定の位置に固定されるまで BBU ユニ ッ ト を倒し ます （2）。
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9.6.2.3 シャーシへの BBU ホルダーの取り付け

図 330: BBU ホルダーの取り付け (A)

I シャーシフ ロア （A-C） の固定ボル ト と  BBU ホルダーの対応する位置
に注意し て く だ さい。
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図 331: BBU ホルダーの取り付け (B)

Ê シャーシフ ロアの 3 個の固定ボル ト のキャ ッ プが、 ホルダーの鍵穴スロ ッ
ト の幅の広い方の終点に固定されるよ う に、 ホルダーをシャーシに挿入し
ます。

Ê BBU ホルダーをシステムボー ドの下に最後までスラ イ ド させます （1）。

シャーシフ ロアの固定ボル ト のキャ ッ プが、 BBU ホルダーの鍵穴スロ ッ
ト の幅の狭い方の終点に固定されます。

Ê BBU ホルダーのロ ッ クハン ドルがカチ ッ とはまっ ている こ と を確認し ま
す （2）。
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図 332: コ ン ト ローラへの BBU ケーブルの接続

Ê BBU コネク タ に手が届きやす く なるよ う に、 442 ページ の 「SAS RAID 
コ ン ト ローラの取り外し」 または 363 ページ の 「拡張カー ドの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ ン ト ローラ をスロ ッ ト から一
時的に取り外し ます。

Ê BBU ケーブルの固定されていない端を RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

V 注意 !

点が 3 つ付いている コネク タ側を自分の方へ向けます。 そ う し ない
と、 シ ョ ー ト し ます。

Ê 437 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け」 または 353 ページ 
の 「拡張カー ドの取り付け」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ を取り付け直し ます。
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図 333: BBU ケーブルの配線

Ê 図のよ う に、 ド ラ イブベイの横にあるケーブルガイ ド （G） に BBU ケー
ブルを通し ます。

9.6.2.4 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 該当する場合は、 136 ページ の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アの
ア ッ プデー ト 」 の項に記載されているよ う に、 BBU に接続されている 
RAID コ ン ト ローラのフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」
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BBU の充電と調整に関する注意

BBU は、 長期間保存する と著し く 放電し、 ServerView RAID Manager に誤っ
て不良または故障と し て表示される こ とがあ り ます。

この場合、 BBU は自動的に充電サイ クルに移行し リ カバリ を行います。 この
初期充電には最高 12 時間かかる こ とがあ り、 その後、 BBU は再調整サイ ク
ルが開始されます。

Ê ServerView RAID Manager に移動し て、 BBU の現在のステータ スを確認
し て く だ さい。

I 詳細は、 『ServerView Suite RAID Management』 ユーザガイ ド を参
照し て く だ さい。 このガイ ドは、 オン ラ イ ンで 
http://manuals.ts.fujitsu.com （日本市場の場合 : 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/） から取得可能）
を参照し て く だ さい。

Ê BBU が不良または故障と表示される場合、 少な く と も  12 時間はサーバの
電源を切らずに充電と調整サイ クルが完了できるよ う にし て く だ さい。

Ê BBU のステータ スが 12 時間経っても変わらない場合は、 ServerView 
RAID Manager を使用し て、 再調整処理を手動で開始し てみて く だ さい。

I この手順を行っても  BBU のステータ スが変わらない場合は、
Fujitsu のカス タ マサービスパー ト ナーにお問い合わせ く だ さい。

9.6.3 FBU の取り付け

V 注意 !

安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参
照し て く だ さい。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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9.6.3.1 準備手順

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラから取り外し ます。

Ê 442 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し」 または 363 ページ 
の 「拡張カー ド の取り外し」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ をスロ ッ ト から取り外し ます。

9.6.3.2 TFM モジュールの取り付け

TFM モジュールに関する注意

I FBU を D3116 および D3216 SAS RAID コ ン ト ローラに接続するには 
TFM モジュールが必要です。 次の 3 つの異なる TFM キ ッ ト を使用で
きます :

RAID コ ン ト ローラ TFM キ ッ ト

D3116 SAS RAID コ ン ト ローラ TFM (LSZ:L3-25419-01)

D3216 PRAID EP400i 
SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ

TFM 4G (LSZ:03-25444-05)

D3216 PRAID EP420i 
SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ

TFM 8G (LSZ:03-25444-01)
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D3116 SAS RAID コ ン ト ローラ

図 334: TFM モジュールキ ッ ト

1  TFM キ ッ ト （LSZ:L3-25419-01）

2-3  3 本のスペーサーボル ト と  6 本のネジ
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図 335: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （A）

Ê 図のよ う に 3 本のスペーサーボル ト を SAS RAID コ ン ト ローラに合わせ、
TFM モジュールキ ッ ト のネジでそれぞれ固定し ます。
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図 336: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （B）

Ê 図のよ う に、 TFM モジュールを RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

Ê TFM モジュールの 3 本のネジで、 TFM モジュールをスペーサーボル ト へ
固定し ます。
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図 337: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （C）

Ê TFM モジュールへ FBU アダプ タ ケーブル （T26139-Y4032-V1） を接続し
ます。

Ê 437 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け」 または 353 ページ 
の 「拡張カー ド の取り付け」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ を取り付け直し ます。

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラ上の元のコネク タに接続し ます。
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D3216 SAS RAID コ ン ト ローラ

図 338: TFM 4G / 8G モジュールキ ッ ト

1  TFM 4G / 8G キ ッ ト （LSZ:03-25444-05 / LSZ:03-25444-01）

2-3  2 本のスペーサーボル ト と  4 本のネジ

図 339: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （A）



462 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト

Ê 図のよ う に 2 本のスペーサーボル ト を SAS RAID コ ン ト ローラに合わせ、
TFM モジュールキ ッ ト のネジでそれぞれ固定し ます。

図 340: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （B）

Ê 図のよ う に、 TFM モジュールを RAID コ ン ト ローラに接続し ます。

Ê TFM モジュールの 2 本のネジで、 TFM モジュールをスペーサーボル ト へ
固定し ます。

図 341: TFM モジュールキ ッ ト の取り付け （C）
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Ê TFM モジュールへ FBU アダプ タ ケーブル （T26139-Y4031-V103） を接続
し ます。

Ê 437 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け」 または 353 ページ 
の 「拡張カー ドの取り付け」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ を取り付け直し ます。

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラ上の元のコネク タに接続し ます。

9.6.3.3 FBU の準備

図 342: FBU ホルダーへの FBU の取り付け （A）

Ê 図のよ う に、 FBU （A3C40137317） をやや傾けながら  FBU ホルダー
（C26361-K644-C970） の両側の保持ブ ラケ ッ ト の下に合わせます。

Ê 所定の位置に固定されるまで FBU  ユニ ッ ト を押し込みます。
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図 343: FBU を  FBU ホルダーへの取り付け （B）

Ê FBU が FBU ホルダーに図のよ う に正し く 取り付けられている こ と を確認
し ます。

図 344: FBU への FBU アダプ タ ケーブルの接続

Ê 図のよ う に、 FBU モジュールのケーブルの端を FBU アダプ タ ケーブルに
接続し ます。

注意！
日本市場では形状の異なるFBUケーブルが各々2種類づつあります。
形状により接続手順が異なりますので、別途指定する手順に従ってください。
手順はこちら（817ページ）を参照
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9.6.3.4 シャーシへの FBU ホルダーの取り付け

図 345: FBU ホルダーの取り付け （A）

I シャーシフ ロア （A-C） の固定ボル ト と  FBU ホルダーの対応する位置
に注意し て く だ さい。

RAID コ ン ト ローラ  / 
TFM モジュール

TFM アダプ タ
ケーブル

ケーブル図

D3116 SAS RAID コ ン ト ローラ
(LSZ:L3-25419-01)

T26139-Y4032-V1 16.2.23

D3216 PRAID EP400i
SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ
TFM 4G (LSZ:03-25444-05)

T26139-Y4031-V103 16.2.24
D3216 PRAID EP420i
SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ
TFM 8G (LSZ:03-25444-01)

(*1)

*1) 日本市場のみ「CA07198-K371」の追加あり
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図 346: FBU ホルダーの取り付け (B)

Ê シャーシフ ロアの 3 個の固定ボル ト のキャ ッ プが、 ホルダーの鍵穴スロ ッ
ト の幅の広い方の終点に固定されるよ う に、 FBU ホルダーをシャーシに
挿入し ます。

Ê FBU ホルダーをシステムボー ド の下に最後までスラ イ ド させます （1）。

シャーシフ ロアの固定ボル ト のキャ ッ プが、 FBU ホルダーの鍵穴スロ ッ
ト の幅の狭い方の終点に固定されます。

Ê FBU ホルダーのロ ッ クハン ド ルがカチ ッ とはま っている こ と を確認し ま
す （2）。
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図 347: FBU ケーブルの配線

Ê 図のよ う に、 ド ラ イブベイの横にあるケーブルガイ ド （G） に FBU ケー
ブルを通し ます。

9.6.3.5 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 該当する場合は、 136 ページ の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アの
ア ッ プデー ト 」 の項に記載されているよ う に、 BBU に接続されている 
RAID コ ン ト ローラのフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」
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9.6.4 BBU の取り外し

V 注意 !

バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト はゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。
バッ テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄す
る必要があ り ます。

安全上の注意事項に関する詳細は、 54 ページ の 「環境保護」 の項を参
照し て く だ さい。

9.6.4.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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9.6.4.2 シャーシからの BBU ホルダーの取り外し

図 348: シャーシからの BBU ホルダーの取り外し

Ê RAID コ ン ト ローラから  BBU ケーブルを慎重に取り外し ます。

Ê BBU ケーブルをケーブルガイ ド から取り外し ます。

Ê BBU ホルダーをサーバフ ロン ト に最後までスラ イ ド させながら （2）、
BBU ホルダーの緑色のロ ッ クハン ド ルを持ち上げます （1、 拡大された部
分を参照）。

I その後、 シャーシフ ロアの固定ボル ト のキャ ッ プが、 ホルダーの鍵
穴スロ ッ ト の幅の広い方の終点に固定されます。

Ê BBU ホルダーをシャーシから取り出し ます。

9.6.4.3 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」
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Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

9.6.5 FBU の取り外し

V 注意 !

バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト はゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。
バッ テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄す
る必要があ り ます。

安全上の注意事項に関する詳細は、 54 ページ の 「環境保護」 の項を参
照し て く だ さい。

9.6.5.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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9.6.5.2 シャーシからの FBU ホルダーの取り外し

図 349: シャーシからの FBU ホルダーの取り外し

Ê RAID コ ン ト ローラから  FBU ケーブルを慎重に取り外し ます。

Ê FBU ケーブルをケーブルガイ ドから取り外し ます。

Ê FBU ホルダーをサーバフ ロン ト に最後までスラ イ ド させながら （2）、
FBU ホルダーのロ ッ クハン ド ルを持ち上げます （1、 拡大された部分を参
照）。

I その後、 シャーシフ ロアの固定ボル ト のキャ ッ プが、 ホルダーの鍵
穴スロ ッ ト の幅の広い方の終点に固定されます。

Ê FBU ホルダーをシャーシから取り出し ます。
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9.6.5.3 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

9.6.6 BBU の交換

V 注意 !

バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト はゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。
バッ テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄す
る必要があ り ます。

安全上の注意事項に関する詳細は、 54 ページ の 「環境保護」 の項を参
照し て く だ さい。

9.6.6.1 準備手順

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 473

拡張カー ド とバッ ク ア ッ プユニ ッ ト

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

9.6.6.2 シャーシからの BBU モジュールの取り外し

Ê 468 ページ の 「BBU の取り外し」 に記載されているよ う に、 シャーシか
ら  BBU モジュールを取り外し ます。

9.6.6.3 BBU ホルダーからの BBU の取り外し

図 350: BBU ホルダーからの BBU の取り外し （A）

Ê BBU ホルダーの右側の保持ブ ラケ ッ ト を押し出し、 BBU を引き上げなが
ら ロ ッ ク機構を外し ます。



474 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト

図 351: BBU ホルダーからの BBU の取り外し （B）

Ê BBU を起こ し （1）、 やや傾けながら  BBU ホルダーから取り外し ます （2）。

図 352: BBU からの BBU ケーブルの取り外し

Ê BBU から  BBU ケーブルを慎重に取り外し ます。
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9.6.6.4 新しい BBU モジュールの取り付け

Ê 449 ページ の 「BBU の準備」 の項に記載されているよ う に、 新し い BBU 
を BBU ホルダーに取り付けます。

Ê 451 ページ の 「シャーシへの BBU ホルダーの取り付け」 の項に記載され
ているよ う に、 BBU ホルダーをシャーシに取り付けます。

Ê BBU を コ ン ト ローラに接続し ます。

9.6.6.5 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 該当する場合は、 136 ページ の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アの
ア ッ プデー ト 」 の項に記載されているよ う に、 BBU に接続されている 
RAID コ ン ト ローラのフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

BBU の充電と調整に関する注意

BBU は、 長期間保存する と著し く 放電し、 ServerView RAID Manager に誤っ
て不良または故障と し て表示される こ とがあ り ます。

この場合、 BBU は自動的に充電サイ クルに移行し リ カバリ を行います。 この
初期充電には最高 12 時間かかる こ とがあ り、 その後、 BBU は再調整サイ ク
ルが開始されます。

Ê ServerView RAID Manager に移動し て、 BBU の現在のステータ スを確認
し て く だ さい。

I 詳細は、 『ServerView Suite RAID Management』 ユーザガイ ド を参
照し て く だ さい。 このガイ ドは、 オン ラ イ ンで 
http://manuals.ts.fujitsu.com （日本市場の場合 : 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/） から取得可能）
を参照し て く だ さい。

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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Ê BBU が不良または故障と表示される場合、 少な く と も 12 時間はサーバの
電源を切らずに充電と調整サイ クルが完了でき るよ う にし て く だ さい。

Ê BBU のステータ スが 12 時間経っても変わらない場合は、 ServerView 
RAID Manager を使用し て、 再調整処理を手動で開始し てみて く だ さい。

I この手順を行っても  BBU のステータ スが変わら ない場合は、
Fujitsu のカス タ マサービスパー ト ナーにお問い合わせ く だ さい。

9.6.7 FBU の交換

V 注意 !

バッ テ リ ーバッ クア ッ プユニ ッ ト はゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。
バッ テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄す
る必要があ り ます。

安全上の注意事項に関する詳細は、 54 ページ の 「環境保護」 の項を参
照し て く だ さい。

9.6.7.1 準備手順

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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9.6.7.2 シャーシからの FBU モジュールの取り外し

Ê 470 ページ の 「FBU の取り外し」 に記載されているよ う に、 シャーシか
ら  FBU モジュールを取り外し ます。

9.6.7.3 FBU を FBU ホルダーから取り外す

図 353: FBU からの FBU アダプ タ ケーブルの取り外し

Ê FPU ケーブルのロ ッキングラ ッ チを押し て （拡大された部分を参照）、
FBU アダプ タ ケーブルを取り外し ます。

FBUケーブルを接続する際は「FBUケーブルの接続手順」に従ってください。
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図 354: FBU を  FBU ホルダーから取り外す

Ê やや傾けながら  FBU を FBU ホルダーの保持ブ ラケ ッ ト の下にスラ イ ド さ
せて取り外し ます。

9.6.7.4 新しい FBU モジュールの取り付け

Ê 463 ページ の 「FBU の準備」 の項に記載されているよ う に、 新しい FBU 
を FBU ホルダーに取り付けます。

Ê 465 ページ の 「シャーシへの FBU ホルダーの取り付け」 の項に記載され
ているよ う に、 FBU ホルダーをシャーシに取り付けます。

Ê FBU を コ ン ト ローラに接続し ます。
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9.6.7.5 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 該当する場合は、 136 ページ の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アの
ア ッ プデー ト 」 の項に記載されているよ う に、 BBU に接続されている 
RAID コ ン ト ローラのフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

9.6.8 TFM モジュールの交換

V 注意 !

安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参
照し て く だ さい。

9.6.8.1 準備手順

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ
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Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラから取り外し ます。

Ê 442 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り外し」 または 363 ページ 
の 「拡張カー ド の取り外し」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ をスロ ッ ト から取り外し ます。

9.6.8.2 TFM モジュールの取り外し

図 355: TFM アダプ タ ケーブルの取り外し （RAID コ ン ト ローラ  D3116）

図 356: TFM アダプ タ ケーブルの取り外し （RAID コ ン ト ローラ  D3216）

Ê FBU モジュールから  FBU アダプ タ ケーブルを取り外し ます。
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図 357: TFM モジュールの取り外し （RAID コ ン ト ローラ  D3116）

図 358: TFM モジュールの取り外し （RAID コ ン ト ローラ  D3216）

Ê 上のネジを TFM スペーサーボル ト から取り外し ます。

Ê SAS RAID コ ン ト ローラから  TFM モジュールを取り外し ます。

I TFM スペーサーボル ト は SAS RAID コ ン ト ローラに取り付けたままに
し ます。
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9.6.8.3 TFM モジュールの取り付け

Ê 456 ページ の 「TFM モジュールの取り付け」 の項に記載されているよ う
に、 新しい TFM モジュールを既存の TFM スペーサーボル ト に取り付けま
す。

9.6.8.4 終了手順

Ê 437 ページ の 「SAS RAID コ ン ト ローラの取り付け」 または 353 ページ 
の 「拡張カー ド の取り付け」 の項に記載されているよ う に、 SAS RAID コ
ン ト ローラ を取り付け直し ます。

Ê SAS ケーブルを SAS RAID コ ン ト ローラ上の元のコネク タに接続し ます。

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 該当する場合は、 136 ページ の 「RAID コ ン ト ローラ フ ァームウ ェ アの
ア ッ プデー ト 」 の項に記載されているよ う に、 BBU に接続されている 
RAID コ ン ト ローラのフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」
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10 メ イ ン メ モ リ

この項では、 メ モ リ モジュールの取り付け、 取り外し、 または交換方法につ
いて説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● サポー ト し ていない他メ ーカーのメ モ リ モジュールは取り付けない
で く だ さい。 サポー ト し ている メ モ リ モジュールの詳細は、
484 ページ の 「基本情報」 の項を参照し て く だ さい。

● メ モ リ モジュールは、 シャ ッ ト ダウン後も しばら く は高温の状態が
続きます。 火傷し ないよ う に、 コ ンポーネン ト が冷却されるのを
待ってから メ モ リ モジュールの取り付けや取り外し を行っ て く だ さ
い。

● メ モ リ モジュールの挿入と取り外し を繰り返さ ないで く だ さい。 そ
のよ う にする と、 故障が発生する可能性があ り ます。 

● メ モ リ モジュールコネク タの固定ク リ ッ プを押すと、 取り付けられ
ている メ モ リ モジュールがイジ ェ ク ト されます。 破損を防止するた
めに、 力を入れすぎないよ う に注意し て メ モ リ モジュールを イジ ェ
ク ト し ます。

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。
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10.1 基本情報

– システムボー ド には、 24 のメ モ リ コネク タがあ り ます。 
（1 つの CPU に対し て 12 のコネク タ）

– １ つのプロセ ッサ構成では、 12 のメ モ リ コネク タのみ使用可能。

– システムには、 １ つのプロセ ッサあた り に最低 1 つのメ モ リ モジュールを
取り付ける必要があ り ます。

– サポー ト する容量 : 4 GB、 8 GB、 16 GB、 32 GB または 64 GB

– 最大 RAM 容量 : 1536 GB

– サポー ト する メ モ リ モジュール :

10.1.1 メ モ リの取り付け順序

10.1.1.1 取り付けの規則

– メ モ リ スロ ッ ト  1/ チ ャネル A （DIMM-1A） から取り付けます。

– ２ つのプロセ ッサ構成の場合、 次に、 メ モ リ スロ ッ ト  
1/ チャネル E （DIMM 1E） を取り付けます。

– すべてのチャネルで メ モ リ スロ ッ ト  1 に取り付けてから、 メ モ リ スロ ッ ト  
2 に取り付けます。
スロ ッ ト  2 に取り付けてから、 スロ ッ ト  3 に取り付けます （すべての 
CPU に対し て行います）。

タ イプ
Ranking1

1 SR: シングルラ ン ク、 DR: デュ アルラ ン ク , QR: ク ア ッ ド ラ ン ク

Error 
CorrectionSR DR QR

DDR3-800

DDR3-1066

DDR3-1333

DDR3-1600

DDR3-1866

RDIMMs
（Registered DIMMs）

x x x

ECC または 
非 ECC

UDIMMs
（Unbuffered DIMMs）

x x

LRDIMMs
（Load-Reduced 
DIMMs）

x
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– ラ ン クの異なる メ モ リ モジュールを使用する場合、 必ず番号の大きいラ ン
ク  DIMM から取り付けます （スロ ッ ト  1 から開始）。

– 容量の異なる メ モ リ モジュールを使用する場合 :

– 容量の大きいモジュールから取り付けます。
– モジュールはチャネル内で容量の多い順に取り付けます。

– 速度の異なる メ モ リ モジュールが使用されている場合は、 最低のク ロ ッ ク
速度がすべての DIMM に適用されます。

モー ド に関係な く 、すべての DIMM は DIMM の SPD Data および選択され
た最高速度によ って許容される周波数のう ち、 低い方の最高周波数で動作
し ます。

– UDIMM、 RDIMM、 LRDIMM を混在させる こ とはできません。

– ECC と非 ECC DIMM を混在させる こ とはできません。

– 同じ  CPU 上で、 １ つのチャネルにクア ッ ド ラ ン ク  DIMM が搭載された場
合、 別のチャネルに 3 つの DIMM （3DPC） を搭載する こ とはできません。

図 359: メ モ リの概観

CPU 1CPU 2

DIMM 1H
DIMM 2H

DIMM 3H

DIMM 1G
DIMM 2G

DIMM 3G

DIMM 3E
DIMM 2E

DIMM 1E

DIMM 3F
DIMM 2F

DIMM 1F

DIMM 1B
DIMM 2B

DIMM 3B

DIMM 1A
DIMM 2A

DIMM 3A

DIMM 3C
DIMM 2C

DIMM 1C

DIMM 3D
DIMM 2D

DIMM 1D
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10.1.1.2 イ ンデペンデン ト （独立） チャネルモー ド

 2 UPC 1 UPC UPC
Channel A B D C E F H G

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

 noitarugifnoc UPC onoM sMMID #
1 1
2 1 2
3 1 3 2
4 1 3 4 2
5 1 5 3 4 2
6 1 5 3 4 2 6
7 1 5 3 7 4 2 6
8 1 5 3 7 4 8 2 6
9 1 5 9 3 7 4 8 2 6

10 1 5 9 3 7 4 8 2 6 10
11 1 5 9 3 7 11 4 8 2 6 10
12 1 5 9 3 7 11 4 8 12 2 6 10

 noitarugifnoc UPC lauD sMMID #
1 1
2 1 2
3 1 3 2
4 1 3 2 4
5 1 5 3 2 4
6 1 5 3 2 6 4
7 1 5 7 3 2 6 4
8 1 5 7 3 2 6 8 4
9 1 9 5 7 3 2 6 8 4

10 1 9 5 7 3 2 10 6 8 4
11 1 9 5 7 3 11 2 10 6 8 4
12 1 9 5 7 3 11 2 10 6 8 4 12
13 1 9 5 13 7 3 11 2 10 6 8 4 12
14 1 9 5 13 7 3 11 2 10 6 14 8 4 12
15 1 9 5 13 7 15 3 11 2 10 6 14 8 4 12
16 1 9 5 13 7 15 3 11 2 10 6 14 8 16 4 12
17 1 9 17 5 13 7 15 3 11 2 10 6 14 8 16 4 12
18 1 9 17 5 13 7 15 3 11 2 10 18 6 14 8 16 4 12
19 1 9 17 5 13 7 15 3 11 19 2 10 18 6 14 8 16 4 12
20 1 9 17 5 13 7 15 3 11 19 2 10 18 6 14 8 16 4 12 20
21 1 9 17 5 13 21 7 15 3 11 19 2 10 18 6 14 8 16 4 12 20
22 1 9 17 5 13 21 7 15 3 11 19 2 10 18 6 14 22 8 16 4 12 20
23 1 9 17 5 13 21 7 15 23 3 11 19 2 10 18 6 14 22 8 16 4 12 20
24 1 9 17 5 13 21 7 15 23 3 11 19 2 10 18 6 14 22 8 16 24 4 12 20
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インデペンデン ト チャネルモー ドの注意事項

– 灰色でマーク される構成は、 Registered DIMM （RDIMM および LR-
DIMM） でのみ使用可能

10.1.1.3 ミ ラーチ ャネルおよびパフ ォーマンスモー ド

ミ ラーチャネルおよびパフ ォーマンスモー ドの注意事項

– メ モ リ モジュールは、 必ず 4 の倍数個取り付けて く だ さい。

– 同じ番号は、 同じ モジュール （容量、 ラ ン ク） です。

 2 UPC 1 UPC UPC
Channel A B D C E F H G 

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

 noitarugifnoc UPC onoM sMMID #
4 1 1 1 1
8 1 2 1 2 1 2 1 2

12 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

 noitarugifnoc UPC lauD sMMID #
8 1 1 1 1 2 2 2 2

12 1 3 1 3 1 3 1 3 2 2 2 2
16 1 3 1 3 1 3 1 3 2 4 2 4 2 4 2 4
20 1 3 5 1 3 5 1 3 5 1 3 5 2 4 2 4 2 4 2 4
24 1 3 5 1 3 5 1 3 5 1 3 5 2 4 6 2 4 6 2 4 6 2 4 6
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10.1.1.4 ラ ン クスペア リ ングモー ド

シングル / デュアルラ ン ク RDIMM

 2 UPC 1 UPC UPC
Channel A B D C E F H G

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

 noitarugifnoc UPC onoM sMMID #
2 o o
3 o o o
4 o o o o
5 o o o o o
6 o o o o o o
7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o

# DIMMs Dual CPU configuration (if all modules are of the same capacity) 
4 o o o o
5 o o o o o
6 o o o o o o
7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o
13 o o o o o o o o o o o o o
14 o o o o o o o o o o o o o o
15 o o o o o o o o o o o o o o o
16 o o o o o o o o o o o o o o o o
17 o o o o o o o o o o o o o o o o o
18 o o o o o o o o o o o o o o o o o o
19 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
20 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
21 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
22 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
23 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
24 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
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I 取り付け規則の詳細は、 491 ページ の 「ラ ン クスペア リ ングモー ド の
注意事項」 の項を参照し て く だ さい。

 2 UPCUPC 1 UPC UPC
Ch. A B D C Ch. E F H G

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C DIMM 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

# Dual CPU configuration 
(if modules are of different capacities) # Dual CPU configuration 

(if modules are of different capacities)
2 o o 2 o o
3 o o o 3 o o o
4 o o o o 4 o o o o
5 o o o o o 5 o o o o o
6 o o o o o o 6 o o o o o o
7 o o o o o o o 7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o 8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o 9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o 10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o 11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o 12 o o o o o o o o o o o o
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ク ア ッ ド ラ ン ク  RDIMM

 2 UPC 1 UPC UPC
Channel A B D C E F H G 

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

 noitarugifnoc UPC onoM sMMID #
1 o
2 o o
3 o o o
4 o o o o
5 o o o o o
6 o o o o o o
7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o

# DIMMs Dual CPU configuration (if all modules are of the same capacity) 
1 o
2 o o
3 o o o
4 o o o o
5 o o o o o
6 o o o o o o
7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o
13 o o o o o o o o o o o o o
14 o o o o o o o o o o o o o o
15 o o o o o o o o o o o o o o o
16 o o o o o o o o o o o o o o o o
17 o o o o o o o o o o o o o o o o o
18 o o o o o o o o o o o o o o o o o o
19 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
20 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
21 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
22 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
23 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
24 o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o
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ラ ン クスペア リ ングモー ド の注意事項

– 同じ番号は、 同じ モジュール （容量、 ラ ン ク） です。

– シングル / デュアルラ ン ク メ モ リ構成の場合、 少な く と も  1R または 2R
モジュールを各チャネルに取り付ける必要があ り ます。

– クア ッ ド ラ ン ク メ モ リ モジュールの場合は、 次の点にご注意 く だ さい。 パ
フ ォーマンス上の理由から、 必ず新しいチャネルに取り付けてから、 チャ
ネルの 3 つ目のメ モ リ スロ ッ ト に取り付けて く だ さい。

– 1 つの CPU に対し て 1 つのメ モ リ モジュール容量のみ有効です。

2 つの異なる メ モ リ モジュール容量を ラ ン クスペア リ ングモー ド 用に注文
し た場合は、 各 CPU が 1 つの容量のモジュールで構成されるよ う に、
別々の CPU に取り付けます。

例 :

12 のメ モ リ モジュール （4GB 8 つ および 8GB 4 つ） を注文し た と し ます。
この場合、 次の手順に従います。

Ê CPU 1 に複数のメ モ リ モジュールの容量グループを使用し、 1 つの
CPU 構成の取り付け順序に従っ て、 それら を取り付けます。

Ê 1 つの CPU 構成の取り付け規則に従って、 CPU 2 にも う  1 つの容量グ
ループを取り付けます。

 2 UPCUPC 1 UPC UPC
Ch. A B D C Ch. E F H G

DIMM 1A 2A 3A 1B 2B 3B 1D 2D 3D 1C 2C 3C DIMM 1E 2E 3E 1F 2F 3F 1H 2H 3H 1G 2G 3G

# Dual CPU configuration 
(if modules are of different capacities) # Dual CPU configuration 

(if modules are of different capacities)
1 o 1 o
2 o o 2 o o
3 o o o 3 o o o
4 o o o o 4 o o o o
5 o o o o o 5 o o o o o
6 o o o o o o 6 o o o o o o
7 o o o o o o o 7 o o o o o o o
8 o o o o o o o o 8 o o o o o o o o
9 o o o o o o o o o 9 o o o o o o o o o

10 o o o o o o o o o o 10 o o o o o o o o o o
11 o o o o o o o o o o o 11 o o o o o o o o o o o
12 o o o o o o o o o o o o 12 o o o o o o o o o o o o
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– 冷却要件を満たすために、 プロセ ッサの左右交互に メ モ リ を搭載し ます。

10.2 メ モ リ モジュールの取り付け

10.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

10.2.2 メ モ リ モジュールの取り付け

Ê 484 ページ の 「メ モ リの取り付け順序」 の項に記載されている取り付け
順序に従って、 正しい メ モ リ スロ ッ ト を識別し ます。

順序 CPU 1 CPU 2

1 チャ ンネル A チャ ンネル E

2 チ ャ ンネル C チ ャ ンネル Ｇ

3 チャ ンネル B チャ ンネル F

4 チ ャ ンネル D チ ャ ンネル Ｈ

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 360: メ モ リ モジ ュールの取り付け （A）

Ê メ モ リ モジュールコネク タの両端の固定ク リ ッ プを押し ます。

I スペースが足り ない場合、 背面のフ ァ ン （フ ァ ン 5 / フ ァ ン 6） を取
り外し て、 チャネル E と  F ,G ,H へのメ モ リ モジュールの取り付け
および取り外し を行う 必要があ り ます。 詳細は、 339 ページ の
「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」 の項を参照し て く だ さい。

図 361: メ モ リ モジ ュールの取り付け （B）

Ê モジュールの下部の切り込みを コネク タのク ロスバーにそろえます （拡大
部分を参照）。
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図 362: メ モ リ モジ ュールの取り付け （C）

Ê 固定ク リ ッ プがモジュールの両端の切れ込みにカチ ッ と音がし て留まるま
で、 メ モ リ モジュールを押し下げます。

10.2.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド
BIOS を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 該当する場合は、 147 ページ の 「メ モ リ モー ド の確認」 の項に記載され
ているよ う に、 メ モ リ モー ド を構成し ます。

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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10.3 メ モ リ モジュールの取り外し

10.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

10.3.2 メ モ リ モジュールの取り外し

Ê 484 ページ の 「メ モ リの取り付け順序」 の項に記載されている取り付け
順序に従っ て、 目的のメ モ リ スロ ッ ト を識別し ます。

V 注意 !

メ モ リ モジュールを取り外す場合は、 動作設定を必ず保持し て く だ
さ い。 詳細は、 484 ページ の 「基本情報」 の項を参照し て く だ さ
い。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 363: メ モ リ モジ ュールの取り外し  （A）

Ê メ モ リ モジュールコネク タの両端の固定ク リ ッ プを押し て、 目的のメ モ リ
モジュールを イジ ェ ク ト し ます。

I スペースが足り ない場合、 背面のフ ァ ン （フ ァ ン 5 / フ ァ ン 6） を取
り外し て、 チ ャネル E と  F ,G ,H へのメ モ リ モジュールの取り付け
および取り外し を行う 必要があり ます。 詳細は、 339 ページ の
「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」 の項を参照し て く だ さい。

図 364: メ モ リ モジ ュールの取り外し  （B）

Ê イジ ェ ク ト し た メ モ リ モジュールを取り外し ます。
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10.3.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  
BIOS を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

10.4 メ モ リ モジュールの交換

10.4.1 準備手順

Ê サーバ管理ソ フ ト ウ ェ アを使用し て、 故障し た メ モ リ スロ ッ ト を特定し ま
す。

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 803 ページ の 「オンボー ド表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール」 の項に記載
されているよ う に、 オンボー ド  Local Diagnostic LED を使用し て、 故障し
ている メ モ リ モジュールを特定し ます。

10.4.2 メ モ リ モジュールの取り外し

Ê 495 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り外し」 の項に記載されているよ
う に、 故障し ている拡張カー ド を取り外し ます。

10.4.3 メ モ リ モジュールの取り付け

Ê 492 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り付け」 に記載されているよ う に、
故障し ている メ モ リ モジュールを交換し ます。
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10.4.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  
BIOS を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 147 ページ の 「交換し た部品のシステム BIOS での有効化」 の項に記載さ
れているよ う に、 交換し た メ モ リ モジュールを有効化し ます。

Ê 147 ページ の 「メ モ リ モー ド の確認」 の項に記載されているよ う に、 メ
モ リ モジュールが元の状態に戻っている こ と を確認し ます。

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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11 プロセ ッサ

この項では、 プロセ ッサおよびプロセ ッサヒー ト シン クの取り付け、 取り外
し、 交換の方法について説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● サポー ト し ていないプロセ ッサは取り付けないで く だ さい。 サポー
ト し ているプロセ ッサの詳細は、 502 ページ の 「基本情報」 の項を
参照し て く だ さ い。

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● プロセ ッサの取り外し または取り付け時には、 プロセ ッサ ・ ソケ ッ
ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り し ないよ う に注意し
て く だ さい。

● プロセ ッサの下側には絶対に触れないで く だ さい。 指の油分などの
わずかな汚れでも、 プロセ ッサの動作に悪影響を及ぼし た り、 プロ
セ ッサを破損させる可能性があ り ます。

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。
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11.1 基本情報

システムボー ド  D2949 は、 イ ンテル Xeon プロセ ッサのために 2 つのソケ ッ
ト を提供し ます。

11.1.1 サポー ト するプロセ ッサ

– インテル Xeon E5-2600 プロセ ッサシ リ ーズ CPU

– ソケ ッ ト タ イプ :LGA 2011 パッ ケージ

– 熱設計電力 （TDP） ク ラス : 最大 130 W

11.1.2 プロセ ッサ位置

図 365: システムボー ド  D2949 上の CPU の位置

CPU 1CPU 2
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11.2 プロセ ッサの取り付け

V 注意 !

プロセ ッサは静電気に非常に弱いため、 慎重に扱う 必要があ り ます。
プロセ ッサを保護ス リーブまたはソケ ッ ト から取り外し た後は、 導電
性がな く 帯電を防止できる場所に上下逆さ に置いて く だ さい。 プロ
セ ッサを押し付けないよ う に し て く だ さい。

11.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

11.2.2 プロセ ッサの取り付け

I この説明は、 次の手順に当てはま り ます。

– 1CPU 構成に 2 つ目の CPU の取り付け

– システムボー ド交換後の CPU の移動 （716 ページ の 「プロセ ッサ
の交換」 の項を参照）

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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図 366: ソケ ッ ト リ リースレバー （1） を開きます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバー押し下げてソケ ッ ト から外
し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê ソケ ッ ト リ リースレバーが少し持ち上がり ます （2）。
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図 367: ソケ ッ ト リ リ ースレバー （2） を開きます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを押し下げてソケ ッ ト から
外し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê 二つ目のソケ ッ ト リ リースレバーを後ろに倒し ます （2）。
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図 368: ロー ド プレー ト を開 く （A）

Ê ソケ ッ ト リ リースレバーを押し下げてから （1）、 ロー ド プレー ト を ソケ ッ
ト から持ち上げます （2）。
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図 369: ロー ド プレー ト を開 く （B）

Ê ロー ド プレー ト を完全に開きます。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい！

Ê ロー ド プレー ト が完全に開いた位置にあるか確認し ます。
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図 370: プロセ ッサを取り付ける

Ê プロセ ッサを親指と人差し指ではさんで持ちます。

Ê プロセ ッサの４  つの切り込みがソケ ッ ト のポス ト に合わさ っている こ と
を確認し ます （拡大された部分を参照）。
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Ê 傾けた りずら し た りせずに、 プロセ ッサを真っすぐにソケ ッ ト に降ろ し ま
す。

V 注意 !

– プロセ ッサがソケ ッ ト に水平に取り付けられているかど う か確
認し ます。

– プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のピンに触れた り曲げないよ う に注意し
て く だ さい。

– プロセ ッサの下側には絶対に触れないで く だ さい。 指の油分な
どのわずかな汚れでも、 プロセ ッサの動作に悪影響を及ぼし た
り、 プロセ ッサを破損させる可能性があり ます。

– プロセ ッサの縁を傷つけた り、 へこませた り し ないよ う に注意
し て く だ さい。

図 371: ロー ド プレー ト を閉じ る

Ê ロー ド プレー ト を慎重にプロセ ッサの上に降ろ し ます。
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図 372: ソケ ッ ト の保護カバー取り外し

Ê ロー ド プレー ト を閉じ る と、 ソケ ッ ト 保護カバーが自動的に外れます。

Ê ソケ ッ ト カバーを取り外し、 今後使う かも しれないので、 保管し ておいて
く だ さい。

V 注意 !

プロセ ッサを ソケ ッ ト から取り外す場合は、 必ずソケ ッ ト カバーを取
り付けて く だ さい。
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図 373: ソケ ッ ト リ リ ースレバー ２ を閉じ ます。

Ê ロー ド プレー ト を完全に閉じ て、 閉じ たままの状態にし ます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ て （1） ロー ド プ
レー ト 保持タ ブの下に掛け、 ロー ド プレー ト をロ ッ ク し ます （2）。
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図 374: ソケ ッ ト リ リースレバー 1 を閉じ ます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1）、 ロー ド プレー
ト 保持タ ブの下に掛けます （2）。

Ê 必要に応じ て、 同様の手順で 2 つ目のプロセ ッサを取り付けます。

11.2.3 終了手順

Ê 536 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 外部のケーブルをすべて再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  
BIOS および iRMC を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。
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Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

11.3 プロセ ッサの取り外し

V 注意 !

プロセ ッサは静電気に非常に弱いため、 慎重に扱う 必要があ り ます。
プロセ ッサを保護ス リーブまたはソケ ッ ト から取り外し た後は、 導電
性がな く 帯電を防止できる場所に上下逆さ に置いて く だ さい。 プロ
セ ッサを押し付けないよ う に し て く だ さい。

11.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 540 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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11.3.2 プロセ ッサの取り外し

I この説明は、 次の手順に当てはま り ます。

– 2CPU 構成での CPU2 の取り外し

– CPU の故障し たシステムボー ド からの取り外し （716 ページ の
「プロセ ッサの交換」 の項を参照）

Ê 540 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し」 の項に記載されて
いるよ う に、 目的のプロセ ッサヒー ト シン ク を取り外し ます。

図 375: ソケ ッ ト リ リースレバー （1） を開きます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバー押し下げてソケ ッ ト から外
し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê ソケ ッ ト リ リースレバーが少し持ち上がり ます （2）。
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図 376: ソケ ッ ト リ リ ースレバー （2） を開きます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを押し下げてソケ ッ ト から
外し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê 二つ目のソケ ッ ト リ リースレバーを後ろに倒し ます （2）。
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図 377: ロー ド プレー ト を開 く （A）

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを押し下げて （1）、 ロー ド
プレー ト を ソケ ッ ト から持ち上げます （2）。
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図 378: ロー ド プレー ト を開 く （B）

Ê ロー ド プレー ト を完全に開きます。
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図 379: プロセ ッサの取り外し

Ê 故障し たプロセ ッサをそのソケ ッ ト からゆっ く り と垂直に取り外し ます。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい。

Ê 糸 く ずの出ない布を使用し て、 プロセ ッサの表面に残っているサーマル
ペース ト を完全に取り除きます。
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Ê 後で使えるよ う に、 プロセ ッサを安全な場所に保管し ておきます。

V 注意 !

プロセ ッサは静電気に非常に弱いため、 慎重に扱う必要があ り ま
す。 プロセ ッサを保護ス リ ーブまたはソケ ッ ト から取り外し た後
は、 導電性がな く 帯電を防止できる場所に上下逆さに置いて く だ さ
い。 プロセ ッサを押し付けないよ う にし て く だ さい。

図 380: ロー ド プレー ト を閉じ る

Ê 空いたプロセ ッサ ・ ソケ ッ ト の上にロー ド プレー ト を慎重にかぶせて閉じ
ます。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい。
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図 381: ソケ ッ ト 保護カバーの取り付け （A）

Ê 所定の位置にはまるまで、 ソケ ッ ト 保護カバーを CPU ソケ ッ ト にゆっ く
り と垂直に降ろ し ます。

V 注意 !

プロセ ッサを ソケ ッ ト から取り外す場合は、 必ずソケ ッ ト カバーを取
り付けて く だ さい。
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図 382: ソケ ッ ト 保護カバーの取り付け （B）

Ê ソケ ッ ト 保護カバーが、 上の図のよ う にソケ ッ ト に正し く 取り付けられて
いる こ と を確認し ます。
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図 383: ソケ ッ ト リ リースレバー ２ を閉じ ます。

Ê ロー ド プレー ト を完全に閉じ て、 閉じ たままの状態にし ます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1） てロー ド プ
レー ト 保持タ ブの下に掛け、 ロー ド プレー ト をロ ッ ク し ます （2）。
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図 384: ソケ ッ ト リ リ ースレバー 1 を閉じ ます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1）、 ロー ド プレー
ト 保持タ ブの下に掛けます （2）。

11.3.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  
BIOS および iRMC を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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11.4 プロセ ッサのア ッ プグレー ド または交換

V 注意 !

プロセ ッサは静電気に非常に弱いため、 慎重に扱う 必要があ り ます。
プロセ ッサを保護ス リ ーブまたはソケ ッ ト から取り外し た後は、 導電
性がな く 帯電を防止できる場所に上下逆さに置いて く だ さい。 プロ
セ ッサを押し付けないよ う にし て く だ さい。

11.4.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 必要に応じ て、 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 540 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し」

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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11.4.2 プロセ ッサのア ッ プグレー ド または交換

11.4.2.1 プロセ ッサの取り外し

図 385: ソケ ッ ト リ リ ースレバー （1） を開きます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバー押し下げてソケ ッ ト から外
し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê ソケ ッ ト リ リ ースレバーが少し持ち上がり ます （2）。
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図 386: ソケ ッ ト リ リースレバー （2） を開きます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リースレバーを押し下げてソケ ッ ト から
外し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê 二つ目のソケ ッ ト リ リ ースレバーを後ろに倒し ます （2）。
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図 387: ロー ド プレー ト を開 く （A）

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを押し下げて （1）、 ロー ド
プレー ト を ソケ ッ ト から持ち上げます （2）。
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図 388: ロー ド プレー ト を開 く （B）

Ê ロー ド プレー ト を完全に開きます。
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図 389: プロセ ッサの取り外し

Ê プロセ ッサをそのソケ ッ ト からゆっ く り と垂直に取り外し ます。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい。

Ê 糸 く ずの出ない布を使用し て、 プロセ ッサの表面に残っているサーマル
ペース ト を完全に取り除きます。

Ê CPU のア ッ プグレー ド時にプロセ ッサを交換し た場合、 後で使用できる
よ う に、 安全な場所に保管し ておきます。

V 注意 !

プロセ ッサは静電気に非常に弱いため、 慎重に扱う必要があ り ま
す。 プロセ ッサを保護ス リ ーブまたはソケ ッ ト から取り外し た後
は、 導電性がな く 帯電を防止できる場所に上下逆さに置いて く だ さ
い。 プロセ ッサを押し付けないよ う にし て く だ さい。
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11.4.2.2 プロセ ッサを取り付ける

図 390: プロセ ッサを取り付ける

Ê プロセ ッサを親指と人差し指ではさんで持ちます。

Ê プロセ ッサの４ つの切り込みがソケ ッ ト のポス ト に合わさ っている こ と を
確認し ます （拡大された部分を参照）。
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Ê 傾けた りずら し た りせずに、 プロセ ッサを真っすぐにソケ ッ ト に降ろ し ま
す。

V 注意 !

– プロセ ッサがソケ ッ ト に水平に取り付けられているかど う か確
認し ます。

– プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のピンに触れた り曲げないよ う に注意し
て く だ さい。

– プロセ ッサの下側には絶対に触れないで く だ さい。 指の油分な
どのわずかな汚れでも、 プロセ ッサの動作に悪影響を及ぼし た
り、 プロセ ッサを破損させる可能性があり ます。

– プロセ ッサの縁を傷つけた り、 へこませた り し ないよ う に注意
し て く だ さい。

図 391: ロー ド プレー ト を閉じ る

Ê ロー ド プレー ト を慎重にプロセ ッサの上に降ろ し ます。
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図 392: ソケ ッ ト リ リースレバー ２ を閉じ ます。

Ê ロー ド プレー ト を完全に閉じ て、 閉じ たままの状態にし ます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1） てロー ド プ
レー ト 保持タ ブの下に掛け、 ロー ド プレー ト をロ ッ ク し ます （2）。
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図 393: ソケ ッ ト リ リ ースレバー 1 を閉じ ます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1）、 ロー ド プレー
ト 保持タ ブの下に掛けます （2）。
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11.4.3 終了手順

Ê 536 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

I サーバの電源投入時、 画面上に CPU has been changed のエラー
メ ッ セージが表示され、 保守ラ ンプが点滅する こ とがあ り ます。 こ
のメ ッ セージは搭載 CPU の構成が変更されたこ と を示すもので、
機能的な問題はあり ません。

保守ラ ンプの点滅を消すためには、 下記の手順に従って く だ さい。

Ê システムを再起動し た後、 [F2] キーを押し て BIOS セ ッ ト ア ッ
プのメ ニュー画面に入り ます。

Ê Save & Exit のメ ニューから  Save Changes and Exit または Save 
Changes and Reset を選択し ます。

Ê 保守ラ ンプが消えている こ と を確認し ます。

Ê 可能な場合は、 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プ
デー ト またはリ カバリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  
BIOS および iRMC を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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11.5 プロセ ッサヒー ト シン クの取り扱い

11.5.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

サーマルペーストが使われてる場合う、

フィールド交換可能ユニット （FRU）

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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11.5.2 プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け

図 394: 標準のヒー ト シン ク

図 395: ハイパフ ォーマンス ヒー ト シン ク
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2 つの異なるプロセ ッサヒー ト シン ク を  TX300 S8 / RX350 S8 サーバで使
用できます。

11.5.2.1 ヒー ト シン ク と プロセ ッサの準備

新しい ヒー ト シン クの取り付け時

図 396: ヒー ト シン ク保護カバーの取り外し

Ê ヒー ト シン クから、 保護カバーを取り外し ます。

V 注意 !

ヒー ト シン クの下側にあるサーマルペース ト には触れないで く だ さ
い。

ハイパフ ォーマン

ス ヒー ト シン ク
V26898-B977-V3

– Xeon E5-2643 V2 (Ivy Bridge)
3.5 GHz, 130 W, 6 コア

– Xeon E5-2637 V2 (Ivy Bridge)
3.5 GHz, 130 W, 4 コア

標準のヒー ト シン ク V26898-B977-V1 その他の承認された CPU
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ヒー ト シン クの再利用時

Ê ヒー ト シン クの銅表面からサーマルペース ト の残留物が完全に除去されて
いる こ と を確認し ます。

Ê 543 ページ の 「サーマルペース ト の塗布」 の項に記載されるよ う に、
サーマルペース ト をプロセ ッサの表面に塗布し ます。

11.5.2.2 ヒー ト シン クの取り付け

図 397: ヒー ト シン ク を取り付ける （A）

Ê ヒー ト シン ク を、 サーバの上に向けて、 カバーされていない銅製のヒー ト
パイプ ( 上の図の H を参照 ) にそろえます。

H
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Ê 図のよ う に、 ヒー ト シン ク を 4 本のネジ穴に慎重に取り付けます （拡大さ
れた部分を参照）。

V 注意 !

– ヒー ト シン クのネジがネジ穴に正し く 取り付けられているかど
うか確認し ます。

– ヒー ト シン クの冷却フ ィ ンがエアフ ローの方向と一致し ている
かど う か確認し ます。

図 398: ヒー ト シン ク を取り付ける （B）

Ê ヒー ト シン クの 4 本のネジを対角線の順で締めます （ネジの ト ルク  : 
1.0 Nm、 日本市場には適用されません） （1-4）。
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11.5.3 プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し

図 399: プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し （A）

Ê ヒー ト シン クの 4 本のネジを、 対角線の順で緩めます (1-4)。
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図 400: プロセ ッサヒ ー ト シン クの取り外し （B）

Ê ヒー ト シン ク をそっ と左右に動かし て、 プロセ ッサから取り外し ます
（1）。

I この手順は、 ヒー ト シン ク と プロセ ッサとの間のサーマルペース ト
に粘着特性があるため必要です。

V 注意 !

プロセ ッサソケ ッ ト 周辺のシステムボー ドのコ ンポーネン ト を破損
し ないよ う に、 特別な注意を払っ て く だ さい。

Ê ヒー ト シン ク をシャーシから持ち上げます （2）。

Ê 糸 く ずの出ない布を使用し て、 ヒー ト シン クおよびプロセ ッサの表面に
残っているサーマルペース ト を完全に取り除きます。
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11.5.4 プロセ ッサヒー ト シン クの交換

11.5.4.1 プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し

Ê 540 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し」 の項に記載されて
いるよ う に、 プロセ ッサヒー ト シン ク を取り外し ます。

11.5.4.2 サーマルペース ト の塗布

Ê 543 ページ の 「サーマルペース ト の塗布」 の項に記載されるよ う に、
サーマルペース ト をプロセ ッサの表面に塗布し ます。

11.5.4.3 プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け

Ê 537 ページ の 「ヒー ト シン ク と プロセ ッサの準備」 および 538 ページ の
「ヒー ト シン クの取り付け」 の項に記載されているよ う に、 プロセ ッサ
ヒー ト シン ク を取り付けます。

11.5.5 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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11.6 サーマルペース ト の塗布

I – 日本市場では、 サービスエンジニアは別途指定する手順に従って く
だ さい。

– プロセ ッサのア ッ プグレー ド または交換キ ッ ト に新しい CPU ヒー
ト シン クが付属し ている場合はその下部の表面に、 サーマルペース
ト があらかじめ薄 く 塗布されています。 この場合は、 536 ページ 
の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け」 の項に進みます。

図 401: サーマルペース ト の注射器

1 本のサーマルペース ト の注射器 （A3C40142460 / 34035576） に、 プロセ ッ
サ 3 個分のサーマルペース ト が入っています。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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図 402: サーマルペース ト の塗布

Ê 図のよ う に、 サーマルペース ト のド ッ ト をプロセ ッサの表面に塗布し ま
す。

I 注射器の 2 つの目盛り線は、 1 つのプロセ ッサのサーマルペース ト
の適量を示し ます。

V 注意 !

タ イプの異なるサーマルペース ト を混ぜないで く だ さい。
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この章では、 SATA 光デ ィ スク ド ラ イブ （ODD）、 SAS / USB バッ クア ッ プ ド
ラ イブ、 および Local Service Display （LSD） の取り付け、 取り外し、 または
交換方法について説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● アクセス可能な ド ラ イブを取り付ける前に、 ド ラ イブのユーザマ
ニュアルを熟読し て く だ さい。

● アクセス可能な ド ラ イブをサーバに挿入する際は、 接続されている
ケーブルをはさんだ り、 引っ張った り し ないよ う に注意し て く だ さ
い。

● アクセス可能な ド ラ イブを取り付ける と きは、 ド ラ イブの端を持っ
て く だ さい。 ケースの上部に力を加える と、 故障する場合があ り ま
す。 

● バッ ク ア ッ プ ド ラ イブを廃棄、 輸送、 返却する場合は、 すべての
バッ ク ア ッ プ メ デ ィ アがド ラ イブから取り外されている こ と を確認
し て く だ さい。 

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。 

● 安全上の注意事項に関する詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章
を参照し て く だ さい。
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12.1 基本情報

アクセス可能な ド ラ イブベイ

PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 サーバには、 光デ ィ スク ド ラ イブおよび
バッ クア ッ プ ド ラ イブ用の 5.25 インチアクセス可能ド ラ イブベイが 3 つあ り
ます。

図 403: ア クセス可能な ド ラ イ ブの取り付け順序 （タワーサーバ）

図 404: ア クセス可能な ド ラ イ ブの取り付け順序 （ラ ッ クサーバ）

5.25 inch x 1.6 inch

5.25 inch x 1.6 inch
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アクセス可能な ド ラ イブの取り付け順序

図 405: アクセス可能の設定

順序 アクセス可能な ド ラ イ
ブ

ド ラ イブベ
イ

最大 占有 イ ン タ
フ ェ ース

1 光デ ィ スク ド ラ イブ
（フルハイ ト ）

ベイ  1

1 1.6" x 5.25" SATA

1
マルチベイの LSD

1 1.6" x 5.25"

I2C bus

マルチベイの
薄型 ODD

SATA

2 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
LTO3 HH Ultrium

ベイ  3
占有されて
いる場合 : ベ
イ  2 または 1

1 1.6" x 5.25" SAS

2 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
LTO4 HH SAS (IBM)

1 1.6" x 5.25" SAS

2 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
LTO5 HH Ultrium

1 1.6" x 5.25" SAS

2 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
LTO6 HH SAS (IBM)

1 1.6" x 5.25" SAS

2 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
DDS Gen 6

2 1.6" x 5.25" USB 2.0

3 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
DDS Gen 5 / Gen 6

ベイ  3
占有されて
いる場合 : ベ
イ  2 または 1

2 1.6" x 5.25" USB 2.0

表 5: アクセス可能な ド ラ イ ブの取り付け順序

5.25“ x 1.6“

8 x 2.5“ HDD

5.25“ x 1.6“

5.25“ x 1.6“

5.25“ x 1.6“

5.25“ x 1.6“

3.5“ LSD

5.25“ SL ODD

3.5“ HDD

3.5“ HDD

5.25“ SL ODD

3.5“ HDD

3.5“ HDD

3.5“ HDD

3.5“ HDD

Bay 1

Bay 2

Bay 3
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4 RDX バッ ク ア ッ プ ド
ラ イブ

ベイ  3
占有されて

1 1.6" x 5.25"

USB 2.0

いる場合 : ベ
イ  2 または 1

USB 3.0

5 2.5 イ ンチの HDD 拡
張ボ ッ ク ス

ベイ  2+3 1 3.2" x 5.25" SAS

5

3.5 イ ンチの HDD 拡
張ボ ッ ク ス

ベイ  1+2
占有されて
いる場合 : ベ
イ  2+3

1 3.2" x 5.25"

SAS

3.5 イ ンチ HDD （最
大 2 台） の拡張ボッ ク
スの LSD

I2C bus

3.5 イ ンチ HDD （最
大 2 台） の拡張ボッ ク
スの薄型 ODD

SATA

5

3.5 イ ンチの HDD 拡
張ボ ッ ク ス

ベイ  1+2+3 1 4.8" x 5.25"

SAS

3.5 イ ンチ HDD （最
大 4 台） の拡張ボッ ク
スの薄型 ODD

SATA

順序 アクセス可能な ド ラ イ
ブ

ド ラ イブベ
イ

最大 占有 イ ン タ
フ ェース

表 5: ア クセス可能な ド ラ イ ブの取り付け順序
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12.2 ア ク セス可能な ド ラ イ ブの取り付け

12.2.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
外す際にのみ、 取り外す必要があ り ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.2.2 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーの取り外し」 に
記載されてるよ う にアクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーを適当なベ
イから取り外し ます。

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し」 に記載され
てるよ う にアクセス可能な ド ラ イブのカバーカバーを取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用ブ
ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.2.3 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け

12.2.3.1 ODD の取り付け / バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ

図 406: 取り付け用ブ ラケ ッ ト の位置の確認 （例 :ODD の取り付け、 ベイ 1）

Ê 目的のアクセス可能な ド ラ イブベイにある 4 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト が
曲がっていないこ と を確認し ます。 必要に応じ て、 次の手順に従います。

Ê ド ラ イバを使用し て、 上部取り付けベイの取り付け用ブ ラケ ッ ト を内
側に曲げ、 側面がベイの壁と水平になるよ う にし ます （拡大された部
分を参照）。

Ê 上部の 2 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト を下に曲げます （青色の丸で囲ん
だ部分）。

Ê 下部の 2 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト を上に曲げます （オレンジ色の丸
で囲んだ部分）。

Ê 91 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開 く 」 に記載されてい
るにロッキングバーを外します。
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図 407: アクセス可能な ド ラ イ ブの取り付け

Ê アクセス可能な ド ラ イブを取り付けベイに挿入し、 フ ロン ト パネルのフ
レームにある手前のネジ穴がロ ッ クのセン タ リ ングピンに揃う までゆっ く
り押し込みます。

Ê 93 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を閉じ る」 に記載されて
いるにロ ッキングバーを掛けます。

12.2.3.2 取り付け用ブ ラケ ッ ト の RDX および DAT72 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
への取り付け

I ● このセク シ ョ ンは日本には適用されません。

● 保守作業中にバッ ク ア ッ プ ド ラ イブを交換する際に、 新しい取り付
け用ブ ラケ ッ ト を使用できない場合には、 取り付け用ブ ラケ ッ ト の
交換はスキ ッ プできます。

● バッ ク ア ッ プ ド ラ イブの取り付け用ブ ラケ ッ ト は、 取り付けキ ッ ト  
S26361-F3753-E1 に含まれます （バッ クア ッ プ ド ラ イブ と共に個
別注文）。
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Ê 該当する場合は、 既存の取り付け用ブ ラケ ッ ト をバッ クア ッ プ ド ラ イブか
ら取り外し ます。

図 408: バッ クア ッ プ ド ラ イ ブの取り付け用ブ ラケ ッ ト

図 409: バッ クア ッ プ ド ラ イ ブの取り付け用ブ ラケ ッ ト のネジ穴

Ê 取り付け用ブ ラケ ッ ト には次のよ う なネジ穴の説明が刻印されています。

Ê RDX バッ クア ッ プ ド ラ イブには四角いネジ穴を使用し ます （青色の矢
印を参照）。

Ê DAT72 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブには丸いネジ穴を使用し ます （オレンジ
色の矢印を参照）。
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図 410: 取り付け用ブ ラケ ッ ト を  RDX バッ ク ア ッ プ ド ラ イブへ固定

Ê 図のよ う に、 各ブ ラケ ッ ト に 2 本の M3 x 4.5 mm ネジで、 バッ クア ッ プ ド
ラ イブの取り付け用ブ ラケ ッ ト を RDX バッ クア ッ プ ド ラ イブに固定し ま
す （ネジの ト ルク : 0.6 Nm）。

図 411: 取り付け用ブ ラケ ッ ト を  DAT72 バッ ク ア ッ プ ド ラ イ ブへ固定

Ê 図のよ う に、 各ブ ラケ ッ ト に 2 本の M3 x 4.5 mm ネジで、 バッ クア ッ プ ド
ラ イブの取り付け用ブ ラケ ッ ト を DAT72 バッ クア ッ プ ド ラ イブに固定し
ます （ネジの ト ルク : 0.6 Nm）。
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図 412: 取り付け用ブ ラケ ッ ト が取り付けられた RDX バッ クア ッ プ ド ラ イ ブ

図 413: 取り付け用ブ ラケ ッ ト が取り付けられた DAT72 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ
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12.2.4 アクセス可能な ド ラ イブのケーブル配線

I 以下の割り当て表にあるケーブル配線番号と配線図の項は、 757 ペー
ジ の 「ケーブル配線」 の章にあ り ます。

12.2.4.1 SATA ODD

3.5 インチ HDD 構成

2.5 インチ HDD 構成 （SAS バッ ク プレーン 4 枚、 HDD 最大 8 台）

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 ODD システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

SATA 電源ケーブル
Y3930-V601

6
ODD

（15 ピン SATA）

3.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン １ コ ネク

ター X9
（4 ｃ ピン コネク

ター）

16.2.3

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 ODD システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

SATA 電源ケーブル
Y3930-V601

6
ODD

（15 ピン SATA）

2.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン １ コ ネク

ター X9
（4 ｃ ピン コネク

ター）

16.2.11
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2.5 イ ンチ HDD 構成 （SAS バッ ク プレーン 6/8 枚、 HDD 最大 16/24 台）

Ê 上記の表に示すよ う に、 構成に応じ て SATA と電源ケーブルを接続し ま
す。

図 414: ケーブルの配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 ODD システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

SATA 電源ケーブル
Y3930-V601

6
ODD
（15 ピン SATA）

2.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン 3 コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コ ネク

ター）

16.2.12
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Ê （1） に示すよ う に、 SATA ケーブル T26139-Y3958-V205 を ド ラ イブベイ
に沿ってサーバ底面上のケーブルク ラ ンプを通し て配線し ます。

Ê SATA ケーブルをケーブルホルダーに通し ます （2）。

12.2.4.2 USB バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ

I RDX ド ラ イブの USB ケーブル配線についての注意事項 :

– USB 2.0 RDX ド ラ イブは、 前のケーブル配線のまま USB 3.0 RDX
ド ラ イブに交換できます。

– USB 3.0 RDX ド ラ イブに USB 2.0 ケーブルを接続できますが、 性
能が制限されます。

– USB 3.0 RDX ド ラ イブは、 オンボー ド  USB 2.0 コネク タ に接続で
きますが、 性能が制限されます。

– フルパーフ ォマンスを確保するためには、 USB 3.0 ケーブルを使用
し て USB 3.0 RDX ド ラ イブを USB 3.0 PCI イ ン ターフ ェ ースカー
ド に接続し ます。

– USB 3.0 ケーブルは USB 2.0 RDX ド ラ イブに接続できません。

3.5 インチ HDD 構成

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

USB 2.0 ケーブル
Y3973-V96

21A USB バッ ク ア ッ プ ド

ラ イ ブ

（B 型コ ネク タ）

システムボー ド コネ

ク ター USB INT 1 
（6 ピン コネク ター） 16.2.1

USB 3.0 ケーブル
Y4039-V100

21B
USB 3.0 PCI カー ド

（A 型コ ネク タ）

バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブの電源ケーブル
Y4029-V1

5
USB バッ ク ア ッ プ ド

ラ イ ブ （PATA コ ネ

ク ター）

3.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン １ コ ネク

ター X １ ０

（4 ｃ ピン コネク

ター）

16.2.3
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2.5 イ ンチ HDD 構成 （SAS バッ ク プレーン 4 枚、 HDD 最大 8 台）

2.5 イ ンチ HDD 構成 （SAS バッ ク プレーン 6/8 枚、 HDD 最大 16/24 台）

Ê 上記の表に示すよ う に、 構成に応じ て USB と電源ケーブルを接続し ます。

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

USB 2.0 ケーブル
Y3973-V96

21A USB バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ

（B 型コネク タ）

システムボー ド コネ

ク ター USB INT 1 
（6 ピン コ ネク ター） 16.2.1

USB 3.0 ケーブル
Y4039-V100

21B USB 3.0 PCI カー ド

（A 型コネク タ）

バッ ク ア ッ プ ド ラ イ

ブの電源ケーブル
Y4029-V1

5
USB バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ （PATA コネ

ク ター）

2.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン ２ コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コ ネク

ター）

16.2.11

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

USB 2.0 ケーブル
Y3973-V96

21A USB バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ

（B 型コネク タ）

システムボー ド コネ

ク ター USB INT 1 
（6 ピン コ ネク ター） 16.2.1

USB 3.0 ケーブル
Y4039-V100

21B USB 3.0 PCI カー ド

（A 型コネク タ）

バッ ク ア ッ プ ド ラ イ

ブの電源ケーブル
Y4029-V1

5
USB バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ （PATA コネ

ク ター）

2.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン 4 コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コ ネク

ター）

16.2.12
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図 415: ケーブルの配線

Ê 図のよ う に、 USB ケーブルと電源ケーブルをケーブルク ラ ンプに通し ま
す （矢印を参照）。

12.2.4.3 別の電源ユニ ッ ト の SAS バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ

I この説明は、 次の LTO ド ラ イブの種類に適用し ます。

– LTO3
– LTO4 (Quantum)

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ SAS / 電源

ケーブル Y3969-V401

7
SAS バッ ク ア ッ プ ド

ラ イ ブ （P1、 22 ピ
ン コネク タ）

システムボー ド コネ

ク タ  SAS 1-4
（P2、 36 ピン Mini 
SAS コ ネク タ）1

1 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付けが必須 （698 ページ の 「オンボー ド  SAS 有効化
キーの取り付け」 の項を参照）

16.2.1

バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブの電源ケーブル
Y4029-V1

5 SAS バッ ク ア ッ プ ド

ラ イ ブ

システムボー ド コネ

ク タ  PWR HDD / 
ODD
（P1、 4 ピン コネク

タ、 スペア）

16.2.3
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Ê 上記の表に示すよ う に、 構成に応じ て SAS と電源ケーブルを接続し ます。

図 416: ケーブルの配線

Ê 図のよ う に、 SAS ケーブルと電源ケーブルをケーブルク ラ ンプに通し ま
す （矢印を参照）。

I SAS の電源コネク タ / 電源ケーブル Y3969-V401 （X） は未使用の
ままです。
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12.2.4.4 SAS の電源ユニ ッ ト の SAS バッ クア ッ プ ド ラ イブ

I この説明は、 次の LTO ド ラ イブの種類に適用し ます。

– LTO4 (IBM)
– LTO5
– LTO6

Ê 上記の表に示すよ う に、 構成に応じ て SAS と電源ケーブルを接続し ます。

図 417: ケーブルの配線

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SAS バッ クア ッ プ ド

ラ イ ブ SAS / 電源

ケーブル Y3969-V401
7

SAS バッ ク ア ッ プ ド

ラ イ ブ （P1、 22 ピ
ン コネク タ）

システムボー ド コネ

ク タ  SAS 1-4
（P2、 36 ピン Mini 
SAS コ ネク タ）1

1 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付けが必須 （698 ページ の 「オンボー ド  SAS 有効化
キーの取り付け」 の項を参照）

16.2.1

システムボー ド コネ

ク タ  PWR HDD / 
ODD
（P1、 4 ピン コネク

タ、 スペア）

16.2.3
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Ê 図のよ う に、 SAS ケーブルと電源ケーブルをケーブルク ラ ンプに通し ま
す （矢印を参照）。

12.2.5 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 138 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」
の項に記載されているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け、 取り
外し、 または交換を行った後に、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ
ンで追加構成が必要かど う かを確認し ます。

12.3 ア クセス可能な ド ラ イブの取り外し

12.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 129 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
付ける際にのみ、 取り外す必要があ り ます （564 ページ の 「アク
セス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け」 の項を参照）。 ア
クセス可能な ド ラ イブを取り外し た後に交換する場合は、 フ ロン ト
カバーは取り付けたままに し て く だ さい。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.3.2 アクセス可能な ド ラ イブの取り外し

Ê アクセス可能な ド ラ イブからすべてのケーブルを取り外し ます。

Ê 91 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開 く 」 に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

図 418: アクセス可能な ド ラ イ ブの取り外し
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Ê アクセス可能な ド ラ イブを慎重に取り付けベイから取り外し ます。

Ê 93 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を閉じ る」 に記載されて
いるにロ ッキングバーを掛けます。

12.3.3 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているように、空いているドライブベイにアクセス可能なドライブの
フィラーカバーを取り付けます。

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
ように、フロントカバーにアクセス可能なドライブのフィラーカバーを取
り付けます。

12.3.4 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 138 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」
の項に記載されているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け、 取り
外し、 または交換を行った後に、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ
ンで追加構成が必要かど う かを確認し ます。
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12.4 ア クセス可能な ド ラ イ ブの交換

12.4.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 129 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

I フ ロン ト カバーの取り外しは、 アクセス可能な ド ラ イブを交換する
際には不要です。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.4.2 アクセス可能な ド ラ イブの取り外し

Ê アクセス可能な ド ラ イブからすべてのケーブルを取り外し ます。

Ê 563 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブの取り外し」 の項に記載されて
いるよ う に、 故障し ているアクセス可能な ド ラ イブを取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用ブ
ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.4.3 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け

Ê 550 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブの取り付け」 の項に記載されて
いるよ う に、 空いている ド ラ イブベイに新しい アクセス可能な ド ラ イブ
を取り付けます。

Ê 555 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのケーブル配線」 の項に記載さ
れているよ う に、 すべてのケーブルを元のアクセス可能な ド ラ イブのコネ
ク タに再び取り付けます。

12.4.4 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 138 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」
の項に記載されているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け、 取り
外し、 または交換を行った後に、 バッ ク ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ
ンで追加構成が必要かど う かを確認し ます。
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12.5 マルチベイボ ッ クスの薄型 ODD と  LSD

12.5.1 薄型 ODD または LSD の取り付け

12.5.1.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
外す際にのみ、 取り外す必要があ り ます （549 ページ の 「アクセ
ス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し」 の項を参照）。 マル
チベイボッ クスがサーバに取り付け済みで、 薄型 ODD または LSD 
モジュールを取り付けるために取り外される予定の場合は、 この手
順を省略し ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

Ê マルチベイボ ッ クスがサーバに取り付け済みの場合、 すべてのケーブルを
薄型 ODD または LSD モジュールから取り外し て、 586 ページ の 「マル
チベイボ ッ クスの取り外し」 の項に記載されているよ う にボ ッ ク スを取り
外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

– マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用
ブ ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.5.1.2 薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスへの取り付け

Ê 580 ページ の図 431 に示すよ う に、 ロ ッ キングタ ブを押し上げて、 薄型 
ODD ダ ミ ーモジュールを外し ます。

Ê マルチベイモジュールの内側から、 ODD ダ ミ ーモジュールを押し てベイ
から引き出し ます。

図 419: 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールの分解

Ê 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト （金属部分） を薄型 ODD 取り付けフ レーム
（A3C40053093-R） から切り離し （1）、 取り外し ます （2）。
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図 420: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （A）

Ê 薄型 ODD を薄型 ODD 取り付けフ レームに合わせます。

Ê フ レームの 4 本のピン （丸で囲んだ部分） がド ラ イブのネジ穴にはま って
いる こ と を確認し ます。

図 421: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （B）

Ê ODD が取り付けフ レームに図のよ う に正し く 取り付けられている こ と を
確認し ます。
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図 422: 薄型 ODD モジュールのマ ルチベイボ ッ ク スへの取り付け

Ê 薄型 ODD モジュールをマルチベイボッ クスに挿入し て （1）、 ロ ッ ク レ
バー （2） が固定されるまで押し込みます。
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図 423: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （B）

Ê ケーブルを 薄型 ODD に接続し ます ：

# ケーブル
配線番号1

1 ケーブル配線番号は 757 ページ の 「使用ケーブルのリ ス ト 」 の項に対応し ます。

ケーブル

1 8A / 8B 薄型 ODD SATA 電源ケーブル
（T26139-Y3986-V302 / T26139-Y3986-V305）

2 20 SATA ケーブル
（T26139-Y3958-V205）
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12.5.1.3 LSD モジュールのマルチベイボ ッ クスへの取り付け

図 424: LSD モジ ュールの 3.5 イ ンチ取り付けフ レームへの挿入

Ê 前面から、 LSD モジュールを 3.5 イ ンチ取り付けフ レーム （C26361-
K644-B437-*-Y155） にロ ッキングラ ッ チがはまるまでスラ イ ド させます
（丸で囲んだ部分）。

図 425: 3.5 イ ンチ取り付けフ レームのマルチベイボ ッ ク スへの取り付け （A）
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Ê 背面から、 3.5 インチ取り付けフ レームをマルチベイボッ クスにスラ イ ド
させます。

図 426: 3.5 イ ンチ取り付けフ レームのマルチベイボ ッ クスへの取り付け （B）

Ê 取り付けフ レームをマルチベイボ ッ ク スの両側に 2 本のネジ （M3 x 6 
mm） で固定し ます。

Ê マルチベイボ ッ クスをシャーシに取り付ける前に、 LSD ケーブルを LSD 
モジュールに接続し ます。

12.5.1.4 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し

アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーを取り付けベイ  
1 から取り外し ます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。

ケーブル
配線番号1

1 ケーブル配線番号は 757 ページ の 「使用ケーブルのリ ス ト 」 の項に対応し ます。

ケーブル

14 LSD ケーブル
（T26139-Y3718-V301）
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アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブのカバーを取り付けベイ  1 から取り外し
ます。

12.5.1.5 マルチベイの取り付け

図 427: 取り付け用ブ ラケ ッ ト の位置の確認

Ê 目的のアクセス可能な ド ラ イブベイにある 4 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト が
曲がっていないこ と を確認し ます。 必要に応じ て、 次の手順に従います。

Ê ド ラ イバを使用し て、 上部取り付けベイの取り付け用ブ ラケ ッ ト を内
側に曲げ、 側面がベイの壁と水平になるよ う にし ます （拡大された部
分を参照）。

Ê 上部の 2 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト を下に曲げます （青色の丸で囲ん
だ部分）。

Ê 下部の 2 つの取り付け用ブ ラケ ッ ト を上に曲げます （オレンジ色の丸
で囲んだ部分）。
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Ê 91 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開 く 」 に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

図 428: ルチベイボ ッ クスの取り付け

Ê マルチベイボ ッ クスを取り付けベイ  1 に挿入し、 フ ロン ト パネルのフ レー
ムにある手前のネジ穴がロ ッ クのセン タ リ ングピンに揃う までゆっ く り押
し込みます。

Ê 93 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を閉じ る」 に記載されて
いるにロ ッキングバーを掛けます。

12.5.1.6 薄型 ODD および LSD のケーブル接続

I 以下の割り当て表にあるケーブル配線番号と配線図の項は、 757 ペー
ジ の 「ケーブル配線」 の章にあ り ます。
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薄型 SATA ODD

Local Service Display （LSD）

Ê LSD、 SATA、 電源ケーブルを、 上記の表に示すよ う に接続し ます。

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 薄型 ODD
システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

薄型 ODD SATA 電源

ケーブル
Y3986-V302

8A / 8B 薄型 ODD
（15 ピン SATA）

3.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン 2 コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コ ネク

ター）

16.2.6
16.2.4

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

LSD ケーブル
Y3718-V301

14 LSD システムボー ド コネ

ク ター SMB 1
16.2.1
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図 429: ケーブルの配線

Ê 示すよ う に、 SATA ケーブル T26139-Y3958-V205 を ド ラ イブベイに沿っ
てサーバ底面上のケーブルク ラ ンプを通し て配線し ます。

Ê SATA ケーブルをケーブルホルダーに通し ます。

12.5.1.7 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.5.2 薄型 ODD または LSD の取り外し

12.5.2.1 準備手順

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
付ける際にのみ、 取り外す必要があ り ます （564 ページ の 「アク
セス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け」 の項を参照）。 薄
型 ODD または LSD モジュールを取り外し た後にマルチベイ を再び
取り付ける場合は、 この手順を省略し ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.5.2.2 マルチベイボッ クスの取り外し

Ê すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外し ます。

Ê LSD ケーブルをシステムボー ド コネク タ  SMB 1 から取り外し ます。

Ê 91 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を開 く 」 に記載されてい
るにロッキングバーを外します。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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図 430: ルチベイボ ッ クスの取り外し

Ê マルチベイボ ッ クスを慎重に取り付けベイから取り外し ます。

Ê 93 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を閉じ る」 に記載されて
いるにロ ッキングバーを掛けます。
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12.5.2.3 薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスからの取り外し

図 431: 薄型 ODD のマルチベイボ ッ ク スからの取り外し

Ê ロ ッ キングタ ブを押し上げて、 薄型 ODD モジュールを外し ます （1）。

Ê マルチベイモジュールの内側から、 薄型 ODD モジュールを押し てベイか
ら引き出し ます （2）。
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図 432: 薄型 ODD を取り付けフ レームから取り外し ます

Ê 薄型 ODD を取り付けフ レームから切り離し て （1）、 取り外し ます （2）。

図 433: 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト の取り付けフ レームへの取り付け
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Ê 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト を薄型 ODD 取り付けフ レームに合わせます。

Ê フ レームの 4 本のピン （矢印を参照） がダ ミ ーイ ンサー ト の側面の穴には
ま っている こ と を確認し ます。

Ê 570 ページ の図 422 に示すよ う に、 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールをマルチ
ベイボ ッ クスに挿入し て、 ロ ッ ク レバーが固定されるまで押し込みます。

12.5.2.4 LSD モジュールのマルチベイボ ッ クスからの取り外し

図 434: 3.5 イ ンチ取り付けフ レームのマルチベイボ ッ ク スからの取り外し （A）

Ê マルチベイボ ッ クスの両側の 2 本のネジを取り外し て、 3.5 インチ取り付
けベイ を切り離し ます。
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図 435: 3.5 イ ンチ取り付けフ レームのマルチベイボ ッ クスからの取り外し （B）

Ê 図のよ う に、 3.5 イ ンチ取り付けフ レームをマルチベイボ ッ クスから スラ
イ ド させて取り外し ます。

図 436: LSD モジ ュールの 3.5 イ ンチ取り付けフ レームからの取り外し
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Ê ロ ッ キングラ ッ チを押し て （拡大された部分を参照）、 LSD モジュールを
切り離し ます （1）。

Ê LSD モジュールを 3.5 イ ンチ取り付けフ レームから引き出し ます （2）。

Ê 取り外し た LSD モジュールを新しいモジュールと交換し ない場合は、
LSD ダ ミ ーカバーを再び取り付けます。

12.5.2.5 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け

I 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスをシステムに再度取り付
ける場合は、 以下の説明は該当し ません。 300 ページ の 「3.5 インチ 
HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け」 の項に記載されている
手順に従います。

アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバー （C26361-
K644-C933） を空の取り付けベイ  1 に取り付けます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。

アクセス可能な ド ラ イブカバーの取り付け

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブのカバー （C26361-K644-C60） を フ ロ
ン ト カバーの取り付けベイ  1 に取り付けます。
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12.5.2.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

12.5.3 薄型 ODD または LSD の交換

12.5.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

I フ ロン ト カバーの取り外しは、 マルチベイボ ッ ク スの薄型 ODD ま
たは LSP を交換する際には不要です。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

– マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用
ブ ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.5.3.2 マルチベイボッ クスの取り外し

Ê すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外し ます。

Ê LSD ケーブルをシステムボー ド コネク タ  SMB 1 から取り外し ます。

Ê 586 ページ の 「マルチベイボ ッ ク スの取り外し」 に記載されているよ う
に、 サーバから マルチベイボッ クスを取り外し ます。

12.5.3.3 薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスからの取り外し

Ê 580 ページ の 「薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスからの取り外し」 の項に
記載されているよ う に、 故障のある薄型 ODD をマルチベイボ ッ クスから
取り外し ます。

12.5.3.4 LSD モジュールのマルチベイボ ッ クスからの取り外し

Ê 582 ページ の 「LSD モジュールのマルチベイボ ッ ク スからの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 マルチベイボ ッ クスから故障し ている 
LSD モジュールを取り外し ます。

12.5.3.5 薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスへの取り付け

Ê 586 ページ の 「薄型 ODD のマルチベイボ ッ クスへの取り付け」 の項に記
載されているよ う に、 新しい薄型 ODD をマルチベイボ ッ クスに取り付け
ます。

12.5.3.6 LSD モジュールのマルチベイボ ッ クスへの取り付け

Ê 572 ページ の 「LSD モジュールのマルチベイボ ッ ク スへの取り付け」 の
項に記載されているよ う に、 マルチベイボ ッ クスに新しい LSD モジュー
ルを取り付けます。

12.5.3.7 マルチベイボッ クスの取り付け

Ê 574 ページ の 「マルチベイの取り付け」 の項に記載されているよ う に、
マルチベイボ ッ クスを再び取り付けます。

12.5.3.8 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」
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Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 138 ページ の 「バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ ンの検証と設定」
の項に記載されているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブの取り付け、 取り
外し、 または交換を行った後に、 バッ クア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アソ リ ューシ ョ
ンで追加構成が必要かど う かを確認し ます。

12.6 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） 拡張ボ ッ クスの
薄型 ODD および LSD

12.6.1 薄型 ODD または LSD の取り付け

12.6.1.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
外す際にのみ、 取り外す必要があ り ます （549 ページ の 「アクセ
ス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し」 の項を参照）。 HDD 
拡張ボ ッ クスがサーバに取り付け済みで、 薄型 ODD または LSD モ
ジュールを取り付けるために取り外される予定の場合は、 この手順
を省略し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用ブ
ラケ ッ ト を曲げるため）
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Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

Ê HDD 拡張ボ ッ ク スがサーバに取り付け済みの場合、 すべてのケーブルを 
HDD バッ ク プレーンおよびアクセス可能なデバイスから取り外し て、
295 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」
の項に記載されているよ う に拡張ボ ッ ク スを取り外し ます。

12.6.1.2 薄型 ODD の拡張ボ ッ クスへの取り付け

図 437: 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールの取り外し

Ê ロ ッ キングタ ブを押し上げて、 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールを外し ます
（1）。

Ê HDD 拡張ボ ッ ク スの内側から、 ODD ダ ミ ーモジュールを押し てベイから
引き出し ます （2）。
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図 438: 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールの分解

Ê 薄型 ODD ダ ミ ーインサー ト （金属部分） を薄型 ODD 取り付けフ レーム
（A3C40053093-R） から切り離し （1）、 取り外し ます （2）。

図 439: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （A）

Ê 薄型 ODD を薄型 ODD 取り付けフ レームに合わせます。

Ê フ レームの 4 本のピン （丸で囲んだ部分） がド ラ イブのネジ穴にはま って
いる こ と を確認し ます。
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図 440: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （B）

Ê ODD が取り付けフ レームに図のよ う に正し く 取り付けられている こ と を
確認し ます。
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図 441: 薄型 ODD の取り付けフ レームへの取り付け （B）

Ê ケーブルを 薄型 ODD に接続し ます ：

# ケーブル
配線番号1

1 ケーブル配線番号は 757 ページ の 「使用ケーブルのリ ス ト 」 の項に対応し ます。

ケーブル

1 8A / 8B 薄型 ODD SATA 電源ケーブル
（T26139-Y3986-V302 / T26139-Y3986-V305）

2 20 SATA ケーブル
（T26139-Y3958-V205）
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図 442: 薄型 ODD モジュールの HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

Ê 薄型 ODD モジュールを HDD 拡張ボ ッ クスに挿入し て、 ロ ッ ク レバー
（拡大された部分を参照） が固定されるまで押し込みます。
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12.6.1.3 LSD モジュールの HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

図 443: LSD ダ ミ ーカバープレー ト の取り外し （A）

Ê LSD ダ ミ ーカバープレー ト （1） をそっ と曲げて、 右端から取り外し ます
（2）。
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図 444: LSD ダ ミ ーカバープレー ト の取り外し （B）

Ê LSD カバープレー ト を開いて （1） 取り外し ます （2）。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 595

アクセス可能な ド ラ イブ

図 445: LSD モジ ュールの挿入

Ê LSD モジュールを取り付けベイに差し込み、 所定の位置に固定されるま
で押し込みます。

Ê 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスをシャーシに取り付ける前
に、 LSD ケーブルを LSD モジュールに接続し ます。

ケーブル
配線番号1

1 ケーブル配線番号は 757 ページ の 「使用ケーブルのリ ス ト 」 の項に対応し ます。

ケーブル

14 LSD ケーブル
（T26139-Y3718-V301）
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12.6.1.4 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し

アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーを取り付けベイ  
2 と  3 から取り外し ます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。

アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブカバーを取り付けベイ  2 と  3 から取り外
し ます。

12.6.1.5 3.5 インチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け

Ê アクセス可能な ド ラ イブ取り付け用ブ ラケ ッ ト を用意し て、 292 ページ 
の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」 の項に記載
されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスを取り
付けベイ  2 と  3 に取り付けます。

12.6.1.6 薄型 ODD および LSD のケーブル接続

I HDD 拡張ボ ッ クスバッ ク プレーンでの SAS 配線については、
288 ページ の 「HDD 拡張ボ ッ ク ス」 の項を参照し て く だ さい。

以下の割り当て表にあるケーブル配線番号と配線図の項は、 757 ペー
ジ の 「ケーブル配線」 の章にあ り ます。
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薄型 SATA ODD

Local Service Display （LSD）

Ê LSD、 SATA、 電源ケーブルを、 上記の表に示すよ う に接続し ます。

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 薄型 ODD
システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

薄型 ODD SATA 電源

ケーブル
Y3986-V302

8 薄型 ODD
（15 ピン SATA）

3.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン 2 コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コネク

ター）

16.2.6
16.2.4

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

LSD ケーブル
Y3718-V301

14 LSD[LSD] システムボー ド コネ

ク ター SMB 1
16.2.1
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図 446: ケーブルの配線

Ê SATA ケーブル T26139-Y3958-V205 を ド ラ イブベイに沿ってサーバ底面
上のケーブルク ラ ンプを通し て配線し ます。

Ê SATA ケーブルをケーブルホルダーに通し ます。

12.6.1.7 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.6.2 薄型 ODD または LSD の取り外し

12.6.2.1 準備手順

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
付ける際にのみ、 取り外す必要があ り ます （564 ページ の 「アク
セス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け」 の項を参照）。 薄
型 ODD または LSD モジュールを取り外し た後に HDD 拡張ボ ッ ク
スを再び取り付ける場合は、 この手順を省略し ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.6.2.2 3.5 イ ンチの HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスの取り外し

Ê 295 ページ の 「3.5 インチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ
クスを取り付けベイ  2 と  3 から取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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12.6.2.3 薄型 ODD の拡張ボ ッ クスからの取り外し

図 447: 薄型 ODD の取り外し

Ê ロ ッ キングタ ブを押し上げて、 薄型 ODD モジュールを外し ます （1）。

Ê HDD 拡張ボ ッ ク スの内側から、 薄型 ODD モジュールを押し てベイから引
き出し ます （2）。
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図 448: 薄型 ODD を取り付けフ レームから取り外し ます。

Ê 薄型 ODD を取り付けフ レームから切り離し て （1）、 取り外し ます （2）。

図 449: 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト の取り付けフ レームへの取り付け （B）
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Ê 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト を薄型 ODD 取り付けフ レームに合わせます。

Ê フ レームの 4 本のピン （矢印を参照） がダ ミ ーイ ンサー ト の側面の穴には
ま っている こ と を確認し ます。

図 450: 薄型 ODD モジュールの HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

Ê 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールを HDD 拡張ボ ッ クスに挿入し て （1）、 ロ ッ
ク レバー （2） が固定されるまで押し込みます。
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12.6.2.4 LSD モジュールの拡張ボッ クスからの取り外し

図 451: LSD モジ ュールの取り外し

Ê 拡張ボ ッ ク スの背面から、 ロ ッキングラ ッ チ （拡大された部分を参照） を
押し て LSD モジュールを取り外し ます （1）。

Ê HDD 拡張ボ ッ クスの内側から、 LSD モジュールを押し てベイから引き出
し ます （2）。
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図 452: 薄型 ODD を取り付けフ レームから取り外し ます。

Ê LSD ダ ミ ーカバープレー ト の片方の端を、 図のよ う に LSD スロ ッ ト （1）
に合わせます。

Ê ダ ミ ーカバープレー ト を折り畳みます （2）。
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図 453: 薄型 ODD ダ ミ ーイ ンサー ト の取り付けフ レームへの取り付け （B）

Ê LSD ダ ミ ーカバープレー ト （1） をそっ と曲げて、 も う片方の端を LSD ス
ロ ッ ト （2） に合わせます。

12.6.2.5 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け

I 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボッ クスをシステムに再度取り付
ける場合は、 以下の説明は該当し ません。 292 ページ の 「3.5 イ ンチ 
HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」 の項に記載されている
手順に従います。

アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバー （C26361-K644-
C933） を空の取り付けベイ 2 と 3 に取り付けます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。
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アクセス可能な ド ラ イブカバーの取り付け

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブのカバー （C26361-K644-C60） を フ ロ
ン ト カバーの取り付けベイ  2 と  3 に取り付けます。

12.6.2.6 3.5 インチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け

Ê 3.5 インチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スをシステムに再び取り付け
る場合は、 アクセス可能な ド ラ イブ取り付け用ブ ラケ ッ ト を用意し て、
292 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」
の項に記載されているよ う に、 拡張ボ ッ クスを取り付けベイ  2 と  3 に取り
付けます。

12.6.2.7 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.6.3 薄型 ODD または LSD の交換

12.6.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

I フ ロン ト カバーの取り外しは、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡
張ボ ッ ク スの薄型 ODD または LSP を交換する際には不要です。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.6.3.2 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスの取り外し

Ê 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ クスバッ ク プレーンから、 すべ
てのケーブルを取り外し ます。

Ê すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外し ます。

Ê LSD ケーブルをシステムボー ド コネク タ  SMB 1 から取り外し ます。

Ê 295 ページ の 「3.5 インチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ
クスをサーバから取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用ブ
ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.6.3.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスからの取り外し

Ê 600 ページ の 「薄型 ODD の拡張ボ ッ クスからの取り外し」 の項に記載さ
れているよ う に、 故障のある薄型 ODD を 3.5 インチ HDD （最大 2 台） の
拡張ボ ッ クスから取り外し ます。

12.6.3.4 LSD モジュールの HDD 拡張ボッ クスからの取り外し

Ê 603 ページ の 「LSD モジュールの拡張ボッ クスからの取り外し」 の項に
記載されているよ う に、 故障のある LSD モジュールを 3.5 イ ンチ HDD 
（最大 2 台） の拡張ボ ッ クスから取り外し ます。

12.6.3.5 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

Ê 588 ページ の 「薄型 ODD の拡張ボ ッ クスへの取り付け」 の項に記載され
ているよ う に、 新しい薄型 ODD を 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張
ボッ クスに取り付けます。

12.6.3.6 LSD モジュールの HDD 拡張ボッ クスへの取り付け

Ê 593 ページ の 「LSD モジュールの HDD 拡張ボ ッ ク スへの取り付け」 の項
に記載されているよ う に、 新しい LSD モジュールを 3.5 インチ HDD （最
大 2 台） の拡張ボ ッ ク スに取り付けます。

12.6.3.7 3.5 インチの HDD （最大 2 台） の拡張ボッ クスの取り付け

Ê 292 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡張ボッ
ク スを再び取り付けます。

12.6.3.8 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.7 3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） 拡張ボ ッ クスの
薄型 ODD

12.7.1 薄型 ODD の取り付け

12.7.1.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
外す際にのみ、 取り外す必要があ り ます （549 ページ の 「アクセ
ス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し」 の項を参照）。 HDD 
拡張ボ ッ クスがサーバに取り付け済みで、 薄型 ODD または LSD モ
ジュールを取り付けるために取り外される予定の場合は、 この手順
を省略し ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

Ê HDD 拡張ボ ッ クスがサーバに取り付け済みの場合、 すべてのケーブルを 
HDD バッ ク プレーンから取り外し て、 303 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD
（最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」 の項に記載されているよ う に拡
張ボ ッ ク スを取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

– マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用
ブ ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.7.1.2 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

図 454: 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト の取り外し

Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト から  2 本のネジを取り外し ます。

Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト を取り外し ます。
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図 455: 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト の ODD への取り付け （A）

Ê 薄型 ODD を裏返し ます。

Ê 図のよ う に取り付け用ブ ラケ ッ ト を薄型 ODD に合わせます。

Ê 取り付け用ブ ラケ ッ ト の 2 本のピン （P） がド ラ イブのネジ穴に正し く は
ま っている こ と を確認し ます。

図 456: 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト の ODD への取り付け （B）
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Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト が図のよ う に正し く はまっている こ と を
確認し ます。

図 457: 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け （A）

Ê 薄型 ODD の左端の 2 つのラ ッ チを、 図のよ う に 3.5 イ ンチ HDD （最大 4
台） の拡張ボ ッ クスに掛けます （拡大された部分を参照）。
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図 458: 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け （B）

Ê 薄型 ODD を折り返し て閉じ ます。
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図 459: 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け （C）

Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト を、 M3 x 4.5 mm の 2 本のネジで 3.5 イ
ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スに固定し ます。
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図 460: 薄型 ODD ダ ミ ーモジュールの取り外し

Ê ケーブルを 薄型 ODD に接続し ます ：

12.7.1.3 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し

アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバーの取り外し

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーを取り付けベイ  
1、 2、 3 から取り外し ます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。

# ケーブル
配線番号1

1 ケーブル配線番号は 757 ページ の 「使用ケーブルのリ ス ト 」 の項に対応し ます。

ケーブル

1 8A / 8B 薄型 ODD SATA 電源ケーブル
（T26139-Y3986-V302 / T26139-Y3986-V305）

2 20 SATA ケーブル
（T26139-Y3958-V205）
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アクセス可能な ド ラ イブのカバーの取り外し

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブのカバーを取り付けベイ  1、 2、 3 から取
り外し ます。

12.7.1.4 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け

Ê アクセス可能な ド ラ イブ取り付け用ブ ラケ ッ ト を用意し て、 300 ページ 
の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」 の項に記載
されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスを取り
付けベイ  1、 2、 3 に取り付けます。

12.7.1.5 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへのケーブル接続

I HDD 拡張ボ ッ クスバッ ク プレーンでの SAS 配線については、
288 ページ の 「HDD 拡張ボ ッ ク ス」 の項を参照し て く だ さい。

以下の割り当て表にあるケーブル配線番号と配線図の項は、 757 ペー
ジ の 「ケーブル配線」 の章にあ り ます。

Ê SATA と電源ケーブルを、 上記の表に示すよ う に接続し ます。

ケーブル
(T26139-)

ケーブ

ル配線

リ ス ト

番号

接続元 接続先
ケーブル

図

SATA ケーブル
Y3928-V205

20 薄型 ODD
システムボー ド コネ

ク ター SATA 1
16.2.1

薄型 ODD SATA 電源

ケーブル
Y3986-V302

8A / 8B 薄型 ODD
（15 ピン SATA）

3.5 イ ンチ HDD バッ

ク プレーン 2 コネク

ター X9
（4 ｃ ピン コ ネク

ター）

16.2.4
16.2.6
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図 461: ケーブルの配線

Ê SATA ケーブル T26139-Y3958-V205 を ド ラ イブベイに沿ってサーバ底面
上のケーブルク ラ ンプを通し て配線し ます。

Ê SATA ケーブルをケーブルホルダーに通し ます。

12.7.1.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.7.2 薄型 ODD の取り外し

12.7.2.1 準備手順

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは、 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーを取り
付ける際にのみ、 取り外す必要があ り ます （564 ページ の 「アク
セス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け」 の項を参照）。 薄
型 ODD を取り外し た後に HDD 拡張ボ ッ クスを再び取り付ける場
合は、 この手順を省略し ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

12.7.2.2 3.5 インチの HDD （最大 4 台） の拡張ボッ クスの取り外し

Ê 303 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボッ
ク スを取り付けベイ 1、 2、 3 から取り外し ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラ ス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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12.7.2.3 薄型 ODD の拡張ボッ クスからの取り外し

図 462: 薄型 ODD の拡張ボ ッ クスからの取り外し （A）

Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト から  2 本のネジを取り外し ます。
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図 463: 薄型 ODD の拡張ボ ッ ク スからの取り外し （B）

Ê 図のよ う に薄型 ODD を持ち上げて （1） 取り外し （2） ます。

図 464: 取り付けフ レームを薄型 ODD からの取り出し

Ê 薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト を薄型 ODD から取り外し ます。
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図 465: 薄型 ODD 取り付けフ レームの HDD 拡張ボ ッ ク スへの再取り付け

Ê 取り外し た薄型 ODD を新し い ド ラ イブ と交換し ない場合は、 薄型 ODD 
取り付け用ブ ラケ ッ ト を 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スに
再度取り付けます。

薄型 ODD 取り付け用ブ ラケ ッ ト を、M3 x 4.5 mm の 2 本のネジで HDD 拡
張ボ ッ ク スに固定し ます。
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12.7.2.4 アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け

I 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスをシステムに再度取り付
ける場合は、 以下の説明は該当し ません。 300 ページ の 「3.5 インチ 
HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け」 の項に記載されている
手順に従います。

アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーの取り付け

Ê 94 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのフ ィ ラーカバー」 の項に記載さ
れているよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバー （C26361-K644-
C933） を空の取り付けベイ 1、 2、 3 に取り付けます。

V 注意 !

該当する EMC 指令に準拠し、 かつ冷却要件を満たすために、 使用
し ていない ド ラ イブベイにフ ィ ラーカバーを必ず装着し て く だ さ
い。

アクセス可能な ド ラ イブカバーの取り付け

Ê 96 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのカバー」 の項に記載されている
よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブのカバー （C26361-K644-C60） を フ ロ
ン ト カバーの取り付けベイ  1、 2、 3 に取り付けます。

12.7.2.5 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け

Ê 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スをシステムに再び取り付け
る場合は、 アクセス可能な ド ラ イブ取り付け用ブ ラケ ッ ト を用意し て、
300 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」
の項に記載されているよ う に、 拡張ボッ クスを取り付けベイ  1、 2、 3 に取
り付けます。

12.7.2.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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12.7.3 薄型 ODD の交換

12.7.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 128 ページ の 「バッ クア ッ プおよび光デ ィ スク メ デ ィ アの取り出し」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

I フ ロン ト カバーの取り外しは、 3.5 イ ンチ HDD （最大 2 台） の拡
張ボ ッ ク スの薄型 ODD または LSP を交換する際には不要です。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

– マイナス ド ラ イバ （アクセス可能な ド ラ イブの取り付け用
ブ ラケ ッ ト を曲げるため）
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12.7.3.2 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り外し

Ê 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スバッ ク プレーンから、 すべ
てのケーブルを取り外し ます。

Ê すべてのケーブルを薄型 ODD から取り外し ます。

Ê 303 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボッ
ク スをサーバから取り外し ます。

12.7.3.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスからの取り外し

Ê 619 ページ の 「薄型 ODD の拡張ボ ッ クスからの取り外し」 の項に記載さ
れているよ う に、 故障のある薄型 ODD を 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の
拡張ボ ッ クスから取り外し ます。

12.7.3.4 薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ クスへの取り付け

Ê 624 ページ の 「薄型 ODD の HDD 拡張ボ ッ ク スへの取り付け」 の項に記
載されているよ う に、 新しい薄型 ODD を 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の
拡張ボ ッ クスに取り付けます。

12.7.3.5 3.5 インチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ クスの取り付け

Ê 300 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボ ッ ク スの取り付け」
の項に記載されているよ う に、 3.5 イ ンチ HDD （最大 4 台） の拡張ボッ
ク スを再び取り付けます。

12.7.3.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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13 フ ロン ト パネルと外部コネク タ

この章では、 フ ロン ト パネルモジュールと オプシ ョ ンの前面 LAN コネク タ
ボー ド および前面 VGA コネク タの交換方法について説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● フ ロン ト パネルモジュールをサーバに挿入する際は、 接続されてい
るケーブルをはさんだ り、 引っ張った り し ないよ う に注意し て く だ
さ い。

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。
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13.1 フ ロン ト パネルモジ ュールの交換

システム情報のバッ クア ッ プ / 復元に関する注意事項

I フ ロン ト パネルモジュールには、 サーバ名やモデル、 サーバ本体のタ
イプ、 シ リ アル番号、 製造データ などのシステム情報が格納されてい
るシャーシ ID EPROM が装着されています。

システムボー ド の交換時にデフ ォル ト 以外の設定が損失し ないよ う に、
重要なシステム構成データのバッ ク ア ッ プ コ ピーがシステムボー ド  
NVRAM から シャーシ ID EPROM に自動的に保存されます。 システム
ボー ド を交換し た後、 バッ クア ッ プデータはシャーシ ID ボー ド から新
しいシステムボー ド に復元されます。

V 注意 !

このよ う な理由から、 フ ロン ト パネルモジュールと システムボー ド は
同時に交換し ないで く だ さい ! 同時に交換する と、 システムボー ド へ
のシステム構成データの復元が失敗し ます。

13.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : 工具不要
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Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

13.1.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

13.1.2.1 システムボー ドからのフ ロン ト パネルケーブルの取り外し

図 466: 前面 LAN ボー ド の取り外し

Ê 前面 LAN ボー ド がある場合は、 システムボー ド から取り外し ます。

Ê 前面 LAN ボー ド ホルダーのロ ッキングラ ッ チを押し込みます （1、 拡
大された部分を参照）。

Ê ロ ッキングラ ッ チを押し ながら、 前面 LAN ボー ド を ソケ ッ ト から抜き
ます （2）。



628 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

フ ロン ト パネルと外部コネク タ

図 467: 前面 LAN ケーブルの取り外し

Ê 前面 LAN ボー ドから前面 LAN ケーブルを取り外し ます。

Ê 前面 LAN ボー ド をシャーシから取り外し て脇に置きます。

図 468: 前面の VGA ケーブルの取り外し

Ê 前面 VGA ケーブルがある場合は、 システムボー ドから取り外し ます （拡
大された部分を参照）。
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図 469: フ ロン ト パネルモジュールのケーブルの取り外し

Ê システムボー ドから フ ロン ト パネルケーブルを取り外し ます （拡大された
部分を参照）。

Ê フ ロン ト パネルケーブルをケーブルガイ ドから取り外し ます。
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13.1.2.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

図 470: フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

I フ ロン ト パネルモジュールを交換するためにフ ロン ト カバー （タワー
サーバ） またはラ ッ ク取り付けフ レーム （ラ ッ クサーバ） を取り外す
必要はあ り ません。 図では、 フ ロン ト カバーまたはラ ッ ク取り付けフ
レームは、 図示の目的のためのみに取り外されています。

Ê ロ ッ キングラ ッ チを押し て、 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク を外し ます
（1）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ キングバーを持ち上げます （2）。
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I フ ロン ト パネルと アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク解除と固定につい
ては、 タワーサーバの例で説明されています。 ラ ッ クサーバの場合、
アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ クはド ラ イブベイの側面にあ り ます。
この場合、 以下の手順に従います。

図 471: フ ロン ト パネルモジ ュールの取り外し （ラ ッ ク システム）

Ê ロ ッキングラ ッ チを持ち上げて、 アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク
を外し ます （1）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク開きます （2）。
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13.1.2.3 フ ロン ト パネルモジュールからのケーブルの取り外し

図 472: フ ロン ト パネルケーブルの取り外し

Ê 図のよ う に、 故障し たフ ロン ト パネルモジュールから フ ロン ト パネルケー
ブルを取り外し ます。

Ê 故障し たフ ロン ト パネルモジュールに前面 LAN コネク タが取り付けられ
ている場合は、 653 ページ の 「前面 LAN コネク タの取り外し」 の項に記
載されているよ う に、 ケーブルを取り外し ます。

Ê 故障し たフ ロン ト パネルモジュールに前面 VGA コネク タが取り付けられ
ている場合は、 664 ページ の 「前面 VGA コネク タの取り外し」 の項に記
載されているよ う に、 ケーブルを取り外し ます。
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13.1.3 フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換

I オプシ ョ ンの前面 LAN コネク タ または前面 VGA コネク タ を取り付け
た り取り外し た り する場合に、 フ ロン ト パネルモジュールカバーを交
換し て取り付ける必要があ り ます。

13.1.3.1 フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換

図 473: フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り外し （A）

Ê フ ロン ト パネルモジュールカバーの左側にあるロ ッキングラ ッ チを押し込
み、 ロ ッ ク機構を外し ます （1）。

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルモジュールカバーの左サイ ド を開けます
（2）。

Ê 右側のロ ッキングラ ッ チを外し て、 フ ロン ト パネルモジュールカバーを取
り外し ます （3）。
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図 474: フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り外し （B）

Ê フ ロン ト パネルフ レームから フ ロン ト パネルモジュールカバーを取り外し
ます （1）。

13.1.3.2 フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け

図 475: フ ロン ト パネルモジュールの取り付け
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Ê フ ロン ト パネルモジュールカバーの右側にあるロ ッキングラ ッ チを、 フ ロ
ン ト パネルフ レームにはめ込みます （1）。

Ê 左側のロ ッキングラ ッ チがフ ロン ト パネルフ レームに固定されるまで
（3）、 フ ロン ト パネルモジュールカバーをはめ込みます （2）。

13.1.4 フ ロン ト パネルモジュールの取り付け

13.1.4.1 フ ロン ト パネルモジュールへのケーブルの接続

Ê 前面 LAN コネク タ を新し いフ ロン ト パネルモジュールに取り付ける場合
は、 643 ページ の 「前面 LAN コネク タの取り付け」 の項に記載されてい
るよ う に、 前面 LAN ケーブルを取り付けます。

Ê 前面 VGA コネク タ を新しいフ ロン ト パネルモジュールに取り付ける場合
は、 657 ページ の 「前面 VGA コネク タの取り付け」 の項に記載されてい
るよ う に、 前面 LAN ケーブルを取り付けます。

図 476: フ ロン ト パネルケーブルの接続

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルケーブルを新し いフ ロン ト パネルモジュール
に接続し ます。
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13.1.4.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り付け

図 477: フ ロン ト パネルモジュールの取り付け

Ê フ ロン ト パネルモジュールを取り付けベイに挿入し、 フ ロン ト パネルフ
レームにある前面のネジ穴がロ ッキングバーのセン タ リ ングピンに合う ま
で、 ゆっ く り と押し込みます。
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図 478: フ ロン ト パネルモジュールの固定

Ê ロ ッキングバーを閉じ てロ ッ ク し ます。
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I フ ロン ト パネルと アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ ク解除と固定につい
ては、 タワーサーバの例で説明されています。 ラ ッ クサーバの場合、
アクセス可能な ド ラ イブのロ ッ クはド ラ イブベイの側面にあ り ます。
この場合、 以下の手順に従います。

図 479: フ ロン ト パネルモジュールの固定 （ラ ッ クシステム）

Ê ロ ッキングバーを閉じ てロ ッ ク し ます。
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13.1.4.3 システムボー ドへのフ ロン ト パネルケーブルの接続

図 480: フ ロン ト パネルケーブルの固定

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルケーブルをケーブルガイ ドへ通し ます。
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図 481: システムボー ド へのフ ロン ト パネルケーブルの接続

Ê フ ロン ト パネルケーブルと前面 VGA ケーブルを接続し ます （システム
ボー ド に該当する場合）。

# コネク タ ケーブル

1 フ ロン ト パネル フ ロン ト パネルケーブル T26139-Y4015-V1

2 FRONT VGA 前面 VGA ケーブル T26139-Y3994-V101
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図 482: 前面 LAN ボー ド に前面 LAN ケーブルの接続

Ê 該当する場合は、前面 LAN ボー ド  D2935 に前面 LAN ケーブルを接続し ま
す。

図 483: システムボー ド への前面 LAN ボー ド の接続

Ê 該当する場合は、 システムボー ド に前面 LAN ボー ド  D2935 を接続し ま
す。

# コネク タ ケーブル

3 FRONT LAN 前面 LAN ボー ド  D2935 上の
前面 LAN ケーブル T26139-Y4025-V1
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13.1.5 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」  

Ê 135 ページ の 「システム情報のバッ クア ッ プ / 復元の確認」 の項に記載さ
れているよ う に、 システムボー ド設定のバッ クア ッ プ コ ピーがシャーシ 
ID EPROM に正常に転送されているかど うかを確認し ます。

Ê フ ロン ト パネルボー ド に取り付けられていシャーシ ID EPROM に、 サー
バのシステム情報を格納し ます。 ChassisId_Prom Tool の取得および使用方
法の詳細は、 155 ページ の 「シャーシ ID Prom Tool の使用」 の項を参照
し て く だ さい。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 643

フ ロン ト パネルと外部コネク タ

13.2 前面 LAN コネク タ

13.2.1 前面 LAN コネク タの取り付け

13.2.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

13.2.1.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

Ê 627 ページ の 「システムボー ド からのフ ロン ト パネルケーブルの取り外
し」

Ê 630 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

13.2.1.3 フ ロン ト パネルモジュールの準備

Ê 633 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 前面 LAN カバープレー ト を取り外すためのマイナス ド ラ イ
バー
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図 484: 前面 LAN カバープレー ト の取り外し

Ê フ ロン ト パネルカバーの LAN カバープレー ト を取り外し ます。

I 前面 LAN カバープレー ト は、 一度取り外し たら、 再び取り付ける
こ とができないので、 注意し て く だ さい。

13.2.1.4 前面 LAN コネク タの取り付け

図 485: 前面 LAN ケーブル T26139-Y4025-V1
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図 486: 前面 LAN コネク タの取り付け

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルフ レームの取り付け用ブ ラケ ッ ト に前面 
LAN ケーブルを通し ます。



646 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

フ ロン ト パネルと外部コネク タ

図 487: 前面 LAN コネク タの取り付け （B）

Ê 取り付け用ブ ラケ ッ ト に前面 LAN ケーブルコネク タ を慎重にはめ込みま
す （拡大された部分を参照）。

13.2.1.5 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」

13.2.1.6 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」
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13.2.1.7 前面 LAN ボー ド の準備

図 488: LAN ボー ド キ ッ ト

1  前面 LAN ボー ド  D2935
部品番号 :S26361-D2935-A11

2  前面 LAN ボー ド ホルダー
部品番号 :A3C40126757
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図 489: 前面 LAN ボー ド の組み立て （A）

Ê 前面 LAN ボー ド を前面 LAN ホルダー （A3C40126757） に差し込み、 ホル
ダーの 2 つのロ ッ ク ピンが所定の位置にはまるまでボー ド を押し ます。

図 490: 前面 LAN ボー ド の組み立て （B）

Ê 前面 LAN ホルダー内の組み立てられた前面 LAN ボー ド
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13.2.1.8 システムボー ドへのフ ロン ト パネルケーブルの接続

図 491: フ ロン ト パネルケーブルの固定

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルケーブルをケーブルガイ ドへ通し ます。
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図 492: システムボー ド へのフ ロン ト パネルケーブルの接続

Ê フ ロン ト パネルケーブルと前面 VGA ケーブルを接続し ます （システム
ボー ド に該当する場合）。

# コネク タ ケーブル

1 フ ロン ト パネル フ ロン ト パネルケーブル T26139-Y4015-V1

2 FRONT VGA 前面 VGA ケーブル T26139-Y3994-V101
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図 493: 前面 LAN ボー ド に前面 LAN ケーブルの接続

Ê 前面 LAN ボー ド  D2935 に前面 LAN ケーブルを接続し ます。

図 494: システムボー ド への前面 LAN ボー ド の接続

Ê システムボー ド に前面 LAN ボー ド  D2935 を接続し ます。

# コネク タ ケーブル

3 FRONT LAN 前面 LAN ボー ド  D2935 上の
前面 LAN ケーブル T26139-Y4025-V1
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13.2.1.9 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

13.2.1.10 前面 Management LAN コネク タの使用

前面 Management LAN コネク タ を使用し て iRMC S4 マネジ メ ン ト コ ン ト
ローラにアクセスするには、 次の手順に従います。

Ê BIOS で 「Management LAN」 が有効になっている こ と を確認し ます。

Ê BIOS に移行し ます。

Ê Server Mgmt メ ニューを選択し ます。

Ê iRMC LAN Parameters Configuration で、 Management LAN の設定が
Enabled に設定されている こ と を確認し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I 前面 Management LAN コネク タ を使用し て iRMC S4 にアクセスす
るには、 「Management LAN Port」 の設定が 「Management」 または
「Shared」 のいずれかで有効になっ ている必要があ り ます。

BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、 『 D2949 
BIOS Setup Utilty for PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8』 リ フ ァ レ
ンスマニュアルを参照し て く だ さい。

Ê ク ラ イアン ト コ ンピ ュータ （ ノ ー ト ブ ッ クなど） を前面 Management 
LAN コネク タ に接続し ます。

I 前面と背面の Management LAN コネク タから同時に iRMC S4 にア
クセスする こ とはできません。 LAN ケーブルを前面 Management 
LAN コネク タに接続する と、 すぐに背面 Management LAN コネク
タから  iRMC S4 にアクセスできな く な り ます。
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前面 Management LAN コネク タから  LAN ケーブルを取り外すと、
すぐにまた背面 Management LAN コネク タから  iRMC S4 にアクセ
スできるよ う にな り ます。

Ê 前面 Management LAN コネク タから  iRMC S4 にアクセスでき るのは、 プ
リ セ ッ ト された IP ア ド レス 192.168.1.1 を使用する場合のみで、 それ以外
の構成はできません。

サブネ ッ ト マスク  255.255.255.0 のサブネ ッ ト 192.168.1.x （192.168.1.1 
を除 く ） で任意の静的 IP ア ド レスを使用できるよ う に、 ク ラ イアン ト コ
ンピ ュータ を構成し ます。

13.2.2 前面 LAN コネク タの取り外し

13.2.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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13.2.2.2 フ ロン ト パネルモジュールへのケーブルの準備、 または取り外し

Ê 627 ページ の 「システムボー ド からのフ ロン ト パネルケーブルの取り外
し」

Ê 630 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

Ê 633 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換」

13.2.2.3 前面 LAN コネク タの取り外し

図 495: フ ロン ト パネルコ ネク タ ーの取り外し

Ê 取り付け用ブ ラケ ッ ト から前面 LAN ケーブルコネク タ を慎重に外し ます
（1）。

Ê フ ロン ト パネルフ レームの取り付け用ブ ラケ ッ ト に通し て、 前面 LAN 
ケーブルを引き出し、 取り外し ます （2）。
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13.2.2.4 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」

13.2.2.5 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」

13.2.2.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

13.2.3 前面 LAN コネク タおよびボー ドの交換

13.2.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : 工具不要
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Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

13.2.3.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

Ê 627 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

13.2.3.3 故障し た前面 LAN コネク ターの取り外し

Ê 653 ページ の 「前面 LAN コネク タの取り外し」

13.2.3.4 新しい前面 LAN コネク タの取り付け

Ê 644 ページ の 「前面 LAN コネク タの取り付け」

13.2.3.5 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」

13.2.3.6 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」

13.2.3.7 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。
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Ê Linux OS を実行するサーバで前面 LAN ボー ド を交換し たら、 150 ページ 
の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に記載されて
いるよ う に、 対応する NIC 定義フ ァ イルの MAC ア ド レスをア ッ プデー ト
し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

13.3 前面 VGA コネク タ

13.3.1 前面 VGA コネク タの取り付け

13.3.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – 前面 VGA カバープレー ト を取り外すためのマイナス ド ラ
イバー

– ソケ ッ ト ド ラ イバー （5 mm）
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Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

13.3.1.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

Ê 627 ページ の 「システムボー ド からのフ ロン ト パネルケーブルの取り外
し」

Ê 630 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

13.3.1.3 フ ロン ト パネルモジュールの準備

Ê 633 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換」

図 496: 前面 VGA カバープレー ト の取り外し

Ê フ ロン ト パネルカバーの VGA カバープレー ト を取り外し ます。

I 前面 VGA カバープレー ト は、 一度取り外し たら、 再び取り付ける
こ とができないので、 注意し て く だ さい。
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13.3.1.4 前面 VGA コネク タの取り付け

図 497: 前面 VGA ケーブル T26139-Y3994-V101

図 498: 前面 VGA ケーブルの準備
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Ê 2 本の六角ボル ト （UNC #4-40、 V26827-B408-V989） を VGA コネク タか
ら取り外し ます。

図 499: 前面 VGA コネク タの取り付け

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルフ レームの取り付け用ブ ラケ ッ ト に前面 
VGA ケーブルを通し ます （1）。

Ê 前面 VGA コネク タ を 2 本の六角ボル ト で固定し ます （2、 拡大された部分
を参照）。

13.3.1.5 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」

13.3.1.6 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」
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13.3.1.7 システムボー ドへのフ ロン ト パネルケーブルの接続

図 500: フ ロン ト パネルケーブルの固定

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルケーブルをケーブルガイ ドへ通し ます。
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図 501: システムボー ド へのフ ロン ト パネルケーブルの接続

Ê フ ロン ト パネルケーブルと前面 VGA ケーブルを接続し ます （システム
ボー ド に該当する場合）。

# コネク タ ケーブル

1 フ ロン ト パネル フ ロン ト パネルケーブル T26139-Y4015-V1

2 FRONT VGA 前面 VGA ケーブル T26139-Y3994-V101
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図 502: 前面 LAN ボー ド に前面 LAN ケーブルの接続

Ê 該当する場合は、前面 LAN ボー ド  D2935 に前面 LAN ケーブルを接続し ま
す。

図 503: システムボー ド への前面 LAN ボー ド の接続

Ê 該当する場合は、 システムボー ド に前面 LAN ボー ド  D2935 を接続し ま
す。

# コネク タ ケーブル

3 FRONT LAN 前面 LAN ボー ド  D2935 上の
前面 LAN ケーブル T26139-Y4025-V1
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13.3.1.8 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

13.3.2 前面 VGA コネク タの取り外し

13.3.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : ソケ ッ ト ド ラ イバー （5 mm）
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13.3.2.2 フ ロン ト パネルモジュールへのケーブルの準備、 または取り外し

Ê 627 ページ の 「システムボー ド からのフ ロン ト パネルケーブルの取り外
し」

Ê 630 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

Ê 633 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの交換」

13.3.2.3 VGA コネク タの取り外し

図 504: フ ロン ト パネルコネク ターの取り外し

Ê 前面 VGA コネク タから 2 本の六角ボル ト を取り外し ます （1、 拡大された
部分を参照）。

Ê フ ロン ト パネルフ レームの取り付け用ブ ラケ ッ ト に通し て、 前面 VGA 
ケーブルを引き出し、 取り外し ます （2）。

13.3.2.4 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」
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13.3.2.5 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」

13.3.2.6 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

13.3.3 前面 VGA コネク タの交換

13.3.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : ソケ ッ ト ド ラ イバー （5 mm）
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Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

13.3.3.2 フ ロン ト パネルモジュールの取り外し

Ê 627 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り外し」

13.3.3.3 故障し た前面 VGA コネク ターの取り外し

Ê 664 ページ の 「前面 VGA コネク タの取り外し」

13.3.3.4 新しい前面 VGA コネク タの取り付け

Ê 657 ページ の 「前面 VGA コネク タの取り付け」

13.3.3.5 フ ロン ト パネルモジュールの再組み立て

Ê 634 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールカバーの取り付け」

13.3.3.6 フ ロン ト パネルモジュールの再取り付け

Ê 636 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」

13.3.3.7 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。



668 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

フ ロン ト パネルと外部コネク タ

Ê Linux OS を実行するサーバで前面 LAN ボー ド を交換し たら、 150 ページ 
の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に記載されて
いるよ う に、 対応する NIC 定義フ ァ イルの MAC ア ド レスをア ッ プデー ト
し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「LAN コ ン ト ローラ を交換またはア ッ プ
グレー ド し た後」 の項に記載されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を
復元し ます。

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14 システムボー ド と コ ンポーネン ト

この章では、 システムボー ド 、 および CMOS バッ テ リ ー、 USB Flash Module
（UFM）、 Trusted Platform Module （TPM） などのシステムボー ドのコ ンポー
ネン ト の交換方法について説明し ます。

安全上の注意事項

V 注意 !

● サーバ内のデバイスおよびコ ンポーネン ト は、 シャ ッ ト ダウン後も
しばら く は高温の状態が続きます。 サーバのシャ ッ ト ダウン後、 高
温になっ ている コ ンポーネン ト が冷却されるのを待ってから内部オ
プシ ョ ンの取り付けや取り外し を行って く だ さい。 

● 内部オプシ ョ ンの回路とはんだ付け部品は露出し ているため、 静電
気の影響を受けやす く なっています。 静電気に敏感なデバイス
（ESD） を取り扱う際は、 まず、 接地された物 （アース） に触れる
など し て静電気の帯電を必ず放電し て く だ さい。 

● ボー ド やはんだ付け部品の電気回路に触れないで く だ さい。 回路
ボー ド を持つ際は、 金属部分またはふちを持つよ う に し て く だ さ
い。 

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。

14.1 CMOS バッ テ リーの交換

CMOS メ モ リ （揮発性 BIOS メ モ リ） および リ アルタ イムク ロ ッ クは、 コ イ
ン型リ チウム電池 （CMOS バッ テ リ ー） で動きます。 この電池の寿命は最大
10 年間で、 周辺温度および使用状況によ っ て異な り ます。

CMOS バッ テ リーが枯渇し た り、 最小電圧レベルを下回った場合は、 直ちに
交換する必要があ り ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– 推奨 : よ う じ を使用
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安全上の注意事項

V 注意 !

● CMOS バッ テ リーは、 まった く 同じバッ テ リ ーか、 メ ーカーが推
奨する型のバッ テ リ ーと交換する必要があ り ます。

● リ チウムバッ テ リ ーは、 子ど もの手の届かない場所に置いて く だ さ
い。

● バッ テ リーはゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。 リ チウムバッ テ リー
は、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄する必要が
あ り ます。

● 安全情報の詳細は、 『PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 オペレー
テ ィ ングマニュアル』 の 「環境保護」 の項を参照し て く だ さい。

● CMOS バッ テ リーは、 必ずプ ラ ス極を上に向けて挿入し て く だ さ
い。

14.1.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」
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14.1.2 バッ テ リーの交換

図 505: CMOS バッ テ リ ーの交換

Ê ロ ッ ク し ているバネを押し て、 使い切った CMOS バッ テ リ ーを取り出し
ます （1）。

Ê この方法で CMOS バッ テ リーを取り出すこ とができない場合は、 よ う じ
（推奨） や類似の工具をてこ と し て使用し ます。 つま り、 図のよ う に、
バッ テ リーと ロ ッ ク し ているバネ との間によ う じ を挿入し ます （2）。

V 注意 !

ド ラ イバーのよ う な先の鋭い工具を使用し ないで く だ さい。 滑らせ
た と きにシステムボー ドのコ ンポーネン ト が破損する場合があ り ま
す。

Ê 図のよ う に、 使い切った CMOS バッ テ リーを ソケ ッ ト から慎重に取り外
し ます （3）。

Ê CMOS バッ テ リーを取り外し ます （4）。

I CMOS バッ テ リ ーはゴ ミ 箱に捨てないで く だ さい。 リ チウムバッ
テ リ ーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従って、 廃棄する
必要があ り ます。
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14.1.3 CMOS バッ テ リ ーの取り付け

図 506: CMOS バッ テ リーの取り付け

Ê 図のよ う に、 新しい CMOS バッ テ リ ーをやや傾けながら ソケ ッ ト に合わ
せます （1）。

V 注意 !

CMOS バッ テ リーは、 必ずプ ラス極 （ラベル面） を上に向けて挿
入し て く だ さい （拡大された部分を参照）。

Ê 所定の位置に固定されるまで CMOS バッ テ リーを倒し ます （2）。

Ê ロ ッ ク し ているバネ （3） が正し く はまっ ている こ と を確認し ます。
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14.1.4 終了手順

Ê CMOS バッ テ リーは、 特別廃棄物についての自治体の規制に従っ て、 廃
棄する必要があ り ます。

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 135 ページ の 「システム情報のバッ クア ッ プ / 復元の確認」 の項に記載さ
れているよ う に、 シャーシ ID EPROM のバッ ク ア ッ プデータがシステム
ボー ド に復元されているかど うかを確認し ます。

Ê 148 ページ の 「システム時刻設定の確認」

14.2 USB Flash Module （UFM）

この項では、 USB Flash Module （UFM） の取り付け、 取り外し、 または交換
方法について説明し ます。

14.2.1 UFM ボー ドの取り付け

14.2.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : 工具不要
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Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

14.2.1.2 UFM ボー ド の取り付け

図 507: UFM キ ッ ト

事前に組み立てられている UFM フ ラ ッ シュモジュールキ ッ ト （S26361-
F3514-V3） :

1  2 GB UFM SLC
A3C40104433

2  UFM スペーサー
A3C40109081

3  UFM 用ナイ ロン製ネジ
A3C40109082
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図 508: UFM の取り付け位置

図 509: UFM の取り付け位置 （詳細）

システムボー ド 上の UFM の設置位置 :

1  UFM コネク タ
2  UFM スペーサー用の穴
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図 510: UFM ボー ド の取り付け

Ê UFM ボー ド をシステムボー ド に接続し、 UFM スペーサーに取り付けま
す。

14.2.1.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14.2.1.4 ソ フ ト ウ ェ アの構成

お届けする UFM のセ ッ ト には、 ESXi 構成をセ ッ ト ア ッ プするための 
Recovery Tool CD が含まれています。 次の手順に従います。

Ê サーバの電源を入れます。

Ê サーバの電源を入れた直後に、 DVD ド ラ イブに Recovery Tool CD を挿入
し、 ド ラ イブ ト レ イ を閉じ ます。

Ê サーバが Recovery Tool CD から ブー ト し ます。

Ê 画面の指示に従います。

14.2.2 UFM ボー ドの取り外し

14.2.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ
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14.2.2.2 UFM ボー ド の取り外し

図 511: UFM ボー ド の取り外し (A)

Ê 故障し ている UFM ボー ド のナイ ロン製ネジを取り外し ます （1）。

Ê 故障し ている UFM ボー ド を取り外し ます （2）。
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図 512: UFM ボー ド の取り外し (B)

Ê UFM スペーサーはシステムボー ド に残り ます。

14.2.2.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14.2.3 UFM ボー ドの交換

14.2.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

14.2.3.2 UFM の取り外し

Ê 677 ページ の 「UFM ボー ドの取り外し」 に記載されているよ う に、 シス
テムボー ド から故障し た UFM ボー ド を取り外し ます。

Ê UFM スペーサーはシステムボー ド に残り ます。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
15 分

必要な工具 : – プ ラス PH1 / (+) No. 1 ド ラ イバ
– コ ンビネーシ ョ ンプ ラ イヤーおよびフ ラ ッ ト ノ ーズプ ラ イ

ヤー
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14.2.3.3 UFM の再取り付け

図 513: 新しい UFM ボー ド の準備

Ê 新し い UFM ボー ド （1） からナイ ロン製ネジを取り外し ます。

Ê UFM スペーサーを取り外し ます （2）。

図 514: UFM ボー ド の取り付け （A）
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Ê 新しい UFM ボー ド を、 UFM コネク タ と残っ ている UFM スペーサーに取
り付けます。

図 515: UFM ボー ド の取り付け （B）

Ê UFM ボー ド をナイロン製ネジで UFM スペーサーに固定し ます。
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故障し た UFM ボー ドの破壊

V 注意 !

UFM ボー ド には、 ユーザ情報 （IP ア ド レス、 ラ イセンスなど） が含ま
れています。 UFM を交換し たら、 故障し た UFM をユーザに返却し て
く だ さい。 故障し た UFM ボー ドの廃棄をユーザに依頼された場合は、
次の手順に従います。

図 516: 故障し た UFM ボー ド の破壊

Ê 図のよ う に、 コ ンビネーシ ョ ンプ ラ イヤー （1） と フ ラ ッ ト ノ ーズ
プ ラ イヤー （2） を使用し て、 UFM ボー ド を 2 つに割り ます。
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14.2.3.4 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

14.2.3.5 ソ フ ト ウ ェ アの構成

お届けする UFM のセ ッ ト には、 ESXi 構成をセ ッ ト ア ッ プするための 
Recovery Tool CD が含まれています。 次の手順に従います。

Ê サーバの電源を入れます。

Ê サーバの電源を入れた直後に、 DVD ド ラ イブに Recovery Tool CD を挿入
し、 ド ラ イブ ト レ イ を閉じ ます。

Ê サーバが Recovery Tool CD から ブー ト し ます。

Ê 画面の指示に従います。
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14.3 Trusted Platform Module （TPM）

この項では、 Trusted Platform Module （TPM） の取り付け、 取り外し、 また
は交換方法について説明し ます。

14.3.1 TPM ボー ドの取り付け

14.3.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– ビ ッ ト ド ラ イバ
– TPM ビ ッ ト イ ンサー ト  (*)

(*) 日本市場では :

– TPM モジュール取付工具 （S26361-F3552-L909）
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14.3.1.2 TPM ボー ドの取り付け

図 517: TPM キ ッ ト

TPM キ ッ ト  (S26361-F3299-E2):

1  TPM モジュール
S26361-D2727-A10

2  TPM スペーサー

I 白色の TPM スペーサー （A3C40106008） を使用し て く だ さい。
黒色の TPM スペーサーはこのサーバには使用されません。

3  TPM 用特殊ネジ
C26192-Y10-C176

4  TPM 用特殊ネジで使用する TPM ビ ッ ト イ ンサー ト
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図 518: TPM の取り付け位置

システムボー ド 上の TPM の設置位置 :

1  TPM コネク タ
2  TPM スペーサー用の穴

図 519: TPM スペーサーの取り付け

Ê TPM スペーサーをシステムボー ドの穴にはめ込みます。
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図 520: TPM ボー ド の取り付け

Ê 新しい TPM ボー ド をシステムボー ド に接続し ます。

図 521: TPM ビ ッ ト イ ンサー ト

Ê TPM ビ ッ ト イ ンサー ト または TPM モジュール取付工具 （日本市場向け）
をビ ッ ト ド ラ イバに接続し ます。
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図 522: TPM ボー ドの固定

Ê TPM ビ ッ ト イ ンサー ト を使用し て、 TPM ボー ド を TPM 用ネジで固定し
ます。

I ネジを きつ く 締めすぎないで く だ さい。 ネジ頭が TPM ボー ド に軽
く 触れたらすぐに、 締めるのをやめます。

14.3.1.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê TPM をシステムボー ド  BIOS で有効にし ます。 次の手順に従います。

Ê サーバの電源を入れるか、 再起動し ます。

Ê ス ター ト ア ッ プ画面が表示されたらすぐに [F2] フ ァ ン ク シ ョ ンキーを
押し て、 BIOS へ移動し ます。

Ê 「Advanced」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Trusted Computing」 サブ メ ニューを選択し ます。
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Ê 「TPM Support」 と 「TPM State」 の設定を 「Enabled」 に設定し ます。

Ê 「Pending TPM operation」 で目的の TPM の動作モー ド を選択し ます。

Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、
『PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 用 D2949 BIOS セ ッ ト ア ッ プ
ユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアル』 （オン ラ イ ンで 
http://manuals.ts.fujitsu.com （日本市場の場合 : 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/） から取得可能）
を参照し て く だ さ い。

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

14.3.2 TPM ボー ド の取り外し

V 注意 !

TPM のバッ ク ア ッ プ コ ピーを提供するよ う に、 お客様に依頼し て く だ
さい。 セキュ リ テ ィ 上の理由から、 TPM はお客様によ っ て復元 / 再保
存する必要があ り ます。 新しいシステムボー ド を取り付けたら、 TPM 
を有効にする必要があ り ます。 TPM データ を ク リ アする こ とはできま
せん。

お客様のも とにバッ ク ア ッ プ コ ピーがない場合は、 TPM ボー ド を交換
する と、 すべてのデータが失われる こ と を知らせて く だ さい。

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
30 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– 細いマイナス ド ラ イバー （2 x 0.4 mm）

日本市場の場合 :

– TPM 用精密マイナス ド ラ イバ （CWZ8291A）

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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14.3.2.1 準備手順

Ê TPM ボー ド を取り外す前に、 コ ンピ ュータの BitLocker 保護を解除し、 ボ
リ ュームを復号化する必要があり ます。

システム管理者に連絡し て、 コ ン ト ロールパネルまたは Windows エ クス
プローラーから  BitLocker セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド を使用し て BitLocker 
保護を無効にし ます。

Ê 「スタート 」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 「コン ト ロールパネル」 から 「セ
キュ リテ ィ 」 を選択し、 「Bitlocker ド ライブ暗号化」 を ク リ ッ ク し て、
Bitlocker ド ラ イブ暗号化を開きます。

I 管理者権限が必要です。 管理者パスワー ド または確認を求めら
れた場合は、 パスワー ド を入力するか、 確認し ます。

Ê BitLocker を無効にし てボリ ュームを復号化するには、 「Turn Off 
BitLocker」 を ク リ ッ ク し、 次に 「Decrypt the volume」 を ク リ ッ ク し ま
す。

I ボリ ュームの復号化には時間がかかる こ とがあ り ます。 ボ リ ューム
を復号化する と、 コ ンピ ュータに保存されたすべての情報が復号化
されます。 

BitLocker ド ラ イブ暗号化を無効にする方法については、 Microsoft 
のサポー ト 技術情報を参照し て く だ さい。

Fujitsu のサービスパー ト ナーは、 Fujitsu 公開ページで詳細情報を
ご確認 く だ さい （日本語版もあ り ます）。

Ê システムボー ド  BIOS で TPM を無効にし ます。 次の手順に従います。

Ê サーバの電源を入れるか、 再起動し ます。

Ê ス ター ト ア ッ プ画面が表示されたらすぐに [F2] フ ァ ン ク シ ョ ンキーを
押し て、 BIOS へ移動し ます。

Ê 「Advanced」 メ ニューを選択し ます。

Ê 「Trusted Computing」 サブ メ ニューを選択し ます。

Ê 「TPM Support」 と 「TPM State」 の設定を 「Disabled」 に設定し ます。
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Ê 変更を保存し て BIOS を終了し ます。

I BIOS にアクセス し て設定を変更する方法については、
『PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 用 D2949 BIOS セ ッ ト ア ッ プ
ユーテ ィ リ テ ィ リ フ ァ レンスマニュアル』 （オン ラ イ ンで 
http://manuals.ts.fujitsu.com （日本市場の場合 : 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/） から取得可能）

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラ ッ クに取り付けられているサーバを取り扱う場合は、 65 ページ の
「サーバを ラ ッ クから引き出す」 の項に記載されているよ う に、 サーバを
ラ ッ クから引き出し ます。

さ らに必要な場合には、 66 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの取り外し」
の項に記載されているよ う に、 ラ ッ クからサーバを取り外し ます。

Ê 68 ページ の 「 ト ッ プカバーの取り外し」 の項 （ラ ッ クサーバ） または 
74 ページ の 「サイ ド カバーの取り外し」 の項 （タワーサーバ） に記載され
ているよ う に、 サイ ド カバーまたは ト ッ プ カバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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14.3.2.2 TPM ボー ド の取り外し

Ê 707 ページ の 「システムボー ド の取り外し」 の項に記載されているよう
に、システムボードを取り外します。

Ê 帯電を防止でき る柔らかい場所にシステムボー ド を、 コ ンポーネン ト 側を
下向きにし て置きます。

図 523: TPM 用ネジの取り外し

Ê TPM 用ネジの溝入りの下端を探し ます （1）。
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Ê 細いマイナス ド ラ イバー （時計屋用のド ラ イバーなど） または TPM 用精
密マイナス ド ラ イバ （日本市場向け） を使用し て TPM 用ネジを慎重に緩
めます （2）。

V 注意 !

取り外しには、ネジを必ず反時計回りで回してください。

ネジが回り始めるまで、 ゆっ く り と慎重にネジへの圧力を上げま
す。 ネジを緩める と きの力はできるだけ小さ く し て く だ さ い。

逆に回し た場合、 金属の細い縦溝が破損し、 ネジを外すこ とができ
な く なる可能性があ り ます。

Ê TPM 用ネジを取り外し ます。

Ê システムボー ド の上面にある、 故障し ている TPM ボー ド を取り外し ます。

図 524: TPM スペーサーの取り外し

Ê サキボソペンチを使用し て、 TPM スペーサー （拡大された部分を参照）
のフ ッ ク を両側から押し、 システムボー ド から取り外し ます。

I TPM モジュールを交換する場合は、 TPM スペーサーはシステム
ボー ド に残り ます。
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14.3.2.3 終了手順

Ê 712 ページ の 「システムボー ド の取り付け」

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

14.3.3 TPM ボー ドの交換

V 注意 !

TPM のバッ ク ア ッ プ コ ピーを提供するよ う に、 お客様に依頼し て く だ
さい。 セキュ リ テ ィ 上の理由から、 TPM はお客様によ って復元 / 再保
存する必要があ り ます。 新しいシステムボー ド を取り付けたら、 TPM 
を有効にする必要があ り ます。 TPM データ を ク リ アする こ とはできま
せん。

お客様のも とにバッ ク ア ッ プ コ ピーがない場合は、 TPM ボー ド を交換
する と、 すべてのデータが失われる こ と を知らせて く だ さい。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
40 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– ビ ッ ト ド ラ イバ
– TPM ビ ッ ト イ ンサー ト  (*)

– 細いマイナス ド ラ イバー (2 x 0.4 mm) (*)

(*) 日本市場では :

– TPM 用精密マイナス ド ラ イバ （CWZ8291A）
– TPM モジュール取付工具 （S26361-F3552-L909）



696 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

システムボー ド と コ ンポーネン ト

14.3.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

14.3.3.2 TPM ボー ドの取り外し

Ê 690 ページ の 「TPM ボー ド の取り外し」 の項に記載されているよ う に、
TPM ボー ド を取り外し ます。

Ê 故障し ている TPM ボー ド を取り外す場合は、 システムボー ド に TPM ス
ペーサーを残し ます。
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14.3.3.3 TPM ボー ド の再取り付け

図 525: TPM スペーサー

Ê TPM スペーサーは、 システムボー ド上にすでにあり ます。

Ê 685 ページ の 「TPM ボー ドの取り付け」 の項に記載されているよ う に、
TPM ボー ド を再び取り付けます。

14.3.3.4 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14.4 オンボー ド  SAS 有効化キー

システムボー ド の SAS コネク タ  SAS 1-4 を有効にするために、 オンボー ド  
SAS 有効化キーを取り付ける必要があり ます。

14.4.1 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け

14.4.1.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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14.4.1.2 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け

図 526: オンボー ド  SAS 有効化キー (10601510274 / SRT:PN-EP1-1000-11-05051)

図 527: オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け位置

Ê オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け位置をシステムボー ド で見つけま
す。
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図 528: オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け位置

Ê オンボー ド  SAS 有効化キーをシステムボー ド コネク タ  UGP-ROM に接続
し ます。

14.4.1.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14.4.2 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り外し

14.4.2.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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14.4.2.2 オンボー ド  SAS 有効化キーの取り外し

図 529: オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け位置

Ê オンボー ド  SAS 有効化キーがコネク タから抜けるまで、 リ リ ースひも を
し っかり と引き上げます。
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14.4.2.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。

14.4.3 オンボー ド  SAS 有効化キーの交換

14.4.3.1 準備手順

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
5 分

必要な工具 : 工具不要
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14.4.3.2 オンボー ド  SAS 有効化キーの交換

Ê 702 ページ の 「オンボー ド  SAS 有効化キーの取り外し」 の項に記載され
ているよ う に、 故障し たオンボー ド  SAS 有効化キーを取り外し ます。

Ê 699 ページ の 「オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け」 の項に記載され
ているよ う に、 新しいオンボー ド  SAS 有効化キーを取り付けます。

14.4.3.3 終了手順

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使っ て無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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14.5 システムボー ド の交換

TPM に関する注意事項

I システムボー ド には、 オプシ ョ ンで TPM （Trusted Platform Module）
を搭載できます。 このモジュールは、 他メ ーカーのプログラムによる
キー情報の保存を可能にし ます （た と えば、 Windows Bitlocker Drive 
Encryption を使用し た ド ラ イブの暗号化）。

TPM 機能を使用し ている場合は、 故障し たシステムボー ドから  TPM 
を取り外し て新しいシステムボー ド に接続する必要があり ます。 詳細
は、 695 ページ の 「TPM ボー ド の交換」 の項を参照し て く だ さい。

TPM はシステム BIOS で有効化されます。

V 注意 !

– システムボー ド を交換する前に、 お客様に TPM 機能を使用し てい
るかど う か確認し て く だ さい。

– TPM 機能を使用し ている場合は、 古いシステムボー ド から  TPM を
取り外し て新し いシステムボー ド に取り付ける必要があ り ます。

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
60 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ

– CPU ソケ ッ ト のスプ リ ングを検査するための拡大鏡 （推
奨）

TPM モジュールが取り付けられている場合 :

– ビ ッ ト ド ラ イバ
– TPM ビ ッ ト イ ンサー ト  (*)

– 細いマイナス ド ラ イバー (2 x 0.4 mm) (*)

(*) 日本市場では :

– TPM 用精密マイナス ド ラ イバ （CWZ8291A）
– TPM モジュール取付工具 （S26361-F3552-L909）

UFM が取り付けられている場合 :

– プラス PH1 / (+) No. 1 ドライバ
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TPM のバッ ク ア ッ プ コ ピーを提供するよ う に、 お客様に依頼し て
く だ さい。 セキュ リ テ ィ 上の理由から、 TPM はお客様によ って復
元 / 再保存する必要があ り ます。 新しいシステムボー ド を取り付け
たら、 TPM を有効にする必要があ り ます。 TPM データ を ク リ アす
る こ とはできません。

お客様のも とにバッ ク ア ッ プ コ ピーがない場合は、 TPM ボー ド を
交換する と、 すべてのデータが失われる こ と を知らせて く だ さい。

システム情報のバッ クア ッ プ / 復元に関する注意事項

I フ ロン ト パネルモジュールには、 サーバ名やモデル、 サーバ本体のタ
イプ、 シ リ アル番号、 製造データ などのシステム情報が格納されてい
るシャーシ ID EPROM が装着されています。

システムボー ド の交換時にデフ ォル ト 以外の設定が損失し ないよ う に、
重要なシステム構成データのバッ ク ア ッ プ コ ピーがシステムボー ド  
NVRAM から シャーシ ID EPROM に自動的に保存されます。 システム
ボー ド を交換し た後、 バッ クア ッ プデータはシャーシ ID ボー ド から新
しいシステムボー ド に復元されます。

V 注意 !

このよ う な理由から、 フ ロン ト パネルモジュールと システムボー ド は
同時に交換し ないで く だ さい ! 同時に交換する と、 システムボー ド へ
のシステム構成データの復元が失敗し ます。

ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意

I ネ ッ ト ワーク コ ン ト ローラ またはシステムボー ド を交換する と、 オペ
レーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク構成設定は失われ、 デフ ォル ト
値に置き換えられます。 これは、 すべての静的 IP ア ド レスおよび LAN 
チー ミ ング構成に当てはま り ます。

コ ン ト ローラやシステムボー ド を交換する前に、 現在のネ ッ ト ワーク
設定を書き留めておきます。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 707

システムボー ド と コ ンポーネン ト

14.5.1 準備手順

Ê オペレーテ ィ ングシステムの現在のネ ッ ト ワーク設定を書き留めておきま
す。 詳細は、 706 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意」 の項
を参照し て く だ さ い。

Ê 125 ページ の 「BitLocker 機能の無効化または中断」

Ê 126 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の無効化」

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 外部のケーブルをすべて取り外し ます。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê サーバを横向きに置きます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 次の関連する項に記載されるよ う に、 すべてのフ ァ ンモジュールと フ ァ ン
ホルダーをシステムから取り外し ます。

– 328 ページ の 「システムフ ァ ンモジュールの取り外し」
– 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」
– 339 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り外し」
– 345 ページ の 「背面フ ァ ンホルダーの取り外し」

14.5.2 システムボー ドの取り外し

Ê すべてのケーブルをシステムボー ド から取り外し ます。

Ê 関連する項に示すよ う に、 以下のコ ンポーネン ト をシステムボー ド から取
り外し ます。

– ヒー ト シン ク : 540 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り外し」
の項 を参照

I この時点では、 プロセ ッサを故障し たボー ド に取り付けたまま
にし ます。
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– メ モ リ モジュール : 495 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り外し」 の項
を参照

I 再組み立てのと きのために、 メ モ リ モジュールの取り付け位置
を必ず メ モ し ておいて く だ さい。

– 拡張カー ド : 363 ページ の 「拡張カー ドの取り外し」 の項を参照

I 再組み立てのと きのために、 コ ン ト ローラの取り付け位置と
ケーブル接続を必ず メ モ し ておいて く だ さ い。

– UFM ボー ド : 677 ページ の 「UFM ボー ド の取り外し」 の項を参照

I UFM スペーサーを故障したシステムボードから取り外し、UFM
ネジで UFM ボードに固定します。

– オンボー ド  SAS 有効化キー : 703 ページ の 「オンボー ド  SAS 有効化
キーの交換」 の項を参照

図 530: システムボー ド の取り外し （A）

Ê 図のよ う にスペーサーを取り外し て、 保管し ておきます。

– microSDカード(該当する場合)：別紙「microSDカード取扱い手順書」

を参照
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図 531: システムボー ド の取り外し （B）

Ê システムボー ドから  １ １  本のネジを外し ます （円の部分を参照）。



710 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

システムボー ド と コ ンポーネン ト

図 532: システムボー ド の取り外し （Ｃ）

Ê メ モ リ モジュールのイジ ェ ク ターと  PCI スロ ッ ト （1） でシステムボー ド
を少し持ち上げ、 セン タ リ ングボル ト （C） から外し ます。

Ê プ ラグシ ェルがコネク タパネルの切り込みから外れるまで、 システムボー
ド をサーバの前面に向かっ てゆっ く りずら し ます （2）。
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図 533: システムボー ド の取り外し

Ê 故障し ているシステムボー ドのメ モ リ モジュールイジ ェ ク ターと  PCI ス
ロ ッ ト を持ち、 やや傾けながらシャーシの中から取り出し ます。

Ê 該当する場合は、 693 ページ の 「TPM ボー ド の取り外し」 の項に記載さ
れているよ う に TPM ボー ド を取り外し ます。
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14.5.3 システムボー ドの取り付け

14.5.3.1 システムボー ドの取り付け

図 534: システムボー ド の取り付け （A）

Ê メ モ リ モジュールのイジ ェ ク ターと  PCI スロ ッ ト で新しいシステムボー ド
を持ちます。

V 注意 !

– システムボー ド を持ち上げた り取り扱った り する際に、 ヒー ト
シン クに触らないで く だ さい !

– EMC 指令への準拠、 および冷却の要件と防火対策のために不可
欠な EMI スプ リ ングを破損し ないよ う に注意し て く だ さい。

Ê やや傾けながら、 システムボー ド をシャーシの中に降ろ し ます。
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図 535: システムボー ド の取り付け （B）

Ê プ ラグシ ェルがコネク タパネルの切り込みにはめ込まれるまで、 システム
ボー ド をサーバの背面に向かってゆっ く りずら し ます （1）。

Ê システムボー ド を慎重にセン タ リ ングボル ト に降ろ し ます （C）。
システムボー ドが両方のセン タ リ ングボル ト に正し く 固定されている こ と
を確認し ます。
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図 536: システムボー ド の固定 （A）

Ê システムボー ド を １ １  本のネジ （M3 x 6 mm、 C26192-Y10-C68） で固定
し ます （円の部分を参照）。

I ネジの ト ルク : 0.6 Nm （日本市場には適用されません）
ネジは対角線パターンで締めて く だ さい。
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図 537: システムボー ド の固定 （B）

Ê 図のよ う にスペーサーを取り付けます。

I ネジの ト ルク :0.6 Nm （日本市場には適用されません）

Ê 新し いシステムボー ド の設定 （ジャ ンパ） を確認し ます。

I 詳細は、 802 ページ の 「オンボー ド設定」 の項を参照し て く だ さ
い。



716 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

システムボー ド と コ ンポーネン ト

14.5.3.2 プロセ ッサの交換

新しいシステムボー ドのプロセ ッサソケ ッ ト ロー ド プレー ト の準備

図 538: ソケ ッ ト リ リースレバー 1 を開 く （新しいシステムボー ド ）

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを押し下げてソケ ッ ト から
外し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê ソケ ッ ト リ リースレバーが少し持ち上がり ます （2）。
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図 539: ソケ ッ ト リ リ ースレバー 2 を開 く （新し いシステムボー ド ）

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバー を押し下げてソケ ッ ト から
外し、 ソケ ッ ト レバーのラ ッ チを外し ます （1）。

Ê 二つ目のソケ ッ ト リ リースレバーを後ろに倒し ます （2）。



718 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

システムボー ド と コ ンポーネン ト

図 540: ロー ド プレー ト を開 く （A）

Ê ソケ ッ ト リ リースレバーを押し下げてから （1）、 ロー ド プレー ト を ソケ ッ
ト から持ち上げます （2）。
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図 541: ロー ド プレー ト を開 く （B）

Ê ロー ド プレー ト を完全に開きます。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい！

Ê ロー ド プレー ト が完全に開位置にあるか確認し ます。

Ê 拡大鏡を使用し て （推奨）、 ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト が破損し て
いないかど う か、 さ まざまな角度から調べます。 凹凸が見える場合は、 ス
ペアのシステムボー ド を使用し ないで く だ さ い。 考えられる破損 :

– コ ン タ ク ト スプ リ ングが後ろへ曲がっている
– コ ン タ ク ト スプ リ ングの先端の位置がずれているか、 一直線になって

いない

V 注意 !

曲がったコ ン タ ク ト スプ リ ングを取り付けよ う と し ないで く だ さ
い。 取り付けた場合、 電気的性能と信頼性が損失する可能性があ り
ます。
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故障し たシステムボー ドからのプロセ ッサの取り外し

Ê 514 ページ の 「プロセ ッサの取り外し」 の項に記載されているよ う に、
故障し ているシステムボー ド のソケ ッ ト から プロセ ッサを慎重に取り外し
ます。

V 一度に 1 つのプロセ ッサを取り外し て再び取り付けます。 1 つ目の
プロセ ッサを新し いシステムボー ド に取り付けるまで、 2 つ目のプ
ロセ ッサを故障し たシステムボー ド から取り外さ ないで く だ さい。

新しいシステムボー ドへのプロセ ッサの取り付け

Ê 530 ページ の 「プロセ ッサを取り付ける」 の項に記載されているよ う に、
新しいシステムボー ド にプロセ ッサを取り付けます。

故障し たシステムボー ドへのソケ ッ ト 保護カバーの取り付け

I 故障し たシステムボー ド は修理に出されるため、 破損しやすいプロ
セ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングを ソケ ッ ト カバーで保護し て く だ さい。

図 542: ロー ド プレー ト を閉じ る
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Ê 空いたプロセ ッサソケ ッ ト の上にロー ド プレー ト を慎重にかぶせて閉じ ま
す。

V 注意 !

プロセ ッサ ・ ソケ ッ ト のスプ リ ングコ ン タ ク ト に触れた り曲げた り
し ないよ う に注意し て く だ さい。

図 543: ソケ ッ ト 保護カバーの取り付け （A）

Ê 所定の位置にはまるまで、 ソケ ッ ト 保護カバーを CPU ソケ ッ ト にゆっ く
り と垂直に降ろ し ます。
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図 544: ソケ ッ ト 保護カバーの取り付け （B）

Ê ソケ ッ ト 保護カバーが、 上の図のよ う にソケ ッ ト に正し く 取り付けられて
いる こ と を確認し ます。
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図 545: ソケ ッ ト リ リ ースレバー ２ を閉じ ます。

Ê ロー ド プレー ト を完全に閉じ て、 閉じ たままの状態にし ます。

Ê Close 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ て （1） ロー ド プ
レー ト 保持タ ブの下に掛け、 ロー ド プレー ト をロ ッ ク し ます （2）。
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図 546: ソケ ッ ト リ リースレバー 1 を閉じ ます。

Ê Open 1st と印の付いたソケ ッ ト リ リ ースレバーを閉じ （1）、 ロー ド プレー
ト 保持タ ブの下に掛けます （2）。
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14.5.3.3 ケーブルのシステムボー ドへの接続

図 547: ケーブルのシステムボー ド への接続 (A)

Ê 図のよ う に、 フ ロン ト パネルケーブルをケーブルガイ ド （G） へ通し ま
す。

Ê 図のよ う に、 PSU 信号ケーブル （T26139-Y4027-V1） を曲げます。 シス
テムボー ド に対し て水平になるよ う にし ます （拡大された部分を参照）。

Ê システムボー ド にフ ロン ト パネルケーブルお とび電源ケーブルを接続し ま
す。
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図 548: ケーブルをおシステムボー ド への接続 (B)

Ê 必要に応じ て、 図のよ う に、 前面 LAN ケーブルをケーブルガイ ド （G）
へ通し ます。

Ê システムボー ド に前面 LAN ボー ド を接続し ます ：

I 前面 LAN ボー ド と ホルダーの組み立て方法の詳細は、 647 ページ 
の 「前面 LAN ボー ド の準備」 の項を参照し て く だ さ い。
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図 549: SATA ケーブルのシステムボー ド への接続 (C)

Ê 図のよ う に、 HDD ケージのケーブルク ラ ンプ （C）、 およびケーブルガイ
ド （G） に、 SAS ケーブルと イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルを通し
ます。

Ê SAS ケーブル （構成に該当する場合） と イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チ
ケーブルをステムボー ド に接続し ます。

I SAS バッ クア ッ プの詳細は、 559 ページ の 「別の電源ユニ ッ ト の
SAS バッ クア ッ プ ド ラ イブ」 の項を参照し て く だ さい。
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14.5.4 終了手順

Ê すべての電源ケーブルをシステムボー ド に再び接続し ます。 ケーブル接続
の概要のま とめは、 760 ページ の 「ケーブル配線の概要」 の項を参照し
て く だ さい。

Ê 関連する項に示すよ う に、 残り すべてのシステムボー ド のコ ンポーネン ト
を再び取り付けます。

– ヒー ト シン ク : 536 ページ の 「プロセ ッサヒー ト シン クの取り付け」 の
項を参照

– メ モ リ モジュール : 492 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り付け」 の項
を参照

I すべてのメ モ リ モジュールを元のスロ ッ ト に取り付けます。

– 拡張カー ド : 492 ページ の 「メ モ リ モジュールの取り付け」 の項を参照

I 拡張カー ド を元のスロ ッ ト に取り付けます。

– UFM ボー ド : 673 ページ の 「UFM ボー ド の取り付け」 の項を参照

– TPM ボー ド （該当する場合） : 685 ページ の 「TPM ボー ド の取り付
け」 の項 の項を参照
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1 オンボー ド  SAS 有効化キーが取り付けられている必要があ り ます （698 ページ の
「オンボー ド  SAS 有効化キーの取り付け」 の項を参照）

16.2.1

microSDカード(該当する場合)：別紙「microSDカード取扱い手順書」

を参照

–
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Ê 次の関連する項に記載されるよ う に、 すべてのフ ァ ンモジュールと フ ァ ン
ホルダーを再び取り付けます。

– 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」
– 331 ページ の 「システムフ ァ ンモジュールの取り付け」
– 347 ページ の 「背面フ ァ ンホルダーの取り付け」
– 336 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê 該当する場合は、 システム BIOS の 「Security」 > 「TPM (Security Chip) 
Setting」 > 「Security Chip」 で TPM 機能をアク テ ィ ブ化し ます。 詳細は、
『D2949 BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 リ フ ァ レンスマニュアル』 を参照し て く だ さ い。

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 外部のケーブルをすべて再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê 133 ページ の 「システムボー ド  BIOS と  iRMC のア ッ プデー ト またはリ カ
バリ」 の項に記載されているよ う に、 システムボー ド  BIOS または iRMC 
を最新バージ ョ ンにア ッ プデー ト し ます。

Ê 135 ページ の 「システム情報のバッ クア ッ プ / 復元の確認」 の項に記載さ
れているよ う に、 シャーシ ID EPROM のバッ ク ア ッ プデータがシステム
ボー ド に復元されているかど うかを確認し ます。

Ê 148 ページ の 「システム時刻設定の確認」 の項に記載されているよ う に、
時刻設定を確認およびア ッ プデー ト し ます。

Ê 変更された WWN と  MAC ア ド レスをお客様に伝えて く だ さい。 詳細は、
153 ページ の 「変更された MAC/WWN ア ド レスの検索」 の項を参照し て
く だ さい。

Ê 150 ページ の 「Linux 環境での NIC 構成フ ァ イルのア ッ プデー ト 」 の項に
記載されているよ う に、 Linux OS を実行するサーバでシステムボー ド を
交換し た後、 対応する NIC 定義フ ァ イルでオンボー ド ネ ッ ト ワーク コ ン
ト ローラの MAC ア ド レスをア ッ プデー ト し ます。

Ê 146 ページ の 「SVOM Boot Watchdog 機能の有効化」

Ê 保守作業を開始する前に BitLocker 機能を使って無効された場合、
152 ページ の 「BitLocker 機能の有効化」。
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Ê 交換し たコ ン ト ローラ （拡張カー ド またはオンボー ド ） の元の構成に従っ
て、 オペレーテ ィ ングシステムのネ ッ ト ワーク設定を再構成し ます。

I お客様ご自身にて、 ネ ッ ト ワーク設定を行って く だ さい。

詳細は、 706 ページ の 「ネ ッ ト ワーク設定の復元に関する注意」
の項を参照し て く だ さい。

Ê 該当する場合は、 157 ページ の 「システムボー ド の交換後」 の項に記載
されているよ う に、 LAN チー ミ ング構成を復元し ます。
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15 タワーサーバを ラ ッ クサーバに変
換する

この章では、 タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する方法について説明し ま
す。

安全上の注意事項

V 注意 !

● 詳細は、 45 ページ の 「注意事項」 の章を参照し て く だ さい。

15.1 準備手順

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê 外部のケーブルをすべて取り外し ます。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」

I フ ロン ト カバーは不要にな り ます。

Ê 可能な場合 , 以降の項で説明する方法を使用し て、 すべての HDD モ
ジュールまたは HDD ダ ミ ーモジュールを取り外し ます。

– 212 ページ の 「2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し」
– 208 ページ の 「2.5 インチ HDD/SSD ダ ミ ーモジュールの取り外し」
– 261 ページ の 「3.5 インチ HDD モジュールの取り外し」
– 257 ページ の 「3.5 インチ HDD ダ ミ ーモジュールの取り外し」

ユニ ッ ト のア ッ プグレー ド お
よび修理 （URU）

平均作業時間 :
20 分

必要な工具 : – プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
– マイナス ド ラ イバー
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Ê 以降の項で説明する方法を使用し て、 アクセス可能な ド ラ イブおよび拡張
ボッ クスまたはフ ィ ラーカバーをすべて取り外し ます。

– 562 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブの取り外し」
– 549 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り外し」
– 288 ページ の 「HDD 拡張ボ ッ ク ス」

Ê 114 ページ の 「フ ッ ト ス タ ン ド の取り外し」

15.2 右側のサイ ド カバーの取り外し

図 550: 右側のサイ ド カバーの取り外し  （A）

Ê サーバの背面の 3 本のネジを取り外し ます （丸で囲んだ部分）。
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図 551: 右側のサイ ド カバーの取り外し  （B）

Ê 右側のカバーをサーバ背面方向に最後までスラ イ ド させます。

Ê 右側の 3 つのフ ッ クがシャーシの上端のスロ ッ ト の幅の広い方の終点に固
定されている こ と を確認し ます （拡大部分を参照）。



734 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する

図 552: 右側のサイ ド カバーの取り外し  （C）

Ê 右側のサイ ド カバーの 3 つのフ ッ ク をシャーシの上端のスロ ッ ト から外し
ます。

Ê マイナス ド ラ イバーをて こ と し て使用し て、 外れるまでロ ッキングタ
ブを持ち上げます （1）。

Ê 右側のサイ ド カバーの両端を引き上げて、 左右のフ ッ ク をシャーシの
上端のスロ ッ ト から外し ます （2）。
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図 553: 右側のサイ ド カバーの取り外し  （D）

Ê すべてのケーブルと コ ンポーネン ト がサーバ内部に正し く 固定され、 緩ん
だ部分がないこ と を確認し ます。

Ê サーバをゆっ く り と裏返し ます。

I 最大構成のサーバを裏返すには、 最低 2 人必要です。 作業しやす く
するために、 ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ と電源モジュールを取り外し
ます。

Ê 図のよ う に右側のサイ ド カバーを持ち上げて取り外し ます。

I 右側のサイ ド カバーは不要にな り ます。

Ê サーバは上下逆のままにし ます。
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15.3 ア クセス可能な ド ラ イブケージの取り外し

図 554: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを取り外す （A）

Ê 図のよ う に、 サーバの下部の 2 本のネジを取り外し ます。

Ê サーバを横向きに置きます。

I 最大構成のサーバを裏返すには、 最低 2 人必要です。 作業しやす く
するために、 ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ と電源モジュールを取り外し
ます。
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図 555: アクセス可能な ド ラ イ ブケージを取り外す （B）

Ê 図のよ う に、 シャーシの右端から  2 本のネジを取り外し ます。
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図 556: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを取り外す （C）

Ê 図のよ う に、 シャーシの上端の 2 本のネジを取り外し ます。
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図 557: アクセス可能な ド ラ イ ブケージを取り外す （A）

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージを少し持ち上げ、 その前面の下端をシャー
シフ ロアのスロ ッ ト から取り外し ます （1）。

Ê 図のよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ カバーをシャーシフ レームの下にス
ラ イ ド させます （2）。
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図 558: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを取り外す （B）

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージをシャーシから持ち上げます。
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15.4 ア クセス可能な ド ラ イ ブケージへの変更

図 559: アクセス可能な ド ラ イ ブケージへ変更する （A）

Ê 「RACK」 とい う マークが上を向 く よ う に、 アクセス可能な ド ラ イブケー
ジを回転させます （1、 拡大された部分を参照）。

Ê ネジ穴付きボル ト をアクセス可能な ド ラ イブケージの上端から取り外し ま
す （2）。
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図 560: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージへ変更する （B）

Ê 図のよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブケージの端にネジ穴付きボル ト を再
び取り付けます （拡大された部分を参照）。
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15.5 ア クセス可能な ド ラ イ ブの再取り付け

図 561: アクセス可能な ド ラ イ ブケージを取り付ける （A）

Ê 「RACK」 とい う マークが上を向 く よ う に （拡大された部分を参照）、 アク
セス可能な ド ラ イブケージをシャーシに降ろ し ます。
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図 562: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを取り付ける （B）

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージをサーバ背面方向に最後までスラ イ ド させ
ます。
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図 563: アクセス可能な ド ラ イ ブの再取り付け （C）

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージの前面の下端が、 シャーシフ ロアのスロ ッ
ト に正し く 固定されている こ と を確認し ます。
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図 564: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを固定する （A）

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージを 2 本のネジでシャーシの上端に固定し ま
す。
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図 565: アクセス可能な ド ラ イ ブケージを固定する （B）

Ê 図のよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブケージを  2 本のネジでシャーシの右
端に固定し ます。
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図 566: ア クセス可能な ド ラ イ ブケージを固定する （C）

Ê すべてのケーブルと コ ンポーネン ト がサーバ内部に正し く 固定され、 緩ん
だ部分がないこ と を確認し ます。

Ê サーバをゆっ く り と裏返し ます。

I 完全装備されたサーバを裏返すには、 最低 2 人必要です。 作業しや
す く するために、 ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ と電源モジュールを取り
外し ます。

Ê アクセス可能な ド ラ イブケージを 2 本のネジでシャーシの下側に固定し ま
す。

I 正しいネジの位置にご注意 く だ さい （拡大された部分を参照）。 タ
ワー構成で使用される右側のネジ穴は、 空いたままにな り ます。
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15.6 グラ イダー脚の取り外し

図 567: グラ イダー脚の取り外し

Ê マイナス ド ラ イバーをてこ と し て使用し て、 外れるまで各グラ イダー脚を
少し持ち上げます。

Ê サーバを横向きに置きます。

I 完全装備されたサーバを裏返すには、 最低 2 人必要です。 作業しや
す く するために、 ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ と電源モジュールを取り
外し ます。

15.7 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チの準備

Ê 784 ページ の 「イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの取り外し」 に記
載されているよ う に、 イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チを取り外し ます。

Ê 787 ページ の 「イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの取り外し」 の項
に記載されるよ う に、 ゴム製のバンパー （C26192-Y26-C43） を前面のイ
ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チに取り付けて、 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チモ
ジュールを再び取り付けます。



750 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する

15.8 ア クセス可能な ド ラ イブの取り付け

図 568: ア クセス可能な ド ラ イ ブの取り付け

Ê 635 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュールの取り付け」 に記載されてい
るよ う に、 フ ロン ト パネルを再び取り付けます （90° 回転させます）。

Ê 547 ページ の表 5 の取り付け手順に従って、 アクセス可能な ド ラ イブを
元のベイにすべて再取り付けし ます （90 度回転）。 555 ページ の 「アクセ
ス可能な ド ラ イブのケーブル配線」 の項に記載されている手順に従いま
す。

Ê 可能な場合 ,547 ページ の表 5 の取り付け手順に従って、 アクセス可能な
ド ラ イブを元のベイにすべて再取り付けし ます （90 度回転）。 288 ページ 
の 「HDD 拡張ボッ クス」 の項に記載されている手順に従います。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 751

タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する

Ê 可能な場合 , 以降の項で説明する方法を使用し て、 すべての HDD または 
HDD ダ ミ ーモジュールを元のスロ ッ ト に再取り付けます。

– 208 ページ の 「2.5 インチの HDD/SSD モジュールの取り付け」
– 214 ページ の 「2.5 インチ HDD/SSD ダ ミ ーモジュールの取り付け」
– 256 ページ の 「3.5 インチの HDD モジュールの取り付け」
– 262 ページ の 「3.5 インチ HDD ダ ミ ーモジュールの取り付け」

Ê 564 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーの取り付け」 の
項に記載されるよ う に、 アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーおよびフ
ロン ト カバーをすべて再び取り付けます。

15.9 ラ ッ ク フ ロン ト カバーの組み立て

図 569: ク イ ッ ク リ リ ースレバー付き ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト

I ラ ッ ク フ ロン ト カバーは、 プ ラスチ ッ ク製フ レームと、 2 つのク イ ッ
ク リ リ ースレバー付き ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト で構成されます。
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図 570: ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト を取り付ける （A）

Ê ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト を、 ラ ッ クの前面ベゼルの 2 つのフ ッ クに合
わせます （矢印を参照）。

図 571: ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト を取り付ける （B）

Ê ラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト がラ ッ クの前面ベゼルに完全に固定されるま
で、 し っかり押し下げます。

Ê 同様の手順で 2 つ目のラ ッ ク取り付け用ブ ラケ ッ ト を取り付けます。
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図 572: アクセス可能な ド ラ イ ブのダ ミ ーカバーの取り付け

Ê アクセス可能な ド ラ イブのダ ミ ーカバーをすべて元の位置に再び取り付け
ます （90° 回転させます）。

Ê アクセス可能な ド ラ イブ フ ィ ラーカバーが空いている ド ラ イブベイに
取り付けられている こ と を確認し ます。

Ê フ ロン ト カバーを裏返し ます。

Ê アクセス可能な ド ラ イブのカバー （C26361-K644-C60） の一方の端の 
2 つの突起を、 フ ロン ト カバーの右内縁と結合し ます （1）。

Ê 所定の位置にはまるまで、 アクセス可能な ド ラ イブ カバーを倒し ます
（2）。

I 準備手順のと きにフ ロン ト カバーから取り外し たダ ミ ーカバーを使
用し ます。
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15.10 終了手順

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

図 573: 注意ラベルの貼り付け

Ê 図のよ う に、 同梱されている負荷警告標識を ト ッ プ カバーの前面の左端に
貼り付けます。

Ê 『Rack Mounting Kit - RMK-F2 Drop-In』 の取り付け手順に記載されている
よ う に、 サポー ト ブ ラケ ッ ト と ラ ッ ク取り付けレールを ラ ッ クに取り付け
ます。

I このド キュ メ ン ト は、 オン ラ イ ンで http://manuals.ts.fujitsu.com （日
本市場の場合 : http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/）
から取得可能です。 ラ ッ ク取り付けキ ッ ト に、 印刷されたポス ター
が付属し ています。

Ê 115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」

Ê 外部のケーブルをすべて再び接続し ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

http://manuals.ts.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual/
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タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する

Ê フ ロン ト パネルボー ド に取り付けられているシャーシ ID EPROM 上の
サーバのシャーシ情報をア ッ プデー ト し ます。 ChassisId_Prom Tool の取得
および使用方法の詳細は、 155 ページ の 「シャーシ ID Prom Tool の使用」
の項を参照し て く だ さい。

Ê 158 ページ の 「シャーシモデルの指定」 の項に記載されているよ う に、
シャーシモデルの設定を 「ラ ッ クサーバ」 に変更し ます。
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タワーサーバを ラ ッ クサーバに変換する
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16 ケーブル配線

安全上の注意事項

V 注意 !

● ケーブルを取り外す際は、 必ずコネク タ を持っ て取り外し て く だ さ
い。 ケーブル部分を引っ張って取り外さ ないで く だ さい。

● システムコ ンポーネン ト の交換時に、 ケーブルが擦りむけた り、 歪
んでいた り、 破損し ていないこ と を確認し て く だ さい。

● シールド が破損し ているケーブルは、 直ちに交換し て く だ さい。

● 必ずシールド ケーブルを使用し て く だ さい。

16.1 使用ケーブルのリ ス ト

I ケーブルリ ス ト の番号は、 配線図に示される番号に対応し ます。

番号 名称 長さ
ナンバー
(T26139-) 配線

1 HDD 電源ケーブル
750 / 550 / 
450 mm

Y3952-V601
パワーバッ ク プレーンから  
SAS バッ ク プレーン /HDD 
拡張ボ ッ クス

2 PSU 信号ケーブル 300 mm Y4027-V1 パワーバッ ク プレーンから

システムボー ド

3 HDD/ODD 電源ケーブ

ル
410 mm Y4029-V201

SAS バッ ク プレーンから

HDD 拡張ボ ッ クスまたは

システムボー ド

4 システム電源ケーブ

ル
500 mm Y3758-V9 パワーバッ ク プレーンから

システムボー ド

5 バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブ電源ケーブル
410 mm Y4029-V1

バッ クア ッ プ ド ラ イ ブから

システムボー ド またはパ

ワーバッ ク プレーン

6 ODD SATA 電源ケー

ブル
410 mm Y3930-V601 ODD から  SAS バッ ク プ

レーン

7
バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブ電源 / データ ケーブ

ル

410 ~ 700 
mm

Y3969-V401
SAS バッ ク ア ッ プ ド ラ イ

ブからシステムボー ド コネ

ク タ  SAS 1-4

表 6: 使用ケーブルのリ ス ト
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8A
薄型 ODD 電源ケーブ

ル

400 mm Y3986-V302
ODD から システムボー ド

または SAS バッ ク プレー

ン

8B 500 mm Y3986-V305 ODD から SAS バッ ク プ

レーン

9 SAS エキスパンダ

ボー ド 電源ケーブル
300 mm Y4029-V101 SAS エキスパンダボー ド

から  SAS バッ ク プレーン

10 フ ロン ト パネルのコ

ネク タ ケーブル
400 mm Y4015-V1 フ ロン ト パネルモジ ュール

からシステムボー ド

11 前面 LAN ケーブル 600 mm Y4025-V1 サーバ前面から前面 LAN 
ボー ド  D2935

12 前面 VGA ケーブル 500 mm Y3994-V101 サーバ前面から システム

ボー ド

13 イ ン ト リ ュージ ョ ン

スイ ッ チケーブル

830 ~ 890 
mm

Y3922-V121 サーバサイ ド および前面か

ら システムボー ド

14 LSD ケーブル 700 mm Y3718-V301 LSD- システムボー ド

15

SAS ケーブル

250 mm Y3963-V112

SAS バッ ク プレーンから  
SAS エキスパンダボー ド

または SAS コ ン ト ローラ

16 320 mm
Y3963-V101

Y3963-V151

17 470 mm
Y3963-V103

Y3963-V153

18 620 mm Y3963-V107

19 マルチレーン SAS 
ケーブル

420 mm Y3963-V201

2 x 3.5 イ ンチ HDD 拡張

ボ ッ ク スから  SAS 拡張

ボー ド または SAS コ ン ト

ローラ

20 ODD SATA ケーブル 650 mm Y3958-V205 ODD - システムボー ド

21A USB 2.0 ケーブル 700 mm Y3973-V96 USB バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブから システムボー ド

21B USB 3.0 ケーブル 1000 mm Y4039-V100
USB バッ クア ッ プ ド ラ イ

ブから  USB 3.0 PCI イ ン タ

フ ェースカー ド

22 BBU ケーブル 700 mm Y3987-V1 BBU - SAS コ ン ト ローラ

23
FBU ケーブル

（SAS 2.0 
コ ン ト ローラ）

- Y4032-V1 FBU から  SAS コ ン ト ロー

ラ

番号 名称 長さ
ナンバー
(T26139-) 配線

表 6: 使用ケーブルのリ ス ト

(*1)

*1) 日本市場のみ「CA07198-K371」の追加あり
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24 NCSI サイ ド バン ド

ケーブル
75 mm Y4015-V101 Modular LAN コ ン ト ローラ

からシステムボー ド

25 GPGPU カー ド の電源

ケーブル
600 mm Y3946-V701 パワーバッ ク プレーンから

GPGPU カー ド

26
HDD / GPGPU /

コ プロセ ッサーカー

ド の電源ケーブル

820 mm Y3952-V701

SAS バッ ク プレーンおよ

び GPGPU カー ド ／コ プ

ロセ ッサーカー ド へのパ

ワーバッ ク プレーン

27 SAS 3.0 ケーブル 470 mm Y4040-V8 SAS 3.0 バッ ク プレーンか

ら  SAS 3.0 コ ン ト ローラ

28
SAS 2.0 / 3.0 
ケーブル

300 mm Y4040-V14 SAS 3.0 バッ ク プレーンか

ら  SAS 2.0 コ ン ト ローラ

29
SAS 3.0 Out-of-Band 
ケーブル

- Y4015-V601 SAS 3.0 バッ ク プレーンか

ら システムボー ド

30
FBU ケーブル

（SAS 3.0 
コ ン ト ローラ）

700 mm Y4031-V103 FBU から  TFM 4G / 8G モ
ジ ュール

番号 名称 長さ
ナンバー
(T26139-) 配線

表 6: 使用ケーブルのリ ス ト
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16.2 ケーブル配線の概要

I 配線図の番号は、 上の図で使用されるケーブルのリ ス ト に示される番
号に対応し ています。

16.2.1 基本的なケーブル配線

このケーブル配線の概要には、 以下のコ ンポーネン ト が含まれます。

図 574: 基本的なケーブル配線

– イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チ
– ODD / USB / SAS バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ

– アクセス可能な ド ラ イブ
– フ ロン ト パネルのコネク タ

System Board D2949
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FRONT VGA

FRONTPANEL
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SMB 1

SAS 1-4

USB INT 1

PWR HDD / ODD

INTRUSION

Drive Bay 1

ODD / Slimline ODD

LSD (in Multibay)

Front VGA

Front LAN

Front Panel

Drive Bay 2

Drive Bay 3

Intrusion Switches

USB Backup Drive

SAS Backup Drive

21A

7

13

5

12

11

10

20

14

21BUSB 3.0
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ケーブル配線

16.2.2 8 x 3.5 イ ンチ HDD および SAS エキスパンダボー ド
との電源ケーブル配線

図 575: 電源ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD および SAS 拡張ボー ド

System Board D2949
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Power Backplane
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X20
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X7
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1
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W
R
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16.2.3 4 x 3.5 イ ンチ HDD およびアクセス可能な ド ラ イブ と
の電源ケーブル配線

図 576: 電源ケーブル配線 : 4 x 3.5 イ ンチ HDD およびア クセス可能な ド ラ イブ
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Power Backplane

X25

X21
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5 / 7
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ケーブル配線

16.2.4 4 x 3.5 イ ンチ HDD およびマルチベイボ ッ クス との電
源ケーブル配線

図 577: 電源ケーブル配線 : 4 x 3.5 イ ンチ HDD およびマルチベイボ ッ ク ス
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5 / 7
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16.2.5 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 4 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク
ス との電源ケーブル配線

図 578: 電源ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 4 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク ス
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ケーブル配線

16.2.6 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 2 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク
ス との電源ケーブル配線

図 579: 電源ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 2 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク ス

System Board D2949
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16.2.7 8 x 3.5 イ ンチ HDD との SAS ケーブル配線

図 580: SAS ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD

SAS Controller 1
(PCI Slot 10)

MLC 1

MLC 2
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ケーブル配線

16.2.8 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 2 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク
ス との SAS ケーブル配線

図 581: SAS ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 2 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ クス
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ケーブル配線

16.2.9 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 4 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ ク
ス との SAS ケーブル配線

図 582: SAS ケーブル配線 : 8 x 3.5 イ ンチ HDD および 4 x 3.5 イ ンチ拡張ボ ッ クス

SAS Expander Board

X6 X4X5 X3

X2

X1

MLC 2

MLC 1

4x 3.5-inch HDD 
Backplane 1

X1

X10

X7

4x 3.5-inch HDD 
Backplane 2

X1

X10

X7

Drive Bays 1-3
4x 3.5-inch

HDD Extension Box

HDD Backplane

Slimline ODD

X1

17

SAS Controller 1
(PCI Slot 10)

MLC 1

MLC 2

BBU

16

16

1616

X7



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 769

ケーブル配線

16.2.10 8 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD および SAS エキスパンダ
ボー ド との電源ケーブル配線

図 583: 電源ケーブル配線 : 8 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD および SAS 拡張ボー ド
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ケーブル配線

16.2.11 8 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD およびアクセス可能な ド ラ
イブ との電源ケーブル配線

図 584: 電源ケーブル配線 : 8 x 2.5 イ ンチ HDD /SSD およびア クセス可能な ド ラ イ ブ
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ケーブル配線

16.2.12 16 x / 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD およびバッ クア ッ プ
ド ラ イブ との電源ケーブル配線

図 585: 電源ケーブル配線 : 16x / 24x 2.5 イ ンチ HDD / SSD およびバッ ク ア ッ プ ド ラ イ ブ
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16.2.13 8 x 2.5-inch SAS 2.0 HDD / SSD および 2 つの 
SAS 3.0 バッ ク プレーン との SAS 2.0 ケーブル配線

図 586: 2 x SAS 3.0 バッ ク プレーン との SAS 2.0 ケーブル配線

I このケーブル構成には、 SAS 2.0 RAID コ ン ト ローラ  D2616 および 
D2607 での Out-of-Band 監視が含まれます。

16.2.14 8 x 2.5-inch SAS 3.0 HDD / SSD および 2 つの 
SAS 3.0 バッ ク プレーン との SAS 3.0 ケーブル配線

図 587: 2 x SAS 3.0 バッ ク プレーン との SAS 3.0 ケーブル配線
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ケーブル配線

I この配線図は、 SAS 3.0 RAID コ ン ト ローラ  D3216 （PRAID EP400i / 
EP420i） に適用されます。

16.2.15 16 x 2.5 イ ンチ HDD /SSD および 2 x SAS コ ン ト ロー
ラ との SAS 2.0 ケーブル配線

図 588: SAS ケーブル配線 : 16 x 2.5 イ ンチ SAS HDD、 2 x SAS 2.0 コ ン ト ローラ

SAS Controller 1
(PCI Slot 10)

MLC 1

MLC 2

4x 2.5-inch HDD 
Backplane 2

X1

4x 2.5-inch HDD 
Backplane 1

X1

16

16

SAS Controller 2
(PCI Slot 3)

MLC 1

MLC 2

4x 2.5-inch HDD 
Backplane 4

X1

4x 2.5-inch HDD 
Backplane 3

X1

18

18



774 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

ケーブル配線

16.2.16 16 x 2.5 イ ンチ HDD /SSD および 2 x SAS コ ン ト ロー
ラ との SAS 3.0 / 2.0 ケーブル配線

図 589: SAS ケーブル配線 : 16 x 2.5 イ ンチ HDD、 1 x SAS 3.0 / 1 x SAS 2.0 コ ン ト ローラ
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ケーブル配線

16.2.17 16 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 1 x SAS コ ン ト ローラ、
および SAS 拡張ボー ド との SAS 2.0 ケーブル配線

図 590: SAS ケーブル配線 : 16 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 1 x SAS コ ン ト ローラ
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16.2.18 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 2 x SAS コ ン ト ローラ、
および SAS 拡張ボー ド との SAS 2.0 ケーブル配線

図 591: SAS ケーブル配線 : 24 x 2.5 インチ HDD / SSD、 2 x SAS 2.0 コン ト ローラ
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16.2.19 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 2 x SAS コ ン ト ローラ、
SAS 拡張ボー ド との SAS 3.0 / 2.0 ケーブル配線

図 592: SAS ケーブル配線 : 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 2 x SAS 3.0 / 2.0 コ ン ト ローラ
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16.2.20 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 1 x SAS コ ン ト ローラ、
および SAS 拡張ボー ド との SAS 2.0 ケーブル配線

図 593: SAS ケーブル配線 : 24 x 2.5 イ ンチ HDD / SSD、 1 x SAS コ ン ト ローラ
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16.2.21 標準の GPGPU / コ プロセ ッサカー ド の配線

図 594: 標準の GPGPU / コ プロセ ッサカー ド の配線

System Board D2949

PSU CONTROL 

PWR

GPGPU Card 1

PWR HDD / ODD

GPGPU Card 2

Power Backplane

X25

X21

X20

X22

4x 3.5-inch HDD 
Backplane 1

X9

X10

X7

4x 3.5-inch HDD 
Backplane 2

X9

X10

X7

24

PWRPB

P
W

R
 1

P2

P1

X23

25 25

P3

P4

1



780 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

ケーブル配線

16.2.22 高性能の GPGPU / コ プロセ ッサカー ドの配線

図 595: 高性能の GPGPU / コ プロセ ッサカー ド の配線
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16.2.23 SAS 2.0 BBU / FBU ケーブル配線

図 596: SAS 2.0 BBU / FBU ケーブル配線

SAS Controller 1
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SAS Controller 2
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22/23
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BBU / FBU 1 が すでに SASコ ントローラ 2 に占有
されている場合は、BBU / FBU をサポートする

ことはできません。

この構成は、CPU 2 の設置の場合にのみ可能です。
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16.2.24 SAS 3.0 FBU ケーブル配線

図 597: SAS 3.0 FBU ケーブル配線

16.2.25 Modular LAN NCSI サイ ドバン ドのケーブル配線

図 598: Modular LAN NCSI サイ ド バン ド のケーブル配線
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16.3 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの交換

16.3.1 準備手順

Ê 57 ページ の 「故障し たサーバの特定」

Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

64 ページ の 「ラ ッ クからのサーバの引き出しおよび取り外し」 の項。

Ê 68 ページ の 「サーバを開ける」 の項に記載されているよ う に、 サイ ド カ
バーまたは ト ッ プカバーを開けます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê 334 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り外し」

フ ィ ールド 交換可能ユニ ッ ト
（FRU）

平均作業時間 :
10 分

必要な工具 : プ ラス PH2 / (+) No. 2 ド ラ イバ
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16.3.2 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの取り外し

図 599: イ ン ト リ ュージ ョ ンス イ ッ チケーブルの取り外し

Ê イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルをシステムボー ドから取り外し ま
す。

Ê ケーブルガイ ド （G）、 および HDD ケージの 2 つのケーブルク ラ ンプ （C）
から、 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルを取り外し ます。
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図 600: イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーの取り外し (A)

Ê 図のよ う に、 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーから  1 本のネジを取り
外し ます。

I イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの交換については、 2.5 イン
チ HDD モデルの例で説明されています。 3.5 イ ンチ HDD モデルの
場合、 HDD ベイの ト ッ プカバーが少し違いますが、 手順は同じ で
す。

図 601: 3.5 イ ンチ HDD 構成のイ ン ト リ ュージ ョ ンス イ ッ チホルダー
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図 602: イ ン ト リ ュージ ョ ンス イ ッ チケーブルの取り外し (B)

Ê イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーが HDD ベイの ト ッ プカバーから外
れるまで、 後ろにスラ イ ド させます （1）。

Ê 故障し たイ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーを取り外し ます （2）。
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16.3.3 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの取り外し

図 603: ゴム製のバンパーの前面イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チへの取り付け

I ラ ッ クサーバ構成の場合、 次の説明のよ う に、 ゴム製のバンパーを前
面イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チへ取り付ける必要があ り ます。 タワー
サーバを使用する場合は、 この手順はスキ ッ プ し て く だ さい。

Ê 図のよ う に、 ゴム製のバンパー （C26192-Y26-C43） を前面イン ト リ ュー
ジ ョ ンスイ ッ チへ取り付けます。
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図 604: イ ン ト リ ュージ ョ ンス イ ッ チケーブルの取り外し (A)

Ê 新しいイ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーを HDD ベイの ト ッ プ カバー
へ置きます （1）。

Ê イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーを、 最後までシャーシ前面の縁の下
にスラ イ ド させます （2）。
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図 605: イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルの取り外し （B）

Ê M3 x 4.5 mm ネジで、 イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チホルダーを  HDD ベイ
の ト ッ プ カバーに固定し ます。
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図 606: イ ン ト リ ュージ ョ ンス イ ッ チケーブルの接続

Ê HDD ケージの 2 つのケーブルク ラ ンプ （C）、 およびケーブルガイ ド （G）
に、 イ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルを通し ます。

Ê システムボー ド にイ ン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チを接続し ます。
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16.3.4 終了手順

Ê 335 ページ の 「システムフ ァ ンホルダーの取り付け」

Ê 83 ページ の 「システム送風ダク ト の取り付け」

Ê 98 ページ の 「サーバを閉じ る」

Ê ラックに取り付けられているサーバを取り扱う場合は：

115 ページ の 「ラ ッ クへのサーバの取り付け」 の項。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」
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17 付録

17.1 装置概観

17.1.1 サーバ前面

2.5 インチ HDD/SSD モデル

図 607: PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 前面 - 2.5 イ ンチ HDD/SSD モデル

位置 コ ンポーネン ト 参照先

1
2.5 イ ンチハー ド デ ィ スク
ド ラ イブ /Solid State 
Drive/ ダ ミ ーモジュール

189 ページ の 「2.5 イ ンチ HDD / SSD 最
大 8 台 （SAS バッ ク プレーン 2 枚）」

2
光デ ィ スク ド ラ イブ /
5.25 イ ンチダ ミ ーモ
ジュール

546 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブ
ベイ」

3 ID カー ド 68 ページ の 「サーバを開ける」
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3.5 イ ンチ HDD モデル

図 608: PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 前面 3.5 イ ンチ HDD モデル

4 8 x 2.5 イ ンチの HDD 拡
張ボ ッ クス

189 ページ の 「2.5 イ ンチ HDD / SSD 最
大 8 台 （SAS バッ ク プレーン 2 枚）」

5 フ ロン ト パネルモジュー
ル :2 x USB コネク タ

626 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュー
ルの交換」

6

フ ロン ト パネルモジュー
ル : 前面 Management 
LAN コネク タ （オプシ ョ
ン）

655 ページ の 「前面 LAN コネク タおよび
ボー ド の交換」

7
フ ロン ト パネルモジュー
ル : 前面 VGA コネク タ
（オプシ ョ ン）

666 ページ の 「前面 VGA コネク タの交
換」

位置 コ ンポーネン ト 参照先
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位置 コ ンポーネン ト 参照先

1
3.5 イ ンチハー ド デ ィ スク
ド ラ イブ / ダ ミ ーモ
ジュール

242 ページ の 「3.5 イ ンチ HDD 構成」

2 Local Service Display モ
ジュール （LSD）

546 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブ
ベイ」

3 ID カー ド 68 ページ の 「サーバを開ける」

4
2 x 3.5 イ ンチ HDD 拡張
ボ ッ クス （LSD および薄
型 ODD ベイ搭載）

288 ページ の 「HDD 拡張ボ ッ クス」

5 光デ ィ スク ド ラ イブ

546 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イブ
ベイ」6

バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ /
5.25 イ ンチダ ミ ーモ
ジュール

7 フ ロン ト パネルモジュー
ル :2 x USB コネク タ

626 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュー
ルの交換」

8

フ ロン ト パネルモジュー
ル : 前面 Management 
LAN コネク タ （オプシ ョ
ン）

655 ページ の 「前面 LAN コネク タおよび
ボー ドの交換」

9
フ ロン ト パネルモジュー
ル : 前面 VGA コネク タ
（オプシ ョ ン）

666 ページ の 「前面 VGA コネク タの交
換」
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17.1.2 サーバ背面

図 609: PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 背面

位置 コ ンポーネン ト 参照先

1 電源ユニ ッ ト  1 ～ 2
173 ページ の 「PSU モジュールの交換」

2 電源ユニ ッ ト  3 ～ 4

3 拡張カー ド
（スロ ッ ト  1 ～ 4）

368 ページ の 「拡張カー ド の交換」

4 USB コネク タ  1 ～ 4 806 ページ の 「I/O パネルコネク タ」

5 背面フ ァ ン （フ ァ ン 5 ～ 
6）

343 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの
交換」

6 シ リ アルコネク タ 806 ページ の 「I/O パネルコネク タ」

7 保守ラ ンプ /CSS ラ ンプ /
システム ID ラ ンプ

807 ページ の 「I/O パネルの表示ラ ンプ」
803 ページ の 「オンボー ド 表示ラ ンプお
よびコ ン ト ロール」
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17.1.3 サーバ内部

図 610: PRIMERGY TX300 S8 / RX350 S8 内部 （例 :2.5 イ ンチ HDD タ ワーモデル）

8 Shared LAN コネク タ
（LAN 1）

806 ページ の 「I/O パネルコネク タ」
807 ページ の 「I/O パネルの表示ラ ンプ」
705 ページ の 「システムボー ド の交換」

9 Standard LAN コネク タ
（LAN 2）

10 Management LAN コネク
タ

11 ビデオコネク タ （VGA） 806 ページ の 「I/O パネルコネク タ」

12
拡張カー ド
（スロ ッ ト  6 ～ 9）
（GPGPU カー ド  用）

435 ページ の 「GPGPU カー ド ／コ プロ
セ ッサーカー ド の交換」

位置 コ ンポーネン ト 参照先
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位置 コ ンポーネン ト 参照先

1 オプシ ョ ンの背面フ ァ ン
（フ ァ ン 5 ～ 6）

343 ページ の 「背面フ ァ ンモジュールの
交換」

2 拡張カー ド スロ ッ ト  1 ～ 
4 368 ページ の 「拡張カー ド の交換」

3 メ モ リ モジュール （チャ
ネル E/F）

497 ページ の 「メ モ リ モジュールの交
換」

4 プロセ ッサ 2/
CPU ヒー ト シン ク

503 ページ の 「プロセ ッサの取り付け」

5 拡張カー ド スロ ッ ト 10 
（SAS RAID カー ド用）

368 ページ の 「拡張カー ド の交換」

6 メ モ リ モジュール （チャ
ネル C/D）

497 ページ の 「メ モ リ モジュールの交
換」

7 UFM ボー ド 680 ページ の 「UFM ボー ド の交換」

8 システムフ ァ ン （フ ァ ン
1 ～ 4）

328 ページ の 「システムフ ァ ンモジュー
ルの交換」

9
バッ テ リ ーバッ クア ッ プ
ユニ ッ ト / フ ラ ッ シュ
バッ クア ッ プユニ ッ ト

472 ページ の 「BBU の交換」
476 ページ の 「FBU の交換」

10 HDD/SSD ド ラ イブベイ
183 ページ の 「ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ
/ SSD （Solid State Drive）」11 イン ト リ ュージ ョ ンス

イ ッ チ

12 フ ロン ト パネルモジュー
ルベイ

626 ページ の 「フ ロン ト パネルモジュー
ルの交換」

13 アクセス可能な ド ラ イブ
ベイ

545 ページ の 「アクセス可能な ド ラ イ
ブ」

14 TPM ボー ド 695 ページ の 「TPM ボー ド の交換」

15 CMOS バッ テ リー
669 ページ の 「CMOS バッ テ リ ーの交
換」

16 メ モ リ モジュール （チャ
ネル A/B）

497 ページ の 「メ モ リ モジュールの交
換」

17 プロセ ッサ 1/
CPU ヒー ト シン ク

503 ページ の 「プロセ ッサの取り付け」

18 メ モ リ モジュール （チャ
ネル G/H）

497 ページ の 「メ モ リ モジュールの交
換」
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17.2 構成の表

17.2.1 ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ / Solid State Drive の取り付
け順序

183 ページ の 「ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ / SSD （Solid State Drive）」 の章を
参照し て く だ さい。

17.2.2 メ モ リ ボー ドの構成の表

483 ページ の 「メ イン メ モ リ」 の章を参照し て く だ さい。

17.2.3 拡張カー ドの構成の表

349 ページ の 「拡張カー ド とバッ クア ッ プユニ ッ ト 」 の章を参照し て く だ さ
い。

19 拡張カー ド  5 ～ 8
（GPGPU カー ド 用）

435 ページ の 「GPGPU カー ド ／コ プロ
セ ッサーカー ド の交換」

位置 コ ンポーネン ト 参照先
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17.3 コネク タ と表示ラ ンプ

17.3.1 システムボー ドのコネク タ と表示ラ ンプ

17.3.1.1 オンボー ド のコネク タ

図 611: システムボー ド  D2949 の内部コネク タ

番号 印字 説明

1 FAN6
ホ ッ ト プ ラグ可能な背面フ ァ ンのフ ァ ン コネク タ

2 FAN5

3 HDD LED ( 未使用 )
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4 NC-SI モジュ ラー LAN カー ド の NCSI コネク タ

5 SAS 1-4 オンボー ド  SAS コネク タ （オンボー ド  SAS 有効
化キーを使用し て有効にする必要があ り ます）

6 USB STICK ( 未使用 )

7 SMB 4 ( 未使用 )

8 SATA 1 SATA コネク タ （アクセス可能な SATA ド ラ イブ
用）

9 INTRUSION イン ト リ ュージ ョ ンスイ ッ チケーブルコネク タ

10 FAN1 フ ァ ン コネク タ （ホ ッ ト プ ラグ可能なシステム
フ ァ ン用）

11 SATA 2 SATA コネク タ （アクセス可能な SATA ド ラ イブ
用）

12 UFM USB Flash Module （UFM） 用コネク タ

13 UPG-ROM
オンボー ド  SAS 有効化キーのコネク タ （オン
ボー ド  SAS コネク タ  SAS 1 ～ 4 を有効にする場
合必要）

14 FAN2
ホ ッ ト プ ラグ可能なシステムフ ァ ン用のフ ァ ン コ
ネク タ

15 FAN3

16 FAN4

17 TPM Trusted Platform Module （TPM） 用コネク タ

18 USB INT 2
USB 2.0 バッ ク ア ッ プ ド ラ イブ用 USB コネク タ

19 USB INT 1

20 SMB 1 Local Service Display （LSD） 用コネク タ

21 FRONTPANEL フ ロン ト パネルおよび前面 USB コネク タ用コネ
ク タ

22 FRONT VGA オプシ ョ ンの前面 VGA コネク タ用コネク タ

23 FRONT LAN 前面 LAN コネク タボー ドのスロ ッ ト

24 PWR HDD/ODD HDD バッ ク プレーンまたはアクセス可能な ド ラ
イブ用電源コネク タ

25 PWR システム電源コネク タ

26 PSU CONTROL PSU モジュール用マネジ メ ン ト コネク タ

番号 印字 説明
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17.3.1.2 オンボー ド 設定

図 612: システムボー ド  D2949 のオンボー ド 設定

設定 ステータ ス 説明

1 ジャ ンパ設定

デフ ォル ト  : パスワー ドの削除と リ カ
バリ  BIOS のオプシ ョ ンが無効

RCVR : リ カバリ  BIOS が有効

PWD SKIP : パスワー ドの削除が有効

このジャ ンパ設定によ り、 現在の
BIOS パスワー ド が永久に削除され、
デフ ォル ト の BIOS 設定が適用されま
す。
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17.3.1.3 オンボー ド 表示ラ ンプおよびコ ン ト ロール

図 613: オンボー ド 表示ラ ンプ と  CSS ボ タ ン

番号 説明

1 CSS 表示ボタ ン
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CSS 表示ボタ ンの使用

Ê サーバをシャ ッ ト ダウン し て電源を切り ます。

Ê システムから  AC 電源コー ド を抜きます。

I CSS 表示ボタ ンの機能を使用するには、 電源コー ド を抜いてお く
必要があ り ます。

Ê 81 ページ の 「システム送風ダク ト の取り外し」

Ê CSS 表示ボタ ンを押し て （1）、 故障し た部品を強調表示し ます。

コ ンポーネン ト  LED

I LED A、 B、 C はサーバ背面の外側から確認できます。 その他の LED 
は、 サーバのカバーを開けない と確認できません。

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

A ID ラ ンプ 青色の点灯

簡単に識別でき るよ う に、 ServerView 
Operations Manager または iRMC Web 
フ ロン ト エン ド、 フ ロン ト パネルの ID 
ボタ ンを使用し てサーバが強調表示さ
れる

B
CSS
（Customer Self 
Service）

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト ）

黄色の点灯
故障前に予兆を検出し た （CSS コ ン
ポーネン ト ）

黄色の点滅 CSS コ ンポーネン ト の故障

C
GEL
（保守ラ ンプ）

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト 以外）

オレンジ色
の点灯

故障前に予兆を検出し た （CSS コ ン
ポーネン ト 以外）

オレンジ色
の点滅

CSS コ ンポーネン ト 以外の故障
考えられる原因 :

– センサーの過熱 
– センサーの故障
– CPU エ ラー
– ソ フ ト ウ ェ アのエ ラー
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D PCI カー ド

オフ PCI カー ドが動作可能

オレンジ色
の点灯

PCI カー ド故障

E CPU
オフ CPU が動作可能

オレンジ色
の点灯

CPU の故障

F メ モ リ

オフ メ モ リ モジュールが動作可能

オレンジ色
の点灯

メ モ リ モジュールの故障

G

PSU
緑色の点灯 PSU が動作可能

H オレンジ色
の点灯

PSU の故障

I 主電源 緑色の点灯 主電圧が範囲内

K 待機電力 黄色の点灯 ス タ ンバイ電圧が範囲内

L iRMC 緑色の点滅
iRMC S4 マネジ メ ン ト コ ン ト ローラが
動作可能

Ｍ
システムフ ァ
ン

オフ フ ァ ンが動作中

オレンジ色
の点灯

フ ァ ンの故障

Ｎ バッ テ リー
オレンジ色
の点灯

バッ テ リー異常

表示ラ ンプ ステータ ス 説明
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17.3.1.4 I/O パネルコネク タ

図 614: I/O パネルコネク タ

BIOS 設定によ っては、Shared LAN コネク タ も  Management LAN コネク タ と
し て使用される こ とがあ り ます。 詳細は、 『PRIMERGY 
TX300 S8 / RX350 S8 用 D2949 BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 』 マニュ
アルを参照し て く だ さ い。

シ リ アルコネク タ  COM1 はデフ ォル ト のイン タ フ ェース と し て、 または 
iRMC S4 との通信に使用できます。

I このチ ッ プセ ッ ト には Rate Matching Hub （RMH） である 2 つの USB 
2.0 ハブが組み込まれています。 これによ り、 省電力化が可能と な り、
高速のホス ト コ ン ト ローラから、 低速の USB フルスピー ド / ロース
ピー ド デバイスへの通信データ転送速度の遷移を管理できます。

番号 説明

1 ビデオコネク タ （VGA）

2 Management LAN コネク タ （iRMC S4 サーバマネジ メ ン ト 機能用）

3 Standard LAN コネク タ  

4 Shared LAN コネク タ  

5 シ リ アルコネク タ  COM1

6 USB コネク タ
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17.3.1.5 I/O パネルの表示ラ ンプ

図 615: I/O パネルの表示ラ ンプ

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

1
LAN リ ン ク /
転送表示ラ ン
プ

緑色の点灯 LAN 接続が確立し ている

オフ LAN 接続な し

緑色の点滅 データ転送中

2 LAN 速度表示
ラ ンプ

黄色の点灯 転送速度 1 Gbit/s

緑色の点灯 転送速度 100 Mbit/s

オフ 転送速度 10 Mbit/s

3

保守ラ ンプ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト 以外）

オレンジ色
の点灯

故障前に予兆を検出し た
（CSS コ ンポーネン ト 以外）

オレンジ色
の点滅

CSS コ ンポーネン ト 以外の故障

CSS 表示ラ ン
プ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト ）

黄色の点灯
故障前に予兆を検出し た （CSS コ ン
ポーネン ト ）

黄色の点滅 CSS コ ンポーネン ト の故障

ID ラ ンプ 青色の点灯

簡単に識別でき るよ う に、 ServerView 
Operations Manager または iRMC Web 
フ ロン ト エン ド、 フ ロン ト パネルの ID 
ボタ ンを使用し てサーバが強調表示さ
れる
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iRMC 関連のステータ ス信号

I オンボー ド  LAN コ ン ト ローラに関する注意事項

システムボー ド には、 10 Mbit/s、 100 Mbit/s、 1 Gbit/s の転送速度をサ
ポー ト する Gigabit Ethernet コ ン ト ローラが搭載されています。

Management LAN コネク タはマネジ メ ン ト イ ン タ フ ェ ース （iRMC S4）
と し て使用され、 リ モー ト マネジ メ ン ト で使用できるよ う になっ てい
ます。 必要に応じ て、 LAN コネク タ  1 を iRMC S4 サーバマネジ メ ン ト
に使用する こ と もできます。

17.3.1.6 PSU 表示ラ ンプ

図 616: PSU 表示ラ ンプ

ID ラ ンプ 保守ラ ンプ 説明

青色の点滅 オフ
リ モー ト 接続が確立されま し た。 リ
モー ト セ ッ シ ョ ン中にローカル 
VGA 出力が無効にされています。

青色の点滅 オレンジ色の点滅
iRMC フ ァ ームウ ェ アの緊急フ ラ ッ
シュが進行中です。



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 809

付録

17.3.2 フ ロン ト パネルのコネク タ と表示ラ ンプ

17.3.2.1 フ ロン ト パネルのコネク タ

図 617: フ ロン ト パネルのコ ネク タ

表示ラ ンプ ステータ ス 説明

1 PSU の動作状
況

緑色の点灯
サーバの電源が入り、 正常に動作し て
いる

緑色の点滅
サーバの電源は切れているが、 主電源
電圧は存在する （ス タ ンバイモー ド ）

オレンジ色
の点灯

PSU 異常 （過電圧または不足電圧、 過
熱、 フ ァ ンの異常）

オレンジ色
の点滅

過負荷警告

位置 コ ンポーネン ト 参照先

1 ビデオコネク タ （VGA） （オプ
シ ョ ン）

666 ページ の 「前面 VGA コネク
タの交換」

2 フ ロン ト  LAN コネク タ （オプ
シ ョ ン）

655 ページ の 「前面 LAN コネク
タおよびボー ドの交換」

3 USB コネク タ （x2）
626 ページ の 「フ ロン ト パネルモ
ジュールの交換」
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17.3.2.2 フ ロン ト パネルのコ ン ト ロールと表示ラ ンプ

図 618: フ ロン ト パネルのコ ン ト ロールと表示ラ ンプ

ローカル診断表示ラ ンプ

I ローカル診断表示ラ ンプの他に、 CSS LED または保守ラ ンプは、 故障
し た部品がお客様による交換可能部品であるか、 または保守担当者を
派遣し て部品を交換する必要があるかを示し ます。

位置 表示ラ ンプ ステータ ス 説明

1
HDD/SSD エ
ラー表示ラ ン
プ

オレンジ色
の点灯

HDD/SSD、 SAS/SATA バッ ク プレーン
または RAID コ ン ト ローラの故障が検
出された

2 PSU エラー表
示ラ ンプ

オレンジ色
の点灯

ホ ッ ト プ ラグ PSU モジュールの故障が
検出された

I 冗長 PSU 構成でのみ使用可能で
す。

3 温度エ ラー表
示ラ ンプ

オレンジ色
の点灯

動作温度レベルが許容制限を超えてい
る

4 CPU エ ラー表
示ラ ンプ

オレンジ色
の点灯

CPU の故障発生予測イベン ト が検出さ
れた

5 メ モ リ エラー
表示ラ ンプ

オレンジ色
の点灯

メ モ リ モジュールの故障が検出された

6 フ ァ ンエラー
表示ラ ンプ

オレンジ色
の点灯

フ ァ ンの故障発生予測イベン ト または
故障イベン ト が検出された



ア ッ プグレー ド＆メ ンテナンスマニュアル 811

付録

保守ラ ンプ

位置 表示ラ ンプ ステータ ス 説明

7 ID ラ ンプ 青色の点灯

簡単に識別でき るよ う に、 ServerView 
Operations Manager または iRMC Web 
フ ロン ト エン ド、 フ ロン ト パネルの ID 
ボタ ンを使用し てサーバが強調表示さ
れる

8 CSS 表示ラ ン
プ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト ）

黄色の点灯
故障前に予兆を検出し た （CSS コ ン
ポーネン ト ）

黄色の点滅 CSS コ ンポーネン ト の故障

9 保守ラ ンプ

オフ
重大なイベン ト な し （CSS コ ンポーネ
ン ト 以外）

オレンジ色
の点灯

故障前に予兆を検出し た （CSS コ ン
ポーネン ト 以外）

オレンジ色
の点滅

CSS コ ンポーネン ト 以外の故障

10
HDD/SSD アク
セス表示ラ ン
プ

緑色の点滅 データ アクセス中
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11 電源表示ラ ン
プ

緑色の点灯 サーバの電源が入り、 動作し ている

オレンジ色
の点灯

サーバの電源は切れているが、 主電源
電圧は存在する （ス タ ンバイモー ド ）

I すべての電源コー ド を接続し て
60 秒以上待っ てから、 電源ボタ
ンを押し て く だ さい。

フ ァームウ ェ ア 7.3.x の場合は、 2 つの新しい動作状
況 （iRMC 起動中およびパワーオンデ ィ レー） が表
示されます。

黄色 / オレ
ンジ色の点
滅

iRMC 起動中

I サーバを主電源に接続する と
（電源コー ド 接続 / 停電後）、
iRMC が起動し ます。 iRMC ブー
ト シーケンスが完了するまで、
システムの電源を入れる こ とは
できません。 この間、 電源表示
ラ ンプが黄色 / オレンジ色に点
滅し ます。

黄色の点灯

パワーオンデ ィ レー

I シャ ッ ト ダウン直後に、 再び
サーバの電源を入れる こ とはで
きません。 サーバのシャ ッ ト ダ
ウン直後に電源ボタ ンを押すと、
デ ィ レー期間が終了するまで電
源表示ラ ンプが黄色に点灯し、
その後サーバは起動し ます。

位置 表示ラ ンプ ステータ ス 説明
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ボタ ン

ID ラ ンプ 保守ラ ンプ 説明

青色の点滅 オフ
リ モー ト 接続が確立されま し た。 リ
モー ト セ ッ シ ョ ン中にローカル
VGA 出力が無効に されています。

青色の点滅 オレンジ色の点滅
iRMC フ ァームウ ェ アの緊急フ ラ ッ
シュが進行中です。

位置 ボタ ン 機能

12 ID ボタ ン
このボタ ンは、 簡単に識別できるよ う にフ ロン ト パ
ネルと  I/O パネルの ID ラ ンプを強調表示し ます。

13 リ セ ッ ト ボタ
ン

このボタ ンは、 システムのリ ブー ト に使用し ます。
ペーパーク リ ッ プの先端を使って押せます。

V 注意 !

データ損失の危険があ り ます。

14 NMI ボタ ン

このボタ ンは、 ソ フ ト ウ ェ アおよびデバイス ド ラ イ
バのエ ラーの ト ラ ブルシューテ ィ ングに使用し ます。
ペーパーク リ ッ プの先端を使って押せます。

V 注意 !

認定された正規の保守担当者の指示があった
場合のみ、 このボタ ンを使用し て く だ さい。

15 電源ボタ ン

このボタ ンは、 電源の投入 / 切断に使用し ます。

I システムで ACPI 準拠の OS が実行されてい
る場合は、 電源ボタ ンを押すと、 正常な
シャ ッ ト ダウンが実行されます。



814 ア ッ プグレー ド ＆メ ンテナンスマニュアル 

付録

17.4 最小起動構成

サーバが起動し なかった り、 その他の問題が発生する場合は、 故障し ている
コ ンポーネン ト を切り離すために、 システムを最も基本的な構成にする必要
があ り ます。

最小起動構成は、 次のコ ンポーネン ト とケーブルから構成されます。

フ ィ ールド交換可能ユニ ッ ト （FRU）

コ ンポーネン ト 注記と参照先

システムボー ド
TPM/UFM/ 拡張カー ドが取り付けられていな
い

CPU ヒー ト シン ク付き CPU 
x1

CPU 1 ソケ ッ ト に取り付けられている。 次の
項を参照 : 503 ページ の 「プロセ ッサの取り
付け」

メ モ リ モジュール x1
DIMM スロ ッ ト  1A に取り付けられている。
次の項を参照 : 484 ページ の 「メ モ リの取り
付け順序」

フ ロン ト パネルモジュール 前面 LAN モジュールが接続されていない

電源モジュール x 1
PSU スロ ッ ト  1 に取り付けられている。 次の
項を参照 : 166 ページ の 「PSU モジュールの
取り付け」

表 7: 最小起動構成 - コ ンポーネン ト

ケーブル 注記と参照先

フ ロン ト パネルケーブル
次の項を参照 : 626 ページ の 「フ ロン ト パネ
ルモジュールの交換」

電源ケーブル
次の項を参照 : 175 ページ の 「パワーバッ ク
プレーンの交換」

表 8: 最小起動構成 - ケーブル
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Ê 62 ページ の 「サーバのシャ ッ ト ダウン」

Ê 63 ページ の 「主電源からサーバの取り外し」

Ê システムを最小起動構成にし ます。

Ê 118 ページ の 「主電源へのサーバの接続」

Ê キーボー ド 、 マウス、 デ ィ スプレ イ をサーバに接続し ます。

Ê 123 ページ の 「サーバの電源投入」 の項に記載されているよ う に、 サー
バの電源を入れます。

V 注意 !

フ ァ ンモジュールが最小起動構成に含まれていないため、 診断プロ
セスの完了後、 直ちにサーバをシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます
（POST フ ェーズは通過済み）。

最小起動構成は、 保守担当者が診断目的のみに使用する ものであ
り、 日々の運用では使用し ないで く だ さい。
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FBU ケーブルの接続手順 

サーバ本体にFBUを搭載、およびFBUもしくはFBUケーブルを交換する際は、ア

ップグレード＆メンテナンスマニュアルの手順に加え、下記の順番にてFBUケーブ

ルのコネクタを接続してください。 

① SASアレイコントローラおよびFBUの搭載位置に応じて適切な長さのケーブ

ルを選択します。 

② FBUケーブルの中間コネクタ（A）が接続されている場合は、中間コネクタ（A）

を外します。

中間コネクタ（A）が無いケーブルの場合は、中間コネクタ（A）の操作は必要

ありません。

③ 各サーバのアップグレード＆メンテナンスマニュアルを参照し、SASアレイコ

ントローラ、FBU、FBUケーブル類をサーバへ搭載し、FBUケーブルを接続

します。このとき、中間コネクタ（A）は未接続のまま作業を行います。 

④ 最後にFBUケーブルの中間コネクタ（A）を接続します。

中間コネクタ(A)

817


	目次
	1 はじめに
	2 始める前に
	2.1 作業手順の分類
	2.1.1 お客様による交換可能部品（CRU）
	2.1.2 ユニットのアップグレードおよび修理（URU）
	2.1.3 フィールド交換可能ユニット（FRU）

	2.2 平均作業時間
	2.3 必要な工具
	2.4 必要なマニュアル

	3 注意事項
	3.1 安全について
	3.2 CE 準拠
	3.3 FCC クラス A 適合性宣言
	3.4 環境保護

	4 基本的なハードウェア手順
	4.1 診断情報の使用
	4.1.1 故障したサーバの特定
	4.1.2 エラー クラスの判定
	4.1.2.1 保守ランプ
	4.1.2.2 Customer Self Service（CSS）表示ランプ

	4.1.3 故障した部品の特定
	4.1.3.1 フロントパネルのローカル診断表示ランプ
	4.1.3.2 システムボードのローカル診断表示ランプ


	4.2 サーバのシャットダウン
	4.3 主電源からサーバの取り外し
	4.4 ラックからのサーバの引き出しおよび取り外 し
	4.4.1 準備手順
	4.4.2 サーバをラックから引き出す
	4.4.3 ラックからのサーバの取り外し

	4.5 サーバを開ける
	4.5.1 ラックモデル
	4.5.1.1 トップカバーの取り外し
	4.5.1.2 ID カードの取り外し
	4.5.1.3 ラック取り付けフレームの取り外し

	4.5.2 タワーモデル
	4.5.2.1 サーバロックの解除
	4.5.2.2 サイドカバーの取り外し
	4.5.2.3 ID カードの取り外し
	4.5.2.4 アクセス可能なドライブと HDD ベイカバーの取り外し
	4.5.2.5 フロントカバーの取り外し


	4.6 ファンホルダーの取り扱い
	4.7 システム送風ダクトの取り扱い
	4.7.1 システム送風ダクトの取り外し
	4.7.2 システム送風ダクトの取り付け

	4.8 システムボード取り付けプレートの取り扱い
	4.8.1 システムボード取り付けプレートの取り外し
	4.8.2 システムボード取り付けプレートの取り付け

	4.9 アクセス可能なドライブベイの取り扱い
	4.9.1 アクセス可能なドライブのロックを開く
	4.9.1.1 タワーサーバ
	4.9.1.2 ラックサーバ

	4.9.2 アクセス可能なドライブのロックを閉じる
	4.9.2.1 タワーサーバ
	4.9.2.2 ラックサーバ

	4.9.3 アクセス可能なドライブのフィラーカバー
	4.9.3.1 アクセス可能なドライブのフィラーカバーの取り外し
	4.9.3.2 アクセス可能なドライブフィラーカバーの取り付け

	4.9.4 アクセス可能なドライブのカバー
	4.9.4.1 アクセス可能なドライブのカバーの取り外し
	4.9.4.2 アクセス可能なドライブカバーの取り付け


	4.10 サーバを閉じる
	4.10.1 ラックモデル
	4.10.1.1 ラックの取り付けフレームの取り付け
	4.10.1.2 ID カードの取り付け
	4.10.1.3 トップカバーの取り付け

	4.10.2 タワーモデル
	4.10.2.1 フロントカバーの取り付け
	4.10.2.2 アクセス可能なドライブベイカバーと HDD ベイカバーの取り付け
	4.10.2.3 ID カードの取り付け
	4.10.2.4 サイドカバーの取り付け
	4.10.2.5 サーバのロック


	4.11 フットスタンドの取り扱い
	4.11.1 フットスタンドの取り付け
	4.11.2 フットスタンドの取り外し

	4.12 ラックへのサーバの取り付け
	4.12.1 ラックレールへのサーバの取り付け
	4.12.2 ラックにサーバを格納する

	4.13 主電源へのサーバの接続
	4.13.1 電源コードの取り付け
	4.13.1.1 PSU ケーブルブラケットの取り付け
	4.13.1.2 PSU ケーブルブラケットへの電源コードの固定


	4.14 サーバの電源投入
	4.15 ソフトウェア作業の完了

	5 基本的なソフトウェア手順
	5.1 保守作業の開始
	5.1.1 BitLocker 機能の無効化または中断
	5.1.2 SVOM Boot Watchdog 機能の無効化
	5.1.2.1 Boot watchdog 設定の表示
	5.1.2.2 Boot watchdog 設定の指定

	5.1.3 バックアップおよび光ディスクメディアの取り出し
	5.1.4 バックアップソフトウェアソリューションの検証と 設定
	5.1.5 マルチパス I/O 環境でのサーバ保守の注意事項
	5.1.6 ID ランプの点灯

	5.2 保守作業の完了
	5.2.1 システムボード BIOS と iRMC のアップデートまたは リカバリ
	5.2.1.1 システムボード BIOS のアップデートまたはリカバリ
	5.2.1.2 iRMC のアップデートまたはリカバリ

	5.2.2 システム情報のバックアップ/復元の確認
	5.2.3 RAID コントローラファームウェアのアップデート
	5.2.4 Option ROM Scan の有効化
	5.2.5 バックアップソフトウェアソリューションの検証と 設定
	5.2.6 Boot Retry Counter のリセット
	5.2.6.1 Boot Retry Counter の表示
	5.2.6.2 Boot Retry Counter のリセット

	5.2.7 メモリモジュールまたはプロセッサの交換後のエ ラーステータスのリセット
	5.2.7.1 メモリモジュール
	5.2.7.2 プロセッサ

	5.2.8 故障したファンを交換してからのファンテストの実 施
	5.2.9 SVOM Boot Watchdog 機能の有効化
	5.2.10 交換した部品のシステム BIOS での有効化
	5.2.11 メモリモードの確認
	5.2.12 システム時刻設定の確認
	5.2.13 システムイベントログ（SEL）の表示と消去
	5.2.13.1 SEL を表示する
	5.2.13.2 SEL をクリアする

	5.2.14 Linux 環境での NIC 構成ファイルのアップデート
	5.2.15 BitLocker 機能の有効化
	5.2.16 RAID アレイのリビルドの実行
	5.2.17 変更された MAC/WWN アドレスの検索
	5.2.17.1 MAC アドレスの検索
	5.2.17.2 WWN アドレスの検索

	5.2.18 シャーシ ID Prom Tool の使用
	5.2.19 LAN チーミングの設定
	5.2.19.1 LAN コントローラを交換またはアップグレードした後
	5.2.19.2 システムボードの交換後

	5.2.20 ID ランプの消灯
	5.2.21 シャーシモデルの指定


	6 電源ユニット
	6.1 基本情報
	6.1.1 PSU の取り付け順序
	6.1.2 組み立て規則
	6.1.3 PSU 表示ランプ

	6.2 PSU モジュールの取り付け
	6.2.1 PSU ダミーモジュールの取り外し
	6.2.2 PSU モジュールの取り付け
	6.2.3 終了手順

	6.3 PSU モジュールの取り外し
	6.3.1 準備手順
	6.3.2 PSU モジュールの取り外し
	6.3.3 PSU ダミーモジュールの取り付け

	6.4 PSU モジュールの交換
	6.4.1 準備手順
	6.4.2 故障したPSU モジュールの取り外し
	6.4.3 新しいPSU モジュールの取り付け
	6.4.4 終了手順

	6.5 パワーバックプレーンの交換
	6.5.1 準備手順
	6.5.2 パワーバックプレーンの取り外し
	6.5.3 パワーバックプレーンの取り付け
	6.5.4 終了手順


	7 ハードディスクドライブ/ SSD （Solid State Drive）
	7.1 基本情報
	7.2 2.5 インチ HDD/SSD 構成
	7.2.1 2.5 インチ HDD バックプレーンの概要
	7.2.2 SAS 3.0 HDD / SSD バックプレーンのケーブル配線
	7.2.3 2.5 インチ HDD / SSD 最大8台 （SAS バックプレーン 2枚）
	7.2.3.1 2.5 インチ HDD / SSD の取り付け順序
	7.2.3.2 2.5 インチ HDD / SSD（最大8台）のSAS バックプレーンのケー ブル配線
	7.2.3.3 HDD / SSD の命名体系

	7.2.4 2.5 インチ HDD / SSD 最大16台 （SAS バックプレーン 4枚）
	7.2.4.1 2.5 インチ SAS 2.0 HDD / SSD の取り付け順序
	7.2.4.2 2.5 インチ SAS 2.0 / SAS 3.0 HDD / SSD の取り付け順序
	7.2.4.3 2.5 インチ HDD / SSD（最大16台）の SAS バックプレーンのケー ブル配線
	7.2.4.4 HDD / SSD の命名体系

	7.2.5 2.5 インチ HDD 最大24台 （SAS バックプレーン 6枚）
	7.2.5.1 2.5 インチ SAS 2.0 HDD / SSD の取り付け順序
	7.2.5.2 2.5 インチ SAS 2.0 / SAS 3.0 HDD / SSD の取り付け順序
	7.2.5.3 2.5 インチ HDD / SSD（最大24台）の SAS バックプレーンのケー ブル配線
	7.2.5.4 HDD / SSD の命名体系

	7.2.6 2.5 インチの HDD/SSD モジュールの取り付け
	7.2.6.1 準備手順
	7.2.6.2 2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り外し
	7.2.6.3 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け
	7.2.6.4 終了手順

	7.2.7 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し
	7.2.7.1 準備手順
	7.2.7.2 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し
	7.2.7.3 2.5 インチ HDD/SSD ダミーモジュールの取り付け
	7.2.7.4 終了手順

	7.2.8 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの交換
	7.2.8.1 準備手順
	7.2.8.2 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り外し
	7.2.8.3 2.5 インチ HDD/SSD モジュールの取り付け
	7.2.8.4 終了手順

	7.2.9 2.5 インチ HDD SAS バックプレーンの交換
	7.2.9.1 準備手順
	7.2.9.2 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し
	7.2.9.3 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り外し
	7.2.9.4 2.5 インチ HDD / SSD SAS バックプレーンの交換
	7.2.9.5 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け
	7.2.9.6 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け
	7.2.9.7 終了手順

	7.2.10 2.5 インチ HDD/SSD（最大16台）構成へのアップ グレード
	7.2.10.1 準備手順
	7.2.10.2 2.5 インチ HDD（最大8台）のフロントパネルの取り外し
	7.2.10.3 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し
	7.2.10.4 2 つ目の 2.5 インチ HDD ドライブケージの取り付け
	7.2.10.5 2.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け
	7.2.10.6 2.5 インチ HDD（最大16台）のフロントパネルの取り付け
	7.2.10.7 SAS バックプレーンの配線
	7.2.10.8 終了手順


	7.3 3.5 インチ HDD 構成
	7.3.1 3.5 インチ HDD バックプレーンの概要
	7.3.2 3.5 インチ HDD 最大4台 （SAS バックプレーン 1枚）
	7.3.2.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序
	7.3.2.2 3.5 インチ HDD（最大4台）のSAS バックプレーンのケーブル配 線
	7.3.2.3 HDD の命名体系

	7.3.3 3.5 インチ HDD 最大8台 （SAS バックプレーン 2枚）
	7.3.3.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序
	7.3.3.2 3.5 インチ HDD（最大8台）のSAS バックプレーンのケーブル配 線
	7.3.3.3 HDD の命名体系

	7.3.4 3.5 インチ HDD 最大10台 （SAS バックプレーン 3枚）
	7.3.4.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序
	7.3.4.2 3.5 インチ HDD（最大10台）の SAS バックプレーンのケーブル配 線
	7.3.4.3 HDD の命名体系

	7.3.5 3.5 インチ HDD 最大12台 （SAS バックプレーン 3枚）
	7.3.5.1 3.5 インチ HDD の取り付け順序
	7.3.5.2 3.5 インチ HDD（最大12台）SAS バックプレーン配線
	7.3.5.3 HDD の命名体系

	7.3.6 3.5 インチの HDD モジュールの取り付け
	7.3.6.1 準備手順
	7.3.6.2 3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り外し
	7.3.6.3 3.5 インチ HDD モジュールの取り付け
	7.3.6.4 終了手順

	7.3.7 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し
	7.3.7.1 準備手順
	7.3.7.2 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し
	7.3.7.3 3.5 インチ HDD ダミーモジュールの取り付け
	7.3.7.4 終了手順

	7.3.8 3.5 インチ HDD モジュールの交換
	7.3.8.1 準備手順
	7.3.8.2 3.5 インチ HDD モジュールの取り外し
	7.3.8.3 3.5 インチ HDD モジュールの取り付け
	7.3.8.4 終了手順

	7.3.9 3.5 インチ HDD SAS バックプレーンの交換
	7.3.9.1 準備手順
	7.3.9.2 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し
	7.3.9.3 故障した 3.5 インチ HDD SAS バックプレーンの取り外し
	7.3.9.4 新しい 3.5 インチ HDD バックプレーンの取り付け
	7.3.9.5 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け
	7.3.9.6 終了手順

	7.3.10 3.5 インチ HDD（最大8台）構成へのアップグレー ド
	7.3.10.1 準備手順
	7.3.10.2 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り外し
	7.3.10.3 3.5 インチ HDD（最大4台）のフロントパネルの取り外し
	7.3.10.4 2 台目の 3.5 インチ HDD バックプレーンの取り付け
	7.3.10.5 3.5 インチ HDD（最大 8 台）のフロントパネルの取り付け
	7.3.10.6 3.5 インチ HDD ベイのトップカバーの取り付け
	7.3.10.7 SAS バックプレーンの配線
	7.3.10.8 終了手順


	7.4 HDD 拡張ボックス
	7.4.1 HDD 拡張ボックスの概要
	7.4.1.1 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックス
	7.4.1.2 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックス
	7.4.1.3 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックス

	7.4.2 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り 付け
	7.4.2.1 準備手順
	7.4.2.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	7.4.2.3 薄型 ODD と LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの取り付け
	7.4.2.4 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.2.5 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの配線
	7.4.2.6 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスに HDD モジュールの 取り付け
	7.4.2.7 終了手順

	7.4.3 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り 外し
	7.4.3.1 準備手順
	7.4.3.2 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.3.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	7.4.3.4 終了手順

	7.4.4 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの交換
	7.4.4.1 準備手順
	7.4.4.2 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.4.3 薄型 ODD と LSD モジュールの、故障した HDD 拡張ボックスから の取り外し
	7.4.4.4 薄型 ODD と LSD モジュールの新しい HDD 拡張ボックスへの取り 付け
	7.4.4.5 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.4.6 終了手順

	7.4.5 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り 付け
	7.4.5.1 準備手順
	7.4.5.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	7.4.5.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り付け
	7.4.5.4 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.5.5 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの配線
	7.4.5.6 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスに交換 HDD モジュー ルの取り付け
	7.4.5.7 終了手順

	7.4.6 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り 外し
	7.4.6.1 準備手順
	7.4.6.2 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.6.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	7.4.6.4 終了手順

	7.4.7 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの交換
	7.4.7.1 準備手順
	7.4.7.2 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.7.3 薄型 ODDの故障した HDD 拡張ボックスからの取り外し
	7.4.7.4 薄型 ODD と LSD モジュールの新しい HDD 拡張ボックスへの取り 付け
	7.4.7.5 3.5 インチ HDD（最大4台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.7.6 終了手順

	7.4.8 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの取り 付け
	7.4.8.1 準備手順
	7.4.8.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	7.4.8.3 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.8.4 2.5 インチの HDD（最大8台）の拡張ボックスの線図
	7.4.8.5 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスへの HDD の取り付け
	7.4.8.6 終了手順

	7.4.9 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの取り 外し
	7.4.9.1 準備手順
	7.4.9.2 3.5 インチ HDD（最大2台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.9.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	7.4.9.4 終了手順

	7.4.10 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの交換
	7.4.10.1 準備手順
	7.4.10.2 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの取り外し
	7.4.10.3 2.5 インチ HDD（最大8台）の拡張ボックスの取り付け
	7.4.10.4 終了手順


	7.5 SAS エキスパンダボード
	7.5.1 SAS エキスパンダボードの取り付け
	7.5.1.1 準備手順
	7.5.1.2 SAS エキスパンダボードスペーサーボルトの取り付け
	7.5.1.3 SAS エキスパンダボードの取り付け
	7.5.1.4 終了手順

	7.5.2 SAS エキスパンダボードの取り外し
	7.5.2.1 準備手順
	7.5.2.2 SAS エキスパンダボードの取り外し
	7.5.2.3 終了手順

	7.5.3 SAS エキスパンダボードの交換
	7.5.3.1 準備手順
	7.5.3.2 故障した SAS エキスパンダボードの取り外し
	7.5.3.3 新しい SAS エキスパンダボード取り付け
	7.5.3.4 終了手順



	8 ファン
	8.1 基本情報
	8.2 システムファン
	8.2.1 システムファンモジュールの交換
	8.2.1.1 準備手順
	8.2.1.2 システムファンモジュールの取り外し
	8.2.1.3 システムファンモジュールの取り付け
	8.2.1.4 終了手順

	8.2.2 システムファンホルダーの交換
	8.2.2.1 準備手順
	8.2.2.2 システムファンホルダーの取り外し
	8.2.2.3 システムファンホルダーの取り付け
	8.2.2.4 終了手順


	8.3 背面ファン
	8.3.1 背面ファンモジュールの取り付け
	8.3.1.1 準備手順
	8.3.1.2 背面ファンモジュールの取り付け
	8.3.1.3 終了手順

	8.3.2 背面ファンモジュールの取り外し
	8.3.2.1 準備手順
	8.3.2.2 背面ファンモジュールの取り外し
	8.3.2.3 終了手順

	8.3.3 背面ファンモジュールの交換
	8.3.3.1 準備手順
	8.3.3.2 背面ファンモジュールの取り外し
	8.3.3.3 背面ファンモジュールの取り付け
	8.3.3.4 終了手順

	8.3.4 背面ファンホルダーの交換
	8.3.4.1 準備手順
	8.3.4.2 背面ファンホルダーの取り外し
	8.3.4.3 背面ファンホルダーの取り付け
	8.3.4.4 終了手順



	9 拡張カードとバックアップユニッ ト
	9.1 基本情報
	9.2 標準拡張カード
	9.2.1 拡張カードの取り付け
	9.2.1.1 準備手順
	9.2.1.2 拡張カードの準備
	9.2.1.3 PCI スロットブラケットの取り外し
	9.2.1.4 拡張カードの取り付け
	9.2.1.5 拡張カードへのケーブルの接続
	9.2.1.6 拡張カードへのバックアップユニットの接続
	9.2.1.7 終了手順

	9.2.2 拡張カードの取り外し
	9.2.2.1 準備手順
	9.2.2.2 拡張カードの取り外し
	9.2.2.3 PCI スロットブラケットの取り付け
	9.2.2.4 終了手順

	9.2.3 拡張カードの交換
	9.2.3.1 準備手順
	9.2.3.2 拡張カードの取り外し
	9.2.3.3 拡張カードの取り付け
	9.2.3.4 拡張カードへのケーブルの接続
	9.2.3.5 拡張カードへのバックアップユニットの接続
	9.2.3.6 終了手順


	9.3 PCI スロット 1 の Modular LAN コントローラ
	9.3.1 Modular LAN コントローラの取り付け
	9.3.1.1 準備手順
	9.3.1.2 Modular LAN コントローラの準備
	9.3.1.3 PCI スロットブラケットの取り外し
	9.3.1.4 Modular LAN コントローラの取り付け
	9.3.1.5 終了手順
	9.3.1.6 ソフトウェア作業の完了

	9.3.2 Modular LAN コントローラの取り外し
	9.3.2.1 準備手順
	9.3.2.2 Modular LAN コントローラの取り外し
	9.3.2.3 PCI スロットブラケットの取り付け
	9.3.2.4 終了手順

	9.3.3 Modular LAN コントローラの交換
	9.3.3.1 準備手順
	9.3.3.2 Modular LAN コントローラの取り外し
	9.3.3.3 Modular LAN コントローラの取り付け
	9.3.3.4 終了手順


	9.4 PCIスロット 6 と 8 に搭載されるGPGPU カード／コプロセッサーカード
	9.4.1 GPGPU カード／コプロセッサーカードの概要
	9.4.2 GPGPU カード／コプロセッサーカードの取り付け
	9.4.2.1 ソフトウェアの準備作業
	9.4.2.2 準備手順
	9.4.2.3 GPGPU カード電源ケーブルのパワーバックプレーンへの接続
	9.4.2.4 PCI スロットブラケットの取り外し
	9.4.2.5 GPGPU カードの取り付け用ブラケットの準備
	9.4.2.6 GPGPU カードの取り付け用ブラケットの取り付け
	9.4.2.7 GPGPU カード／コプロセッサーカードの取り付け
	9.4.2.8 GPGPU カード／コプロセッサーカードのケーブル配線
	9.4.2.9 GPGPU 送風ダクトの取り付け
	9.4.2.10 システム送風ダクトの取り付け
	9.4.2.11 穴あきドライブカバーモジュールの取り付け
	9.4.2.12 終了手順

	9.4.3 GPGPU カード／コプロセッサーカードの交換
	9.4.3.1 準備手順
	9.4.3.2 GPGPU 送風ダクトの取り外し
	9.4.3.3 GPGPU カード／コプロセッサーカードの取り外し
	9.4.3.4 GPGPU カード／コプロセッサーカードの取り付け
	9.4.3.5 GPGPU 送風ダクトの取り付け
	9.4.3.6 システムファンホルダーの取り付け
	9.4.3.7 システム送風ダクトの取り付け
	9.4.3.8 終了手順


	9.5 PCI スロット 10 の SAS RAID コントローラ
	9.5.1 SAS 3.0 RAID コントローラの追加情報
	9.5.2 SAS RAID コントローラの取り付け
	9.5.2.1 準備手順
	9.5.2.2 SAS RAID コントローラの準備
	9.5.2.3 SAS RAID コントローラの取り付け
	9.5.2.4 拡張カードへのケーブルの接続
	9.5.2.5 拡張カードへのバックアップユニットの接続
	9.5.2.6 終了手順

	9.5.3 SAS RAID コントローラの取り外し
	9.5.3.1 準備手順
	9.5.3.2 SAS RAID コントローラの取り外し
	9.5.3.3 終了手順

	9.5.4 SAS RAID コントローラの交換
	9.5.4.1 準備手順
	9.5.4.2 故障した SAS RAID コントローラの取り外し
	9.5.4.3 新規 SAS RAID コントローラの取り付け
	9.5.4.4 拡張カードへのケーブルの接続
	9.5.4.5 拡張カードへのバックアップユニットの接続
	9.5.4.6 終了手順


	9.6 バックアップユニット
	9.6.1 基本情報
	9.6.2 バッテリーバックアップユニットの取り付け
	9.6.2.1 準備手順
	9.6.2.2 BBU の準備
	9.6.2.3 シャーシへの BBU ホルダーの取り付け
	9.6.2.4 終了手順

	9.6.3 FBU の取り付け
	9.6.3.1 準備手順
	9.6.3.2 TFM モジュールの取り付け
	9.6.3.3 FBU の準備
	9.6.3.4 シャーシへの FBU ホルダーの取り付け
	9.6.3.5 終了手順

	9.6.4 BBU の取り外し
	9.6.4.1 準備手順
	9.6.4.2 シャーシからの BBU ホルダーの取り外し
	9.6.4.3 終了手順

	9.6.5 FBU の取り外し
	9.6.5.1 準備手順
	9.6.5.2 シャーシからの FBU ホルダーの取り外し
	9.6.5.3 終了手順

	9.6.6 BBU の交換
	9.6.6.1 準備手順
	9.6.6.2 シャーシからの BBU モジュールの取り外し
	9.6.6.3 BBU ホルダーからの BBU の取り外し
	9.6.6.4 新しい BBU モジュールの取り付け
	9.6.6.5 終了手順

	9.6.7 FBU の交換
	9.6.7.1 準備手順
	9.6.7.2 シャーシからの FBU モジュールの取り外し
	9.6.7.3 FBU を FBU ホルダーから取り外す
	9.6.7.4 新しい FBU モジュールの取り付け
	9.6.7.5 終了手順

	9.6.8 TFM モジュールの交換
	9.6.8.1 準備手順
	9.6.8.2 TFM モジュールの取り外し
	9.6.8.3 TFM モジュールの取り付け
	9.6.8.4 終了手順



	10 メインメモリ
	10.1 基本情報
	10.1.1 メモリの取り付け順序
	10.1.1.1 取り付けの規則
	10.1.1.2 インデペンデント（独立）チャネルモード
	10.1.1.3 ミラーチャネルおよびパフォーマンスモード
	10.1.1.4 ランクスペアリングモード


	10.2 メモリモジュールの取り付け
	10.2.1 準備手順
	10.2.2 メモリモジュールの取り付け
	10.2.3 終了手順

	10.3 メモリモジュールの取り外し
	10.3.1 準備手順
	10.3.2 メモリモジュールの取り外し
	10.3.3 終了手順

	10.4 メモリモジュールの交換
	10.4.1 準備手順
	10.4.2 メモリモジュールの取り外し
	10.4.3 メモリモジュールの取り付け
	10.4.4 終了手順


	11 プロセッサ
	11.1 基本情報
	11.1.1 サポートするプロセッサ
	11.1.2 プロセッサ位置

	11.2 プロセッサの取り付け
	11.2.1 準備手順
	11.2.2 プロセッサの取り付け
	11.2.3 終了手順

	11.3 プロセッサの取り外し
	11.3.1 準備手順
	11.3.2 プロセッサの取り外し
	11.3.3 終了手順

	11.4 プロセッサのアップグレードまたは交換
	11.4.1 準備手順
	11.4.2 プロセッサのアップグレードまたは交換
	11.4.2.1 プロセッサの取り外し
	11.4.2.2 プロセッサを取り付ける

	11.4.3 終了手順

	11.5 プロセッサヒートシンクの取り扱い
	11.5.1 準備手順
	11.5.2 プロセッサヒートシンクの取り付け
	11.5.2.1 ヒートシンクとプロセッサの準備
	11.5.2.2 ヒートシンクの取り付け

	11.5.3 プロセッサヒートシンクの取り外し
	11.5.4 プロセッサヒートシンクの交換
	11.5.4.1 プロセッサヒートシンクの取り外し
	11.5.4.2 サーマルペーストの塗布
	11.5.4.3 プロセッサヒートシンクの取り付け

	11.5.5 終了手順

	11.6 サーマルペーストの塗布

	12 アクセス可能なドライブ
	12.1 基本情報
	12.2 アクセス可能なドライブの取り付け
	12.2.1 準備手順
	12.2.2 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	12.2.3 アクセス可能なドライブの取り付け
	12.2.3.1 ODD の取り付け/バックアップドライブ
	12.2.3.2 取り付け用ブラケットの RDX および DAT72 バックアップドライブ への取り付け

	12.2.4 アクセス可能なドライブのケーブル配線
	12.2.4.1 SATA ODD
	12.2.4.2 USB バックアップドライブ
	12.2.4.3 別の電源ユニットの SAS バックアップドライブ
	12.2.4.4 SAS の電源ユニットの SAS バックアップドライブ

	12.2.5 終了手順

	12.3 アクセス可能なドライブの取り外し
	12.3.1 準備手順
	12.3.2 アクセス可能なドライブの取り外し
	12.3.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	12.3.4 終了手順

	12.4 アクセス可能なドライブの交換
	12.4.1 準備手順
	12.4.2 アクセス可能なドライブの取り外し
	12.4.3 アクセス可能なドライブの取り付け
	12.4.4 終了手順

	12.5 マルチベイボックスの薄型 ODD と LSD
	12.5.1 薄型 ODD または LSD の取り付け
	12.5.1.1 準備手順
	12.5.1.2 薄型 ODD のマルチベイボックスへの取り付け
	12.5.1.3 LSD モジュールのマルチベイボックスへの取り付け
	12.5.1.4 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	12.5.1.5 マルチベイの取り付け
	12.5.1.6 薄型 ODD および LSD のケーブル接続
	12.5.1.7 終了手順

	12.5.2 薄型 ODD または LSD の取り外し
	12.5.2.1 準備手順
	12.5.2.2 マルチベイボックスの取り外し
	12.5.2.3 薄型 ODD のマルチベイボックスからの取り外し
	12.5.2.4 LSD モジュールのマルチベイボックスからの取り外し
	12.5.2.5 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	12.5.2.6 終了手順

	12.5.3 薄型 ODD または LSD の交換
	12.5.3.1 準備手順
	12.5.3.2 マルチベイボックスの取り外し
	12.5.3.3 薄型 ODD のマルチベイボックスからの取り外し
	12.5.3.4 LSD モジュールのマルチベイボックスからの取り外し
	12.5.3.5 薄型 ODD のマルチベイボックスへの取り付け
	12.5.3.6 LSD モジュールのマルチベイボックスへの取り付け
	12.5.3.7 マルチベイボックスの取り付け
	12.5.3.8 終了手順


	12.6 3.5 インチ HDD（最大2台）拡張ボックスの 薄型 ODDおよび LSD
	12.6.1 薄型 ODD または LSD の取り付け
	12.6.1.1 準備手順
	12.6.1.2 薄型 ODD の拡張ボックスへの取り付け
	12.6.1.3 LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの取り付け
	12.6.1.4 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	12.6.1.5 3.5 インチ HDD （最大2台）の拡張ボックスの取り付け
	12.6.1.6 薄型 ODD および LSD のケーブル接続
	12.6.1.7 終了手順

	12.6.2 薄型 ODD または LSD の取り外し
	12.6.2.1 準備手順
	12.6.2.2 3.5 インチの HDD （最大2台）の拡張ボックスの取り外し
	12.6.2.3 薄型 ODD の拡張ボックスからの取り外し
	12.6.2.4 LSD モジュールの拡張ボックスからの取り外し
	12.6.2.5 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	12.6.2.6 3.5 インチ HDD （最大2台）の拡張ボックスの取り付け
	12.6.2.7 終了手順

	12.6.3 薄型 ODD または LSD の交換
	12.6.3.1 準備手順
	12.6.3.2 3.5 インチ HDD （最大2台）の拡張ボックスの取り外し
	12.6.3.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスからの取り外し
	12.6.3.4 LSD モジュールの HDD 拡張ボックスからの取り外し
	12.6.3.5 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り付け
	12.6.3.6 LSD モジュールの HDD 拡張ボックスへの取り付け
	12.6.3.7 3.5 インチの HDD （最大2台）の拡張ボックスの取り付け
	12.6.3.8 終了手順


	12.7 3.5 インチ HDD（最大4台）拡張ボックスの 薄型 ODD
	12.7.1 薄型 ODD の取り付け
	12.7.1.1 準備手順
	12.7.1.2 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り付け
	12.7.1.3 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り外し
	12.7.1.4 3.5 インチ HDD （最大4台）の拡張ボックスの取り付け
	12.7.1.5 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへのケーブル接続
	12.7.1.6 終了手順

	12.7.2 薄型 ODD の取り外し
	12.7.2.1 準備手順
	12.7.2.2 3.5 インチの HDD （最大4台）の拡張ボックスの取り外し
	12.7.2.3 薄型 ODD の拡張ボックスからの取り外し
	12.7.2.4 アクセス可能なドライブのダミーカバーの取り付け
	12.7.2.5 3.5 インチ HDD （最大4台）の拡張ボックスの取り付け
	12.7.2.6 終了手順

	12.7.3 薄型 ODD の交換
	12.7.3.1 準備手順
	12.7.3.2 3.5 インチ HDD （最大4台）の拡張ボックスの取り外し
	12.7.3.3 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスからの取り外し
	12.7.3.4 薄型 ODD の HDD 拡張ボックスへの取り付け
	12.7.3.5 3.5 インチ HDD （最大4台）の拡張ボックスの取り付け
	12.7.3.6 終了手順



	13 フロントパネルと外部コネクタ
	13.1 フロントパネルモジュールの交換
	13.1.1 準備手順
	13.1.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.1.2.1 システムボードからのフロントパネルケーブルの取り外し
	13.1.2.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.1.2.3 フロントパネルモジュールからのケーブルの取り外し

	13.1.3 フロントパネルモジュールカバーの交換
	13.1.3.1 フロントパネルモジュールカバーの交換
	13.1.3.2 フロントパネルモジュールカバーの取り付け

	13.1.4 フロントパネルモジュールの取り付け
	13.1.4.1 フロントパネルモジュールへのケーブルの接続
	13.1.4.2 フロントパネルモジュールの取り付け
	13.1.4.3 システムボードへのフロントパネルケーブルの接続

	13.1.5 終了手順

	13.2 前面 LAN コネクタ
	13.2.1 前面 LAN コネクタの取り付け
	13.2.1.1 準備手順
	13.2.1.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.2.1.3 フロントパネルモジュールの準備
	13.2.1.4 前面 LAN コネクタの取り付け
	13.2.1.5 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.2.1.6 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.2.1.7 前面 LAN ボードの準備
	13.2.1.8 システムボードへのフロントパネルケーブルの接続
	13.2.1.9 終了手順
	13.2.1.10 前面 Management LAN コネクタの使用

	13.2.2 前面 LAN コネクタの取り外し
	13.2.2.1 準備手順
	13.2.2.2 フロントパネルモジュールへのケーブルの準備、または取り外し
	13.2.2.3 前面 LAN コネクタの取り外し
	13.2.2.4 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.2.2.5 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.2.2.6 終了手順

	13.2.3 前面 LAN コネクタおよびボードの交換
	13.2.3.1 準備手順
	13.2.3.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.2.3.3 故障した前面 LAN コネクターの取り外し
	13.2.3.4 新しい前面 LAN コネクタの取り付け
	13.2.3.5 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.2.3.6 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.2.3.7 終了手順


	13.3 前面 VGA コネクタ
	13.3.1 前面 VGA コネクタの取り付け
	13.3.1.1 準備手順
	13.3.1.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.3.1.3 フロントパネルモジュールの準備
	13.3.1.4 前面 VGA コネクタの取り付け
	13.3.1.5 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.3.1.6 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.3.1.7 システムボードへのフロントパネルケーブルの接続
	13.3.1.8 終了手順

	13.3.2 前面 VGA コネクタの取り外し
	13.3.2.1 準備手順
	13.3.2.2 フロントパネルモジュールへのケーブルの準備、または取り外し
	13.3.2.3 VGA コネクタの取り外し
	13.3.2.4 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.3.2.5 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.3.2.6 終了手順

	13.3.3 前面 VGA コネクタの交換
	13.3.3.1 準備手順
	13.3.3.2 フロントパネルモジュールの取り外し
	13.3.3.3 故障した前面 VGA コネクターの取り外し
	13.3.3.4 新しい前面 VGA コネクタの取り付け
	13.3.3.5 フロントパネルモジュールの再組み立て
	13.3.3.6 フロントパネルモジュールの再取り付け
	13.3.3.7 終了手順



	14 システムボードとコンポーネント
	14.1 CMOS バッテリーの交換
	14.1.1 準備手順
	14.1.2 バッテリーの交換
	14.1.3 CMOS バッテリーの取り付け
	14.1.4 終了手順

	14.2 USB Flash Module（UFM）
	14.2.1 UFM ボードの取り付け
	14.2.1.1 準備手順
	14.2.1.2 UFM ボードの取り付け
	14.2.1.3 終了手順
	14.2.1.4 ソフトウェアの構成

	14.2.2 UFM ボードの取り外し
	14.2.2.1 準備手順
	14.2.2.2 UFM ボードの取り外し
	14.2.2.3 終了手順

	14.2.3 UFM ボードの交換
	14.2.3.1 準備手順
	14.2.3.2 UFM の取り外し
	14.2.3.3 UFM の再取り付け
	14.2.3.4 終了手順
	14.2.3.5 ソフトウェアの構成


	14.3 Trusted Platform Module（TPM）
	14.3.1 TPM ボードの取り付け
	14.3.1.1 準備手順
	14.3.1.2 TPM ボードの取り付け
	14.3.1.3 終了手順

	14.3.2 TPM ボードの取り外し
	14.3.2.1 準備手順
	14.3.2.2 TPM ボードの取り外し
	14.3.2.3 終了手順

	14.3.3 TPM ボードの交換
	14.3.3.1 準備手順
	14.3.3.2 TPM ボードの取り外し
	14.3.3.3 TPM ボードの再取り付け
	14.3.3.4 終了手順


	14.4 オンボード SAS 有効化キー
	14.4.1 オンボード SAS 有効化キーの取り付け
	14.4.1.1 準備手順
	14.4.1.2 オンボード SAS 有効化キーの取り付け
	14.4.1.3 終了手順

	14.4.2 オンボード SAS 有効化キーの取り外し
	14.4.2.1 準備手順
	14.4.2.2 オンボード SAS 有効化キーの取り外し
	14.4.2.3 終了手順

	14.4.3 オンボード SAS 有効化キーの交換
	14.4.3.1 準備手順
	14.4.3.2 オンボード SAS 有効化キーの交換
	14.4.3.3 終了手順


	14.5 システムボードの交換
	14.5.1 準備手順
	14.5.2 システムボードの取り外し
	14.5.3 システムボードの取り付け
	14.5.3.1 システムボードの取り付け
	14.5.3.2 プロセッサの交換
	14.5.3.3 ケーブルのシステムボードへの接続

	14.5.4 終了手順


	15 タワーサーバをラックサーバに変 換する
	15.1 準備手順
	15.2 右側のサイドカバーの取り外し
	15.3 アクセス可能なドライブケージの取り外し
	15.4 アクセス可能なドライブケージへの変更
	15.5 アクセス可能なドライブの再取り付け
	15.6 グライダー脚の取り外し
	15.7 イントリュージョンスイッチの準備
	15.8 アクセス可能なドライブの取り付け
	15.9 ラックフロントカバーの組み立て
	15.10 終了手順

	16 ケーブル配線
	16.1 使用ケーブルのリスト
	16.2 ケーブル配線の概要
	16.2.1 基本的なケーブル配線
	16.2.2 8 x 3.5 インチ HDD および SAS エキスパンダボード との電源ケーブル配線
	16.2.3 4 x 3.5 インチ HDD およびアクセス可能なドライブと の電源ケーブル配線
	16.2.4 4 x 3.5 インチ HDD およびマルチベイボックスとの電 源ケーブル配線
	16.2.5 8 x 3.5 インチ HDD および 4 x 3.5 インチ拡張ボック スとの電源ケーブル配線
	16.2.6 8 x 3.5 インチ HDD および 2 x 3.5 インチ拡張ボック スとの電源ケーブル配線
	16.2.7 8 x 3.5 インチ HDD との SAS ケーブル配線
	16.2.8 8 x 3.5 インチ HDD および 2 x 3.5 インチ拡張ボック スとの SAS ケーブル配線
	16.2.9 8 x 3.5 インチ HDD および 4 x 3.5 インチ拡張ボック スとの SAS ケーブル配線
	16.2.10 8 x 2.5 インチ HDD / SSD およびSAS エキスパンダ ボードとの電源ケーブル配線
	16.2.11 8 x 2.5 インチ HDD / SSD およびアクセス可能なドラ イブとの電源ケーブル配線
	16.2.12 16 x / 24 x 2.5 インチ HDD / SSD およびバックアップ ドライブとの電源ケーブル配線
	16.2.13 8 x 2.5-inch SAS 2.0 HDD / SSD および 2 つの SAS 3.0 バックプレーンとの SAS 2.0 ケーブル配線
	16.2.14 8 x 2.5-inch SAS 3.0 HDD / SSD および 2 つの SAS 3.0 バックプレーンとの SAS 3.0 ケーブル配線
	16.2.15 16 x 2.5 インチ HDD /SSD および 2 x SAS コントロー ラとの SAS 2.0 ケーブル配線
	16.2.16 16 x 2.5 インチ HDD /SSD および 2 x SAS コントロー ラとの SAS 3.0 / 2.0 ケーブル配線
	16.2.17 16 x 2.5 インチ HDD / SSD、1 x SAS コントローラ、 および SAS 拡張ボードとの SAS 2.0 ケーブル配線
	16.2.18 24 x 2.5 インチ HDD / SSD、2 x SAS コントローラ、 および SAS 拡張ボードとの SAS 2.0 ケーブル配線
	16.2.19 24 x 2.5 インチ HDD / SSD、2 x SAS コントローラ、 SAS 拡張ボードとの SAS 3.0 / 2.0 ケーブル配線
	16.2.20 24 x 2.5 インチ HDD / SSD、1 x SAS コントローラ、 および SAS 拡張ボードとの SAS 2.0 ケーブル配線
	16.2.21 標準のGPGPU / コプロセッサカードの配線
	16.2.22 高性能のGPGPU / コプロセッサカードの配線
	16.2.23 SAS 2.0 BBU / FBU ケーブル配線
	16.2.24 SAS 3.0 FBU ケーブル配線
	16.2.25 Modular LAN NCSI サイドバンドのケーブル配線

	16.3 イントリュージョンスイッチケーブルの交換
	16.3.1 準備手順
	16.3.2 イントリュージョンスイッチケーブルの取り外し
	16.3.3 イントリュージョンスイッチケーブルの取り外し
	16.3.4 終了手順


	17 付録
	17.1 装置概観
	17.1.1 サーバ前面
	17.1.2 サーバ背面
	17.1.3 サーバ内部

	17.2 構成の表
	17.2.1 ハードディスクドライブ/ Solid State Drive の取り付 け順序
	17.2.2 メモリボードの構成の表
	17.2.3 拡張カードの構成の表

	17.3 コネクタと表示ランプ
	17.3.1 システムボードのコネクタと表示ランプ
	17.3.1.1 オンボードのコネクタ
	17.3.1.2 オンボード設定
	17.3.1.3 オンボード表示ランプおよびコントロール
	17.3.1.4 I/O パネルコネクタ
	17.3.1.5 I/O パネルの表示ランプ
	17.3.1.6 PSU 表示ランプ

	17.3.2 フロントパネルのコネクタと表示ランプ
	17.3.2.1 フロントパネルのコネクタ
	17.3.2.2 フロントパネルのコントロールと表示ランプ


	17.4 最小起動構成

	FBU ケーブルの接続手順



